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　　　　序章




　疲労のあまり足が棒になって、全すべての感覚が失われたかのようだった。

「もう駄だ目めだ。少し……休憩させてくれ」

　息も絶え絶えにそう呟つぶやくと、ジェラルド・エリクソンは街道の端に行き、立たち木きに背をもたせて地面に座り込んだ。

　あたりは昼でもほとんど日の差し込まない鬱うつ蒼そうたる森が延々と続いている場所だった。落ち葉の敷き詰められた地面は長く降り続いた雨がまだ乾いていないらしく、かなり湿っていたが、もはやそんなことに構っている余裕はない。

　両手で服の裾そそをつかんで捲まくり上げ、下半身に風を送り込む。汗と雨でぐしょ濡ぬれとなり、蒸れた股またぐらに、晩秋の冷たい空気が心地よく染しみ渡った。

　今エリクソンが着ているのは、侍女の服だった。ウェンズロー砦とりでから脱出したときから、ずっと同じ格好をしている。最初のうち降り続いていた雨と、ぬかるんだ地面から跳はねる泥どろ、それに自分の汗にまみれ、服はもはや元の色と形が判然としないほど汚れてしまっていた。襟えり元もとの布をつまみ、鼻を近づけた途端、すえたにおいが鼻を衝つく。

　警けい備びの目をかいくぐるためやむを得なかったとはいえ、知っている人間にはとても見せられない、あまりに情けない姿だった。早く着替えたくて仕方がなかったが、あいにく替えは用意されていない。途中で調達できればよかったのだが、ここまで通ってきたのが集落のひとつもない寂さびれた街道だったため、それも果たせないまま今に至っている。

「お前は疲れていないのか？」

　傍かたわらにいる小柄な少女に向かって、エリクソンは問いかけた。彼に侍女の格好を強しい、ウェンズロー砦を脱出させてどことも知れぬこんな場所まで連れて来たその少女の名は、フェリスといった。

　立ったままでいたフェリスは、エリクソンのほうを振り返り、かぶりを振った。

「大丈夫です……」

　そう答える彼女の声はか細かったが、表情は平然としており、疲労している様子はまったく窺うかがえない。

　エリクソンは信じられない思いでフェリスを見つめた。彼らがウェンズロー砦を脱出したのはかれこれ三日前になるが、フェリスはそれからずっと休んでおらず、ほとんど眠ってさえいないはずだった。それなのにどうして何でもないといった顔をしていられるのか、不思議でならない。

　最初の二日間、彼女は昼夜ぶっ続けでほとんど休むこともなく、襲歩機ギヤロツパーを操縦し続けていた。機巧鎧アームネイン同様、襲歩機ギヤロツパーも動かすに当たっては精神の集中が必要とされるため、長時間操っていれば当然疲労も激しくなる。特にフェリスの場合、ほとんど襲歩機ギヤロツパーの限界ぎりぎりの全力疾走を続けていたため、消耗の度合いは大きいはずだった。しかるに彼女の態度にはまったく変化がなかった。一緒に乗っていただけのエリクソンのほうが先に音ねを上げてしまい、途中で何度となく、止まって少し休みたいと申し出る羽は目めになったほどだ。

　襲歩機ギヤロツパーは昨日の段階で酷こく使しがたたって壊こわれてしまったため、それからは徒歩での移動となっていた。行き交う者が誰だれもいない山道は厳きびしい勾こう配ばいの連続で、エリクソンをすっかり参らせていたが、フェリスはそれすらもまったく苦にしていないようだった。

　こんな小さな体の一体どこに、そんなに力が蓄たくわえられているのか？

　まるで少年のようにも見えるフェリスの全身を眺ながめ回しながら、エリクソンはそんなことを思った。

　その瞬しゆん間かん、突然彼の腹が、盛大な音を立てて鳴った。

　エリクソンの意識はたちまち、自分の胃へと引き寄せられた。反射的に右手を腹に当て、さすり始める。

　思えばこの数日間は、食事事情も極めて粗末だった。まさか五公こうの代理にして侯こう爵しやくたる自分が、一般民や奴ど隷れいのように食うものに困ってひもじい思いをすることになるとは、というのが正直な気持ちだった。

　エリクソンは服のかくしをまさぐり、中にしまっていた干ひ果かのかけらを取り出した。元々は自分たちが乗っていた襲歩機ギヤロツパーに積んであった樽たるの中にあったものだ。これのお陰かげで、何とかここまでもったようなものだった。もしなかったら、今いま頃ごろどうなっていたことか。

　だがそうやってここまで自分の命をつないできた干果も、今手にしているかけらが最後だった。大切に食べなければならない。

　エリクソンは口を開けて干果のかけらを放り込もうとしたところで、フェリスが自分のことを見つめているのに気付いた。

「……お前も欲しいのか？」

　聞かずとも答えはわかっているようなものだったが、嫌いや々いやながらにそう問いかけた。

　フェリスは相変わらず表情をまったく変えないまま、口を開く。

「いえ、いりません」

「そ、そうなのか？」

　エリクソンはフェリスの意外な答えに戸と惑まどった。本当だろうか？　彼女はこの数日間眠っていないばかりでなく、食事もまったく摂とっていないはずだった。樽の中にあった干果はエリクソンの食べた分しか減っていなかったからだ。もしかしたら何かを隠かくし持っていて、彼が知らないうちにこっそりそれを食べていたのかもしれないが、少なくともそうした場面を目にしたことはなかった。

　もしかしたら、自分が意地悪いことをいったので、拗すねているのだろうか？

「本当に大丈夫です。私に遠えん慮りよなさる必要はありませんから、どうぞ……」

「あ、ああ」

　どこか釈然としなかったが、そこまでいらないというのであれば、別にこれ以上この娘を気き遣づかってやる義理もない。エリクソンは彼女の言葉を信じることにし、促されるまま、干ひ果かを口に含んで咀そ嚼しやくし始めた。たちまち、じんわりとした甘みが舌先から口全体へと回っていく。

　フェリスはエリクソンから視線を外し、街道の前方に顔を向けた。

「……もう近くまで来ています」

「そ、そうだったのか？」

　エリクソンはあわてて干果を飲み込んだ。

「だったらそれを早くいってくれなければ困る。ようやく、フランシスカ様の下もとに追いついたのだな」

「フランシスカ様……？」

　フェリスが再びエリクソンに視線を向けてきた。何をいっているのかわからないといわんばかりに、小首を傾かしげている。

「まさか……違ちがうというのか？」

　エリクソンはあわてた。二日前、フェリスと交わした会話を思い出す。エリクソンがどこへ行くつもりなのかと尋たずねたのに対し、フェリスはこう答えた。

　あなたを慕したい、あなたの力を必要としている人のところです。

　それを聞いた瞬しゆん間かん、エリクソンの中で、まるで霧きりが晴れるように全すべての疑問が氷解したのだった。

　自分を慕い、自分の力を必要としている人間。

　それはどう考えても、フランシスカ以外あり得ないではないか。

　ウェンズロー砦とりでの一室に謹きん慎しんしている間に、彼は自分のこうした処遇はフランシスカの本意ではないと考えるようになっていた。全てはあの気き障ざで、見込みもないのにフランシスカに取り入ろうと画かく策さくしているオルグレンが入れ知恵したせいだと。

　他の人間の手前、フランシスカもオルグレンに同意せざるを得なかったものの、きっと内心では苦しんでいたに違ちがいない。

　あのときの彼女の物もの憂うげな表情が、全てを物語っているのではないか──

　そう考えるうちに、エリクソンは自分の謹慎はじきに解け、再び戦列に復帰することになるだろうと信じるようにもなっていた。それだけに、実際には何の音おと沙さ汰たもないまま、ウェンズロー砦に駐留していた味方の軍勢が王都に向けて進発したと警けい備びの兵から聞いたときは、愕がく然ぜんとした思いにとらわれもした。

　なぜ自分に声がかからなかったのだ？

　だがそれから一日が過ぎて、フェリスが現れたとき、エリクソンはもしやこれは、と思った。

　ここから連れ出してあげます。この服に着替えてください。

　厳げん重じゆうに警けい備びされていたはずの部屋を開けて入ってくるなり、彼女は侍女の服をエリクソンに手渡し、そう告げた。

　あまりに唐とう突とつな展開だったが、エリクソンはフェリスの言葉に従った。

　これこそは、実はフランシスカの密ひそかなる配はい慮りよによるものではないだろうか。そう思ったからだ。

　オルグレンたちの目を避けるため、彼女はあえて自分だけ、遅れて出発させようと手を尽くしてくれたのではないか。

　そして、自分が最初ににらんだ通り、フェリスこそは密かにフランシスカに遣つかわされた人間だったのに違ちがいない──

　そうした思いがあったからこそ、エリクソンはフェリスについていくことに疑問を覚えなかったのだった。さらに、道すがら彼女に聞かされた言葉が確信となって、この数日間にわたる強行軍を乗り切ってこられたといってもいい。

　だがそれは、まったくの自分の勘違いだったというのか？

　エリクソンの心はたちまち不安に包まれた。

　そういえば、ここまで時間がかかり過ぎているような気もする。ウェンズロー砦から王都リュクシスまでは二十リグド（約百キロ）。南方街道をそのまま北上するのではなく、人目を避けるため迂う回かい路ろを取っているのだと今まで思っていた。だが仮にどこを通ろうと、目指すのが王都なら、とっくに着いていてもおかしくないはずだ。

　それなのに、自分たちは未いまだにこんなどことも知れぬ山奥にいる。

　しかもフェリスは、ここが目的地のすぐ近くだという。

　自分の想像とは、何かが大きくかけ離はなれている気がした。

　一体自分はどこへ連れて来られたというのだろう？

　そのとき、彼らが進んでいた街道の前方から、地面を踏ふみしめて何かが近づいてくる音が聞こえてきた。

「あの音は……」

　エリクソンはその場で立ち上がり、音のするほうに目を向けた。

「迎えが……来たみたいです」

　フェリスがそう呟つぶやくのと同時に、木々に遮さえぎられて見えなくなっていた街道の先から、一台の機巧輿キヤバリーと、数機の襲歩機ギヤロツパーがまとまって現れた。

　機巧輿キヤバリーは細部に至るまで精せい緻ちな意い匠しようが施ほどこされた、見るからに贅ぜいを凝こらした造りをしていた。中に乗っているのが高貴な身分の者であることは明らかだった。

　やはり自分の想像は間違っていなかったのか？

　襲歩機ギヤロツパーに乗っていた機士が地面に飛び降り、機巧輿キヤバリーの側面に走り寄って階段を横付けする様子を見ながら、エリクソンはそんなことを考えた。

　だがそうした彼のはかない希望は、いざ扉とびらが開かれ、中から現れた人物の姿を見た途端、あっさりと打ち砕かれた。

「な、なぜ……」

　なぜ、お前がここにいる。

　なぜ、この自分の前に現れる。

「遠路はるばるようこそ我が国へ来てくれた、友よ」

　そういって、エリクソンに向けて満面の笑みを浮かべたのは、彼が二度と会うことはないだろうと思っていた人物──

　王都陥かん落らくの原因を作った裏切り者であるシオドリク・バーナビーの息子、小バーナビーだった。

「バ、バーナビー卿きよう……」

「長年の親友である君が苦境にあると聞いて、心を痛めていたんだよ。無事に脱出できて本当によかった」
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　小バーナビーは階段を降りて地面に立つと、エリクソンのそばに歩み寄ってきた。

　エリクソンがあわてて後ずさりすると、笑みを引っ込めて悲しそうな表情を浮かべ、かぶりを振る。

「そんなに怖がらなくてもいいじゃないか。君と私の仲だろう？」

「いや、しかし……」

　確かに昔からの顔見知りではあるが、そんなになれなれしくされるほど親しかったわけでもない。

　第一、今となっては敵味方の間柄だ。警けい戒かいするなというほうが無理な話だった。

「ジェラルド、私は君の力になりたいんだ」

「ち、力……？」

　エリクソンは頭が混乱して、まったく状況を整理できないまま、反射的に問い返した。

「そうとも。オルグレンやヒュームのごとき青二才どもに軽かろんじられる今の境遇は、君だって本意ではないだろう？　本当だったら君は、エリクソン家の総領となって公こう爵しやく位いを継ぎ、五公こうの筆頭位に就ついてもおかしくない人間なのに」

「やめてくれ……」

　エリクソンは激しくかぶりを振った。彼にとっては一番触れられたくない話題だった。

　だが小バーナビーはそんなエリクソンの懇こん願がんを無視して、さらに言葉を連ねてくる。

「ジェラルド、私はずっと、君は本来の君にふさわしい立場に就くべきだと思っていたんだ。……だから私に、その手助けをさせてもらえないか」

「え……？」

　エリクソンは小バーナビーの顔を凝ぎよう視しした。

　この男は今何といった？

「て、手助け……？」

「そうとも」

　小バーナビーは大おお仰ぎように頷うなずいた。

「私だったら、君の力になれる。そして私も、君の助けが必要だ。……ふたりで力を合わせて、この国のあるべき姿を取り戻さないか？」

「あるべき……姿……」

　エリクソンは小バーナビーの発した言葉をかみしめるように繰り返した。

　そんな彼に向かって、小バーナビーは再びにこやかに笑いかけた。

「ここまで来れば君はもう安全だ。まずは私の城へ来て、ゆっくりと疲れを癒いやしてほしい。それから、詳しい話をさせてもらうよ」
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　　　　１




　最初に生じたのは耳をつんざくほどの大音おん響きよう、続いて発生したのは視界を塞ふさがんばかりの土つち煙けむりだった。

　敵味方の機巧鎧アームネインが西日に装甲を反射させながら手にした得え物ものを振るい、甲かん高だかい金属音を奏でてぶつかり合う。最前に立っているのは、分厚い装甲を全身にまとい、防御力を強化した重装機ヴアンカー仕様の機体が中心だった。その狭はざ間まを、戦せん闘とう用義ぎ肢しを手足に装着した突とつ撃げき歩兵が走りまわる。白刃がきらめき、機体が地じ響ひびきを立てながら躍やく動どうするたび、そこかしこで次々に機巧鎧アームネインが、兵士が、頽くずおれ吹き飛ばされして地面に倒れ、動かなくなっていく。秩序立った動きと無秩序の動きが相半ばしつつ、夥おびただしい命がたちまち消耗していくさまは、敵も味方もまったく変わらなかった。

　ウェンズロー砦とりでから南方街道を北上してきたリュクサリア王国軍は、奪だつ還かんを目もく論ろむ王都リュクシスを間近に望のぞむ地点で、迎げい撃げきのため外に出てきたオルガンド軍部隊と激げき突とつを開始していた。数に勝るリュクサリア側は、先せん鋒ぽう部隊を突出させ直接敵勢にぶつけると同時に、残りの部隊を横陣に布陣して状況の変化に備えている。一方のオルガンド側は、ほぼ魚ぎよ鱗りんに近い陣形を取っていた。

　リュクサリア王国軍とオルガンド軍、大部隊同士の激突は、まるで二匹の巨大な生物が真っ向からかみ合い、互いに相手の喉のど笛ぶえを食いちぎらんと死力を尽くしているかのようだった。




『右う翼よくがやや押し込まれ気味のようです。各部隊長にもっと相互の連れん携けいを強化するよう伝えなさい』

『はっ！』

　指示を受けた伝令役の機士が機巧鎧アームネインを操り、一目散に走り出していく。

　その様子を視界の片隅で確認しながら、ジョエル・オルグレンは操縦席の中で大きく息を吐いた。

「さて……」

　兜かぶとからあふれ、汗で額ひたいに張り付いた前まえ髪がみを手で払う。リュクサリア王国きっての貴公子と呼ばれるオルグレンだったが、今は日ごろの優美で落ち着いたさまはどこにも見当たらず、焦しよう燥そう感かんを多分に織り交ぜた険しい顔つきになっていた。

　オルグレンはリュクサリア王国軍の先鋒として自らの部隊を率い、王都の外に出てきたオルガンドの軍勢と激しい攻防を繰り広げている最中だった。彼が率いる部隊は総勢三万、そのうち機巧鎧アームネインは八千機を数える。一方のオルガンド軍は総勢約一万、機巧鎧アームネインの数は四千機程度と見積もられていた。オルグレンの部隊だけでも三倍の戦力を擁ようしている上に、彼の背後にはヒュームの部隊やアルトゥールたちの本隊なども控えている。普通に考えるなら、およそ負けるはずのない戦いといってよかった。

　にもかかわらず、今のオルグレンにはまったく気持ちの余裕はなかった。

　彼にとって、今回の戦いはただ勝てばいいというだけのものではなくなっていたからだ。

『公こう爵しやく様！』

　そばに控えていた護ご衛えいの機士が鋭い声をあげた。オルグレンたちの正面に、味方の壁かべをかいくぐって三機のドラードが姿を現したためだった。いずれも機動性を重視した調整を施ほどこされた突撃機ランサー仕様の機体で、オルグレンの乗るライオットと同様剣と盾たてを所持している。

　オルグレンは即座に自らの機体の足を一歩前に踏ふみ出した。

『真ん中の一機は私が引き受けます。残りを』

　彼が周辺の部下に向かってそう言い終えるのと、三機のドラードのうちの中央にいた一機が、右手に握にぎった剣を振り上げながら猛もう然ぜんと突っ込んでくるのは同時だった。ドラードは自らの間合いに入るや、走ってきた勢いはそのままに、オルグレンの機巧鎧アームネインに向けて思い切り剣を振り下ろしてくる。

　オルグレンもすかさずそこに、自らの剣を打ち合わせていった。

　白みがかった刀身を持つ銘めい刀とうファルコンが風を切り裂さき、激しい金属音を立てて相手の刀身を受け止める。

　オルグレンは即座に次の行動に移った。力比べに持ち込むことなく素早く剣を引き、敵が反応するよりも先に今度は自分のほうから閃せん光こうのごとき突きを見舞っていく。

　相手のドラードが受け止めようとする間もあればこそ、ファルコンの透すき通った刃やいばが装甲の裂ける音と共に機体の中へ深々と吸い込まれ、全すべてを一いつ瞬しゆんで終わらせる致命傷をもたらした。

　操縦席の中の機士の動きを反映するように、ドラードが全身を小刻みに痙けい攣れんさせながら地面に頽くずおれる。

　オルグレンはファルコンの刀身を引き抜くと、地面に向けて一振りした。この間に周囲にいた護衛の機士たちも、残りの二機のドラードを地面に打ち倒している。

『公爵様、お怪け我がはありませんか』

『無論です』

　いわれるまでもない。この程度の敵に自分が後れを取るはずがない。そんなことを思いながら、オルグレンは改めて周囲の状況を確認した。戦況は今この瞬間だけを見れば五ご分ぶに近いといえるだろうか。オルガンド軍の戦意は高かった。自分たちに向かって激しい圧力をかけてきているのがはっきりとわかる。戦力の差を、あふれんばかりの闘とう志しで補っているといえるかもしれない。

「……どうやら向こうも本気のようですね」

　オルグレンは操縦席の中で呟つぶやいた。オルガンド軍は重装機ヴアンカーのみならず、早い段階から突撃機ランサー仕様のドラードを積極的に前面に出し、繰り返し猛もう攻こうを仕掛けてきていた。機動力に物をいわせて中央突破を図る狙ねらいだろう。モーリス河畔での会戦以来、そのやり方もすっかりオルガンド軍の基本作戦となった感がある。相手の真の狙いは、後方に控えている本隊だろう。

　なめられたものだとオルグレンは思った。本隊を狙うということは、裏を返せば自分の部隊など容易に突破できると踏ふんでいるということではないか。

『……このままにはさせませんよ』

　低い声で発した一言が、伝声器に乗って外へと漏もれ出した。オルガンド軍に向かっていったつもりの言葉だったが、脳のう裏りに次々と浮かんだのはなぜか味方の顔だった。同じ五公こうのひとりであるランディ・ヒューム、新参の王子アルトゥール、そして──

　近衛このえ副長官ヴィクト・フォティオス。

　数日前、ウェンズロー砦とりでと王都の途中にあるカーマイン峡きよう谷こくで、リュクサリア王国軍は不ふ慮りよの山崩れに遭そう遇ぐうした。さらに、追い討ちをかけるかのごとくそこにオルガンド軍の部隊による奇き襲しゆう攻こう撃げきまで受けた。フランシスカとアルトゥール、それにエリュシオンを全すべて失うという最悪の事態こそ免まぬがれたものの、王国軍は少なからぬ被害を蒙こうむり、進軍にも多大な遅れを生じさせて今日に至っている。

　あのとき以来、自分を取り巻く空気、自分に対する周囲の見方といったものが、明らかに変わったとオルグレンは考えていた。面と向かって非難の言葉を浴びせてくる者こそいなかったものの、皆が無言のうちに自分の責任を問うている気がしてならなかった。

　それと対照的に、ヴィクトのほうはあの一件で軍内における存在感をさらに増したのは確実だった。元々出発前の軍議の席で、彼は山崩れの危険性と奇襲の可能性を同時に指摘しており、あの場に列席していた指揮官たちもそのことを知っている。そうした先見の明に加え、実際に災害が生じた後の復旧活動における差さ配はいが的確だったこともあって、周囲のヴィクトに対する評価はますます高まったようだった。実質的に全軍を指揮する立場にあるのが直ちよく上じようにいる近衛長官ファウラーということも、彼の発言力と影えい響きよう力を増大させる一助となっているのは間ま違ちがいあるまい。

　先日のウェンズローでの会戦以来、オルグレンはヴィクトに対し、早い段階で牽けん制せいを加えておかなければならないと密ひそかに考えていた。しかし、結果的に今の状況は、彼が望んだ方向とはまったく逆になっていた。

　ここまで何もかもが裏目に出てしまうと、もしかしたら自分はヴィクトに嵌はめられたのではないか、とさえ思えてしまう。

　そんなことを考えただけで、オルグレンの心中には抑えようにも抑えきれない昏くらい憤いきどおりが湧わき起こってくるのだった。

　オルグレンが公こう爵しやくの位くらいを継ぎ、五公の一員と認められるようになって二年になる。五公といえば誰だれもが認めるリュクサリア貴族社会の頂点に立つ存在、その一員ともなれば全ては思いのままと傍はた目めには思われがちかもしれない。だが実際はそんなことはなかった。ほぼ同時期に家か督とくを継いだヒュームとは、家同士の長年の確かく執しつなどもあって何かと角付き合わせることが多く、自分の狙ねらいどおりに事が運んだ例などむしろ少ないといえた。さらに、ヒュームよりも厄やつ介かいだったのは年長のシオドリク・バーナビーやダーレイ・アシュフォード、レオポルド・エリクソンらの面々だった。同じ五公こうなれば家柄的にも実力的にもまったく対等の立場のはずだったが、何かにつけ若造扱いされて窮きゆう屈くつな思いを強しいられたことも一度や二度ではない。

　それゆえ──

　バーナビーとアシュフォードが死亡し、レオポルド・エリクソンが不在となった今こそは、オルグレンにとってむしろ自らの地位を高める好機だった。無論そのことを軽々しく口にするほど迂う闊かつな彼ではなかったが、心中期するところは大いにあった。

　オルグレンは五公の地位だけに満足するつもりはない。もっと大きなものをつかみたいという思いを、家督を継ぐはるか以前、それこそ少年のころから明確に抱き続けていた。こんなところで躓つまずくわけにはいかない。いきなり現れた者たちに、望んでいた地位を奪うばわれるなど、とんでもないことだった。

　そうした彼の決意が部下にも伝わったのだろうか。オルグレンの部隊はオルガンド軍の圧力を持ちこたえ、次第に前線を押し上げる勢いを見せ始めていた。

　この調子だ。相手の速攻にあわてることなく、こちらは数的優ゆう位いを活かしてじわじわと押し包んでいけばいい。

　オルグレンがそんなことを考えたときだった。

　オルガンド軍の何度目かの突とつ撃げきが退けていくのと入れ替わりに、三機の重装機ヴアンカー仕様とおぼしきドラードが後方から姿を現した。真ん中の一機は茶色に塗装された物々しい装甲で全身を鎧よろい、両手に長なが槍やりを構えている。左右にいるのは随ずい伴はん機きだろう。

『公こう爵しやく様、あれは』

『わかっています。どうやら律りち儀ぎに、あちらから挨あい拶さつに出向いてくれたようですね』

　茶色のドラードが誰の乗る機体なのか、オルグレンにはすぐにわかった。これまでの半年にわたる攻防で、オルガンド側にどのような将がいるかといった情報は既すでに把は握あくしている。

　カルステン・シュマイザー。先日のウェンズロー会戦で戦ったガズレイと同じ、オルガンド軍の万ばん機き将のひとりだった。

　万機将直じき々じきの登場に、後方にいる味方の間からもどよめきが起こるのが聞こえてきた。

　シュマイザーのドラードは敵軍の前面に出てくると、オルグレンの正面、三百リム（約三百メートル）ほど離はなれた地点で足を止め、手にした長槍を握り直した。二機の随伴機が周囲を警戒する体勢を取りながら、シュマイザーの動きにならう。

　どうやら向こうも、オルグレンの正体をわかっているようだった。恐らくは偶発的な遭そう遇ぐうではなく、最初からこちらを狙って接近してきたのに違ちがいない。

『こうしてご足労いただいたからには、私のほうも礼を尽くさねばならないでしょうね』

　オルグレンはそう呟つぶやくと、ファルコンと盾たてを構えながら機体の腰を落とし、いつでも飛び出せる体勢を取った。

　オルグレンもシュマイザーも、お互いに改めて名乗りを上げることはなかった。双方の機巧鎧アームネインはどちらからともなく地面を蹴けり、相手に向かって全力で走り出していた。

　互いにほぼ等距離を走り、機体に勢いを乗せたまま、二機の機巧鎧アームネインは相手に打ちかかっていった。鋭い金属音を生じさせて剣と長なが槍やりがかみあい、そのまま刃やいばと刃の激しい応おう酬しゆうが開始される。

　ほんの数すう合ごう打ち合っただけで、オルグレンはシュマイザーが機士として並々ならぬ技量を持っていることを悟った。長槍を巧みに操ってオルグレンの素早い剣撃を次々に受け止め、一いつ瞬しゆんの隙すきを衝ついて鋭い反撃の一手を繰り出してくる。彼の乗っているドラードは特別な調整が施ほどこされているのか、他の機体と比べて明らかに出力が強化されていた。刃と刃を合わせて力比べの体勢になった途端、凄すさまじい圧力がたちまちのしかかってきて、オルグレンの乗るライオットの全身から軋きしみ音を生じさせる。

　強い。だが強ければ強いほど、この相手を倒したときの自分に対する賞賛も間違いなく大きくなる。そう思うことで、オルグレンの内に相手に対する敵てき愾がい心がますますこみ上げてきた。

　ファルコンの刀身を上に跳はね上げ、いったん相手と距きよ離りを取る。

「……ここで引くわけにはいかないんですよ、私は」

　そう呟き、オルグレンは自らに気合をこめ直すと、荒らげた息を整える間もなく、次なる剣けん撃げきをシュマイザーに見舞っていった。

　この間にも、彼の部隊の勢いは止まらずさらにじりじりと前進して敵勢を押し込みにかかる。

　日はさらに西へと傾き、夕ゆう闇やみが迫ろうとしていたが、戦いの勢いが収まる気配はまったくなかった。

　オルグレンとシュマイザーの直接戦せん闘とうは数十合を超えても決着が着かなかった。

　リュクサリア王国の王都リュクシスは周囲を高い城じよう壁へきに囲まれており、東西南北に四し門もんを有している。そのうちのひとつが南側に位置し、南方街道の基点にもなっている南正門だった。

　オルガンド軍を押し包まんとするうちに、自分の部隊がその南正門に接近しつつあることは、オルグレン自身も気付いていた。

　シュマイザーとの戦いは、まったく五ご分ぶの状況だった。実際に剣を合わせた上でオルグレンが相手に抱いた印象は、先日のガズレイに対するものとは正反対だった。ガズレイの膂りよ力りよくに物をいわせた剛ごうの戦いぶりに対し、シュマイザーは柔じゆうというのだろうか。状況に応じて臨りん機き応変に打つ手を変えてくるといった感じだった。オルグレンが押したと思えば引き、逆に引けばすかさず踏ふみ込んでくる。どちらかというとオルグレンも同様の戦い方を得意とすることもあって、両者の力は完全に拮きつ抗こうしており、それゆえ一瞬たりとも気の抜けない状況が続いた。

　ふと、長なが槍やりを構えたシュマイザーと対たい峙じしているオルグレンの視界の片かた隅すみに、左さ翼よくの指揮を任せていた副官格の機士の乗るライオットが映った。部隊の先頭に立ち、後退を続けるオルガンド軍をほとんど一方的といっていいほど果敢に攻め立てている。それにつられる形で、左翼全体が突出気味になっているようだった。

　あまり前に出過ぎるのも、危険かもしれませんね。

　そんなことを考えながら、オルグレンがシュマイザーが繰り出してきた長槍の鋭い一撃を受け流したその瞬しゆん間かんだった。

　南正門のちょうど真上の位置、王都を取り囲む高い城じよう壁へきの一角から、長さ数リムに及ぶ極ごく太ぶとの矢が一斉に撃うち出された。

『何っ……！』

　オルグレンの口から驚おどろきの叫さけびが漏もれた。

　矢は目にも留とまらぬ鋼はがねの驟しゆう雨うと化し、けたたましい音を立ててオルグレンの部隊に降ふり注そそいだ。

　そのうちの一本が、一番前を走っていた副官格の機士のライオットを直ちよく撃げきする。

　そのライオットは操縦席から背部の装甲までを一瞬のうちに貫かれていた。それでもなお、走っていたときの勢いで数歩前進した後、風に舞うかのごとく回転しながら地面に倒れてようやく動かなくなった。

　直撃を受けたのはその機体だけではなかった。他ほかにも数機のライオットが同じ目に遭あい、地面に頽くずおれるのがオルグレンの目に映った。

　一方のオルガンド軍のほうは、自分たちの至近距離を矢が通過したにもかかわらず、被害を受けた機巧鎧アームネインや兵士は見当たらなかった。城壁に張り付いている守備部隊との間で、発射の頃ころ合あいに関して事前に話がついていたのは間ま違ちがいない。

　オルグレンは城壁の上に目を向けた。そこにはいつの間にか、大型の弩ど砲ほうが何門もんも、こちらに狙ねらいを定めた状態でずらりと並べられていた。

　味方の機巧鎧アームネインを動かない鉄くれに変へん貌ぼうさせた矢は、その大型弩砲から打ち出されたものだった。ライオットの装甲を撃ち抜いたその絶大な威力からすると、初めから対機巧鎧アームネイン用に開発されたものかもしれない。

　副官格の機士を失った影えい響きようはあまりにも大きかった。左翼から発した動どう揺ようが、瞬またたく間まにオルグレンの部隊全体へ波紋のように広がっていく。

　そこへもう一度、城壁の上に並んだ何門もの大型弩砲から、鋼の巨きよ矢しの斉せい射しやが襲おそいかかってきた。風を切り裂さく不吉なうなり音を立てながら、矢が地面に次々と突き刺さり、回避に失敗したライオットを撃うち抜いていく。

　さらに、ここで狙い澄すましたように、後退を続けていたオルガンド軍が一転して再び前進を開始し、前以上に激しい攻撃をかけてきた。

『全すべて……謀はかった通りということですか』

　オルグレンは目の前のシュマイザーに向かって問いかけた。その声は怒りと屈くつ辱じよくに震ふるえている。

　これが相手の狙ねらいか。

　こちらの勢いに負け、後退すると見せかけて、あの大型弩ど砲ほうの射程に引き込んだというのか。

　許せない、という気持ちでいっぱいだった。

　機巧鎧アームネインと機巧鎧アームネインが正面から堂々とぶつかり合い、雌し雄ゆうを決することを理想の戦いと考えるオルグレンには、あのような飛び道具や罠わなを使って勝とうとするなど、考えられないことだった。

　そのとき、南正門の方向からオルガンド軍のものと思われるひときわ大きな喊かん声せいが上がり、その喊声に合わせて閉ざされていた城門が開かれた。中から飛び出すように姿を現したのは、赤紫を基調とする色に塗られた機体で固められた、オルガンド軍の新あら手ての機巧鎧アームネイン部隊だった。

　オルグレンの視線は、先頭を切って走る一機の機体に吸い寄せられる。

『あれは……』

　オルグレンが初めて目にする種類の機巧鎧アームネインだった。まったくの新型か、それともドラードの派生型か。外見だけでは判断できなかったが、その機巧鎧アームネインの存在感は他と比べて抜きんでていた。やはり全身を赤紫の装甲で覆おおっている。どちらかといえば細身で、恐らくは突撃機ランサー仕様の機体と思われた。特とく徴ちよう的なのは左右に大きく張り出した肩の装甲と、腰の部分に装着した長い前当てだった。肩を張り、前当てをひらめかせて走るそのさまは、鮮やかな色彩も手伝ってまるで巨大な蝶ちようのようにも見える。

　オルグレンの記憶の片かた隅すみに何かが引っかかった。赤紫色の機体が集まって構成されたオルガンド軍部隊の情報を確か耳にしたことがあったはずだ。捕ほ虜りよになった敵兵から通称も聞いている。あれは確か──

『紫し電でん……？』

　オルグレンがそう呟つぶやくのと同時に、赤紫の機巧鎧アームネインの一団は、混乱の最中にあるオルグレンの左さ翼よく部隊へとまっしぐらに突っ込んでいた。

　先頭を走っていた機巧鎧アームネインは、波のようにうねった刃を持つ鉾ほこを手にしていた。それを近くにいたライオットに向かい、強烈な勢いで見舞っていく。

　中段から繰り出された雷光のごとき一撃が、防御の体勢を取る暇いとまも与えずライオットの頭部を叩たたき割り、たちまちその場に叩き伏せた。

　この赤紫の機巧鎧アームネイン部隊の登場が決定打となった。

　オルグレンの部隊は混乱から立ち直ることができないまま、ついに崩れた。

『落ち着け！　浮き足立つと敵の思う壺つぼだぞ！』

『これしきで崩れるとは、それでもオルグレン家に仕える機士か！　戻れ！』

　状況を立て直そうとする指揮官たちの怒ど声せいがそこかしこから上がったが、それもあたり一帯に響ひびき渡る叫きよう喚かんと喧けん騒そうにたちまちかき消されてしまい、効果を発揮することはなかった。

　後退する味方に邪じや魔まされ、オルグレンとシュマイザーの間もたちまち隔てられてしまう。

　その様子を見たオルグレンは、シュマイザーを追うのをやめ、狙ねらいを蝶ちようのような赤紫の機巧鎧アームネインに変えると、そちらへ向かって走り出した。

　今や、彼の意識は部隊を敗走させられた恨みやくやしさよりも、別の一点に向けられていた。

　このまま終わらせるわけにはいかない。

　せめて、あの赤紫の機巧鎧アームネインに一ひと太た刀ちなりと──！

　あわてふためきながら後退する部下たちの流れに逆らい、前へ前へと進んでやがて目指す場所へとたどり着く。

　蝶のような赤紫の機巧鎧アームネインは、オルグレンが現れたのを見るや、鉾ほこを構えて彼のほうへと向き直った。

『オルガンド軍万ばん機き将がひとり、ゲルトルーデ・バルテル。そちらはリュクサリアのオルグレン公こう爵しやくか』

　操縦席の中から聞こえてきたのは女の声だった。

『これはこれは。卑ひ怯きような真ま似ねが得意なオルガンドの中にも、正々堂々と名乗りを上げる方がいらっしゃったようですね』

『全すべては作戦のうち。卑怯呼ばわりされる筋合いはない』

　バルテルはオルグレンの言葉にもまったく動じる様子はなく、冷静な口調で答えた。

　オルグレンは奥歯をかみ締め、火の出るような鋭い視線をバルテルの機巧鎧アームネインへと向けた。操そう演えん桿かんを握る両手に力をこめ、機体の腰を落として攻こう撃げき体勢を取る。

　踏ふみ込んできたのはバルテルのほうが早かった。中段に構えた鉾ほこを、裂れつ帛ぱくの気合と共にオルグレンの機体目がけて繰り出してくる。

　オルグレンは咄とつ嗟さに機体を横に逃がしつつ、迫り来る鉾先に向かいファルコンを打ち合わせていった。

　甲かん高だかい金属音を発して、互いの刃やいばが弾はじき合う。

　バルテルはすかさず次の攻撃に移った。鉾先を弾かれた体勢から、すぐに切り返しの一撃を、今度は横なぎするように打ち込んでくる。

　オルグレンは左手に持った盾たてでこれを受け止めた。鉾先が当たると同時に、盾の表面の装甲に深々と抉えぐり傷が刻み込まれ、その不ふ穏おんな感触と鈍い音が操縦席のオルグレンの下もとまで伝わってくる。

　オルグレンは相手の攻撃を盾で受け止めたまま、足を踏み込み距離を詰めていった。鉾先を食い込ませたまま、盾を持った左腕をかち上げるように上へ持っていく。そしてバルテルの機巧鎧アームネインの懐ふところがわずかに開いた一いつ瞬しゆんを衝ついて、右手に握にぎったファルコンの渾こん身しんの突きを操縦席目がけて見舞った。

　オルグレンの計算通りだった。彼は頭の中で、ファルコンの刀とう尖せんがバルテルの機巧鎧アームネインをとらえる瞬しゆん間かんをはっきりと想像した。

　だがバルテルの反応速度はオルグレンの想像を超えていた。その場でいきなり背後へと大きく跳とび退しさり、一気に距きよ離りを取る。ファルコンの剣先は虚むなしく空を切った。

　オルグレンは目を瞠みはった。

　しかもバルテルの動きはそれで止まらなかった。いったん後ろに下がったかと思うやすぐさま体勢を立て直し、息もつかせず、次の攻こう撃げきを仕掛けてくる。

　再び中段に構えられた鉾ほこが、前以上の速度でもう一度オルグレンに向かって突き入れられた。

　オルグレンはこの攻撃を盾たてで受け止めようとしたが、突きの勢いのほうが勝っていた。盾は弾はじき飛ばされ、今度はオルグレンのほうが胴体がら空きの無防備状態に陥おちいってしまう。

『くっ……！』

　バルテルはこの隙すきを逃のがさなかった。盾を弾いた鉾先をすかさず切り返し、オルグレンのライオットの脇わき腹ばら目がけてまたしても強烈な一撃を叩たたき付けてくる。

　よけられない！

　オルグレンは反射的に、ファルコンでこの攻撃を受け止めようとした。しかし、間に合わなかった。ファルコンを握った右手が鉾先の直撃を受け、けたたましい金属音を発して手首のところから斬きり落とされてしまう。

　鉾先の勢いはなおも止まらない。

　オルグレンは機体を思い切りひねり、バルテルの繰り出した波打つ巨大な刃を寸前のところでかろうじてよけた。凄すさまじい風圧が操縦席の扉とびらに叩き付けてくる。

　体勢を崩し、片かた膝ひざを地面につきながら、左手に持っていた盾を捨て、目の前に落ちていたファルコンを手首ごと拾い上げた。

　これが生身の戦いなら、一巻の終わりでしたね──

　心の片かた隅すみでそんなことを考える。おどけにも似た余裕を見せることで、不利な状況に置かれた自分自身を鼓こ舞ぶしていたのもしれない。

　バルテルの動きは、攻めるにしても守るにしても一切よどみがなく、流りゆう麗れいそのものだった。しかも動きが素早いばかりでなく、一撃一撃が鋭く、重い。さすがは万ばん機き将というべきだった。調ちよう練れんだけでは決して会え得とくできない、豊富な実戦経験に裏打ちされた凄すごみが、そこには確かに感じられた。

　ただでさえ強敵だというのに、利きき手の右手を落とされたとあっては、状況はオルグレンにとってあまりにも不利だった。

　いつもの彼なら、そうした状況を冷静に見据え、撤てつ退たいの判断を下すこともできただろう。

　しかし、今の彼の中に、このまま下がるという選せん択たく肢しは存在していなかった。

　何としてもこの手でバルテルを仕留めてみせる。それしかない。

　オルグレンの中にあったのは、不ふ退たい転てんの決意、ただそれだけだった。

　だがそうした気持ちを嘲あざ笑わらうように、さらなる困難が彼を襲おそった。

　先ほど、味方の混乱に紛まぎれ見失ったシュマイザーが、オルグレンたちのそばに姿を現したのだ。

　よりによって、こんなときに……！

　最悪の頃ころ合あいだった。シュマイザーとバルテル、万ばん機き将二機と同時に渡り合うのはあまりに分ぶが悪すぎる。

　さすがにこれでは、と心の内に兆きざしかかった思いをあわてて振り払った。

　ここで引いたら自分は終わりだ。目の前の二機のうちの、どちらか片方だけでも仕留めなければならない！

　そこへ味方の機巧鎧アームネインが二機現れ、オルグレンとバルテルたちの間に強引に割り込んできた。いずれもオルグレンの護ご衛えいを務めていた機士たちだった。

『公こう爵しやく様、お下がりください！　これ以上はもちません！』

『ここは私たちが盾たてになります！　どうか！』

　二機の機巧鎧アームネインから次々に悲痛な叫さけび声があがる。

『余計なことを……！　そこをどくんだ！』

　オルグレンは声を荒らげ、なおも前に出ようと足を前に踏ふみ出した。何としてもバルテルたちを倒す。彼の気持ちはその一点に凝こり固まっていた。

　次の瞬しゆん間かん、二機の護衛は、何ら抵抗する間もなく、シュマイザーの長なが槍やりとバルテルの鉾ほこの餌え食じきとなっていた。

　一機は操縦席を貫かれ、もう一機は頭部を叩たたき割られ。

　二機のライオットは無力な金属の塊かたまりと化し、地じ響ひびきを立てながら地面に頽くずおれる。

『公爵様！　お守りいたします！』

　そこへすかさず別の護衛の機体が飛び出してきて、オルグレンの前に新たな壁を作った。

『よすんだ！　お前たち！』

　オルグレンの口から悲痛な叫び声が上がった。

　駄だ目めだ。お前たちの腕うででは、彼らに絶対勝てない。このままでは無む駄だ死じにするだけだ──！

『主をお守りするが我らの務め。いざ！』

　そう言い残すなり、新たに現れた護衛は槍を構えてバルテルに切りかかっていった。だが今度も結果は同じだった。二合ごうと持たず、護衛の機体はバルテルの鉾に操縦席を貫かれ、二機の後を追う羽目となる。

　またしてもあえなく地面に倒れたライオットの残ざん骸がいを目にして、オルグレンは悟さとった。

　これ以上は無理だ。

　ここで自分が引かない限り、この場に部下の屍しかばねが、際限なく積み上げられることになるだろう──

　次の決断を下すまでに時間は必要としなかった。

『やむを得ません……全機撤てつ退たい！』

　オルグレンにとっては痛恨の極みともいえる指示だった。

　しかし、今となってはこれ以外取るべき道はない。

　たちまち彼の周囲に新たな護ご衛えい機数機が接近してきて、周囲を取り囲むなり、後方へ向かって下がり始めた。

『おのれ……おのれ……！』

　たちまち遠ざかるバルテルとシュマイザーの機巧鎧アームネインをにらみつけながら、オルグレンは振り絞るような声で、同じ言葉を何度も繰り返していた。




　戦いの開始を告げた後、イアンはヴィクトやファウラーと共に、本隊に再合流していた。オルガンド軍の反はん撃げきを受け、オルグレンの部隊が大混乱に陥おちいる様子を、彼は後方から、愕がく然ぜんとした面おも持もちで見つめていた。

　混乱はたちまちのうちに本隊へも波及し、あたり一帯が激しい喧けん騒そうの場と化す。

『負傷者の収容を急げ！　機巧鎧アームネインの回収はその後だ！』

『先ほど、救護部隊を出動させました』

　声を荒らげて指示を出すファウラーに対し、傍かたわらにいるヴィクトが冷静な声で答える。

『よし。次は……カイテル！　各部隊に王都城じよう壁へきとの距きよ離りとを保つよう伝えろ！　これ以上あの弩ど砲ほうを撃うたせてはならん！』

『はっ！』

　近くにいた別の機巧鎧アームネインが、返事をして走り去った。

　入れ替わりに、別の機巧鎧アームネインが近寄ってくる。

『ご報告いたします！』

『何でしょうか』

　ヴィクトがこれに応対し、その間ファウラーはさらに新たな指示を、ほとんど怒ど鳴なりつけるような口調で周囲にいる機士や兵士に向かって出していった。

　やがて、報告を聞き終えたヴィクトが、乗っていた機巧鎧アームネインをファウラーのほうに向けた。

『ファウラー閣かつ下か。北方街道に偵てい察さつに出していた部隊が、王都へ向け接近中のオルガンドの軍勢を確認したとのことです』

『……例のダジェス王子の増援部隊か』

　ヴィクトの言葉を聞いて、ファウラーは苦にが々にがしそうに呟つぶやいた。

　ダジェス。その名を耳にした瞬しゆん間かん、イアンは息を吞のんだ。不思議な巡めぐり合い、などと客観的に言い表せるような心の余裕はまだない。両りよう腕うでに炎の刺青いれずみを施ほどこし、真っ白な長ちよう髪はつと燃えるような赤い瞳ひとみを持ったあの男の存在は、出会いから数日を経た今もなお、イアンの中に生々しく刻まれたままだった。

　ダジェスがオルガンド本国から差し向けられた援軍を率いているらしいということは、ヴィクトに話を聞かされて知っていた。遠からず、再び彼と対たい峙じすることになるのは確実だろう。

『距きよ離りは？』

『既すでに十リグド（約五十キロ）を切っているようです。このまま混乱が続くと、さらに状況が悪化します。ご決断を』

『……わかった』

　ファウラーはヴィクトの言葉に返事をすると、機体の右手に持っていた大きな槍やりを頭上に掲かかげた。

『伝令！　各部隊に、第一予定集合地点に集結するよう伝えろ！』

　ファウラーの指示を受け、イアンの周辺でこれまでじっとその場に留とどまっていた機巧鎧アームネインや兵士たちが一斉に動き始める。

　リュクサリア王国軍が撤てつ退たいを開始したのはそれからすぐだった。




　聖紀四〇七年十一月十日。

　第一次リュクサリア会戦の緒しよ戦せんとなる戦いは、リュクサリア側の惨ざん敗ぱいに終わった。特に先せん鋒ぽうを務めたオルグレンの部隊が蒙こうむった被害は大きく、千人を超こえる死傷者と、数十機に及ぶ機巧鎧アームネインの損失を出したとある鎧がい師しの残した記録に書かれている。




　　　　２




　王都リュクシスから北方街道を進むと、やがて北オルティス橋へと到達する。その名の通り、北方街道とオルティス河が交差する地点に架かけられた橋きよう梁りようで、長い間王都の北の守りを固める防衛拠点のひとつに位置づけられていた場所だった。今は周辺と同じく、オルガンド軍の制圧下にある。

　リュクサリア王国軍とオルガンド軍が激しい戦いを繰り広げていたのとちょうど同じ頃ころ──

　王都からおよそ八リグド（四十キロ）離はなれたところにあるその北オルティス橋の袂たもとに、オルガンド軍千機長イェルク・メルツァーの姿があった。

「来ないな……」

　吹き付けてくる晩秋の冷たい風に身をすくませながら、メルツァーは呟つぶやいた。傍かたわらにいた副官のレクターが、そうですね、と同意の返事をする。

「そろそろ見えてきてもおかしくないと思いますが……もしかして、またどこかで止まってしまったんでしょうか？」

「もう少しここで待って、それでも駄だ目めなら移動するか」

　メルツァーは今け朝さ、レクターほかごく一部の部下だけを連れて王都を出、北方街道を北に向かって進んできたところだった。目的地がここ北オルティス橋だったわけではなく、今は小休止しているだけにすぎない。

「わかりました。……それはそうと、王都のほうは大丈夫ですかね？」

「既すでに負けているとしたら、今頃この辺は逃げてきた味方であふれんばかりになっているはずだ。そうなっていないということは、まだ持ちこたえているんだろう」

　レクターの問いに、メルツァーは淡々とした口調で答えた。

　もっとも、こうして話している今この瞬しゆん間かんにも、全すべての片かたがついている可能性もあるが。

　そんなことも思ったが、そこまではいわない。

「……なあレクター、俺おれの立場は何なんだろうな」

　今度はメルツァーがレクターに向かって尋たずねた。本当なら聞くまでもない質問だった。千機長といえば最大千機の機巧鎧アームネインを率いる指揮官の肩書きだ。戦場の最前線に立ち、武器を振るって戦うことこそが本来のあるべき姿というものだろう。現に今、王都ではリュクサリア王国軍との間で激しい戦いが繰り広げられているはずなのだ。

　メルツァー自身も、今朝まではその戦いに参加する心積もりでいた。しかるに、総司令官ボラドーからいきなり特別命令を言い付かったため、王都を離はなれてこんな場所まで来る羽目になったのだった。

　総司令官直じき々じきの命令であれば、無論拒こばむことなどできるはずもない。しかしそれでもなお、なぜ自分がこんなことを、という思いは、拭ぬぐいきれない澱おりとなってメルツァーの中に沈んでいた。

「考えようによっては、こっちのほうが、向こうより厄やつ介かいで、責任重大という気もしますが」

　レクターの返事は、メルツァーに気を遣つかっていることが露ろ骨こつにわかるものだった。さすがにつきあいの長い彼は、メルツァーの内心の屈くつ託たくを正確に理解しているらしい。

「それはそうかもしれないが……」

「おや、あれは……。隊長、ご覧ください。どうやら来たみたいですよ」

　レクターの声にほっとしたような響ひびきが感じられたのは、おそらく気のせいではないだろう。

　レクターにいわれ、メルツァーは前方に顔を向けた。視界に入ってきたのは、土つち煙けむりと地じ響ひびきを生じさせながら北方街道を南に向かって進んでくる味方の軍勢だった。

　軍勢はメルツァーたちのいる橋の袂たもとから数百リムの地点まで来たところで、一斉に行進を止めた。

「あんなところで、どうしたんでしょう？」

「さあな。我々を敵と見み間ま違ちがえて、警けい戒かいしているということもないだろうが……こちらから出向いてみるか」

　メルツァーがレクターを促し、前方に向かって足を踏ふみ出そうとしたときだった。

　背後に控えていた部下たちの間から、突とつ如じよざわめきが湧わき起こった。

「む……？」

　何事かと背後を振り返ったメルツァーは、意外な光景を見て目を丸くした。

　全部で百数十機ほどと思われる見知らぬ機巧鎧アームネインの一団が、橋の真ん中を通って、こちらに向かって進んでくるところだった。

「な、何だ？　あいつらは!?」

　リュクサリア王国軍の襲しゆう撃げきか、と咄とつ嗟さに思ったが、それにしては様子がおかしいとすぐに思い直した。一団の中にはオルガンド軍が輜し重ちよう輸送や戦場で回収任務に用いている支援機ローダーも多く混ざっていたからだ。

「味方なのか？　しかし……」

　中でもメルツァーの視線は、一団の前を歩く見慣れない数機の機巧鎧アームネインに釘くぎ付づけとなった。尖とがった頭部と左右の腕うでに大きな手て甲こうを備えた、ドラードとは明らかに異なる機種だった。

「新型でしょうか？　初めて見ますが」

「私もだ……大体、どこからやって来たんだ？」

　見知らぬ機巧鎧アームネインの一団はメルツァーたちと同様、南の方向から北に向かって進んできていた。

　王都から別の部隊がやって来たのだろうか？

　メルツァーの脳のう裏りをそんな考えがよぎった瞬しゆん間かん、一団の列が割れ、後ろのほうから一機の機巧鎧アームネインが前に出てきた。やはり新型だったが他の機体と異なり、全身に炎のような塗装が施ほどこされていたためとりわけ目立つ。

　一団は炎の塗装を施した機巧鎧アームネインを先頭に、メルツァーたちのいるすぐ近くまでやってきて足を止めた。他の新型機がまだ傷のないきれいな装甲をしているのに対し、炎の塗装を施した機巧鎧アームネインだけは既すでに実戦を経たらしく、全身が傷だらけになっている。

「隊長、向こうからも誰だれか来ます」

　レクターの指摘で、メルツァーは先に現れた味方の軍勢のほうに視線を戻した。確かにそちらからも、一機のドラードがこちらに向かって走ってくるところだった。

　北から現れた味方の軍勢と南からやって来た見知らぬ機巧鎧アームネインの一団、双方に挟はさまれる形となり、メルツァーの視線はその両方をせわしなく往復する。

　ドラードはメルツァーたちのそばまで来たところで地面に片かた膝ひざをつき、待機の姿勢を取った。すぐに操縦席の扉とびらが開き、中に乗っていた中年の機士が姿を現す。

　その機士はメルツァーたちのすぐ横を、ほとんど目もくれないまま足早に通り過ぎ、炎の塗装を施した機巧鎧アームネインの前まで行って敬礼した。

「お帰りなさいませ、若わか」

『……ああ』

　機巧鎧アームネインの中から明らかに機き嫌げんがよくないとわかる声が聞こえてきた。続いて、操縦席の扉とびらが中から外に向かって開かれる。

　その瞬しゆん間かん、メルツァーは周囲一帯の空気が瞬時に張り詰めたような感覚にとらわれた。

　間ま違ちがいない。あの方だ。

　実際に会うのは初めてだったが、聞いていた特徴の通りだったため間違いようがなかった。

　炎の塗装を施ほどこした機巧鎧アームネインの操縦席から現れたのは、真っ白い長ちよう髪はつと真っ赤な双そう眸ぼうを持ち、自身も両りよう腕うでに同じような炎の刺青いれずみを施した男──

　オルガンド王家の第三王子、ダジェス・ベルガ本人だった。

　これがあの『兄殺し』か。

　メルツァーは固かた唾ずを吞のんで、機巧鎧アームネインの操縦席から地面へと飛び降りるダジェスの姿を見守った。無論、本人に向かって兄殺しなどと口にできるはずもない。

「そっちは変わりなかったか」

「はっ。何もありませんでした」

　ダジェスと機士は、すぐ近くにメルツァーたちがいることをまるで気にする様子も見せず、会話を始めた。

　ダジェスの周囲を圧するたたずまいに気けおされかけたメルツァーだったが、ここで黙だまって見ているだけというわけにもいかない。メルツァーがボラドーに命じられた特別任務とは、まさにこのダジェスに対するものだったからだ。

「失礼いたします、ダジェス殿でん下か」

　メルツァーは意を決してダジェスのそばまで歩いていき、声をかけた。

　ダジェスと機士の視線が、ようやくそこにいることに気付いたとばかりにメルツァーのほうに向けられる。

「誰だれだ？」

「はっ。シュマイザー将軍の下もとで千機長を務めております、イェルク・メルツァーと申します」

　メルツァーはダジェスに向かって敬礼しながら答えた。

　ダジェスが内心まで見通すかのような鋭い視線をメルツァーに向かって注そそいできた。並の人間だったらそれだけで萎い縮しゆくし、一言も発せなくなってしまいそうなほどの強烈な眼まな差ざしだった。

「シュマイザーの手下がこんなところで何をやっている。戦いに参加しなくていいのか？」

「ボラドー総司令閣かつ下かから、特別命令を仰おおせつかりましたので」

　メルツァーは特別命令の部分を強調しながら答えた。

「ボラドーの？　それは俺おれに関係があるのか」

「はっ」

　メルツァーは姿勢をただすと、自らを落ち着かせるように深呼吸をひとつしてから言葉を続けた。

「総司令閣かつ下かにおかれましては、ダジェス殿でん下かの遅ち参さんを大変憤いきどおっておいでです。ひいてはすぐに王都にご来援いただけるよう、私が案内役を務めさせていただくことになりました」

　案内役といえば聞こえはいいが、要はダジェスの首に縄なわをつけ、王都まで引っ張ってくるよう命じられたも同然だった。少なくともメルツァーはそう解釈していた。

　背筋を伸ばし、敬礼したまま、ダジェスの反応を窺うかがう。果たして彼はどう出るだろうか。気を悪くして怒り出すだろうか。聞いている噂うわさが確かなら、いきなり剣を抜いて斬きりつけられてもおかしくない。メルツァーの中では、そんな最悪の事態への対処法も想定されていた。

　ダジェスはしばらく無言でメルツァーを見つめていたが、おもむろに口の端を吊つり上げて笑みを見せた。

「自分で直接いいに来られず、代わりの者を寄よ越こしたか。お前も損な役回りを押し付けられたな」

「いえ、そんなことは……」

「お前が、というよりシュマイザーがそうなのだろうが……いったいボラドーにどんな弱みを握にぎられた？　いってみろ」

　メルツァーは返事に詰まった。ダジェスにあっさりとこちらの事情を見み透すかされたことに、内心で驚おどろく。

　弱みを握られたといわれれば、確かにその通りだった。あんなことがなければ、シュマイザーはボラドーがメルツァーに下した特別命令を、恐らくは拒こばんでいたに違ちがいないとも思う。

　どうする？　正直にいうか、それとも黙だまっているか？

　躊ちゆう躇ちよしたのはほんの一いつ瞬しゆんだった。ダジェスのこちらを見つめる視線がますます鋭さを増したため、抗しきれなくなってメルツァーは口を開いた。

「実は私の部下がひとり、牢ろうに入れられていまして……色々と事情が込み入っていることもあって、総司令閣下には寛大なご判断をお願いしているのですが」

　部下とはもちろん、『黒い牙きば』マンフレート・クロイツのことだった。千機長ダルク・ズーヒャーほか数名を殺害した咎とがで、現在は王都にある牢に投とう獄ごくされている。

「なるほどな。それでか。たったひとりのためにそこまでするというのも奇き特とくな話だが、それほど大切な部下なのか？」

「ええ、まあ……」

　ダジェスの言葉を肯定はしたものの、口調の歯切れは自然と悪くなった。メルツァー自身、マンフレートのことをどう思っているのか、このところ自分でもわかりかねているところがあったからだ。

　自分が千機長に抜ばつ擢てきされた理由のひとつに、マンフレートの監かん督とくという役目が含まれていることは最初から何となく察していた。万ばん機き将シュマイザーは、機巧鎧アームネインネストールを与えていることからも明らかなように、マンフレートを高く買っている。恐らくメルツァーの昇進人事の陰かげには、マンフレートを預けておくのにふさわしい人間という項目も含まれていたはずだった。

　別にそれならそれでいい、とメルツァーはこれまで考えていた。結果的に自分にとっても得をする話だと思ったからだ。シュマイザーの意図はどうあれ、自分も己おのれの栄えい達たつのために、せいぜいマンフレートを利用させてもらう。そう割り切っていたつもりだった。

　しかし、このところ明らかに、マンフレートが原因で、本当だったらしなくてもいいはずの苦労が増えている気がしてならなかった。

　もしかしたら自分はとんでもない貧乏くじを引いてしまったのではないか──

　そんな思いも、ないではなかった。

「何だ、あれは……？」

　ダジェスのそばにいた中年の機士が、怪け訝げんそうに口を開いた。その視線はメルツァーの背後に向けられている。ダジェスも同じほうを見たため、メルツァーもつられるように後ろを振り返った。

　その瞬しゆん間かん、頭を抱かかえたくなった。

　離はなれて控えていたメルツァーの部下たちの間から、ひとりの少女が現れ出て、こちらに向かって悠ゆう然ぜんと歩いてくるところだった。何機もの機巧鎧アームネインや軍服をまとった機士たちの間にあって、一般民のような服装をした年とし端はも行かない少女の存在は、明らかに異質だった。

　メイの少し前を、まるで先導役を務めるかのように、黒い猫ねこが尻しつ尾ぽを立てて歩いている。

「かわいいなあ。猫、かわいいなあ」

　不意にそんな声が聞こえたかと思うと、今度は反対側、ダジェスの背後に並んでいた機巧鎧アームネインの間からひとりの汚れた身なりの男が現れ、メイと猫のほうへと小走りに近づいていった。どうやらダジェスの部下のひとりであるようだったが、機士にはとても見えない。戦せん闘とう奴ど隷れいだろうかとメルツァーは頭の片かた隅すみで思った。

　メイと猫は、そんな男に一切見向きもせず、歩いてくる。

　メルツァーのそばにいたレクターが、メイの下もとへ走った。

「メイ、こっちへ来てはいかん。ユリシーズのそばに戻っているんだ」

　レクターはメイを押し留とどめようとしたが、メイの歩みは止まらない。ならば、と今度はレクターは猫を捕つかまえようとしたものの、こちらも素早く身をかわし、尻尾すらつかませようとしなかった。

　その様子を見て、遊んでいると勘かん違ちがいしたのか、汚れた身なりの男が嬉うれしそうな声を上げる。

「いいなあ。俺おれも、俺も」

「あの少女は、貴き殿でんの関係者か？」

　ダジェスの傍かためらの中年の機士が、メルツァーに尋たずねてきた。露ろ骨こつに咎とがめるような口調になっている。

「ええ、まあ。メイといいまして……」

　初めてマンフレートに会ったとき、自分も同じようなことを質問したな、と思いながらメルツァーは答えた。

　猫ねこがメルツァーたちのそばまで来たところで急に足を止めた。よく見ると全身の毛を逆さか立だてて警けい戒かい体勢を取っている。金色に光る両目がじっとダジェスに向かって注そそがれていた。

　一方のダジェスのほうも、そんな猫を無言で見つめている。

　メイが猫を両手で抱かかえ上げ、メルツァーのすぐ近くまでやってきた。

「この子にご飯」

「メイ！」

　レクターが後ろからメイの腕うでをつかみ、下がらせようとしたが、メイは動かない。猫を抱いたまま、まっすぐな視線をメルツァーに向かって注いでくる。

「腹減ってるのか？　俺おれの持ってるパンやろうか？」

「ターレス、余計なことをするな」

　中年の機士が、メイについてきた身なりの汚れた男をたしなめた。

「もしかして、お前が助けようとしている部下とは、マンフレート・クロイツのことか？」

　不意にダジェスがメルツァーに視線を戻し、尋ねてきた。

「マンフレートをご存知なのですか？」

「噂うわさは嫌いやでも耳に入るからな」

　ダジェスの声に、わずかではあるが苛いら立だちの色が混ざったように聞こえた。

　これ以上マンフレートの話を続けるのはやめたほうがよさそうだ。メルツァーは咄とつ嗟さにそう判断し、話題を変えることにした。

「それはそうとダジェス殿でん下か、いかがでしょうか。よろしければこのまま王都まで、ご案内させていただきますが」

「そして俺の部隊を、リュクサリアの本隊にぶつけようというわけか」

　メルツァーはダジェスの言葉を否定せず、ただ黙だまっていた。このまま王都へ向かえば、間ま違ちがいなくそうなる。それがボラドーの本当の狙ねらいであることは初めからわかりきっていた。

　メルツァーに向けられるダジェスの眼まな差ざしが、再び鋭くなった。射すくめられそうになるのを懸けん命めいにこらえ、メルツァーもダジェスの視線を受け止め続ける。

　どれくらいそうしていただろう。

　しばし見つめあった後、ダジェスがおもむろに口を開いた。

「エリュシオンはいるのか」

「エリュシオン、ですか……？」

　唐とう突とつなダジェスの質問に戸と惑まどいつつ、メルツァーは先ほど受けたばかりの報告を頭の中で思い返した。彼らが王都を発たったときはまだリュクサリア王国軍は襲しゆう来らいしていなかったが、何かあったらすぐに伝令を飛ばすよう、指示を出してあったのだ。

「ええ、確かいるはずです。敵軍の先頭に立ち、戦せん闘とう開始の合図を告げたと聞いています。その後どうなったかまではわかりませんが……」

「そうか、いるか」

　ダジェスの口元に再び笑みが刻まれた。

「あれで本当に終わったかどうか、いまひとつ確信が持てずにいたが、どうやらあいつも、なかなかしぶとい星を持っているらしいな」

「何の話ですか？」

「いいだろう、メルツァー。このままお前と一緒に行ってやる。どうせ元々、王都へは向かうつもりだったしな」

　メルツァーの質問はまるきり無視して、ダジェスがそう告げた。

「……はっ。ありがとうございます」

　メルツァーはあわてて、もう一度ダジェスに向かって敬礼した。心の中で密ひそかに安あん堵どする。彼が何を思い、王都行きを決断したのかは定かでない。だが理由はどうあれ、メルツァーとしてはダジェスが軍を率いて来てくれさえすれば責任をまっとうしたことになるので、それでよかった。

「ただし、いきなり戦ったりはしない。とりあえず近くへ行くだけだ」

「何ですって……」

　これで命令を果たすことができそうだ、と喜びかかったメルツァーの心は、直後のダジェスの一言でたちまち冷ひやや水みずを浴びせられた。

　そんなメルツァーの内心を見み透すかし、あざ笑うかのように、ダジェスが言葉を畳たたみかけてくる。

「十万からの軍勢に、正面から馬ば鹿か正直にぶつかっても無意味だろうが。ボラドーの腹積もりなど知らん。俺おれは俺のやり方でやる」

「しかし」

　メルツァーはなおも食い下がった。それではボラドーの望む形にはならず、結果的にメルツァーの課された特別命令も未達成ということにされてしまいかねない。それでは意味がなかった。

　メルツァーのそうした内心の葛かつ藤とうを知ってか知らずか、ダジェスはいかにも楽しそうな口調になって、さらに続けた。

「それと、お前はしばらく俺の下もとにいろ」

「殿でん下かのおそばに、ですか……？」

　メルツァーは戸と惑まどった。彼はボラドーの命令を済ませ次第、すぐにでもシュマイザーの下へ戻るつもりだったからだ。

　ダジェスはそんなメルツァーの内心を見み透すかしたかのように、鼻で嗤わらった。

「どうせ俺おれをリュクサリアにぶつけない限り、お前の受けた命令は達成できん。手ぶらで戻っても仕方ないだろう。そもそも、今まさに戦いが行なわれているというのなら、戻りたくても戻れまい」

　それはメルツァー自身も懸け念ねんしていたことだった。彼がここまで連れてきた部下は総勢五十名。全員が機巧鎧アームネインに乗っているとはいえ、もしリュクサリア王国軍が十万の軍勢で王都を包囲でもしていようものなら、そこを突破するのは到底不可能な数だった。

「確かに、殿でん下かのおっしゃる通りですが……」

　返事に窮きゆうし、視線を下に落としたメルツァーは、猫ねこを抱いたメイが自分にまっすぐな視線を注そそいでいることに気付いた。

　口に出しては何もいわないが、そんなメイの表情は、どうするの？　とメルツァーに向かって問いただしているかのようにも感じられた。

　ダジェスの命令を断る理由を、結局メルツァーは見つけ出すことができなかった。
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「……王都への潜せん入にゆう経路を探さぐらせてみましたが、オルガンド方の兵によって、厳げん重じゆうな警けい備び体制が敷しかれており、どこからも忍び込めそうにないと報告がありました」

　指揮官のひとりがそう口にした途端、その場に居並んだ者たちの間から一斉に重苦しいため息が漏もれた。

「やはりそううまくはいかないか」

　五公こうのひとりであるランディ・ヒューム公こう爵しやくは腕うでを組み、低い声で呟つぶやいた。

　彼らが今いるのは、本陣に設営された天てん幕まくの中だった。ヒュームの他ほかは王子アルトゥールや近衛このえ長官ファウラー、副長官ヴィクト、さらには各部隊の主だった指揮官たちが集まり、軍議が開かれている。オルグレンも出席者のひとりとしてその場に連なっていた。

　聖紀四〇七年十一月二十三日の午後。王都に攻め寄せたリュクサリア王国軍と待ち受けていたオルガンド軍の間で最初の戦いが行なわれた日から、既すでに二週間近くが経過していた。

　現在、リュクサリア王国軍は王都からおよそ半リグド（約二・五キロ）離はなれた地点にある丘きゆう陵りように本陣を置き、十万の軍勢を周囲に展開させて包囲態勢を敷しいていた。東西南北に伸びる街道筋を中心に兵が配置され、とりわけ北方街道方面に多くの戦力が集められている。いうまでもなく、オルガンドの第三王子ダジェスが指揮すると考えられている増援部隊に備えての布陣だった。

　王国軍諸将のダジェスに対する意識は過敏といってもいいほどだった。そうなるのも無理もない。ただでさえ、モーリス河か畔はんの戦いで敗北を喫きつして以来、かの第三王子の名は『黒い牙きば』と並んで、忌いまわしき存在として皆の記憶に刻み付けられている。かてて加えて、先日のカーマイン峡きよう谷こくにおける敵方の奇き襲しゆう攻こう撃げきの指揮を執とっていたのも同じダジェスであることが、アルトゥールの報告で明らかになっていた。そうした経緯もあって、ダジェスに対する警けい戒かいが殊こと更さらに強くなるのもある意味当然ではあった。

　今のところその増援部隊は、北オルティス河を越こえて王都から四リグド（約二十キロ）の地点まで南下してきたところで進軍を止め、王国軍とにらみ合う形になっている。

　一方、王都に居座る総司令官ボラドー以下の五万は、オルグレンの部隊が手痛い損害を蒙こうむった最初の戦い以降は完全な籠ろう城じよう態勢に入っていた。

　王国軍は包囲を固める一方で、開城交渉を行なうべく使者を派は遣けんしたり、機巧鎧アームネイン部隊を接近させて決戦を促すべく相手を挑ちよう発はつする口上を述べさせたりしたが、成果はなかった。こちらが射程内に踏ふみ込んだときは例の大型弩ど砲ほうの斉せい射しやが襲おそってきたが、動きらしい動きはそれくらいで、後は完全に沈ちん黙もくを保っている。

　現在の両軍が置かれている状況は、結果的にウェンズロー砦とりでを発たつ前にヴィクトが予想した通りの形になったといってよかった。

　十一月も下旬となり、本格的な冬の到来を間近に控えたこの頃ころ、本陣では連日のように指揮官たちが集まり、軍議が開かれていた。その席では出席していた諸将の間から、膠こう着ちやくした戦況に突破口を見み出いだすべくさまざまな作戦行動の提案がなされ、いくつかは実行に移されもした。しかし、結果を出すまでには至っていない。

　天てん幕まくの中は沈ちん黙もくに包まれた。包囲が始まった最初のころは指揮官たちの間から積極的になされた提案も、ここ数日は皆の着想が尽きたのか、すっかりなくなってしまっている。

　この戦いは簡単には終わらないのではないか──

　諸将の間でそうした空気が広まりつつあるのを、ヒュームは感じていた。

「オルグレン公は今の状況をどうお考えですか？」

　指揮官のひとりが声をかけたのをきっかけに、天幕の中にいるほとんどの人間の視線が彼に向かって集中した。ヒュームもそちらに目を向ける。

　オルグレンは床しよう几ぎに腰かけ、顔をうつむけ気味にして、目の前の地面に視線を向けていた。指揮官の言葉に反応する様子はない。

　その様子を見ていた他の出席者たちの中に、隣となりの者と声を潜ひそめて話したり、目め配くばせし合ったりする者が散見できた。

　彼らが何をいっているのかまではヒュームの耳に聞こえてこなかったが、大方オルグレンを批判する言葉を並び立てているのだろう。

「オルグレン公」

「ああ、失礼しました。私に何か？」

　再び名を呼ばれ、ようやく気付いたように顔を上げる。リュクサリア王国随ずい一いちの貴公子として常に人々の注目と賞賛を集めてきたオルグレンだったが、今は日ごろの優ゆう雅がなたたずまいはすっかり陰かげを潜めていた。表情はやつれ、疲労と焦しよう燥そうが露ろ骨こつに全身からにじみ出ている。

　これは重症だな、とヒュームはオルグレンの様子を見て思った。幼少のころから好むと好まざるにかかわらず互いをよく知っている間柄だが、ここまで淀よどんだ雰囲気の彼は見たことがない。さすがにこのまま放っておくのは問題がありそうだった。オルグレンが自じ滅めつするだけならまだしも、同じ五公こうとして、自分の威信にまで傷がつくようなことになってはまずい。

　ヒュームがオルグレンの様子を見ながらそんなことを考えていたところへ、ファウラーの声が聞こえてきた。

「北方街道に展開している増援部隊に関しては、相変わらず動きなしと報告が入っている。現状伝えられることはそれくらいだが、引き続き各おの々おの方がたには自分の部隊へ戻ってからも、警けい戒かいを怠おこたらないようにしてもらいたい」

　そう述べるファウラーはアルトゥールのすぐ脇わきにおり、さらにその背後にはヴィクトが控えていた。ヒュームの視線はそのヴィクトに向けられた。

　ヴィクトの様子はヒュームが知るいつもの彼のままだった。先の山崩れの一見で、彼が予想を的中させたという事実は、周囲の人間に対して彼の存在感や発言力を増させる上で十分すぎる効果をもたらしていた。その意味で彼は時の人であるといえ、得意の絶頂にあっておかしくないはずだったが、そんな素そ振ぶりは微み塵じんも感じさせなかった。表情にはまったく変化がなく、態度も落ち着き払っている。包囲戦が始まってからここまで、ヴィクトは特に目立った発言はしておらず、指揮官たちの提案に反対もしなければ賛成もしないという状態が続いていた。

　彼はリュクサリア王国軍が置かれている現状をどう見ているのだろうか、とふと思った。

「……では、今日はここまでとする」

　ファウラーがそう告げて軍議は散会となり、指揮官たちが床しよう几ぎを軋きしませながら一斉に立ち上がった。




　オルグレンの様子に注目していたのはヒュームだけではなかった。

　王子アルトゥールとして軍議に参加していたイアンも、話し合いが行なわれている間、ずっとオルグレンの様子を気にかけていた。

　ウェンズロー砦とりでで初めて会ったとき、イアンはオルグレンに対して、自分とはまるで別種の人間のようだと思ったものだった。ひたすらに華やかで、洗練されている。それがイアンの、彼に対する第一印象だった。

　しかし、今のオルグレンにもはやあのときの面おも影かげはなかった。明らかに追い詰められ、心の余裕を失ってしまっているのが一目見ただけでわかる。

　それも全すべては、度重なる失敗のせいなのだろうか。

　イアンにとって、オルグレンはお世辞にも近しいとはいえない間柄だった。それでも、今回の一連の出来事のせいで彼が処罰されるようなことがあるのかもしれないと思うと、さすがに少々不ふ憫びんな気がした。

　軍議が終わり、指揮官たちがその場を立ち去り始めてもなお、イアンは床しよう几ぎにかけたまま、オルグレンを見つめていた。

「アルトゥール様、それでは我々も参りましょう」

「は、はい」

　ヴィクトに声をかけられ、イアンはようやくオルグレンから視線を外してその場から立ち上がった。この後はまずエリュシオンのところへ行き、調整作業を行なう予定になっている。先日、カーマイン峡きよう谷こくで山崩れに巻き込まれた際にエリュシオンは機体のあちこちを損傷しており、その修理がまだ完全に終わっていなかったからだ。とりあえず立ち上がったり歩いたりするくらいは問題なくできるものの、激しい戦せん闘とうに耐えられるような状態ではないという。そのことは、イアンも実際に王都へ来るまでの間エリュシオンに乗って、肌で感じていたことだった。

　鎧がい師しのスコルドが多忙で、エリュシオンだけにまとまった時間が取れないため、修理は時間の合間を見つけて少しずつ進められている状態だという。そのためイアンも、数日おきに呼ばれては、調整作業に付き合うということを繰り返していたのだった。

　さらに、エリュシオンの調整が終わった後は、王都周辺に分散して布陣している味方の各部隊を、ファウラーやヴィクト、それにフランシスカと共に視察する予定になっていた。状況の把は握あくがもちろん一番の目的だが、それ以外に、イアンやフランシスカが陣を巡めぐることによって将兵たちの戦意を高揚させ、空気の停てい滞たいを防ぐ意味もあるとのことだった。

　イアンがヴィクトと共に天てん幕まくを立ち去ろうと、出入り口のところまで歩いていったときだった。

「どうした、オルグレン公。いつもの公らしくないではないか」

　ヒュームの声が突然聞こえてきて、イアンは背後を振り返った。

　相変わらず床几に腰かけたままのオルグレンのそばに、もうひとりの五公こうであるヒュームが近寄り、話しかけていた。他の指揮官たちはもうあらかた出て行ってしまっており、残っているのはオルグレンとヒューム、それにイアンとヴィクトくらいになっている。

「別に……私はいつもとどこも変わっていませんよ」

「噓うそをつけ」

　ヒュームはオルグレンの言葉を言げん下かに否定した。

「どこが変わっていないだ。露ろ骨こつに張り詰めているだろうが」

「ほんの少し、疲れているだけです。……君に少しでも思いやりの気持ちがあるのなら、私のことは放っておいてもらえませんか」

　オルグレンは物もの憂うげな様子で床几から立ち上がると、ヒュームから顔をそらした。その様子を見て、ヒュームがやれやれとばかりに吐と息いきを漏もらす。

「……あまり思いつめるな、オルグレン公」

「何ですって？」

　オルグレンは再びヒュームのほうを振り返った。

　そんなオルグレンに向かって、ヒュームが言葉を続ける。

「一度こうなったからには、間ま違ちがいなく長期戦になる。先は長い。あまり気を張りすぎていては、身がもたんぞ」

「それは私に対する皮肉ですか？　ヒューム公」

　オルグレンは薄うすい笑みを口こう辺へんに浮かべた。ただし、目はまったく笑っておらず、口調も冷たい。

「そんなはずはないだろう。……なあ、ジョエル」

「なれなれしい呼び方はやめていただけませんか」

　オルグレンは鋭い口調でヒュームの言葉を遮さえぎると、イアンたちのいる出入り口のほうに向かって歩き始めた。

　近づいてくるオルグレンを見て、イアンの全身が緊張に包まれる。

　オルグレンはイアンに一礼すると、それでは失礼しますとだけいって去って行った。イアンの傍かたわらにいたヴィクトにも一いち瞥べつをくれたが、そちらには声をかけることはしない。

「見苦しいところをお見せして申し訳ありませんでした、アルトゥール殿でん下か」

ヒュームがそばまで歩いてきて、イアンに頭を下げた。

「いえ、そんなことは」

　イアンはヒュームのほうを振り返り、かぶりを振った。

「とはいうものの、オルグレン公こうはこのまま終わるような人間ではない。それだけは信じてもらえますか」

　ヒュームの言葉を聞いて、イアンは意外な思いにとらわれた。これまで、ヒュームとオルグレンが互いにいがみ合う場面しか目にしていなかったため、ヒュームがオルグレンをかばうのが不思議に感じられてならなかった。

　ヒュームはイアンから視線を外はずし、ヴィクトのほうを見た。

「フォティオス卿きようも、その点は承知しておいてもらいたい」

「無論です。オルグレン公のお力なくして、王都の奪だつ還かんはあり得ません。戦いの本当の始まりはこれからですから」

　ヴィクトはヒュームの言葉に頷うなずいた。

「……これから、か。フォティオス卿は戦況がこうなると、王都に着く前から予想していたのだったな」

「はい」

「ならばその対応策も、当然のように考えていそうだな。であれば、ぜひその内容を聞かせてもらいたいものだが」

　ヒュームの言葉を聞いて、ヴィクトは右手を顎あごの下にやり、何やら考え込む様子を見せた。

　イアンは息を吞のんで、両者のやり取りを見つめていた。ヒュームの口調はどことなく棘とげが感じられた。オルグレンほどではないのかもしれないが、やはり彼も、ヴィクトに対してあまりいい印象を抱いだいていないのかもしれない。

「そうですね。もちろん、時が来ればヒューム公こうには真っ先にご相談するつもりでした。この件に関しましては、近いうちに改めてお話しさせていただければと思います」

「今ここででも構わんが？」

「少々準備が必要なもので、あと少しお時間をいただければと」

　ヴィクトはヒュームに向かって頭を下げた。

　その様子を見て、ヒュームが肩をすくめる。

「随ずい分ぶんと勿もつ体たいをつけるのだな。……まあいい。そういうことなら、待たせてもらおう」

「恐れ入ります、ヒューム公」

　ヒュームは天てん幕まくを出て行き、残されたのはイアンとヴィクトだけとなった。

「お待たせいたしました。それでは、スコルドさんのところへ参りましょう」

　ヴィクトがイアンのほうを振り返り、告げた。

「はい」

　返事をしながら、イアンは頭の中で、今しがたのヴィクトの言葉について考えていた。

　こうなることがわかっていて、対応策を予あらかじめ立てておく。

　そのこうなることの中には、オルグレンの敗退や、指揮官たちの提案した作戦が失敗することまで、含まれているのだろうか。

　そんな疑問がイアンの中に浮かんだが、それを声に出して問いかけることはできなかった。
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　夜になって、イアンは昼間軍議が行なわれた天幕へ再び戻ってきていた。

　天幕の中は重苦しい空気に包まれていた。

　昼間、軍議が行なわれたこの場に今いるのは、イアンの他ほかはフランシスカ、ファウラー、ヴィクトの計四名だった。

　フランシスカだけが腰かけに座り、イアンたちはそのまわりを取り巻くようにして立っている。

「すみませんでした、兄様。ご迷めい惑わくをおかけしてしまって……」

　フランシスカがイアンに向かって詫わびの言葉を口にした。その表情も、口調も、あからさまに悄しよう然ぜんとしている。今日の彼女は滞たい陣じん中の部隊を訪れるということもあってか、珍しく軍装に身を包んでいたが、銀製の胸当ても重くて辛つらそうだった。

　彼女はなぜこれほどまでにしおれているのか。

　それは先ほど部隊を視察しているときに起こった、ある出来事が原因だった。

　そもそも初めから、フランシスカは病み上がりということもあってか、体調があまり良くなさそうだった。先日、カーマイン峡きよう谷こくで遭そう遇ぐうした一連の出来事が、それだけ彼女の体と心に深い傷跡を残したのだろう。

　もう大丈夫です、イアンを前にしてそう口にしたフランシスカだったが、声には張りがなく、顔色も優すぐれなかった。彼女を一目見た瞬しゆん間かん、イアンは今日の視察は無理なのではないかと思ったほどだ。先に目め通どおりしたファウラーも同じことを考えたらしく、実際に彼は日ひ延のべを提案したらしい。それがフランシスカ自身のたっての願いにより、予定通り行なわれることに決まったという話だった。

　総勢十万に及ぶ軍勢が王都周辺に分散して布陣しているとなれば、もとより全すべてを一度にまわることなどできるはずもない。そのため、東方面はあの部隊、西方面はこの部隊といった具合に、予あらかじめ定められた場所を順番に巡めぐっていくこととなった。

　そんな風にして始まった部隊の視察は、行く先々で大きな反はん響きようを巻き起こした。イアンたちが各部隊の下に到着すると、たちまちそこにいる機士や兵士、さらにそれ以外の部隊に随ずい行こうする者たちの間から、夥おびただしい歓かん呼この声と熱ねつ涙るいが湧わき起こった。

　特に、フランシスカを前にしたときの人々の気持ちの高ぶりようは、凄すさまじいの一言だった。単なる忠誠心を超え、もはや崇拝の域にまで達していたといってもいいかもしれない。リュクサリア王家唯一正統の後継者にして、国教たるイグニス教の神み子こ姫ひめと呼ばれる存在でもある彼女は、それだけ貴とうとい存在として皆に認識されているということなのだろう。

　イアンは地面に片かた膝ひざをつき、礼を取った屈強な体つきの機士が、フランシスカを前にして感かん激げきのあまり大泣きする場面を何度も目にした。

　ただ、そうした人々の熱気も、体が本調子ではないフランシスカにとっては、かえって毒どつ気きになってしまっていたのかもしれない。

　そして──

　彼女の状態を決定的に変化させる直接のきっかけとなったのが、最後に訪れた部隊である機士にいわれた一言だった。

　王女殿でん下か、ご託たく宣せんのお言葉をぜひともお聞かせくださいませ。この戦い、我々は間ま違ちがいなく勝利することができますよね？

　それまで、体調が優れないのを懸けん命めいにこらえ、人々にねぎらいの言葉をかけたりしていたフランシスカは、この一言でたちまち凍り付いた。

　しかも、間が悪いことに機士の発言は、その場にいた人々の間にさらなる興奮をもたらすこととなった。

　王女殿でん下か、ご託たく宣せんを！

　我らに貴とうときお言葉をぜひ！

　イアンはまるで熱病が広まっていくように、人々の間から次々に託宣という言葉が飛び出すのを耳にした。

　そうした中、フランシスカは私は、といったきり、それ以上言葉を発することができなくなってしまった。

　先日の祝勝会のとき、貴族たちを前にして堂々と振る舞っていたのと同じ彼女とは思えない、露ろ骨こつな動どう揺ようぶりだった。

　彼女をこのままにしておいてはいけない──

　イアンは自分が何かを口にすることで皆の関心を引きつけようと考えたが、それよりも先に動いたのは随ずい行こうしていたファウラーだった。彼はその場を引き取り、ここでの視察を終える旨むねを手短に皆に告げると、フランシスカとイアンを促して足早にその場を後にした。

　それ以来、彼女はずっと、沈痛な面持ちを浮かべたままとなっている。

　当初の予定ではその後もさらにいくつかの部隊をまわるはずだったのだが、結局取りやめとなり、一行はそのまま本陣にある天てん幕まくへ戻ってきて、今に至っていた。

「失礼いたします」

　フランシスカ付きの侍女であるミリアムが天幕の中に入ってきた。機巧輿キヤバリーに乗ったまま山崩れに巻き込まれ、フランシスカがその安否をいたく心配していた彼女だったが、結果的に怪け我がひとつなく済んだらしく、今も前と変わらずフランシスカのそばに仕つかえている。

　ミリアムは両手に盆を掲かかげていた。鼻び腔こうをくすぐる香かぐわしいにおいで、彼女が茶を運んできたのだとすぐにわかった。

　ミリアムがフランシスカのそばまで近づいていっても、フランシスカは何もいわず、伏せた面おもてを上げようともしなかった。ミリアムもそんな彼女に対して特に言葉を発することもなく、黙もく々もくと茶の支度だけを済ませてまた出て行った。ファウラーとヴィクトがかぶりを振って遠えん慮りよする態度を示したため、用意されたのはふたり分だった。

　はじめ、フランシスカは自分のすぐ脇わきにある卓の上に置かれた茶に、なかなか手を出そうとしなかった。イアンはファウラーから目め配くばせを受けたため、卓のそばにあった床しよう几ぎに腰かけ、茶の注そそがれた碗わんを手に取った。

　中の茶を一口飲んだ途端、芳ほう醇じゆんな味わいが口の中いっぱいに広がった。冷え切ってこわばっていた全身が、ゆっくりとほぐれていく感覚にとらわれる。

「おいしい……」

　思わず言葉が口をついて出た。

　それに反応して、ようやくフランシスカも自分の分の碗に手を伸ばした。

「……皆が私に何を期待しているのかは、自分でもよくわかっています」

　碗わんを口元へ運び、一口飲んでから、彼女はおもむろに口を開いた。
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「あの場で皆を安心させるためには……たとえそれが噓うそだとしても、託たく宣せんがあったといわなければならなかったんですよね……」

「託宣というのは……？」

　イアンは先ほどの視察のときからずっと気になっていたその言葉の意味を尋たずねた。

「ご託宣とは、歴代の大神み子こ、もしくは神み子こ姫ひめと呼ばれる方々だけに備わった、特別な力のことです」

　ファウラーと並んで立っていたヴィクトが口を開いた。

「神の声を聞き、神に代わってそれを人に伝える役割を担になう方々。イグニス教の教えでは、そう定義されています。王国では古来より、王が政の決定を行なうに際して、大神子の授かったご託宣に従うということが当たり前のように行なわれてきました」

　イアンは合が点てんした。敬けい虔けんなイグニス教信者が国民の大半を占めるリュクサリアでは、恐らく今ヴィクトがいったようなことは、常識として誰だれもが知っているのだろう。彼女を前にしたときの機士や兵士たちの熱狂ぶりも、それで頷うなずけた。彼らにとって神の言葉を聞くフランシスカは、もはや神に等しい存在として受け止められているのに違ちがいない。

　だが彼女の口ぶりからすると、どうやらフランシスカはその託宣を受けたことがないらしい。それが異常なのかそうでないのか、託たく宣せんを受けたことがないにもかかわらず彼女が神み子こ姫ひめの地位にあることが自然なのかどうか、そこまではイアンにはわからなかった。ただ、フランシスカ本人がそのことを相当気に病んでいるらしいということは、その様子から察することができた。

「焦あせる必要はありませんぞ、姫様。姫様のお体には、アルミラ前妃陛へい下かから受け継がれた貴とうとい血が流れております。遠からず、その日はやって来ます」

　ファウラーがフランシスカをいたわるようにそう口にした。だが彼女がそれで元気を取り戻すことはなく、かえって力なくかぶりを振るばかりだった。

「気休めはいわなくていいわ……じいだってわかっているでしょう。お母様は八歳のときには最初の託宣を受けているのよ。それなのに私は……この年になっても……」

「姫様……！」

　フランシスカはイアンに顔を向け、どこか寂しげに見える微び笑しようを浮かべた。

「お母様は大神子として、それは凄すごい方だったんです。託宣があった瞬しゆん間かんに私も居合わせたことがあるんですが、まるで別人が乗り移ったかのようでした」

「え……？」

　フランシスカの言葉を聞いた瞬間、イアンは目を瞠みはった。

　まるで別人が乗り移ったかのよう。

　フランシスカがまさにそんな状態になったところを、自分は目にしているではないか。

　そう。もう二週間以上前となったあの夜、山崩れによって本隊からはぐれ、ふたりきりで過ごすこととなったあの洞どう窟くつの前で。

　竜りゆうの血けつ脈みやくを受け継ぎし者よ。白き剣を鞘さやより抜き放て。真の嵐あらしはこれより来たり──

　あのとき、エリュシオンの前に立ち、イアンに向かってそう告げたときの彼女は、まさに今の話で聞いたような、託宣を受けた状態だったのではないか？

　イアンはあの夜のことを、まだ誰だれにも話していなかった。あれは軽々しく口にしていいことではないのではないか。そんな思いがどうしても捨てきれず、それが原因となって、彼の口に戸を立てさせていたのだ。

　もしあれが本物の託宣だったとしたら、話をすることで、フランシスカの塞ふさいだ気を晴らすことができるのでは──？

　心の中でそんなことを考えたとき、ファウラーが再び口を開いた。

「それにしても……噓うそも方ほう便べんといっては何ですが、姫様が自らそういったことをおっしゃられるとは思いませんでしたな」

「そうね……以前の私なら、確かにこうはいわなかったかもしれない」

　フランシスカはファウラーの言葉に頷うなずいた。

「でも、兄様のやり方を見てよくわかったの。噓をつくのはやはり好きではないけれど……そうすることが必要なときもあるんだって」

「僕の……？」

　イアンが問うと、フランシスカはええそうです、と頷うなずいた。

「兄様はあのダジェスという人から私を守るため、わざわざご自分を卑いやしめることまでしてくださったんですよね？　ですから私も、そうした兄様の姿勢を見習わなくてはと思ったんです。でも、すみません……私には兄様のように、咄とつ嗟さに機転を利きかせることはできませんでした……」

「それは……」

　イアンがダジェスに向かって告げたことを、フランシスカは噓うそだと信じ切っているらしい。それがまさか事実だなどとは、露つゆほども思っていない口ぶりだった。

　自分を卑しめてまで。

　やはり、奴ど隷れいという存在に対してそう考えてしまうのか。

　フランシスカに悪気がないことはイアンもわかっている。それでもその一言で、自分と彼女の間にはやはり目に見えない溝みぞがはっきりと存在しているのだということを、嫌いやでも意識させられずにはおかなかった。

「お待ちください、姫様。一体何の話をしておられるのですか？　じいには何のことか……」

　ファウラーの言葉に、イアンがはっとなったときにはもう遅かった。

「私と兄様が敵の指揮官に見つかってしまったとき、兄様は私たちの本当の身分を隠かくして、奴隷だといって窮きゆう地ちを脱したの。そうですよね？　兄……」

「なっ、何だと！」

　フランシスカのイアンに対する問いかけは、ファウラーの怒ど声せいにかき消された。

「い、今の話……本当なのか！」

　ファウラーが恐ろしい形ぎよう相そうでイアンをにらみつけてくる。その顔を見た瞬しゆん間かん、イアンの全身にたちまち震ふるえが走った。

　隣となりにいたヴィクトは何もいわなかったが、やはり射るような鋭い視線をこちらに向けている。

「は、はい……」

「何ということを！」

　イアンが消え入りそうな声で答えた瞬間、再びファウラーの怒ど鳴なり声が爆発した。老将は顔を真っ赤に染め、今にも殴りかかってきそうなほどに固く拳こぶしを握にぎり締めている。

「いくら姫様をお助けするためとはいえ、いってはならんことを！　一体何のつもりで……」

「やめなさい、じい！」

　ファウラーの言葉を遮さえぎり、今度はフランシスカが大声をあげた。彼女は座っていた腰かけから勢いよく立ち上がると、イアンを背にかばうようにして立った。

「兄様があのときああいってくれたから、私は今、ここにこうしていられるのよ。それなのにどうしてそんなことをいうの!?」

　怒っている。

　イアンは呆ぼう然ぜんと、目の前のフランシスカを見つめた。いつも優やさしく、穏おだやかだった彼女が、激怒している。

「いや、それは、その……」

　フランシスカの反応は、ファウラーにとっても意外だったらしい。彼は驚おどろきに目を瞠みはり、答えを口ごもっていた。

　そんなファウラーに向かい、フランシスカがさらに激情をたたみかけていく。

「……これは前から思っていたことだけれど、大体じいは兄様に厳きびしく当たりすぎよ。私が何も気付かなかったと思っているの!?」

「ひ、姫様……これには深いわけが……」

「わけ？　どんなわけがあるというの？」

　フランシスカの追及は容よう赦しやがなかった。

「そ、それは……」

「まさか兄様が本物かどうか、疑っているのではないでしょうね？」

　彼女がその言葉を発した瞬しゆん間かん、その場にいた一同の間に戦せん慄りつが走った。

　当のフランシスカはそれにまったく気付いた様子もなく、なおも言葉を重ねる。

「私が幼い頃ころお会いした兄様と、今こちらにいらっしゃる兄様は同じ方よ。ねえ兄様、そうですよね？」

　彼女は背後のイアンを振り返り、問いかけてきた。

「う、うん……」

　イアンはそんなフランシスカの真剣な表情と口調に気けおされるまま、同意の答えを口にした。

　フランシスカはイアンに向かって頷うなずくと、再びファウラーのほうに向き直った。

「わかった？　もし、兄様のことを少しでも疑っているのだとしたら、たとえじいでも許さないわ。次代の王たる兄様に、無礼な態度を取るのは今後一切やめて」

　イアンは飛び出さんばかりに両目を大きく見開き、フランシスカの後ろ姿を凝ぎよう視しした。

　次代の王たる兄様。

　それは漠ばく然ぜんと頭の中に浮かんでは消えしながら、決して彼が正視しようとしなかったことだった。

　確かに自分は、王都を取り戻すその日まで、フランシスカの兄、アルトゥールという名の王子であり続けると決めた。

　だが、その後はどうなるのか？

　恐ろしくてとても考えられない、しかしどこかで意識せずにはおられなかったそのことを、今、フランシスカははっきりと口にした──

「兄様は間ま違ちがいなく、お父様が昔会わせてくれた、あの兄様よ。もしそれを疑うというのなら、それは私やお父様に対する侮ぶ辱じよくということにもなるわ。私だってじいにこんなことはいいたくない。わかってちょうだい」

「申し訳……ありません……」

　ファウラーが肩を落とし、消え入りそうな声で答えたその瞬しゆん間かん。

　フランシスカが不意に体を折り曲げ、咳せき込み始めた。

「だ、大丈夫!?」

「ミリアムさん！」

　ヴィクトが天てん幕まくの外に向かって叫さけぶと、すぐにミリアムが中へと飛び込んできた。彼女はフランシスカのそばに走り寄ると、手慣れた動作で胸当てを取り外した。

「フランシスカ様、どうか落ち着いてください。息はできますか？」

　背中を優やさしくさすりながら、問いかける。

「え、ええ……大丈夫……ごめんなさい……」

　フランシスカはなおも咳せきを続けながら、たどたどしい口調で答えた。

「王女殿でん下かには、お休みいただいたほうがいいかもしれません。今日はお疲れのことと思いますので」

「わかりました。フランシスカ様、ご自分の天幕へ戻りましょう。お歩きになれますか？」

　フランシスカはミリアムの言葉に答える代わりに、その場で背筋を伸ばした。

「兄様、見苦しいところをお見せして申し訳ありません……ではまた……」

　ファウラーに向かって啖たん呵かを切ったのが噓うそのように、消え入りそうな声でイアンに向かってそういうと、彼女はミリアムに付き添われ、出て行った。

　フランシスカたちがいなくなった後、三人だけとなった天幕の中に、沈ちん黙もくが満ちた。

　ファウラーはフランシスカにいわれたことがよほどこたえたらしく、放心したような表情を浮かべて黙だまり込んでいる。いつもの彼だったら、ここで改めてイアンに対する叱しつ声せいが聞こえてくるところだが、今はとてもその気力はなさそうだった。

　その様子を見たイアンは、いたたまれない思いにとらわれた。ファウラーが怒った気持ちが彼にはよくわかったからだ。もしも今、イアンの真実が明るみに出ようものなら、ただでさえ決して磐ばん石じやくとはいいがたいリュクサリア王国軍は、たちまち崩ほう壊かいしてしまうだろう。そうしないために、ファウラーやヴィクトがどれほど心を砕いていることか。イアンがうかがい知れることなどほとんどなかったとはいえ、それでも何となく想像はついた。

　全すべては王国のため、フランシスカのためだ。

　それなのに、当の彼女にあんなことをいわれてしまっては──

　自分があのとき、ダジェスの前でああいうしかなかったという思いは今も変わっていない。ただ、そのことをファウラーやヴィクトには、後できちんと話しておくべきだった。

　そしてこうも考える。

　もしこんな状態がこれからも続くくらいなら、いっそ彼女に本当のことを打ち明けたほうがいいのではないか？

　噓うそをつくのが必要なときもある。それが理解できる今の彼女だったら、わかってくれるのではないだろうか？

　全すべてを彼女に話し、その上で協力を仰あおぐ──

　フランシスカが王都を取り戻した後のことまで考えていると明らかになったからには、ますますその必要が高まったようにイアンには思えてならなかった。

　もちろん、本当のことを話したからといって、自分のやることを変えるつもりはない。当初の予定通り、王都を取り戻すまではフランシスカに協力し、アルトゥールとしての役割をまっとうしたいと思う。

　もちろん、それも彼女自身が許してくれればということになるが──

「アルトゥール様。ダジェス王子に話をされたときのことを、詳しくお聞かせいただけませんか？」

　右手を顎あごの下にあて、何やら考え込んでいる様子だったヴィクトが口を開いた。

「は、はい。実は……」

　イアンはファウラーとヴィクトに、自分がダジェスに向かって奴ど隷れいだといったときの顚てん末まつを、詳しく話した。フランシスカが発熱で意識を失っていたこと。ダジェスに何者かと問われ、答えられずにいるうちに斬きられそうになったこと。下へ手たな噓をついて見抜かれるくらいなら、真実をいったほうが助かる可能性が高いと思ったこと。その後のダジェスの反応。機巧鎧アームネインに乗って対たい峙じしたとき、ダジェスがフランシスカに向かっていった言葉──

「なるほど、そういった事情でしたか……できればその話は、戻られてからすぐにお伺うかがいしたかったですね」

「すみませんでした……」

　イアンはふたりに向かって頭を下げた。その点に関してはまったく弁解の余地がない。

「結論からいえば、今回に関してはアルトゥール様のご判断は正しかったと思います。中途半端に取りつくろおうとしても、恐らくダジェス王子には通用しなかったでしょう」

「は、はい……」

「それにしても、王女殿でん下かが疑い深いお方でなくて、幸いでした。もしそうだったら、いささか困ったことになっていたでしょうから」

　困ったこと。

　それはもし彼女が、イアンが奴隷であることを知ってしまったらという意味なのだろう。

　果たしてどうなるだろうか。

　恐らく彼女は深く傷つくに違ちがいない。先ほど以上に激しく怒るかもしれない。

　自分が本当は奴ど隷れいであることを告白すれば、彼女に嫌われてしまうかもしれない。

　しかし、それでも。

　それでも、フランシスカに本当のことを話したほうがいいのではないかというイアンの考えに変わりはなかった。

　このままにしておいて、いつか全すべてが明るみに出てしまうときが来るくらいなら、いっそ自分の口からはっきりと、先に彼女に真実を告げたほうがいいように思う。

　こうして事実を隠かくしているせいで、今しがたのフランシスカとファウラーの間の諍いさかいのように、周囲の人々にも様々な影えい響きようが生じてしまう可能性さえもあるのだから──

　イアンは自身の思考に夢中になっていたため、気付かなかった。

　そうやって密ひそかに決心を固めていた彼に向かって、ヴィクトがじっと、鋭い眼まな差ざしを向けていたことに。
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　戦況が膠こう着ちやく状態に陥おちいっても、戦場の喧けん騒そうがやむことは決してない。特に、輜し重ちようの輸送や兵器類の整備、傷病兵の救護などのいわゆる兵へい站たん業務に携たずさわっている者たちにとっては、戦せん闘とうの有無にかかわらずその忙しさはまったく変わることがなかった。

　第一線に立つ機士や兵士を支えるべく、多くの者たちが各部隊の陣中で昼夜を分かたず立ち働いていた。鎧がい師しの若者ハスロー・ルーサムもそのひとりだった。

　先日のカーマイン峡きよう谷こくで発生した山崩れで、ハスローは乗っていた襲歩機ギヤロツパーごとオルティス河の濁だく流りゆうへと押し流され、危うく生命を落としかけた。だがそれほどの散々な目に遭あっても、彼に己が心身を癒いやす休息の時間が与えられることはなかった。山崩れと、その直後に起こったオルガンド軍の奇き襲しゆう攻こう撃げきによって味方の機巧鎧アームネインに夥おびただしい被害が生じ、鎧師たちはその修理に忙殺されることとなったからだ。

　作業はそれから二週間以上が経たった今も終わっていなかった。それどころか王都到着早々、オルグレンの部隊と敵軍との間で起こった戦闘でさらなる被害が生じ、やるべきことが増えている有様だった。オルグレンの下には彼が直接雇用している鎧師が何人もいたが、彼らだけでは作業が到底間に合わないとのことで、こぼれた作業がハスローのいる王都工こう廠しよう所属の鎧師たちにも回ってきていた。

　十一月二十三日の夜になっても、手が空くことはなかった。今、ハスローは彼が師事する熟練工のスコルド・ゼファーと共に、本陣の一角で機巧鎧アームネインエリュシオンの整備に当たっているところだった。

　もっとも、実際に作業を行なっているのはスコルドだけで、ハスローが直接エリュシオンに触れることはない。彼が担になっていたのは、スコルドが必要とする道具や修理用の部品を指示されたときにすぐに手渡したり、暗くなった手元を松明たいまつで照らしたりといった、助手としての業務だった。

「……そういえばおやっさん、こんな噂うわさがあるの知ってますか。昼間、おやっさんがいないときに来た人から聞いたんですけど」

　ハスローは地面に横たえられたエリュシオンのすぐ脇わきで、種々の工具を地面に並べて置きながら、傍かたわらにいるスコルドに向かって話しかけた。

　スコルドは仰あお向むけに寝そべり、エリュシオンの立てた右みぎ膝ひざの下に潜もぐり込んで作業に当たっていた。音は聞こえてくるが何をしているかまではハスローのところからはわからず、顔も見えない。

「何だかあちこちの部隊で、夜の間にいきなりどこかへ行ってしまって、そのまま姿を消しちゃう機巧鎧アームネインがいるみたいなんですよ。それも一機や二機じゃなくて、一度に十機くらいまとめていなくなるときもあるみたいです。どこへ行ったのかは誰だれにもわからないらしいですよ。おやっさんはこの噂うわさ、聞いてます？」

　ハスローはスコルドに尋たずねたが、返事はなかった。ハスローはそれを気にする風もなく、さらに言葉を続ける。

「一体どうなってるんですかね。新しい作戦でも行なわれるんですかね？　それだったらいいですけど、夜の間に逃げちゃったりしてたら、ちょっと困りますよね。せっかく俺おれたち鎧がい師しがこうやって真剣に機体を整備してるのに、肝心の機士様のほうが戦ってくれないんじゃ、仕事のやりがいがないってもんですもんね」

「ハスロー……おめえ、口ばっかり動かしやがって、作業をさぼってやがったら承知しねえぞ」

　スコルドの押し殺したような低い声が、エリュシオンの足の下から聞こえてきた。

「さ、さぼってなんかいませんって！　今もほら、いつおやっさんにいわれてもいいよう、道具を地面にきれいに並べてるところで」

「だったら十五番のレンチをよこせ！　ぐずぐずすんな！」

「は、はいい！」

　ハスローは指定された工具をあわてて手に取ると、スコルドのそばに走り寄った。

「どうぞ」

「遅い！　もっと早くしろって何度もいってんだろうが。まったくおめえって奴やつは何度いっても……」

　ハスローの差し出した工具を受け取りながら、文句の言葉をまくし立てていたスコルドが不意に絶句した。

「いてて……またきやがった……」

　スコルドは苦しそうなうめき声を上げた。太たい鼓こ腹ばらを捻ひねって地面から背中を浮かせると、工具を受け取ったのとは反対の手を伸ばしてさすり始める。

「だ、大丈夫ですか？　おやっさん」

　ハスローは腰をかがめ、エリュシオンの膝ひざの下に隠かくれているスコルドの顔を覗のぞき込みながら尋ねた。

　スコルドはかねてから腰が悪く、双子の兄ハーデイやハスローによくそのことを心配されていたが、その容よう態だいがここ数日、ますます悪化しているようだった。今のように突然痛みを訴え、作業の手が止まってしまうことも一度や二度ではない。連日にわたる激務に加えて、王都とウェンズロー砦とりでの間を狭せまい機巧輿キヤバリーの中に押し込められる形で移動したのがよくなかったのかもしれない。

「平気だ……これくらい何ともねえ。アルトゥール殿でん下かに今日指摘されたところは、何としても今日中に全部直しておかねえとな」

「いや、でも……あまり無理をしないほうが……」

　ハスローはそう口にしたが、スコルドがいっても聞かないだろうということはわかりきっていた。

　このおやっさんはわがままな子供も驚おどろくほどの強情な性格の持ち主だ。

　恐らく、意地になっているのだろう。

　昼間、アルトゥールがヴィクトに連れられてスコルドの下もとにやって来た。実際にエリュシオンを動かしてもらい、機体の状態を確認したのだが、そのときに彼から、何なん箇か所しよかにかすかな違い和わ感かんを覚えると指摘を受けた。

　スコルドが調べてみたところ、果たしてアルトゥールにいわれた全すべての箇所で、部品の損傷や調整の細かな手て違ちがいなどが見つかった。

　スコルドはただでさえ赤い顔をさらに朱に染めて、アルトゥールに向かってどうもすみませんでしたと頭を下げた。

　アルトゥールは王子という立場とは思えないほど腰の低い人物で、まったく怒ることもなく、謝あやまらないでくださいと逆にあわてていたほどだった。それでもスコルドは神妙な面持ちで、さらに何度もすみませんと詫わびの言葉を繰り返した。

　外から見ているだけではわからなかったことが、実際に機巧鎧アームネインを操縦する機士だけにわかるというのはよくあることだった。確かにアルトゥールがかなり勘がいいのは事実だが、スコルドとて別に恥じるような仕事はしていない。ハスローはそう思ったのだが、長年エリュシオンの整備を手がけ、誰だれよりも、かの機体に関しては詳しいと自負しているはずのスコルドにしてみれば、許せないことだったのだろう。

「本当に大丈夫ですか？　おやっさん、何だか最近昼だけじゃなくって、夜にも働いていることも多いじゃないですか。確かにやることがたくさんあるのはわかりますけど、でも……」

「だから平気だっていってん……いつつ……」

「おやっさん!?」

　スコルドがうめき、苦く悶もんの表情を浮かべるのを見て、ハスローは焦った。これ以上無理をすると、ますます腰の状態が悪化するかもしれない。双子の兄で、共に工こう廠しようを支えた存在であるハーデイがいない今、スコルドまで動けなくなるようなことがあれば、取り返しがつかなくなる──

「おやっさん、しっかりしてください」

　ハスローはスコルドのそばにかがみ込み、彼の背中をさすり始めた。

「すまねえ、ハスロー……おめえにこんなことまでさせちまうなんてな」

「何いってるんですか、水みず臭くさいことをいわないでくださいよ。俺おれはおやっさんの直じき弟子なんですから、これくらい当然ですって」

「直弟子……そうか……もし今、俺に何かあったら、おめえが俺の最後の弟子ってことになるんだよなあ……」

　スコルドがしんみりした口調で呟つぶやいた。いつもの豪放な態度の彼にしては珍しい、どこか弱気になっているようにも聞こえる話しぶりだった。

　これはまずい、とハスローは思った。

　いつも怒ってばかりいる人間が、こういうことを言い出すのは大抵死ぬ前と相場が決まっている。縁起が悪いことこの上ない。

　まだ彼に死なれては困る。ここは何としても話の方向を転換させなくてはなるまい。

「何かあったらだなんて、そんなこといわないでくださいよ。俺おれ、まだまだおやっさんに教えてもらいたいことがいくらでもあるんですから」

　ハスローはスコルドの弱気な発言を拭ぬぐい去る気持ちで、背をさする手に力をこめた。正直、殴られたりすると腹が立つこともあるが、それでも、行き場のない自分を拾ってくれた恩人だ。嫌いになることは決してなかった。

「そうだよな……おめえを一人前の鎧がい師しに仕立てるのが、俺の責任だもんな。途中で放り出したりしたんじゃ、おめえのじいさんに申し訳が立たねえ」

「おやっさん……」

　そこまで自分のことを考えてくれていたとは。

　ハスローの胸にこみ上げてくるものがあった。やはりこの人の下もとを訪れ、弟子入りしたのは正解だったとの思いに全身が満たされる。

「おやっさん……俺、おやっさんからたくさんのことを教わって、きっと一人前になってみせますよ。おやっさんに俺の最後の弟子は凄すごく優秀だったんだぜって、自慢させてあげますから」

「あん……？」

「……それでですね、俺がもし出世したら、おやっさんにも楽をさせてあげます。だっておやっさんは、俺おれにとってはもうひとりのじいちゃんみたいなもんですから！」

　話すほどに、ハスローは自分の言葉に酔いしれていった。鼻が刺激を受け、目め頭がしらが熱くなってくる。

　自分は何ていいことをいったんだろう。

「……おい、ハスロー」

「はい？」

　ハスローは背中をさするのをいったんやめ、涙で曇くもった眼鏡めがねを外はずして服の袖そでで拭ぬぐいながら、スコルドに返事をした。

　彼は自分の発した言葉にすっかり感動してしまっていた。

　それゆえ、気付かなかった。

　スコルドの声こわ音ねが、少し前までとはまるで変わってしまっていたことに。

　次の瞬しゆん間かん、怒ど号ごうが炸さく裂れつした。

「馬ば鹿か野や郎ろう！　年寄り扱いするんじゃねえ！　俺はまだ五十だぞ！　おめえみたいなうすらでかい、ぼんくらの孫なんざいてたまるか！」

「ひ、ひいい！」

　スコルドの突然の剣けん幕まくにハスローは驚きよう愕がくし、その場で地面に尻しり餅もちをついた。

「大体、最後の弟子だなんて何でおめえが勝手に決め付けてやがんだ!?　楽をさせてやるだあ？　ふざけんな！　たかが調ちよう律りつ士し見習いの分ぶん際ざいで、何いってやがる！　十年早はええんだよ！」

「すっ、すみません！」

　怒りのあまり腰の痛みすら気にならなくなったのか、スコルドは機敏に体を捻ひねって地面の上で回転し、ハスローのほうに顔を向けた。

「おらあ！　何そんなとこでぼさっと座ってやがる！　次は十三番のレンチだ！　さっさとよこせ！」

「は、はいい！　……あ、でも十三番は今ここにはありません。誰だれかが持っていったみたいで」

　あわててその場から腰を浮かせながら、ハスローは答えた。

「だったら取り返してきやがれ！　さっさと行けってんだこの！」

「わ、わかりましたあ！」

　そう返事をするなり、ハスローは尻に帆ほをかけてその場から逃げ出した。




　近くで仕事をしていた同僚の鎧がい師しを手当たり次第に捕つかまえ、聞いてみたが、探している工具はなかなか見つからなかった。

　そんな中、同じ調律士見習いの若者が、あそこにならあるかもしれないとある場所をハスローに教えてくれた。そこは機巧鎧アームネインの交換済みの部品がまとめて置かれている一いつ角かくだった。ハスローが実際に行ってみると、果たして部品だけでなく、工具類も雑多にまとめられ、地面に置かれているのが見つかった。

　確かに、ここなら目当てのものもあるかもしれない。

「十三番……十三番と」

　ハスローは足下に散らばる工具を順番に手に取っては、確認する作業を開始した。

「おう、ハスロー」

　そんな彼に横合いから声がかかったのは、作業を始めてしばらく経たった頃ころだった。

「あっ、兄さん。お疲れ様です」

　ハスローはその場で立ち上がり、声の主に向かって頭を下げた。ハスローの名を呼んだのは、彼にとっては兄弟子に当たる中年の鎧がい師しだった。長年、スコルドとハーデイのゼファー兄弟の下もとで修行を積んでいた人物で、ハスローがスコルドの下へやって来る少し前にさる貴族に召めし抱かかえられ、専属の技術者に転進したと聞いている。その後も時折王都の工こう廠しようを訪れていたため、ハスローも面識があったのだった。

　中年の鎧師は後ろに弟子と思われる若者を何人も従えていた。貴族の下で、かなりいい待遇を得ているのかもしれない。

「ハスロー、スコルドのおやっさんの調子はどうだ？　だいぶ腰の具合が悪そうだって聞いたんだが」

「そうですね……実をいうと、かなり辛つらそうです。それでも、やることがたくさんあるんで休みたくても休めないって感じで」

　ハスローが答えると、中年の鎧がい師しはやれやれ、とばかりにかぶりを振った。

「ただでさえ、ハーデイのおやっさんが王都に置いてけぼりになっちまって負担が増えてるしな。大変だよな。……声をかけてくれたらいつでも俺おれがかけつけますよって、おやっさんに伝えといてくれねえか？」

「わかりました。ありがとうございます、兄さん」

　中年の鎧師が弟子たちを連れて、歩き去った。その後ろ姿を眺ながめながら、ハスローは彼が自分に話しかけてきたのは、スコルドの様子を探るためかもしれないと思った。

　スコルドの腰の具合がよくないという話は、鎧師の間でかなり広まっているようだった。それに伴い、もし彼に何かあったらという仮定で、様々な憶測や噂うわさが人々の間を飛び交っていることもハスローは知っている。

　そうした中には、エリュシオンの整備を誰だれが引き継ぐのか？　という話題も含まれていた。国王専用機であるエリュシオンの整備役は、王国に属する鎧師の中でも最高の技量を持つ者が担になうとされている。もし誰かがスコルドから役目を引き継ぐとしたら、それは取りも直さず、その者が事実上、王国最高の鎧師の証あかしを手に入れることを意味していた。

　そうした事情もあって、スコルド、ハーデイのゼファー兄弟の後あと釜がまを耽たん々たんと狙ねらっている者は、かなりの数に上のぼるといわれている。

　今ハスローが会った中年の鎧がい師しも、有力候補といわれている数人の人物のうちのひとりだった。スコルドの下もとで長年研けん鑽さんを積んだだけあって技術面は申し分なく、いずれは現在四名しかいない熟練工の肩書きを得るだろうともいわれている。そんな中年の鎧師にもし障害があるとすれば、スコルドが彼に対してあまりいい印象を持っていないらしいということだろうか。ハスローが聞いた噂うわさによれば、あの中年の鎧師がスコルドたちの下を辞し、貴族の下へ行くと言い出したときには、ひと悶もん着ちやくあったらしい。

「俺にその役が来る……なんてことはないよなあ、やっぱり」

　ハスローは自じ嘲ちよう気味に呟つぶやいた。現時点でスコルド唯一の直じき弟子とはいえ、彼の名が次のエリュシオン整備役候補として人々の口くちの端はに上のぼることはない。鎧師としての地位があまりにも低かったからだ。

　鎧師には、習得した技術や蓄積した経験の多寡に応じていくつかの階級がある。今のハスローが調ちよう律りつ士し見習いといわれる立場で、鎧師の中では最も低い地位だった。調律士は機巧鎧アームネインの整備や修理が主な仕事で、必要に応じて製造の手伝いなども手がけるが、ハスローのような見習いが重要な仕事を任まかされることはない。それを行うためには、上の者の信頼を勝ち取って立場を上げる必要があった。ちなみに、調律士のさらに上には先ほど会った中年の鎧師のような一般工、さらにその上にスコルドのような熟練工と呼ばれる段階がある。ここまで来ると機巧鎧アームネインの設計も手がけることができるようになるため、鎧師としては最高の誉ほまれといってよかった。

　ハスローとて、鎧師の世界に身を置く立場であれば、いずれはそこまで登りつめたいという気持ちはある。だがその前途は険しそうだった。死んだ祖父の紹介状を懐ふところに抱いだき、王都リュクシスにあった工こう廠しようを訪れたのはもう何年も前のことだ。そのころから既すでに熟練工の地位にあり、次期工廠長の呼び声も高かったハーデイ、スコルド兄弟に紹介状を渡し、スコルド直じか付づきの徒と弟ていとなったまではよかった。元々ハスローの祖父は、スコルド、ハーデイの兄弟子に当たるため、すんなりと話がまとまったのだ。

　だがその後はひたすら苦難の道のりだった。この数年間、スコルドに怒ど鳴なりつけられたり、殴られたりしなかった日は一日とてない。祖父が死んで天てん涯がい孤独の身となり、他ほかに行くところもなかったため同じところに留とどまり続けてはいたものの、このままくすぶり続けるのかと考えて恐ろしくなることもあった。スコルドからは一向に努力を認められる気配はなく、調律士に昇格するという話が出る気配もなかった。

「どうしたもんかなあ……」

　呟いてはみたものの、妙案が思い浮かぶことはない。今は黙だまっていわれたことをこなす以外、やることがないというのが現実だった。

　自分はこれからじゃないか。そう言い聞かせ、やっていくしかないのだろう。

　幸いというか何というか、最近ではなるべく痛くないように殴られるのもうまくなってきた気がする。

　そんなことを考えながら工具の山をかきわけているうちに、ようやく目当てのものが見つかった。ハスローはそれを手に取ってスコルドの下もとへと戻っていった。

「おやっさん、十三番を持ってきましたよ」

　修理を待つ機巧鎧アームネインが多数横たえられている間を通り抜け、エリュシオンのそばまで来たところで、ハスローは声をかけた。

　スコルドの返事はない。

　おや、と多少の奇異の念を抱いだきながら、エリュシオンの足の先を通ってスコルドのいる反対側へたどり着く。

　そこでハスローは、驚おどろきに目を瞠みはった。

　スコルドが地面にうつ伏せに倒れ、獣けものの唸うなり声のようなうめきを漏もらしていた。

「おやっさん!?」

　ハスローはあわてて走り寄った。

　まさか先ほどの不ふ吉きつな言葉が、遺ゆい言ごんになってしまうのか!?

「ハスロー……おめえ、何でこんなにぐずぐずしてやがんだ……」

　スコルドは地面に額ひたいを押し付けたまま、ハスローに叱しつ声せいを浴びせてきた。どうやら迎えが来たわけではなさそうだったが、その口調は弱々しく、日ひ頃ごろのすくみ上がるような迫力はまったく窺うかがえない。

「す、すぐに医師を呼んできます！」

「必要ねえ。休んでなんていられるかよ……俺おれには他ほかにもやらなくちゃいけねえことがあるんだ。早くしねえと、王都の中にいるハーデイが……」

　スコルドの双子の弟ハーデイが王都の外に脱出したという報告は入っておらず、彼が未いまだに王都の中にいるだろうということは確実視されていた。

「で、でも！　おやっさんがハーデイのおやっさんのことを大切に思ってるのもわかりますけど、何もかもやろうなんて無む茶ちやですよ！　しかもそんな体で！」

「そんなことはわかってる……だからよ……」

　スコルドは苦しそうなうめき声をあげながら、肥ふとった体を仰あお向むけにし、ようやくハスローのほうに顔を向けた。

「……ハスロー、少しの間、エリュシオンはおめえに預ける……どうせ俺はしばらく、向こうに専念しなくちゃならねえしな……」

「エリュシオンを……？　それってどういう……？」

　一いつ瞬しゆん、何のことをいわれたのか理解できなかった。

「馬ば鹿か野や郎ろう！　それくらいすぐにわかりやがれ！　おめえがエリュシオンの整備をしろってことだ！」

「えええっ!?」

　ようやく何をいわれたのか合が点てんした瞬しゆん間かん、ハスローの口から甲かん高だかい絶ぜつ叫きようがほとばしり、あたり一帯に響ひびき渡わたった。

「だが調子に乗るなよ。こいつはあくまで一時的な処置だ……俺おれが戻るまでの間に、ぶっ壊こわしでもしたらただじゃおかねえ。覚えとけ！」

　スコルドがすかさず釘くぎを刺してきたが、ハスローの耳にはろくに入らなかった。

　彼は突然降ってきた大たい任にんに、ひたすらおののくばかりだった。
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　清せい々せいなる水の都。

　ウィリニア王国の首府ウェルセイユは吟ぎん遊ゆう詩し人じんの詩にそう謳うたわれている。それはリュクサリア王国との国境近くに水源を発する大河リースが碧へき央おう洋ようへと流れ込む河口部に位置し、大小数十の島々と縦じゆう横おうに張はり巡めぐらされた運河により構成される都だった。古くから海上交易によって栄え、リュクサリアのエミンガム同様西方世界を代表する港湾都市としてつとに名高い。

　そんなウェルセイユの中心に位置するのが、国王の住まう王宮、通称『蒼そう天てん宮きゆう』だった。最上級の国内産紺こん碧ぺき石せきを惜しみなく用いて築かれた宮きゆう殿でんは、規模こそリュクサリアの雪せつ月げつ宮きゆうには及ばないものの、絢けん爛らんさと洗練の度合においてはまったくひけを取らないとされる。西方世界における代表的な歴史的建造物のひとつとして、国内外の建築史家の間でも極めて評価が高い。

　隣国リュクサリアでは聖紀四〇七年にあたるウィリニア暦三八三年十二月一日。晴れ渡った冬空の下もと、西に傾きつつある日の光に照らされた蒼天宮の玉ぎよく座ざの間に程近い一室で、ウィリニア国王リカルド二世は革張りのゆったりした長なが椅い子すに体を埋うずめていた。今は人目に触れることをまったく想定していない、シャツにズボンだけのごくくだけた格好をしている。

　そんな彼の膝ひざの上には、紙の黄ばんだ古い書物が頁ページを広げて乗せられていた。

　ウィリニア王家は為い政せい者しやとして卓たく越えつしているのみならず、芸術や学問の方面でも優すぐれた資質を持つ国王をこれまでたびたび輩はい出しゆつしていた。リカルド二世もそうした伝統に連なるひとりで、古典文学に深い関心を持ち、少年時代からその方面の研究に情熱を注そそいでいた人物だった。あまりの熱心さに、父親だった先代国王リカルド一世は息子が王位を継ぐのをやめ、学者になりたいと言い出すのではないかと本気で心配したという。リカルド二世の瘦やせぎすな体つきや知性に満ちた眼まな差ざし、いかにも温和そうな表情といったものは、一国の王というよりも、学究の徒とといったほうが信じられそうなのは確かだった。

　リカルド二世がいるのは、彼が私的な時間を過ごす際に使う一室だった。部屋の中にはこれまでに手を尽くして集めた夥おびただしい量の書物が、床を埋め尽くさんばかりに積み上げられている。元はかなり広い部屋だったにもかかわらず、書物の量があまりにも多いため、人が自由に歩きまわれる余地はほとんどないほどだった。

　日々国王としての責務をこなしつつ、合間を見つけてはこの部屋にひとりこもり、書物の世界に心を躍おどらせる。そのひとときこそが、リカルド二世にとっては何よりも大切な、至福の時間だった。

　しかし、今の彼に書物に惑わく溺できする心のゆとりはまったくなかった。普ふ段だんなら考えられないことだが、膝の上に広げた書物の内容はまったく頭に入ってこず、先ほどから何度も同じ頁に目を走らせている有様だ。

　その理由ははっきりしている。

　彼の心が書物ではなく、別のところに向かっていたからだった。

　そこへ唐とう突とつに、部屋の扉とびらを叩たたく音が響ひびき渡わたった。

　リカルド二世は反射的に書物から顔をあげ、扉のほうに目をやった。

「陛へい下か、こちらにいらっしゃいますか？」

「ああ、いる」

　扉の向こう側から聞こえてきた声は、臣下のひとりフェルナン・ル＝テリエのものだった。

「殿でん下かのお迎えからただいま戻ってまいりました。こちらにお連れしております」

「入ってくれ」

　リカルド二世は書物を長なが椅い子すの上に置き、その場で立ち上がった。これこそ、彼が待ち望んでいた瞬しゆん間かんだった。

　失礼いたします、という声と共に部屋の扉がゆっくりと開かれ、フェルナンとひとりの若者が、連れ立って部屋の中へ足を踏ふみ入れてきた。

　その途端、室内に新たな輝かがやきが満ちた──

　リカルド二世は若者の姿を見た瞬間、そんな錯さつ覚かくにとらわれた。

　クラウディオ・ベルジュロン。それが若者の名だった。リカルド二世の血を分けた実子であり、ウィリニアの次代の王たることを約束された王子でもある。

　上うわ背ぜいはさほどなく、体つきもどちらかといえば細身のクラウディオだったが、ひ弱な印象はまったくなかった。今はシャツの上に袖そでなしの革製の上着を合わせただけの略装に身を包んでいたが、胸を張って歩くさまは颯さつ爽そうとしており、全身から瑞みず々みずしく活力に満ちた生気を発散させている。母親譲ゆずりの茶色くて大きな瞳ひとみを持つ端たん整せいな顔立ちに、すっぽりと被かぶった帽子がよく似合っていた。縁ふちから金色の髪かみがわずかに覗のぞいている。

　クラウディオはリカルド二世の前に出ても、帽子を取ろうとしなかった。いつものことなので、リカルド二世のほうも別段咎とがめ立だてることはしない。

　しばらく顔を見ないうちに、この子はまた、人目をひきつける魅み力りよくを増したようだ。

　リカルド二世は我が子に対して、そんな評価を心の中で下した。

「ただいま戻りました、父上。おや？　また蔵書の数が増えたようですね」

　部屋に入ってきたクラウディオは、周囲を見渡しながら朗らかな口調でそう述べた。

「……う、うむ。これでもなるべく吟味したつもりなのだが……」

「またレノ商会が貴重な掘り出し物を持ってきたのでしょう？」

　クラウディオは面おも白しろがっているような微び笑しようを口元に浮かべながら、足下に置かれていた一冊の書物を拾い上げた。

「どれどれ……ああ、またこれですか。『フォルシウス英えい雄ゆう譚たん』。相変わらず、この幻の古代王朝の話がお好きなのですね、父上は」

「それは今から二百年前のウォルタリアに現れた流りゆう離りの詩人、ジェノヴァスの作品集だ。ずっと探していたのがようやくこのたび手に入った。素晴らしい内容だったよ。雄ゆう渾こんにして絢けん爛らんたる筆の運びはさすがの一言、一読巻を措おくあたわざるとはまさにこのことだ。悲壮な場面の描き方も何とも情感たっぷりで、えもいわれぬ妙味があったな。中でもフォルシウスが一夜にして滅ほろぶ場面など……」

　思わず夢中になって、リカルド二世が書物の説明を始めかけたときだった。

　クラウディオの傍かたわらに立っていたフェルナンが、きれいに整えられた髭ひげをなでつけながらおもむろに口を開いた。

「王子殿でん下か。陛へい下かのご講義が始まったようですが、殿下のご都合は大丈夫でしょうか？」

「そうだね……今から夜通しとなるとさすがに厳きびしいかな。父上、その話、まだまだ続きそうですか？」

　クラウディオはフェルナンと顔を見合わせながら答え、ふたりしてくすくすと笑い始めた。
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　フェルナンは国王の従臣ならではの、簡素だが仕立てのいい衣装に身を包み、細面にどこか飄ひよう々ひようとした表情を浮かべていた。彼はリカルド二世にとっては年の近い兄弟のような存在であり、まだ少年だった時代から陰かげになり日向ひなたになり支ささえてもらった、第一の忠臣ともいえる人物だった。これまで、真ま面じ目めゆえに何かと固くなりがちだったリカルド二世の心は、いかなるときでも落ち着きと洒落しやれっ気を欠かさないフェルナンの言動に、どれだけほぐされ、救われてきたか知れない。それゆえリカルド二世は、フェルナンに対して全面的に心を許していた。

「ああ、すまない……今は書物談議に花を咲かせている場合ではなかったな」

　リカルド二世はばつの悪さをごまかすように軽く咳せき払ばらいしてから、改めてクラウディオに向き直った。

「クラウディオ。私が約束の期日を待たず、フェルナンにお前を迎えにやらせたことを怒っていような。その点についてはいかようにも詫わびる。だがどうしてもお前に、戻ってきてもらいたかったのだ」

　リカルド二世は沈痛な面おも持もちとなって、クラウディオに語りかけた。

　当のクラウディオのほうは別段気分を害している様子もなく、相変わらずにこやかな表情を浮かべている。

「父上がそこまであわてているとなると……叔お父じ上うえの悪い虫が、またぞろ騒さわぎ出したといったところですか」

「フェルナンから何か話を聞いたのか？」

　リカルド二世の問いに、クラウディオはかぶりを振った。

「いえ。ですが想像はつきます。リュクサリアの今の状況を、黙だまって静観できる叔父上ではないでしょうから。さては誰だれか有力どころが、向こうに取り込まれましたか？」

「その通りだ……サヴォア侯こうがな」

　リカルド二世はクラウディオの洞どう察さつの鋭さに内心驚おどろきつつ、重々しい口調で頷うなずいた。

「これで弟は、評議会の五分の二を掌しよう握あくしたことになる。このままだと明日にでも過半数を超えてもおかしくない。そう思ったからこそ、お前の下もとに急ぎフェルナンを派は遣けんしたのだ」

「ふむ。叔父上も相当躍やつ起きになっているようですね。今の時期にそれだけ事を急ぐというのは……よほどオルガンドと手を結んで、リュクサリアを攻めたいようですね」

　クラウディオは事もなげにそう述べた。彼が指摘したのはリカルド二世が何よりも恐れているといっても過言ではない、ウィリニアの国家としての針路を大きく変更することを意味する一大事だった。

　交易はすれど、国こく事じにおいてはいずれの勢力とも手を携たずさえることなかれ。

　それこそが建国以来貫かれてきた、ウィリニアの外交姿勢だったからだ。

　初代国王ジェロム一世によって定められたその国こく是ぜを、歴代の王たちはいずれも律りち儀ぎに遵じゆん守しゆしてきた。一体に西方世界においては、約四百年前にルパート一世により打ち立てられたリュクサリア王国が長年にわたり地域大国として君くん臨りんし続け、それにウィリニアが対抗するというのが基本的な図式だった。オルガンドはゲイルグル大王の出現でようやく統一国家として生まれ変わったが、それはここ最近の話にすぎない。ウィリニアはこれまで長年にわたって、他国とは一切組まず、単独でリュクサリアに対してきたのだった。

　しかるに、リカルド二世の弟で大公の地位にあるラファル・コルテーゼは、そうした姿勢を覆くつがえそうとしていた。

　今こそオルガンドと同盟を結び、宿敵リュクサリアを共に攻めるべし。ラファルは声こわ高だかに、そう主張していた。リカルド二世はこれまでその件で何度、彼と激論を交わしてきたかしれない。両者の言い分はまったくの平行線をたどり、決して歩み寄ることはなかった。

　確かにウィリニアにとって、リュクサリアは浅からぬ因いん縁ねんで結ばれた相手だった。元はといえばジェロム一世は、ルパート一世の同盟者として、リュクサリア建設に協力した間柄でもある。そのときの功績により、ジェロム一世が西方世界の東部地域一帯の支配権を認められたのが、ウィリニア王国のそもそもの始まりだった。

　その後、ルパート一世が世を去った後、ウィリニアとリュクサリアとの関係はたちまち悪化の一途をたどり、ついには戦火を交えるまでになった。それがジェロム一世をして、ウィリニアの独立独歩の姿勢を決意させるきっかけとなった。以来三百年以上にわたって、ウィリニアとリュクサリアの関係は修復されていない。この間、数次にわたる全面戦争と、数え切れないほどの回数の国境紛争が勃ぼつ発ぱつしており、両国は常に潜せん在ざい的な交戦関係にあるといってよかった。ときには何かの気まぐれのようにお互い歩み寄りの気配を見せることもあったものの、結局そうした努力が実を結ぶことはなく、関係が改善されることはないまま今日まで至っている。

　リュクサリアに対し、常に国境地帯の警けい戒かいは怠おこたらず、平時はそんな国などまるで存在しないかのように無視を決め込むというのが、ウィリニア王家のかの国に対する基本姿勢だった。

　そうした王家の方針とは裏腹に、国民の間ではリュクサリアに対してだいぶ違ちがった感情が育はぐくまれているようだった。そのことはリカルド二世も知っていたが、あえて知らないふりをしていた。

　とまれ、リュクサリアにどう対するかということが、ウィリニア王家にとっては最も重要で、最も繊せん細さいな問題なのは間違いのないところだった。それゆえ、弟ラファルの暗躍は、リカルド二世にとっては放置すべからざる、由ゆ々ゆしき事態といえた。

「ひとつお伺うかがいいたしますが……父上はこの先、この王国をどうなさりたいのでしょうか？」

「それは……」

　リカルド二世は答えるのに躊ちゆう躇ちよした。クラウディオの真剣な眼まな差ざしに、思わず射すくめられたからだ。

　だがそれも、ほんの一いつ瞬しゆんだった。

　この国をどうしたいか。そんなことは考えるまでもない。

　我が子の視線を受け止めながら、リカルド二世は改めて口を開いた。

「私は自分が受け継いだ祖国を、そっくりそのままの形でお前に引き継ぎたいと思っている。リュクサリアを倒すことも、西方世界の覇は者しやとなることにも興味はない」

「そうですか、わかりました」

　リカルド二世の言葉を聞いた瞬間、クラウディオが破は顔がんした。

「それが父上のお望みなのでしたら、話は簡単ですね」

「何……？」

　またしても意外なクラウディオの答えに、リカルド二世は戸と惑まどった。

　そんな父の様子を意に介する風もなく、彼は言葉を続ける。

「叔お父じ上うえが何を企たくらんでいらっしゃろうと、問題ありません。この一件、私に任まかせていただけますか？　憂うれいを全すべて払いのけるいい手がありますよ」

「ほ、本当か？　それならぜひ……」

　反射的に答えたリカルド二世だったが、クラウディオがまるでいたずらを思いついた子供のような楽しげな表情を浮かべているのを見て、はっとなった。

「おっと、父上。そこまで食いついておいて、今いま更さらやっぱりやめたとはいわせませんよ。それでは詳しい話は、晩ばん餐さんの席でしましょうか。ちょうど向こうの町で、面おも白しろい料理を教わってきましたので」

　すかさずリカルド二世に釘くぎを刺してから、クラウディオは横にいたフェルナンのほうに顔を向けた。

　フェルナンは心得ましたとばかり、黙だまって頭を下げる。

「我ながら、素晴らしい手だと思いますよ。少々、世間を驚おどろかせることにはなると思いますが……それくらいは構いませんよね？」

　どうやらこの子は、またとんでもないことを思いついたらしい。楽しそうに話すクラウディオを見ながら、リカルド二世は内心でひとりごちた。

　これまでも、幾いく度どとなく同じようなことがあった。とりあえず、何を言い出されても驚かないよう、心の準備はしておいたほうがよさそうだ──

　そんなことを考えつつ、一方でクラウディオがどのような考えを披ひ瀝れきしてしてくれるのかと、期待している自分がいることもまた事実だった。




　　　　２




　ジェラルド・エリクソンはバーナビー家の本ほん拠きよ地ちであるサッカレーに滞たい在ざい中だった。

　バーナビー家はリュクサリア王国北西部に広大な領地を有しており、その実力は五公こうの中でも屈指といわれている。本拠地であるサッカレーも、バーナビー家の権勢を象しよう徴ちようするかのように目覚しい発展を遂とげており、リュクサリア王国でも有数の大都市と謳うたわれていた。

　バーナビー領は比較的オルガンドに近い場所に位置していたが、アシュフォード家と違ちがって直接国境を接してはいない。その分、軍事ばかりでなく、内政に力を振り向けられたことが、今日の発展につながったといわれている。

　いい気なものだ、というのがエリクソンの正直な気持ちだった。同じ五公といってもその境遇はだいぶ違ちがう。自分たちエリクソン家はウィリニアと、アシュフォード家はオルガンドと、長年にわたり敵対する隣りん国ごくへの対応に神経を尖とがらせている間に、他の三家は安全な場所で安あん穏のんとしていられたのだから。栄えるのもさもありなんといったところか。

　ただし、今ではそんなサッカレーの賑にぎわいもさすがに鳴りを潜ひそめているようだった。いうまでもなく、今年に入って始まったオルガンドとの戦争、及び先々月に立て続けに起きた当主シオドリク・バーナビーの王国からの離り反はんと戦死の影えい響きようだろう。

　ウェンズローでの戦いが終わって、シオドリクの息子であるグレッグ・バーナビー、通称小バーナビーが敗残の軍勢を率いてサッカレーに戻ってきたのは十月末のことだという。

　その後、小バーナビーは目立った行動を起こすことなく、はや一ヶ月以上が過ぎていた。

　新たなバーナビー家当主である彼がどのような決断を下し、どう動くのかということは、領民ばかりでなく王国内外の多くの者が注目している事柄のはずだった。

　エリクソンもそうした小バーナビーの動向に深い関心を持つ人間のひとりだった。他ひ人と事ごとではすまされない。小バーナビーが、あの瘦やせっぽっちの侍女フェリスを使って自分をウェンズローから落おち延のびさせたことは間ま違ちがいないだろうが、その意図は未いまだにわからないままだった。サッカレーまで連れて来られたはいいものの、その後は小バーナビーともフェリスとも話す機会がなく、毎日を無む為いに過ごすまま今日に至っている。

　小バーナビーは自分の力になれるといった。そして彼もまた、自分の助けを必要としているとも。

　この国のあるべき姿を取り戻すとは、どういうことなのだろうか？

　本当にその気があるのなら、さっさと自分の前に出てきて説明をしろ──

　そんなことを考えながら、エリクソンは小バーナビーの居城の中庭から、敷しき地ちの一いつ角かくにある機巧鎧アームネインの格納庫に向かって歩いていった。

　今の彼は、城の外へ出ることこそ認められなかったものの、城内では特に目立った監視がつくこともなく、ほぼ自由な行動を許されている。

　警けい備び兵へいが敬礼する脇わきを素通りして、格納庫の中へと足を踏ふみ入れた。

「これは……凄すごい……」

　エリクソンは目の前に広がる光景に息を吞のんだ。格納庫の中にはリュクサリア王国軍の制式機巧鎧アームネインライオットだけでなく、さまざまな機体が所ところ狭せましと並べられていた。全すべてシオドリク・バーナビーの収集品だろう。バーナビーは機巧鎧アームネインを一種の美術品と見なし、その蒐しゆう集しゆうに情熱を傾けていることでもつとに有名な人物だった。彼が豊富な財力を用いて、リュクサリア王国ばかりでなく諸外国の機体をも買い集め、自分の城に展示しているという噂うわさは、エリクソンも以前から聞いていた。そして、それがまごうかたなき真実であることを、今この瞬しゆん間かん実感していた。

「よくもこれだけの数の機巧鎧アームネインを集めたものだ……」

　リュクサリア王国軍の現行機ライオットや先代の制式採用機であるガレーに関しては、複数の機体が、それぞれ違ちがった仕し様よう、意い匠しようで並べられていた。突撃機ランサー仕様のものもあれば、重装機ヴアンカー仕様のものもある。それ以外には、噂通り、オルガンド軍のドラードもあった。さらに、どのようなつてを使って手に入れたのか見当もつかなかったが、ウィリニア製とおぼしき機体や、どこの国のものともしれない怪しい機種も散見できた。

　まるで格納庫全体が、機巧鎧アームネインの博物館のようだった。

　本音をいえば、エリクソンは機巧鎧アームネインがあまり好きではない。機巧鎧アームネインを乗りこなしてこそ一人前の機士と見なされる風潮はリュクサリア王国だけに限ったものではなかったが、そうした物の見方に対しても、かねてから苦にが々にがしい思いを抱いていたほどだった。当然、バーナビーが機巧鎧アームネインをかき集めていることに対しても、これまでは冷めた見方をしていた。

　そんな彼だったが、こうして色々な種類の機巧鎧アームネインが一堂に会しているところを目にするのは、今まで経験がなかったことだけに、なかなか興味深いことではあった。

　他ほかに誰だれもいない格納庫の中を取りとめもなく歩いては、並んでいる機体を観察する。やがて、エリクソンは一番奥まった場所にある一機の機巧鎧アームネインに目を留とめた。他の機体が今にも肩と肩が触れ合わんばかりに詰めて並べられているのに対し、その一機だけはまるで隔かく離りするかのように間まを取って置かれている。照明がなく、周囲に採光用の窓もないため、機種が何なのかは遠目にはよくわからなかった。上うわ背ぜいと横幅はかなりありそうなので、重装機ヴアンカーかもしれない。

　あの機巧鎧アームネインは、一体？

　何となく引っかかるものを感じて、エリクソンはそちらに向かって足を進めようとした。

　その途端、背後から声がかかった。

「……待ってください」

「む……？」

　エリクソンは声のしたほうを振り向いた。そこにはいつの間に近づいてきたのか、侍女の姿をしたフェリスが立っていた。

「あれに軽々しく近づいてはいけません……魅入られたら、戻れなくなります……」

　フェリスは感情の発はつ露ろを感じさせない、抑よく揚ようのない口調で告げた。

「お前……！」

　エリクソンはフェリスへと詰め寄った。

「今までどこで何を……私を勝手にこんなところへ連れて来て、その上放ほったらかしにして……どういうつもりだ！」

　唾つばがかかるほど相手に顔を近づけ、怒りのままに言葉をぶちまける。今しがた気にしていた機巧鎧アームネインのことなど、すっかり頭の中から消し飛んでいた。

「……命令を受けて、王都の様子を見に行ったりしていたもので……」

　フェリスは激げつ昂こうするエリクソンを見ても顔色ひとつ変えなかった。

　その様子を見て、エリクソンは拍ひよう子し抜ぬけしたように肩を落とし、嘆たん息そくした。

「まったく、なんてことをしてくれたんだ……全すべてはフランシスカ様のおぼし召めしと思ったからこそ、お前の誘さそいに乗ったんだぞ……これでは私は、完全な反逆者ではないか……」

　憂うれいに満ちた王女の顔が脳のう裏りに浮かんだ。自分がウェンズロー砦とりでから姿を消したことを知ったら、彼女はどう思うだろう。怒るだろうか。呆あきれるだろうか。いずれにせよ、今度は謹きん慎しんどころでは済むまい。

　自分はどうなってしまうのだろう。思わずこみ上げてきた涙を手で拭ぬぐいながら、そんなことを考える。

「大丈夫ですか？」

「大丈夫なわけがあるか！」

　エリクソンの感情が再び沸ふつ騰とうした。手を伸ばし、フェリスの服の襟えり元もとをつかみ上げる。
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「あ……」

「全てお前のせいだ！　お前が私を連れ出したりするからこんなことに！　どうしてくれるんだ、責任を取れ！」

　そういいながら、彼女の喉のど元もとに拳こぶしを押し当て、締め上げる。上うわ背ぜいはエリクソンのほうがだいぶあるため、小柄なフェリスの体は地面から持ち上がり、爪つま先さき立ちの体勢になった。

「痛いです……」

「そんなこと知るか！」

　フェリスの胸元がはだけ、しみひとつないすべらかな肌が露あらわになった。それがエリクソンの嗜し虐ぎやく心しんをますますかきたてた。服をつかんだ手にいっそう力をこめる。

　そこへ、別の人間の声が聞こえてきた。

「ほう、君たちは旅の間に随ずい分ぶんと仲良くなったようだね」

「バ、バーナビー卿きよう……！」

　その場に新たに現れたのは小バーナビーだった。

　エリクソンはあわててフェリスの服をつかんでいた手を離はなし、彼のほうに向き直った。高ぶっていた気持ちも、空気が抜けたように萎しおれていく。

「も、申し訳ない、卿……こんなことをするつもりはなかったのだが、つい……」

「謝あやまる必要はないよ。そいつは頑丈だし、命令する者に対しては従順だから、何をしても大丈夫だ。君が気に入ったなら、好きにしていい……父のお古ふるだがね」

　小バーナビーはそう口にして、笑みを浮かべた。

「お古……？」

　エリクソンは目を丸くして、改めて傍かたわらのフェリスに視線を向けた。彼女は何事もなかったかのように表情ひとつ変えず、黙だまって乱れた襟えり元もとを直している。

「私には父のような嗜し好こうはないのでとてもそんな気にはなれないが、あるいは君なら、そういう趣味もわかるのではないかな？」

「わかるか！」

　エリクソンは小バーナビーの言葉を即座に否定した。こんな瘦やせこけて年とし端はも行かず、色気のかけらもない少女に対してどうこうしたいという気持ちなど湧わくはずもない。バーナビーがどのような趣味を持っていようとこの際勝手だが、同類のようにいわれるのは心外だった。

「わ、私を馬ば鹿かにするのもいい加減にしてもらいたい。不ふ愉ゆ快かいだ」

　こいつは昔からそうだ、とエリクソンは心の中で毒づいた。オルグレンのように計算ずくで皮肉を口にするのではなく、まったく悪気がないといわんばかりの調子でとんでもない暴言を吐く。そんなことが、過去にも何度となくあった。

　小バーナビーは、エリクソンが怒っているのもどこ吹く風といった様子で、微笑ほほえんだ。

「君がどこにいるのかわからず、城の中をあちこち探してしまったよ。フェリス、エリクソン侯こうをお連れしろ」

「ご案内いたします……」

　フェリスがそういって、エリクソンに向かって頭を下げた。




　エリクソンがフェリスに連れて行かれたのは、小バーナビーの執しつ務む室しつとおぼしき部屋だった。

「あの女は間かん者じやとしてはなかなか優秀でね」

　いかにも贅ぜいを尽くしているとわかる豪ごう奢しやな造りの椅い子すに腰かけ、部屋を出て行くフェリスの姿を目で追いながら、小バーナビーが話し始めた。

「あんななりだから誰だれにも警けい戒かいされずにどこへでも入り込めるし、ああ見えて身体能力は極めて高い。あの女の間かん者じやとしての才能を見み出いだしたのも実は父でね」

「バーナビー公が……？」

　エリクソンは小バーナビーと向かい合うようにして、別の椅子に座りながら尋たずねた。

「昔、父があのフェリスを始め、数人の愛人を一軒の屋敷にまとめて囲っていたことがある。そのことを知った父の前妻が悋りん気きを起こしてね。あろうことか刺し客かくの一団を送り込んだんだよ。ところがフェリスが、その刺客全員を返り討ちにしたらしい。父の話では、あたり一面が血の海になって、それを見ていた他の愛人たちは、全員精神に異常をきたしたそうだよ」

「そ、そんなことが……？」

　エリクソンは目を瞠みはった。自分はそんな危険な女と、数日間をふたりきりで過ごしたというのか？　とんでもない事実を知らされ、今いま更さらながら背筋が寒くなる。

「父がフェリスの才能に気付いたのはそのときだそうだ。私にとっても彼女は恩人ということになるのかな。刺客の一件のせいで前妻は離り縁えんされ、私の母が正妻になることができたのだからね。それで私も、家か督とくを継げる立場となったわけだ」

　エリクソンが嬉き々きとした口調で語るのを聞いて、エリクソンは鼻はな白じろんだ。よくもそんな話ができるものだ。小バーナビーとはまったく逆の立場といってもいい、自分の前で──

　いや、ちょっと待て。

　エリクソンの中に疑念が兆きざした。小バーナビーの母がシオドリク・バーナビーの妻になったのは、確か随ずい分ぶん昔のことだったはずだ。自分たち兄弟の境遇に似ていたため、よく覚えている。それこそ、二十年以上も前の……？

　そんな昔に起きた事件に、フェリスが関かかわっているというのは解げせない話だった。彼女が何歳なのか定かでないが、どう見ても成人には達しているとは思えない。

　それとも、外見はああ見えて、その実彼女は自分と大して変わらない年ねん齢れいだとでもいうのだろうか？　若作りというにはあまりに若すぎる気もするが、女とは恐ろしいもので、あいつも澄ました顔をして、自分を若く見せるためなら何でもするのかもしれない。

　そう考えた途端、鳥肌が立ち、吐き気さえしてきた。

　これだから年増の女は嫌なのだ。

　エリクソンは声に出さずに毒づいた。自分がフェリスに抱いていた不気味な印象の正体が、これでわかった気がした。

「そんなわけだから、あの女にかかれば、たかが数名の警けい備び兵へいを片付けるくらいわけもないということだ。それはジェラルド、君もよくわかっていると思うが」

「何だって……？」

　小バーナビーの言葉を聞いた瞬しゆん間かん、エリクソンの脳のう裏りに、ウェンズロー砦とりでの部屋を出る際目に入った光景が蘇よみがえった。

　それまでずっと扉とびらのところに張り付いていた警けい備びの兵士たちが、折り重なるようにして通路に倒れていたさまを。

　あのときは砦から無事脱出することに気を取られていたこともあって、兵士たちがどうなっているかまではよく見なかったが、まさか──

「へ、兵士たちを殺したのか？」

「無事に君のことを脱走させてあげることができてよかったよ。……無論、ウェンズロー砦では、ちょっとした騒さわぎにはなっただろうがね」

　そういって、小バーナビーは口元に笑みを浮かべた。

「な、何てことを……！　私はそんなことをしてくれとは頼たのんでいない！」

　エリクソンは激げつ昂こうして叫さけんだ。だがそんな彼を見ても、小バーナビーは涼しい顔を崩さなかった。

「残念ながら……君がどれほど声こわ高だかに無実を主張したところで、誰だれも君の言葉を信じはしないだろうね」

「わ、私を嵌はめたのか」

　怒りに声を震わせながらそう呟つぶやくと、小バーナビーがやれやれとばかりにかぶりを振った。

「嵌めただなんて人聞きの悪い。君を助けてあげたんだよ」

「な、何だと……」

「ジェラルド、君はあのまま、あの砦の中で空むなしく朽くち果はてることになってもよかったのか？」

　小バーナビーは不意に笑みを引っ込めると、エリクソンの目をじっと見つめながら告げた。

「そ、そんなことは……フランシスカ様ならき、きっと……」

　相手の眼まな差ざしに気けおされるものを感じながら、エリクソンはたどたどしい口調で答えた。だがそれが今となってはあまりに空しい希望であることは、さすがの彼も自覚しないわけにはいかなかった。

　小バーナビーも、その点を容よう赦しやなく追及してくる。

「君の不始末のせいで危うく死ぬほどの目に遭あったというのに、王女殿でん下かが君のことを許してくれるなどと本気で思っているのかい？　君がエリクソン家の人間だから、死刑にならなかったというだけだろう」

「それは……」

　お前に何がわかる、そう言い返そうとしたエリクソンだったが、言葉が喉のどに引っかかって出てこなかった。

　そんな彼に向かって、小バーナビーがさらに言葉を畳たたみかけてくる。

「ジェラルド、君が本気でもう一度浮上したいと思っているのなら、思い切って環かん境きようを変えるしかない。このまま私のところにいたほうが、君のためだ」

「卿けいは……一体何を企たくらんでいるのだ……？」

　かすれる声でエリクソンが問いかけると、小バーナビーの口元に再び笑みが刻まれた。彼はおもむろに椅い子すから立ち上がると、外がい光こうの差し込む窓のそばまで歩いていった。

「……ところで、フェリスの報告によれば、王都はなかなか楽しいことになっているようだよ。何でも先せん鋒ぽうを務めたオルグレンが、万ばん機き将シュマイザーとバルテルに惨敗したらしい。いい気味だと思わないか？」

「え……？」

　突然の話題の変更にエリクソンは戸と惑まどった。あの高慢な若造の鼻がへし折られたというのは確かに悪い話ではなかったが、今はそんなことはどうでもいいというのが正直なところだった。

「その後は両軍とも動かず、ずっとにらみ合いを続けているようだ。この戦いは間ま違ちがいなく長引くだろうね。お陰かげで私の下もとには、双方の陣営から帰属を促す使者が引きもきらずやって来るよ」

「な、何と答えたのだ？」

　エリクソンが尋たずねると、小バーナビーは肩をすくめた。

「私は今のところ、どちらの陣営にもすぐに与くみする気はないよ。リュクサリアとオルガンドには、このまましばらく潰つぶし合あいを続けてもらう。その間に、こちらも準備を整えさせてもらうつもりだ」

「何だって……」

　エリクソンは息を吞のんだ。小バーナビーの発言は、リュクサリアにもオルガンドにも拠よらず、自ら第三勢力として立つことを宣言したようなものだったからだ。

　無む謀ぼうな企き図とだと思った。確かにバーナビー家は今もそれなりの力を残しているかもしれないが、両国の間に単独で割って入れるほどではあるまい。

　まさか──

　そこまで考えが及んだ瞬しゆん間かん、エリクソンの中に閃ひらめくものがあった。

　バーナビー家単独での独立は、確かに難しいかもしれない。

　だが、もしそうではなかったとしたら？

「……我が家を巻き込む気か？」

　そう。バーナビー家とエリクソン家、五公こうの二家が手を組めば、話は変わってくる。今回の戦いにおいて、エリクソン家はまだほとんど戦力を消耗していない。総勢三万に及ぶ軍勢が今後の戦いの帰き趨すうを占う大きな要因となるのは間ま違ちがいないところだった。

　だから自分の力が必要だなどといったのか。エリクソンは合が点てんした。フェリスに手引きさせてこんなところまで自分を連れて来させたのも、全すべては兄レオポルドを抱きこむためだったと考えれば辻つじ褄つまが合う。

　小バーナビーは何も答えず、微び笑しようを浮かべながらエリクソンを見つめているばかりだった。その態度は、質問を全面的に肯定しているも同然だった。

「私をだしに使おうというなら、むだなことだ」

　エリクソンは吐き捨てるように呟つぶやいた。

「どんな手段を取ろうと、兄は決して動くまい。すぐそばにウィリニアが控えている以上はどうにもならん」

　エリクソンは異母兄レオポルドの恰かつ幅ぷくのよすぎる姿を脳のう裏りに思い浮かべながら答えた。

　あの男が、小バーナビーの誘さそいに乗るはずがない。たとえ自分が、ここにいるとわかったとしてもだ。

「そのウィリニアを、どうにかできるかもしれないといったら？」

「何だって……？」

　バーナビーの自信に満ちた口ぶりに、エリクソンは意外な思いにとらわれた。

「あの国を、何とかできるというのか？」

「私にも色々と、つてがあってね」

　そのとき、不意に執しつ務む室しつの扉とびらを叩たたく音が聞こえてきた。

「誰だれだ？」

「アウロラ様をお連れしました……」

　扉の向こうから、フェリスの声が聞こえてきた。

「おお、噂うわさをすれば、ちょうどいいところに。入ってくれ」

　小バーナビーが返事をすると、部屋の扉が開かれた。

　フェリスに先導されるようにして執務室の中に入ってきたのは、ひとりの女だった。

　こいつは……？

　エリクソンの視線は女に引き寄せられた。女は袖そでのたっぷりした、足あし下もとまで丈のあるゆったりとした服を羽は織おるように着込んでいた。胸元を盛り上げている豊かな膨ふくらみが、女が歩くのに合わせて揺ゆれるのが目に入る。

　顔の鼻から上、それと髪かみはすっぽりと布に覆おおわれていたため、見ることができなかった。

「紹介しよう、ジェラルド。我が城にご滞在いただいている占い師のアウロラさんだ」

「滞在ですか？　私はてっきり、監禁されているとばかり思っていたのですけれど」

　女は口元に手を当て、笑った。ねっとりした水気が多分に含まれているような声だった。

「監禁など、とんでもない。私はアウロラさんに、これからも力になってほしいだけだ」

　小バーナビーはアウロラに向かって両手を広げた。それから、エリクソンに視線を戻す。

「このアウロラさんは父が懇こん意いにしていた占い師でね。ウィリニアとも深いつながりを持っているのさ。格納庫にあった機巧鎧アームネインの中に、あの国のものがあったことはジェラルドも気付いただろう？」

「あ、ああ」

　エリクソンは頷うなずいた。

「あれも全すべて、アウロラさんの尽力によって入手したものだよ。はっきりとは教えてくれないが、どうやらかなり上の人間と交流があるらしい。そうですね、アウロラさん？」

「さあ？　その辺はご想像にお任まかせしますわ」

　アウロラは小バーナビーの質問をかわそうとするかのように、身をくねらせて笑った。

「ところでグレッグ様。わざわざお伺うかがいしたのは、お願いがあるからなんですの。実は一通、東のほうに向けて書状をしたためたので、それをフェリスに届けてもらえればと思っているのですけれど」

「おお、やっとその気になってくれましたか」

　小バーナビーは手を打って喜んだ。

「アウロラさんの依い頼らいとあらば、喜んでその女をお貸ししますよ」

「そういってくださると思いました。実はフェリスには、きっとお許しをいただけると思ってもう書状を託してあるんです」

　エリクソンはフェリスに目をやった。先ほどの話を聞いても、やはり彼女のことは年若い少女にしか見えなかった。

「さすがに手回しが早いですね、了解です。フェリス、この件に関してはアウロラさんの指示に従うように」

「……かしこまりました」

　フェリスは小バーナビーに向かって一礼すると、部屋を出て行った。

　小バーナビーは改めてエリクソンに向き直った。

「これで大丈夫だ。全て私の思おも惑わく通りに事が運んでいる」

「本気でウィリニアを動かせると思っているのか？」

　エリクソンは小バーナビーに向かって尋たずねた。それこそ何百年もの長きにわたって敵対を続けてきたかの隣りん国ごくと、そう簡単に手を結ぶことが可能というのは、信じがたい話だった。

「物事には成功させるための正しい順番というものがある。私はそれに従っているだけさ」

　小バーナビーは自信に満ちた口調で語った。

「時に……あなたはなかなかの運命をお持ちのようですね」

　不意に、アウロラがエリクソンに向かって話しかけてきた。

「う、運命……？」

「ええ、そうです。お顔を拝見した瞬しゆん間かんわかりました」

　アウロラはエリクソンのほうに顔を向け、言葉を続けた。

「あなたはご自分で思われている以上に、強い運気を持っています。ただ、今は動かず、おとなしくしていたほうがいいでしょう」

「どうだ、ジェラルド？　私のいった通りだろう」

　小バーナビーは勝ち誇ほこったような顔になった。

「アウロラさんの占いはよく当たるぞ。何といっても、父の死まで言い当てていたくらいだからな」

「そ、そうだったのか？」

　エリクソンが尋たずねると、アウロラは小首を傾かしげた。

「占いは所しよ詮せん占いにすぎませんわ。ただ……こうなるとわかっていた私が、もっと強くシオドリク様をお諫いさめするべきでした。その点は心残りでなりません」

　アウロラは薄うすい笑みを口こう辺へんに浮かべた。口にしている言葉は謙けん遜そんじみていたが、表情からはそうした様子はまったく感じられない。

「これでわかっただろう、ジェラルド。やはり君は、ここにいるべきだということだよ。下へ手たに逆らうと、父のようになるかもしれないぞ」

　小バーナビーの言葉を聞きながら、エリクソンはアウロラの黒い布に覆おおわれた顔を見つめていた。

　まるで自分が巨大な蜘く蛛もの糸のようなものに絡からめ取られて、動きが取れなくなっていくような、そんな感覚にとらわれた。

　小バーナビーの思おも惑わく。ウィリニアの存在。謎なぞの占い師の言葉──

　リュクサリアとオルガンドの戦いがこれからどうなるのか、その中で自分や兄レオポルドがどのような役回りを演じることになるのか。今の彼には、まったく見当がつかなかった。
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　十二月の声を聞いた途端、空気の冷たさはいっそう厳きびしさを増したようだった。

　南方から渡ってくる温暖な海流や、寒気を遮さえぎる高い山脈の恩恵を受けるリュクサリアは、北方のオルガンドと比較するとはるかに温暖な土地だった。それでも、真冬ともなれば気温は下がり、平地であっても雪が降るくらい気温が下がるのも珍しいことではないらしい。

　今年の初雪はまだだったが、遠からずその日もやってくるに違ちがいない──

　外がい套とうの襟えりを立て、首を縮めるようにして歩きながら、メルツァーはそんなことを思った。

　彼と彼の一部の部下は、あれからずっとダジェスの部隊と行動を共にしていた。今は王都リュクシスの北西一・五リグド（約七・五キロ）の地点にある、周囲よりやや小高くなった丘きゆう陵りよう地ちに陣を構え、リュクサリア王国軍と対たい峙じを続けている。

　メルツァーはダジェスに呼び出され、彼の下もとへと向かっているところだった。部隊の指揮官で目立つ外見をしているとはいえ、総勢一万に及ぶ人数がひしめく中から特定のひとりを探し出すのは決して容易なことではない。特にダジェスの場合、一箇か所に落ち着いて腰を据えるということがほとんどなく、どこにいるか定かでないことも多かったため、居場所をつかむのも一苦労だった。呼び出されてメルツァーが最初に赴おもむいた場所には当然のように姿はなく、その場にいた機士や兵士に話を聞いて、足取りを辿たどっていくことを余よ儀ぎなくされた。

　紆う余よ曲きよく折せつの果てにようやく突き止めたダジェスの居い所どころは、彼が機乗する機巧鎧アームネインのところだった。背部に専用の翼つばさをつけることで空を飛ぶことも可能にするという、オルガンド軍の新型機バティス。燃え盛る炎を思わせる塗装を施ほどこしたダジェス専用の機体の前に、探していた本人の姿があった。

　メルツァーが到着したとき、ダジェスは全身垢あかまみれの鎧がい師しの男ターレスと、何やら立ち話をしているところだった。

「イェルク・メルツァー、ただ今参りました。何かご用でしょうか？」

　メルツァーはダジェスに対して敬礼しながら告げた。

「ネストールはどこにある？」

　ダジェスは何の前まえ振ふりもなく、いきなり用件を切り出してきた。

「はっ。おそらく今も、王都内の工こう廠しようにあるはずですが」

　なぜそんな質問をするのだろう、と内心疑問に思いながらメルツァーは答えた。マンフレート専用の機巧鎧アームネインであるネストール。敵方のリュクサリア王国軍将兵がつけた通り名、『黒い牙きば』の語源にもなっているその機体は、マンフレートの部隊の移動に伴い、王都へと運ばれていた。メルツァーにとっても知らぬ仲ではなくなった鎧師のハーデイ・ゼファーが引き取り、破損した箇か所しよを修理したところまでは把は握あくしている。仮にマンフレートが今も牢ろうに入れられているとすれば、ネストールもそのままになっていることだろう。

「ここへ持ってきてはいないのだな」

　どこか失望したような口調で呟つぶやくと、ダジェスはメルツァーから視線を外はずして、背後にあるバティスのほうを振り向いた。

「もしネストールがあるなら、俺おれのものにしてやるところだったが」

「バティス以外に、ご自分の機巧鎧アームネインはお持ちになられていないのですか？」

　メルツァーはダジェスに尋たずねた。ネストールをダジェスに渡すなど、とんでもないことだった。マンフレートが不在の間にそんなことになってしまったら、彼に対して顔向けできなくなる。

　そもそもダジェスのような立場の人間なら、自分用に製造された特別機を所持していたり、ドラードに乗るにしても独自の意い匠しようで機体を飾り立てたりするのが普通だった。

　そうした機巧鎧アームネインを、この方は持ってきていないということだろうか？

「今あるのはこいつだけだ。俺のしっくり来るドラードが調達できなかったのでな」

　ダジェスは背後にあるバティスを指し示した。

「ない以上は仕方がない。やはりこいつを何とかするしかないようだ。ターレス、任まかせたぞ」

「もっと出力を上げろっていわれても……急にできることなんて限りがあるのにさ！」

　ターレスは苛いら立だたしそうに髪かみをかきむしった。彼の態度は誰だれに対しても変わることはなく、ダジェスとて例外ではなかった。初めて会ったときはそうしたターレスの振る舞いに驚おどろいたメルツァーだったが、彼はそういう人間であり、ダジェスが認めるだけの何かがあるということなのだろう。

「エリュシオンはかなりの耐久性を誇ほこるらしい。そいつを確実にぶち抜くためには、こちらも目いっぱいの力でかかる必要がある。多少重くなっても構わんから何とかしろ」

　ダジェスはそこまで話したところで、再びメルツァーのほうを振り返った。

「お前への用は済んだ。もういいぞ」

「は……」

　返事はしたものの、メルツァーはすぐにその場を後にしようとせず、ダジェスとターレスの様子を見つめ続けた。

　ダジェスもすぐに、そんなメルツァーの態度に気付いたようだった。

「……ふん、何か聞きたいことでもあるのか？　口に出さずとも概おおむね察しはつくが」

「恐れ入ります」

　そもそもメルツァーがボラドーに命じられた任務は、ダジェスと彼の部隊を王都まで連れて来ることだった。もちろん、ただそれだけでいいというわけではない。ボラドーがメルツァーを通じてダジェスにさせようとしていたのは、リュクサリア王国軍に対する積極的な攻勢だった。

　しかるにダジェスは、そんなボラドーの意図にまるで従う様子を見せなかった。メルツァーが初めて会ったときに宣言した通り、王都近くまでやっては来たもののそれきりほぼ動きを止めてしまい、以来事態を静観する態勢を保っている。リュクサリア側がダジェスの動きを警けい戒かいして、部隊を展開させ威力偵てい察さつに及んでくる局面も何度かあったが、それに対しても決してまともに応戦することはなかった。相手方の接近を察知するやすかさず後退し、ほとぼりが冷めたころを見計らってまた少し前進する。それをひたすら繰り返していた。

　王都の周辺はリュクサリアの軍勢によって水も漏もらさぬほどの包囲が敷しかれており、ダジェスの部隊と王都の中にいるボラドーの部隊との連絡は完全に途と絶ぜつしていた。ボラドーのほうでもさすがにダジェスの来らい着ちやくに気付いているだろうが、現状をどう考えているのかはまったく判断がつかない。ただ、満足していないことは確実だろう。

　メルツァーが知りたいのはダジェスの思惑だった。それによっては、現在ボラドーの下もとで事実上人ひと質じちの状態にあるマンフレートの身にも危険が及ぶ可能性がある。

　ボラドーが癇かん癪しやくを起こして、マンフレートを処刑するなどと言い出さなければいいが。

　メルツァーとしてはその点を祈りたい気持ちでいっぱいだった。シュマイザーあたりが下へ手たになだめようとすると、ますますかの王おう太たい子しの激情に油を注そそいでしまう可能性がありそうだった。ここはひとまず他の万ばん機き将、ガズレイあたりがうまく取り成してくれることに期待するしかあるまい。

「お前は俺おれがどうするつもりだと考えている？　いってみろ」

　ダジェスがメルツァーに対して逆に質問してきた。こちらの心の中まで見通そうとするかのような、鋭い眼まな差ざしも同時に向けられる。

「……機会の到来を待っているのではないかと」

　メルツァーは平静な口調を保ちながら答えた。ここでいう機会とは、リュクサリア王国軍の隙すきを衝ついて、相手方に奇き襲しゆうをかけるという意味だった。

　オルガンド軍の基本作戦方針は、このまま王都に籠ろう城じようを続け、時間を稼ぐことだった。それが本国にいるゲイルグル大王の意向でもあることはメルツァーも軍議の席上ではっきりと聞かされている。諸々の国内事情により、大王親政軍の来援は未いまだ実現していないが、このまま王都を持ちこたえていさえすれば、いずれ必ずそのときは来るはずだった。

　だがメルツァーは、ダジェスが大王の指示に唯い々いとして従い、単なる待ちの作戦に終始するような人物とはとても思えなかった。その考えは、彼とターレスとの会話を聞いたことでますます強くなった。

　ダジェス殿でん下かは何かをやろうとしている。

　この方は何としても、例の王子を自分の手で仕し留とめるつもりなのではないか──

　ダジェスが部隊の一部を自ら率いて、王都に向け進軍中だったリュクサリア王国軍を奇襲した一件のことは、メルツァーもダジェスと合流した後に彼から聞かされて知っていた。そのとき、彼が王子アルトゥールと神み子こ姫ひめフランシスカに遭そう遇ぐうし、交戦の末乗っていた機巧鎧アームネインごと断だん崖がいから叩たたき落としたにもかかわらず、どうやら彼らが生き延びたらしいということも。

　そんなことがあったとなれば、ダジェスのアルトゥールやフランシスカに対する執着がなおさら強まるのも当然といえそうだった。

「お前の答えは確かに間ま違ちがいではない」

　ダジェスはメルツァーの発言の意図を全すべて理解したといわんばかりの口調で答えた。

「ただし、完全な正解ともいえん。お前が見通しているのは、俺が考えていることの半分にすぎないだろう」

「と、いいますと……？」

　メルツァーが尋たずねると、ダジェスは口の端をかすかに吊つり上げ、面おも白しろがっているような、あるいはこちらを嘲あざけっているような微び笑しようを面おもてに浮かべた。

「俺がどうするかはいずれお前にもわかる。どうしたいかはさっき決めた」

「さっき、ですか……？」

　メルツァーはさらに食い下がったがダジェスはもはやそれ以上は答えず、話はこれで終わりだといわんばかりに、彼に向かって右手を打ち振った。

「何があっても対応できるよう、準備を怠おこたらないことだ。乗り遅れて、いざというときに振り落とされても知らんぞ」




　結局、具体的なことは何もわからないまま、メルツァーはダジェスの下もとを辞じ去きよし、部下のところへと戻っていった。

「どうやら無事に帰ってこられたようですね」

　副官のレクターが、メルツァーの顔を見るなりそう口にした。軽口めかした口調だったが、あのダジェスの下へ行くからには、それが決して冗談にならない可能性もあるということを、ふたりとも理解している。

「まあな。私がいない間、こっちは特に変わりはなかったか？」

「ええ、メイを除いては特に」

　レクターは事もなげな口調で答えた。

「メイに何かあったのか？」

「いや……あれもいつも通りといえばいつも通りに、妙なだけなんですが……何が気になるのか、さっきからああやってずっと同じ方向を見つめています」

　レクターが指し示した方向をメルツァーも見た。彼らから少し離はなれたところで、メイがこちらに背を向けて立っている。

　彼女の足あし下もとには例の黒くろ猫ねこがまとわりついていたが、メイは猫に構わず、その場に立ち尽くしていた。

　メイが見ているのは北西の方角だった。メルツァーの目には丘きゆう陵りよう地ちに生える木々や、その間を動き回るダジェス配下の機士や兵士の姿が見えるばかりで、特に変わった様子は感じられない。

「何を見ているのかと聞いても、一切答えようとしません。だから放ほうっといてます」

「ふむ……？」

　メルツァーはレクターの言葉を聞きながらメイの様子を観察したが、彼女が何に関心を持っているのかは、彼にもまったく見当がつかなかった。
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　王都を包囲するリュクサリア王国軍の中には、諸外国からやって来た義勇兵も混ざっている。その中で最大の勢力を誇ほこるのが、パーシヴァル・レクスを筆頭に総勢百名を擁ようして乗り込んできた『工房』直属の教導機士団の面々だった。表向きは南方世界にある王政国家クルドニアから派は遣けんされた護ご衛えい機士団ということになっている。

　そのパーシヴァルは今、同じ機士団に所属するシンクレアと共に、野営地の中を連れ立って歩いていた。

「パーシヴァル、見て。ブランシュったらあんなところにいたわ」

　傍かたわらにいたシンクレアが話しかけてきた。まだ年若い少女だが、教導機士団内における地位はパーシヴァルと同格の、一隊を率いる隊長でもある。

　パーシヴァルは前方に目をやった。正面の位置に一機のライオットが鎮ちん座ざしている。その前にかがみ込み、整備に取り組んでいたのは、確かに彼らの同僚ブランシュだった。胸当ても兜かぶともまとっておらず、機巧鎧アームネインの整備をする際着用する作業着に身を包んだ彼は、どこから見ても鎧がい師しそのものだった。

「ちょっとブランシュ、何やってるのよ」

「……見ての通りだ」

　シンクレアが少し怒った口調で話しかけたが、ブランシュはまるで意に介した様子もなく、淡々とした口調で答えた。パーシヴァルたちのほうを振り帰ろうともせず、工具を握にぎった手の動きを止めることもない。

「……この機巧鎧アームネインの持ち主が、鎧師の人手が足りないといって困っていた。よかったら手を貸そうといったら、頼たのむといわれた」

「だからって、そんな熱心にやらなくてもいいのに。何だか、すっかりリュクサリアお抱かかえの鎧師って感じね。いっそこのまま転職しちゃったら？」

　シンクレアは呆あきれたようにそう口にしたが、パーシヴァルの抱いだいた感想は正反対だった。ブランシュは自分の鎧がい機き士しとしての技量を活用し、うまくリュクサリア王国軍の中に溶け込んでいると思う。腕うでの立つ機士や鎧師に国境はないというのが世界中の暗あん黙もくの了解だ。こうしてブランシュが技術者としての腕を見せつけることが、リュクサリアの人々の信しん頼らいを勝ち取る上で大いに役立つということは、パーシヴァルも己おのれの経験上よく知っていた。

　パーシヴァルとシンクレアは、ブランシュのそばへと近づいていった。

「それで、どうなの？　リュクサリアご自慢のライオットは」

「……特筆すべき点があるわけではないが、基本の素材は悪くない。独自規格にしてはよくやっている。拡張性が高いところがいい」

　普ふ段だんは寡か黙もくなブランシュだが、機巧鎧アームネインの話を始めると途端に饒じよう舌ぜつになる。それも、いつものことだった。

「ただし……ガラチアには及ばん」

「それはそうだろう」

　パーシヴァルはブランシュの言葉に同意した。彼ら教導機士団が持ち込んだ機巧鎧アームネインガラチアは、工房で開発されたばかりの最新鋭機だった。工房の機巧鎧アームネイン開発技術は間ま違ちがいなく世界最先端の水準にある。その新型機ともなれば、性能面で他国の一般機を凌りよう駕がしているのは当然だった。ブランシュはエリュシオンのような決戦機が相手でもガラチアはひけを取らないと口くち癖ぐせのようにいっているが、それもあながち大たい言げん壮そう語ごではないかもしれない。

　ただし、パーシヴァル自身がガラチアを心の底から気に入っているかといえば、それはまた別の話だった。性能がいいことはほんの少し動かしただけでわかったし、相性もこれまで乗ってきた歴代の機巧鎧アームネインの中で間ま違ちがいなく最高といえる。本当なら何の文句もないはずだったが、どうしても何かが引っかかるのだった。相あい性しようが良すぎて逆に気持ちが悪いとでもいうのだろうか。

　このことを、パーシヴァルは目の前にいるふたりはもとより、部隊の誰だれにもいっていなかった。

　そんなパーシヴァルの内心をまったく忖そん度たくする様子もなく、ブランシュはガラチアの自慢話をなおも続ける。

「……機体の運動性能、耐久力、どれを取ってもライオットよりガラチアのほうがはるかに上だ。機士の腕うでが互角なら、一機打ちで不覚を取ることはまずない」

「本当にブランシュったら、機巧鎧アームネインの話になると楽しそうよね。下へ手たに聞くんじゃなかったわ」

　シンクレアは熱弁を振るうブランシュを放置して、周囲に視線を向けた。今パーシヴァルたちがいるのは比較的本陣に近い位置にある、さる部隊の駐ちゆう屯とん場所だった。周辺にはブランシュが整備している機体以外にも多くの機巧鎧アームネインが並んでおり、整備作業中の鎧がい師したちや、操縦者とおぼしき機士たちが動き回っている。それほど切せつ羽ぱ詰つまったようには感じられず、談笑に興きようじている者たちの姿もそこかしこに見受けられた。

「……それにしても、ここの空気はのん気なものね。本気で王都を取り戻そうとしているようには思えないんだけど」

　シンクレアはリュクサリア王国軍の中に蔓まん延えんしつつある空気の緩ゆるみを指摘しているのだろう。それはパーシヴァルもこのところ感じていたことだった。戦況が完全な膠こう着ちやく状態になったときには往々にしてありがちなことだったが、それにしてもいささかだらけるのが早い気がする。王都包囲が始まって、まだ一ヶ月しか経たっていないからだ。

　部下が集めてきた情報によれば、夜の間に姿を消してしまう者も少なからずいるらしい。それが真実かどうかまでは定かでなかったが、少なくともそういった噂うわさがあるというだけでも、全軍の士し気きが拭ぬぐいようもなく低下しつつあることは明らかといえそうだった。あるいは、緒しよ戦せんの敗退がよほど悪い影えい響きようを及ぼしたのかもしれない。

「こういうときって、えてして寝返りなんかの裏工作がひっそり進んでいたりするのよね。まあどうでもいいんだけど。ちなみに、パーシヴァルはこの先どうなると思う？」

　シンクレアがパーシヴァルに向かって質問してきた。

「そうだな。このまま囲んでいるだけで王都を落とせると彼らが思っているとしたなら、あまりに見通しが甘いといわざるを得んが」

　パーシヴァルは腕組みしながら答えた。

　敵の本拠地にこもる五万のオルガンド軍と、それを取り囲む十万のリュクサリア王国軍。一見すると取り囲む側が優位に思えるかもしれないが、実際はそんなことはない。むしろ時間が経たてば経つほど、リュクサリアのほうが追いつめられていくことは明白だった。特に、この状況でオルガンド本国にいるゲイルグル大王が自ら軍を進めてくるような事態になれば、ますます厳きびしいことになる。今すぐそうなることはなさそうだが、このまま徒いたずらに日を過ごしていれば、いずれゲイルグルの親しん征せいが実現する可能性は高い。

　リュクサリア側とすればどうしてもそれまでに王都を奪だつ還かんしなければならず、そのためには時間を無む駄だにしている余裕などないはずだというのが、パーシヴァルの見立てだった。

「まあ、この国の新しい軍師殿は、かなりの出で来き物ぶつと聞く。本当に評判通りの人物だったら、確実に何かの手を打ってくるだろう。お手並み拝見といこうではないか」

　シンクレアの言葉ではないが、戦局の行方ゆくえに関しては、パーシヴァルたちが気にする必要がないのは確かだった。リュクサリアを勝たせるのが彼らの仕事というわけではない。

「それよりも、問題は例のほうだ。あれから何かわかったことはあるか？」

　パーシヴァルの質問に、シンクレア、ブランシュともかぶりを振るばかりだった。パーシヴァルは嘆たん息そくした。彼にしても、今のところ目立った収しゆう穫かくはなかった。

　彼ら教導機士団がリュクサリアにやって来た本当の目的は、この国に出現した『奇跡の王子』アルトゥールの素性を探ることだった。だが誰だれに聞いても、既すでに知っている同じ話を繰り返されるばかりで、詳しいことを知る者には未いまだに出会えていない。

「これだけの数が集まっていれば、昔の彼を知っている人間のひとりやふたり、いそうなものなんだけど。これが全然見つからなくてね」

「……同じく」

　ブランシュがシンクレアの言葉に同調するように頷うなずいた。

「私なりに一生懸けん命めい調べてみたつもりなんだけど、結局だめだったわ。一体どうなってるのかしら」

「ふむ……」

　シンクレアとブランシュの会話を聞いて、パーシヴァルは自分が考えていたことを提案してみることにした。

「このままこうしていても埒らちが明きそうにないな。ここは思い切って本人を攻めてみるか」

「あら、大胆ね」

　シンクレアがからかうような口調で笑いかけてきた。

「お前は前にも抜けがけして、同じことをやっているだろう。どうだ？　このまま三人で行ってみるというのは。拝はい謁えつが許されるかどうかはわからんが」

「そうね、それが手っ取り早いかもしれないわね。賛成」

　ブランシュは整備中のライオットに未練があるのか、あまり気が進まなさそうだったが、そこはパーシヴァルとシンクレアのふたりがかりで押し切った。

　教導騎士団の三隊長は、アルトゥールの下もとを目指して歩き始めた。




「こんな状態を続けていいと思っているんですか！」

　背後から不意に聞こえてきた怒ど声せいに、イアンは反射的に声のしたほうを振り返っていた。

　最近になって新たに近衛このえ部隊に加わったエドワード・オーウェンが、同じく近衛部隊に所属する別の機士、ラウリーに食ってかかっているのが視界に入った。ラウリーは年の頃ころは三十代後半で、実直な人柄によって部隊の人々にも慕したわれている人物だった。近衛部隊に編入されてまだ日は浅いらしいが、ファウラーの信しん頼らいも厚く、シルヴィアと共に皆のまとめ役を任まかされている。

　イアンは近衛部隊に警けい護ごされながら、このところ定期的に行なわれるようになった各部隊の視察に赴おもむき、本陣へと戻ってきたところだった。フランシスカは最初のとき以来同行していない。ミリアムの話では、依然として体の調子が優すぐれないとのことだった。ファウラーとヴィクトは視察のときは一緒だったが、今は帰ってくるなり持ち込まれた案件に対応するため、どこかへ行っている。

「王国中の軍勢をかき集めて王都まで進しん撃げきしてきたというのに、こうしてにらみ合っているだけでは何の意味もないでしょう。私はそのことをいっているんです！」

「控えろ、オーウェン。王子殿でん下かの御ご前ぜんだぞ」

　ラウリーは厳きびしい口調でオーウェンをたしなめた。だが当のオーウェンはまるで収まる様子を見せず、さらに言葉を連ねていく。

「大体、こうなったのも全すべて、緒しよ戦せんにおけるオルグレン公こうの不ふ甲が斐いない戦いぶりが原因です。それなのになぜ、誰だれも公の責任を追及しないんですか？　そんなことだから全軍の士し気きも……」

「黙だまれ！」

　ついに堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが切れたらしく、ラウリーの怒ど鳴なり声が炸さく裂れつした。オーウェンはさすがに口をつぐんだが、目には相変わらず強い憤いきどおりの感情を宿している。

　そんなオーウェンの双そう眸ぼうが、やにわにイアンに向けられた。ふたりの視線が真っ向から絡み合う。

　イアンがあっと思う間もなく、オーウェンは肩を怒いからせながら、大またで彼のほうに歩み寄ってきた。

「王子殿下、ご提案したいことがあります」

「て、提案？」

　イアンが問い返すと、オーウェンははい、と答えて大きく頷うなずいた。

「王子殿下、今すぐ全軍に対して、総攻撃開始の指示をお出しになるべきです」

「オーウェン！　いい加減にしろ！」

　ラウリーが全速力で走ってきて、オーウェンの顔を握にぎった拳こぶしで思い切り殴りつけた。鈍にぶい音を立ててオーウェンの体が吹っ飛び、地面に転がる。

「よりにもよって王子殿でん下かに直ちよく言げんするなどと、そんなことが許されると思うのか！　お前の振る舞いは、近衛このえにあるまじき不ふ敬けいの極みだぞ！」

「私は……正しいと思ったことを口にしたまでです」

　地面に腰を落としたまま、オーウェンが答えた。殴られた頰ほおが赤黒く腫はれ上がっている。

「おのれ、まだいうか！」

「もうやめてください、ラウリーさん！」

　ラウリーはオーウェンにつかみかかろうとしたが、イアンと、周囲にいた近衛部隊の面々に止められた。

　その間にオーウェンはゆっくりと立ち上がると、尻しりについた泥どろを両手ではたいた。彼の表情は殴られてもまったく変わらないばかりか、制止したイアンたちをもにらみ据えている。

　彼らの下もとに新たな来訪者が現れたのは、ちょうどそのときだった。

「これは失礼。どうやら私たちは、取り込み中のところに来合わせてしまったようですな」

「あなたたちは……」

　やって来たのはクルドニア護ご衛えい機士団のパーシヴァル、シンクレア、ブランシュの三人だった。イアンが彼らと会うのは、カーマイン峡きよう谷こくの外はずれにある関以来となる。

　その場にいた皆が呆あつ気けに取られたように黙だまって見つめる中、三人は悠ゆう然ぜんと近づいて来てイアンの前に並び、礼を取った。

「アルトゥール殿下のご尊そん顔がんを拝はいし奉たてまつりたく、こうして本陣まで参りました。ご機き嫌げん麗うるわしゅうございます」

「お待ちください、レクス卿きよう。これはどういうことですか？　失礼ながら、貴殿らが王子殿下に拝はい謁えつするという話は聞いておりません」

　ラウリーがあわてた口調で問いかけた。

「殿下の我が隊へのご来らい詣けいをお待ち申し上げておりましたが、一向に順番が回ってくる気配がなかったもので。ファウラー閣かつ下かの許可はいただいております。ご心配なきよう」

　パーシヴァルは再び立ち上がりながら、答えた。その態度は堂々として落ち着き払っている。

「王子様と王女様の命をお助けした私たちのお願いだもの。快く聞いてくれたわよ」

「そうですか……わかりました」

　シンクレアの言葉を聞いて、ラウリーが苦いものを飲み込んだ表情になったのを、イアンは見逃さなかった。近衛部隊の面々がパーシヴァルたちに強い競争意識を抱いだいていることを、彼はこのところの皆の言動の端はし々ばしから感じ取っていた。どうやらラウリーたちは、カーマイン峡谷でイアンとフランシスカを救出したのが自分たちでなく彼らだったことに、相当忸じく怩じたる思いを抱いているらしい。シンクレアの発言は、そんな彼らの感情を逆さかなでするようなものだったが、彼女はそのことをわかっているのだろうか？

　当のシンクレアは涼しい顔をしたまま、今度はオーウェンに向かって話しかける。

「あなたが大声でまくし立ててるの、歩いてても聞こえてきたわよ。今すぐ総そう攻こう撃げき開始の指示を出せだなんて、本気？　考えなしに威勢のいいことだけをいってるだけじゃ、誰だれも説得なんてできないと思うけど」

「勝算なら、ちゃんとある」

　オーウェンは吐き捨てるように答えると、改めてイアンのほうに視線を向けた。

「確かに十万の兵で王都を力攻めしても、それだけでは攻略は難しいかもしれません。しかし私たちには、王都の中にいる数十万の市民も味方についています。外で私たちが奮ふん闘とうしていることを知れば、きっと彼らもそれに合わせて決起し、私たちのために城門を開くでしょう。それが本当の狙ねらいです」

　オーウェンは自信に満ちた口調で述べた。それはどうだろう、とイアンは彼の言葉を聞いた瞬しゆん間かん思った。

　確かに立ち上がりはするかもしれない。だが、そんなにうまくいくだろうか？

　ヴィクトに聞いた話では、先日リュクサリア王国軍がこもっていた王都が陥かん落らくした一番の原因は、敵に内通したバーナビーの手て勢ぜいによって、城門が内から開かれたからだという。同じ轍てつを踏ふまないよう、オルガンド軍もその辺は十分に警けい戒かいし、警備を厳げん重じゆうにしているのではないだろうか？　それに──

「王子様、どうかしたの？　何かいいたそうな顔をしているようだけど」

　シンクレアの一言で、その場にいた全員の視線が一斉にイアンに突き刺さった。

　イアンは一瞬戸と惑まどいつつも、引っ込みそうになった気持ちを抑え、心に浮かんだことを吐き出した。

「……武器を持った兵士や、機巧鎧アームネインに立ち向かうなんて……普通の人にそんなことを期待するのは、酷こくだと思います」

　彼が一番引っかかったのはその点だった。何の訓練も受けておらず、ろくな武装も持たない一般民や奴ど隷れい身分の人々が、殺意と破は壊かい衝しよう動どうの塊かたまりたる兵士や機士にそうそう対抗できるはずがない。そのことを、イアンは身をもって知っていた。たとえ市民の数が多くても、よほどの理由がない限りオーウェンが期待しているようなことにはならないのではないかというのが、彼の考えたことだった。無論、下へ手たにそうなるように仕向けたりもするべきではない。どれほどの被害が出るか、わからないからだ。

　仮にオーウェンの考え通りに事が運び、王都を取り戻せたとしても、市民のほとんどが犠ぎ牲せいになってしまったら、本当の意味で取り戻せたとはいえないのではないか──

　そこまでは口にしなかったものの、そうした疑問がイアンの中で湧わき起こり、激しく渦うず巻まいていた。

「なるほど。アルトゥール殿でん下かは王都に残っている民の安全を、何よりも優先してお考えになられているのですね」

　パーシヴァルがイアンの言葉を聞いて、大きく頷うなずいた。

「私だって、そのことは考えていないわけではありません。……ですが、これは戦争です。決して綺き麗れい事ごとではすまされません。多少の犠ぎ牲せいはつきものでしょう」

　すかさず、オーウェンがパーシヴァルの言葉に反論するように口を開く。

「それはそうかもしれません。でも……そんな簡単にいい切ってしまっていいんでしょうか。犠牲が出ることを前提で事を進めるのは、どうかと思います」

　イアンはオーウェンの目をまっすぐに見つめた。

「……それに、こうも考えられませんか？　仮に犠牲者が多少の数だったとしても、被害はそれだけに留とどまりません。その犠牲者を大切に思い、悲しむ人だって必ずいるはずなんです……だから……」

　イアンはウェンズロー砦とりでを出陣する直前、機巧鎧アームネインの格納庫のところでオーウェンと初めて会話したとき、言えなかった気持ちをここで話そうと思った。

　アシュフォードを犠牲にしてしまったのを自分が悔やんでいることや、そのことでオーウェンが傷つき、悲しむようになったのをとても気の毒に思っていることなどを──

「オーウェンさんなら、わかるはずです。アシュフォードさんを失った悲しみを知っている、あなただったら。甘い考えだといわれるかもしれませんが、それでも……」

「殿下……」

　オーウェンは絶句した。激して赤みを帯びていた彼の顔から、たちまち血の気が引いていくのが目に見えてわかった。

「……ふうん。ここでその話を切り出すなんて、やるじゃない」

　シンクレアが小声で呟つぶやくのが耳に入る。

　彼女はオーウェンに向かって話しかけた。

「まあ、確かにね。あんたみたいにいつまでも恨うらみ節ぶしをのたまう奴やつが、また出てこないとも限らないしね」

「くっ……！」

　オーウェンはシンクレアの言葉に、くやしそうに唇をかみ締めた。

　そんな彼に対し、イアンが申し訳なさそうに言葉を続ける。

「僕はあのとき、アシュフォードさんの壊こわれた機巧鎧アームネインを見ていたオーウェンさんの姿が、忘れられないんです。オーウェンさんのような思いをする人をなるべくなら出したくないって、そう思って……」

　うつむきながら述べるイアンの顔を、オーウェンがじっと見つめた。

「……わかりました。差し出がましいことをいって、申し訳ありませんでした」

　彼は重々しい口調でそれだけ答えると、イアンに向かって頭を下げ、その場から歩き去った。

　皆、しばらくは黙だまったまま、オーウェンの後ろ姿に目をやっていたが、やがてパーシヴァルが口を開いた。

「ふむ。これはいいお話を伺うかがうことができました。アルトゥール殿でん下かがどのようなお方なのか、その一端がようやく垣かい間ま見えた気がします」

　パーシヴァルのやたらと感心したような口調に、イアンは戸と惑まどった。自分としては、思ったことをただ口にしただけだったのだが。

「私もアルトゥール殿下のお考えに賛成です。……これで殿下のために剣を振るうことに、ますますやりがいを見み出いだせそうですな」

「よ、よろしくお願いします」

　パーシヴァルの快活な物言いと、オーウェンに今まで思っていたことをようやくいえたことで、イアンは少しだけ安あん堵どした。

　これで少しでも、オーウェンの心が軽くなってくれるだろうか──？




　アルトゥールの下もとを辞じしたパーシヴァルは、シンクレアと並んで、自分たちの部隊へ帰るべくそちらに向かって歩いていた。

　ブランシュだけは、残っているライオットの整備を片付けるといって、途中で別れている。

「やはり、なかなか面おも白しろい方のようだな。自分でもいっていた通り甘くはあるが、ああいうのは嫌いではない。シンクレアが気にかけるのもよくわかる」

　あたりが急速に薄うす暗ぐらくなって、頰ほおをなでる風もいっそう冷たさを増す中、パーシヴァルは横を歩いていたシンクレアに話しかけた。

「いっておくけど、別に深い意味はないわよ？　……それにしてもあの王子様、あんなうるさいのをよく黙らせることができたわね。おとなしそうに見えて、あんなことができるなんて予想外だったわ」

「ああいわれてはあの若い機士も黙らざるを得ないからな。しかし……殿下のあの気持ちは、果たして本当のものなのかどうか」

　口で何といおうと、王族や貴族といった立場の人間が、一般民や奴ど隷れいといった下しも々じもの者たちのことを本当の意味で心配することは滅めつ多たにない。それが厳げん正せいなる階級社会のある意味正常な姿ともいえる。

　それだけに、あの王子の物の考え方が、パーシヴァルには新鮮に映ったのだった。

「まあ、生い立ちが生い立ちだしね。本当の身分を知らされないまま、ずっと畑を耕していたんでしょ？　それが本当なら、さっきいっていたことも本音だと思うけど？」

「ふむ。あの様子からすると、我々の知る彼の経歴がまったくの虚構というわけでもないようだな。少なくとも、真相に迫る鍵かぎはその中に隠かくれているように思える。もう少し探さぐってみる価値はありそうだ」

「……そうね」

　それきりふたりの間には沈ちん黙もくが満ち、枯れ草を踏ふみしだく足音だけが耳に響ひびいた。

　その音を聞きながら、パーシヴァルは心の中で考えていた。

　果たしてあの王子は、優やさしさを無意識のうちに己おのが武器としていることに気付いているのだろうかと。




　パーシヴァルたちがイアンの下もとを訪れたのと同じ日の夜。

　王都包囲の一いち翼よくを担になっているジョエル・オルグレンの下に来客があったのは、深しん更こうに入ってからだった。

「おや、これは……随ずい分ぶんと珍しい方がお見えになられたものですね」

　オルグレンは来ることをまったく予期していなかったこの客を、自らの寝しん所じよとして使っている天てん幕まくの中で出迎えた。

「こんな格好で失礼させていただきますよ。今日はもう休もうと思っていたのでね」

　オルグレンの今の姿は、シャツにズボンだけの無む造ぞう作さなものだった。普ふ段だん人前に出ているときの、全身を微み塵じんの隙すきもなく決めているさまとはまるでかけ離れていたが、それも仕方のないことだった。眠りに就つこうとしていたのは噓うそではなく、本当だったからだ。

　オルグレンは来客の視線が、自分が手に握にぎっている酒さか瓶びんに向けられていることに気がついた。

「ああ、これですか？　国くに許もとから取り寄せた逸いつ品ぴんですよ。よろしければあなたもご一緒にどうです？」

　オルグレンは来客に酒を勧めたが、あっさり断られた。

「そうですか……ならば私だけ、失礼させていただきます」

　オルグレンは自分が腰かけている床しよう几ぎのそばに置かれていた卓の上から杯さかずきをひとつ取ると、酒瓶の中身をそこに注そそいだ。

「最近は就寝前にこれを少しやるのが癖くせになっていましてね。ご心配なさらずとも大丈夫です。次の日に残すような無ぶ様ざまな真ま似ねはしませんから」

　そう言い切ってはみたものの、恐らく相手は信用していないだろうと心の片かた隅すみで冷静に考える。実際問題、ここ最近寝酒を過ごして翌日ひどい宿酔ふつかよいに悩まされ、決まっていた予定を中止したり延期したりしたことも一度ならずあったからだ。恐らくそういった自分の振る舞いは、人々の格好の噂うわさの種となっていることだろう。

「……さて、ご用件を伺うかがいましょうか。あなたと私が決して仲良く談笑し合うような間柄でないことは承知しています。そのあなたがこうしてやって来たからには、よほど大事な話があるのでしょう？」

　オルグレンが促すと、来客はおもむろにここへやって来た用件を語り始めた。

　オルグレンは初めのうちは、半なかば酩めい酊ていしたような、ぼんやりした表情でその話を聞いていた。だがそんな彼の顔つきは来客の話が進むうちに次第に引き締まっていき、ひいては驚おどろきに両目が見開かれるまでになった。

「それは……本気なのですか？　なぜ私に、今ここでその話を？」

　オルグレンは来客に向かって、心に浮かんだ疑問を立て続けにぶつけていった。そして、来客が答えを説明するのを、真剣な表情で聞き入った。

「なるほど……」

　来客が一通り話を終えると、オルグレンはそう呟つぶやいたまま、しばし黙だまり込んだ。今聞いた話を自分の頭の中で再検討するためだった。

　ややあって、彼は再び口を開いた。

「……どうやら私は、随ずい分ぶんと足あし下もとを見られたようですね。私があなたの話を断るはずがないと踏ふんだからこそ、あなたはこうして私の下もとまでやって来て、私にその話をしたのでしょう？　違うとはいわせませんよ」

　来客に向かってたたみかけるように告げると、彼は座っていた床しよう几ぎからゆっくりと立ち上がった。

「お話は確かに伺うかがいました。私の返答に関しては、もう少しお時間をいただきます。それで構いませんか？」

　来客はオルグレンの言葉に頷うなずいた。

「結構。では、いずれまたということで」

　オルグレンがそういうと、来客は彼に向かって一礼し、天てん幕まくを出て行った。

　来客が去った方向を、オルグレンはその後もしばらくの間、身じろぎひとつせず見つめ続けていた。

「……そうですね、このまま終わってしまうくらいなら、いっそ……」

　低い呟きが、その口から漏もれた。本人が自覚していたかどうか定かではなかったが、そこには緊きん迫ぱくと、かすかな興こう奮ふんの響ひびきが含まれていた。




　　　　５




　聖紀四〇七年十二月十九日。リュクサリア王国軍が王都リュクシスの包囲を開始してから一ヶ月以上が経過し、未明には初雪が観察されたその日。

　各方面に散らばって布陣していた主な部隊の指揮官に対して、臨時の軍議の開催を告げる伝令が一斉に派は遣けんされた。

　伝言を受け取ったヒュームは意外な思いにとらわれた。いつも軍議が行なわれていた本陣ではなく、別の場所へ来るよういわれたからだ。

　彼が指定された地点に到着したのは、夕刻になって日が完全に没し、あたりが闇やみに包まれた後のことだった。

　そこは多数の機巧鎧アームネインが雑然と置かれている場所だった。暗くて遠くまで見渡せなかったが、かがり火に照らされた機体はいずれも損傷が目立つものばかりだった。恐らく修理が必要になった機体を、この場にまとめて置いてあるのだろう。

　ヒュームの心の中に疑念が兆きざした。

　一体なぜこんな場所へ呼び出されたのだ？　何かの間ま違ちがいではないのか？

「皆様この奥にいらっしゃいます。機巧鎧アームネインの間をお進みくださいませ」

　出迎えた警けい備び兵へいがヒュームに向かって敬礼しながら告げた。

「ここで何をしようというのだろうな。皆で工具を握にぎって、鎧がい師しの真ま似ね事ごとでも始める気か？」

　ヒュームは警備兵に向かってそう口にした。軽い冗談のつもりだったのだが、ヒュームと同年代とおぼしき警備兵は何も答えられず、緊張して固まるばかりだった。

　警備兵にいわれた通り、機巧鎧アームネインの間を縫って進んでいくと、やがて視界が開けた。損傷した機巧鎧アームネインが周囲を埋め尽くす中に、普段軍議が行なわれている天てん幕まくと同程度の広さの場所があった。既すでに多くの顔ぶれが集まっている。王子アルトゥールに近衛このえ長官ファウラー、副長官ヴィクトらの姿も見えた。アルトゥールは天幕の一番奥で床しよう几ぎに腰かけており、ファウラーとヴィクトがその傍かたわらに立っている。

　彼らの真後ろには、巨大な布に全面的に覆おおわれた何かが置かれていた。大きさからいって機巧鎧アームネインではないかと思われたが、はっきりしたことはわからない。

　続いてヒュームは、この場にいるはずの特定の人物の姿を求めて、素す早ばやく天幕内に視線を走らせた。

「……来ていないか」

　ひとしきり周囲を見渡した後、あきらめたように小声で呟つぶやく。彼が探していた相手の姿は、どこにも見当たらなかった。

「お疲れ様です、ヒューム公こう」

「ああ」

　挨あい拶さつしてくる者たちに適当に返事をしながら、自分のために用意されたとおぼしき床几のところまで歩いていく。

　彼が腰を下ろしたのを見計らって、ファウラーが口を開いた。

「さて、方かた々がたにおかれては、急な呼び出しによるわざわざのご足労痛み入る。ヒューム公もお出いでになったところで、そろそろ話し合いを始めたいと思うが」

「待たれよ、ファウラー伯はく。まだオルグレン公が来ていない」

　ヒュームはすかさず異議を唱えた。彼が探していたのは、まさにそのオルグレンだった。彼が不在なことにファウラーが気付いていないとは思えない。ヒュームが腰を下ろしたちょうど向かい側、オルグレンが軍議の際定じよう席せきとしている位置には、誰だれも座っていない床しよう几ぎが置かれたままになっていた。

「ヒューム公のご指摘はごもっともだが、来るか来ないかわからないお方をいつまでも待っているわけにもいかぬ」

「それは……そうかもしれないが……」

　ヒュームとしては痛いところを衝つかれた思いだった。実際、このところオルグレンは、前もって決まっていた予定を立て続けにすっぽかしていたからだ。それによって、彼がますます他ほかの貴族や将兵たちの信しん頼らいを失いつつあることを、ヒュームも敏感に感じ取っていた。

　オルグレンが周囲の信頼を失い、ひとりで落ちぶれる分には勝手だが、同じ五公こうである自分まで、そうした負ふの流れに巻き込まれたりしては困る。そうならないようもう一度、彼のことをたしなめておいたほうがいいかもしれない──

　ちょうどヒュームがそう考えていた矢先の、今日の召しよう集しゆうだった。

　ヒュームはファウラーに対して何というべきか、迷った。それでもオルグレンを待つよう頑かたくなに主張するか、それともあきらめるか？

「お待たせいたしました。遅くなって申し訳ありません」

　そのとき、ヒュームがやってきたのと同じ方向から声が聞こえ、皆の視線が一斉にそちらに向けられた。

　声の主ぬしはまさに話題の中心になっていたオルグレンだった。

「遅いぞ、オルグレン公」

　ヒュームはオルグレンに向かって声をかけた。内心では密ひそかに安あん堵どしていたが、実際の口調に隠かくしようもない苛いら立だちの調子が混ざってしまったのは、この際やむを得ないところだろう。

「この分だと、まだ肝心の話は始まっていないようですね。安心しました」

　オルグレンは皆の注目を集めながら、悠ゆう然ぜんと広場の中心に向かって歩いてきた。その様子を見て、ヒュームはおや、と思った。

　ここ最近の、露ろ骨こつに悄しよう然ぜんとしていた彼の姿がどこにもなかったからだ。歩き方は堂々としていて、いかにも自信に満ちた様子だった。服装にも一切乱れがない。声にも張りがある。

　ヒュームが見慣れた、いつものオルグレンそのものだった。

　一体何のきっかけがあって、こんな急に立ち直ったのだ？

「どうかしましたか、ヒューム公？　そんなにまじまじと私のことをご覧になって」

「いや……」

　お前のせいでいらぬ気苦労を強しいられたではないか、そういってやりたい気持ちにかられたヒュームだったが、もちろんこの場でそんなことを口にできるはずもない。

　オルグレンは彼の向かい側の床几に腰を下ろした。

「いやいや……いつも軍議が行なわれているのと別の場所だったものですから、少しだけ迷ってしまいましたよ」

「それは私も同じです。なぜ今日に限って、このようなところに集まるよう指示を出されたのですか？」

　指揮官のひとりがファウラーに向かって質問を発した。

「ここで方かた々がたに見てもらいたい物があったからだ。ではオルグレン公もいらっしゃったところで、その話を始めたいと思う。ヴィクト」

　ファウラーに名を呼ばれると、ヴィクトはこの場にいる全員に一礼してから、話し始めた。

「お待たせいたしました。王都を無事に取り戻す作戦の準備が整いましたことを、この場で皆様にご報告いたします」

　ヴィクトがそう告げた瞬しゆん間かん、ヒュームの全身を緊張が走った。

　そうか、いよいよ始まるか。

　このヴィクトは、状況を打開するために、一体どのような絵え図ずを描いているのだろう？

　恐らく同じ疑問を、この場にいる指揮官たちの多くが抱いだいたに違ちがいない。

「詳しい説明をする前に、皆様にご覧頂きたいものがあります。これからお話しする作戦のために、これまで極ごく秘ひ裏りに準備を進めてきたものです」

　そういいながら、ヴィクトは巨大な布に覆おおわれた何かのそばまで近寄っていき、手で布を取り去った。

　布の下に隠かくされていたものの正体が明らかになった瞬間、指揮官たちの間に一斉にどよめきが生じた。

「こ、これは……」

「なぜこのような……」

　そこかしこから次々に声が上がる中、ヒュームも驚おどろきに目を瞠みはっていた。

　まさか、こんなものを準備していたとは──

「なぜ皆様にわざわざこの場にお越こしいただいたのか、これを見れば理由はおわかりいただけることと思います。……それでは引き続きまして、作戦の説明を始めさせていただきます」

　ヴィクトは皆が驚く様子を見てもまったく表情や口調を変えることなく、さらに言葉を続けていった。




　握にぎっていた工具が手の間から滑すべり落ち、地面に落ちた音で、ハスローは意識を取り戻した。

「いけない……寝てたのか、俺おれ」

　床しよう几ぎに腰かけて作業していたところ、いつの間にか頭を機体の足の部分に押し付けた体勢でまどろんでしまっていたらしい。彼はその場で立ち上がると、思い切り伸びをして、全身に溜たまった澱おりのような疲労を少しでも払ふつ拭しよくしようと試みた。その瞬しゆん間かん、自分が如い何かにまずいことをしていたかに思い至る。途端に気が焦あせり、あわてて周囲に目をやって、誰だれか見ている者がいなかったかどうかを確認した。

　ハスローが体を預けていたのはよりにもよってあのエリュシオンだった。国王専用機であり、リュクサリア王国の至宝ともいわれる機巧鎧アームネイン。そこに寄りかかって居眠りしていたなどと誰かに告げ口でもされようものなら、どんな恐ろしい懲ちよう罰ばつが待ち受けているかわかったものではない。

　今ハスローがいるのは、本陣の一いつ角かくにある、エリュシオンと近衛このえ部隊の機巧鎧アームネインがまとめて置かれている場所だった。王都周辺に布陣した当初は、修理と整備の必要な機体が大量にあったため、昼夜を分かたず鎧がい師したちが作業に追われて喧けん騒そう状態が続いていたが、今ではそれも一段落している。ハスローが見渡したところ、近くには他の人間の姿は見当たらないようだった。

　彼は胸をなで下ろし、改めてエリュシオンのほうに向き直った。エリュシオンは地面に片かた膝ひざをついて通常待機の姿勢を取っている。ハスローは立てたほうの右膝の関節の状態を確認していたところだった。先日、アルトゥールに不調を指摘されたこともあって、その部分は特に念入りに様子を見るようにしている。

　明日あしたまでにエリュシオンの整備を終えるようハスローがスコルドからいわれたのは、つい先ほどのことだった。彼が眠気をこらえて作業に当たっていたのはそのためだ。急に明日までなどとスコルドが言い出したのは、もしかしたら近々何か大きな動きがあるせいかもしれない。そんなことをふと思ったハスローだったが、具体的な情報が彼のような末端のいち技術者の耳に入るはずもなく、いわれたことをただやるしかなかった。

　スコルドの腰の状態は相変わらず悪いようだった。だがハスローにエリュシオンの整備を託し、おとなしく療りよう養ように専念するかと思いきや、本人にはまったくその気はないようだった。ハスローのそばに張り付いてエリュシオンの整備の手ほどきをしたり、かと思えば襲歩機ギヤロツパーに乗ってどこかへ出張したりと、これまで以上に忙しそうに動き回っていたほどだ。特にここ数日は多忙だったらしく、ずっと別の場所へ行きっ放ぱなしだった。何をしていたのか、ハスローは知らされていない。ようやくさっき戻ってきて、エリュシオンの整備を明日までに終えるよう指示を出し、今は鎧師たちの仮眠所として設営された天てん幕まくで死んだように眠っている。よほど疲れているらしいということは、見ただけですぐにわかった。

　ハスローはスコルドが天幕へ向かう際、ふと呟つぶやいた言葉を思い出した。

　俺おれはとんでもねえ罰ばち当あたりなことをしちまったのかもしれん。

　付き添い役を務める調律士見習いの若者ふたりに左右から肩を担かつがれながら、スコルドはどこかしんみりした口調でそう呟いた。それを聞いたハスローはどういう意味なのかと尋たずねたが、スコルドは何も答えてくれなかった。

　おやっさんは何のつもりであんなことをいったんだろう？

　エリュシオンの膝関節の部品の様子をひとつひとつ確認しながら、ハスローは頭の片かた隅すみでそんなことを考えた。

「よし、膝ひざは問題なしと。次は……」

　後ろに数歩下がり、エリュシオンの全身を見渡す。スコルドから整備役を仰おおせつかった直後は、自分にそんな大役が果たせるのかと気き後おくれしたものだったが、このところようやく少し慣れてきたように思う。ライオットとは勝手がだいぶ違ちがうため戸と惑まどうことも多かったが、それでも何とか仕事をこなせるようになりつつあるという実感があった。

　ハスローにとって、スコルドが他ほかの兄弟子たちを差し置いて、自分を選んでくれたことは素直に嬉うれしかった。期待には応こたえなければいけないと思う。そのためにはまず第一に、いわれたことをきちんとこなさなければならなかった。

　たとえどれほど疲労し、眠気に包まれかかっていたとしてもだ。

「……そうだ、操縦席の中も見ておかないと」

　ハスローは声に出して呟つぶやくと、近くにあった脚きや立たつを機体の前に立て、そこに登って操縦席の扉とびらを引き開けた。操縦席の中を整備するときは、こうやって外から手を伸ばして作業するしかない。たとえ作業のためといえど、鎧がい師し風ふ情ぜいが玉ぎよく座ざにも等しいといわれる操縦席に着くことは断じて許されないことだったからだ。もしそんな現場を誰だれかに見つかろうものなら、かかる咎とがは機体に寄りかかって居眠りしていたことの比ではない。極きよつ刑けいに処されてもおかしくないだろう。だからそれだけはするなと、ハスローはスコルドから口を酸すっぱくして警けい告こくされていた。

　作業の効率を考えるとやりづらいところもあるが、こればかりは仕方ない。

　ハスローは工具を握にぎり直すと、上半身をエリュシオンの操縦席の中に突っ込ませ、中の様子を確認し始めた。

　早くやることを終わらせて、自分も天てん幕まくの中で眠ろう。

　断続的に襲おそってくる睡すい魔まを頭を振って払いのけながら、彼は作業に意識を集中させていった。




　かがり火の光がほとんど届かない暗くら闇やみとの狭はざ間まに、イアンは立ち尽くしていた。

　周囲に他ほかの人間の姿はない。そういう場所を探して、この数日間それとなくあちこちを見た結果ここに決めたのだが、どうやら正解だったようだ。

　アルトゥールとしてこなすべき一日の責務を終え、ようやくひとりきりになれる時間になってから、イアンは自分の天幕を密ひそかに抜け出しこの場所へとやって来た。既すでに夜も遅くなっているのに加え、最近は日が落ちてからの冷え込みがとみに厳きびしくなっていることもあってか、歩ほ哨しように立つ兵以外には外に出ている者の数は多くない。

　人目を忍ぶようにして、彼がこんなところへやって来たのは理由がある。

　イアンは今日この場にヴィクトを呼び出し、ある相談を持ちかけるつもりだった。

　その相談とは、フランシスカのことに他ならない。

　彼女に全すべてを打ち明けるべきだという思いは、あれから日を追うに従って、ますますイアンの中で強くなっていた。

　そこで、まずはヴィクトに対して、自分の考えを話そうと思ったのだ。

　とはいうものの、ヴィクトは多忙なため、相談しようにもふたりだけで話をする機会はなかなか得られなかった。そこでイアンは簡単な手紙を書いて彼に渡し、今日この場所へ来てくれるよう頼たのんだのだった。

　先ほどから、彼の頭の中ではヴィクトと会ったときに自分がいうべき言葉が、何度も繰り返し再生されていた。

　このままフランシスカを騙だました状態を続けているのはよくないと思っていること。

　彼女に本当のことを打ち明けるべきだと考えていること。

　そして──

　そのとき、背後の闇やみの中からかすかな人の足音が聞こえてきた。イアンは後ろを振り返り、そこにヴィクトの姿を認めた。

「警けい護ごの者も伴わず、おひとりで行動なさるのは危ないですよ。アルトゥール様」

　ヴィクトがイアンに向かって話しかけてきた。いつも通りの落ち着いた口調だった。

「す、すみません。お忙しいのに呼び立ててしまって」

「それは構いません。こんな夜中に何のご用ですか？」

　ヴィクトの表情からは、彼が今現在何を考えているかはまったく窺うかがえない。

　イアンは腹を括くくった。

「今の状態をこのまま続けていては……いけないと思うんです」

　イアンはフランシスカに全すべてを告白しようと考えるに至った心情を、ヴィクトに打ち明けた。

　先日のフランシスカとファウラーの諍いさかいを見て、自分も心を痛めたこと。

　今のフランシスカなら、こちらの事情もわかってくれるだろうと思ったこと。

　たとえ本当のことを話しても、王都を取り戻すまで、自分はアルトゥールとしての役割をまっとうするつもりであること──

　ヴィクトは途中で口を挟はさむことなく、イアンの話を黙だまって聞いていた。彼は話が終わった後も、顎あごに手をあててしばらく考え込む素そ振ぶりを見せていたが、やがておもむろにイアンに向かって口を開いた。

「……なるほど、あなたのお考えはよくわかりました」

「では……」

　ヴィクトの口調は穏おだやかだった。それを聞いたイアンの心に希望が兆きざす。

　これなら大丈夫かもしれない。

　ヴィクトさんも、自分の考えに賛同を──

「……ですが、計画に変更はありません。王女殿でん下かに対しては、これまで通り内密のままでいきます」

　ヴィクトの言葉を聞いて、イアンは目を瞠みはった。今のまま。その意味するところはたったひとつだった。フランシスカには事実を告げないということだ。

　あれだけ説明したのに、どうしてわかってくれないのだろう？

　今の不自然で不安定な状態が長続きするはずがないということは、誰だれの目にも明らかだろうに。

「ど、どうしてですか……？」

　かすれる声で、ようやくそれだけを問いかける。ヴィクトは問いに答えず、黙だまったままイアンの顔をまっすぐに見つめてきた。こちらの表情の変化から、内心まで見み透すかしているのかもしれない。恐らく彼にとっては、それくらいたやすいことなのだろう。

　ややあって、ヴィクトはイアンに向かって逆に質問してきた。

「仮に本当のことをお話ししたとして……それをお聞きになった王女殿でん下かは、どう思われるとあなたはお考えですか？」

「それは……きっと、怒ると思います……」

　イアンもそのことは考えていた。たとえ噓うそをつくのが必要なときもあると頭で理解していたとしても、自分が騙だまされていたと知ったら、恐らく彼女は裏切られたと感じるだろう。そのせいで怒ったとしても、責めることはできない。

「怒る……ですか。それは違ちがうと思いますよ」

「え……？」

　ヴィクトの言葉に、イアンは虚きよを衝つかれた。

　イアンの心中の戸と惑まどいを表情と口調から察したのか、ヴィクトはまるで諭さとすように、さらに言葉を続ける。

「私は怒るよりも先に、王女殿下は悲しまれると思います。……失礼ながら、あなたはその可能性を、少しでもお考えになりましたか？」

「それは……」

　フランシスカが悲しむ。いわれてみれば、確かにその点はイアンの想像の範はん疇ちゆう外がいだったかもしれない。

　今いま更さらながらそのことに思い至り、愕がく然ぜんとなる。

　自分は彼女に怒られ、謗そしられるかもしれないということばかりを考えてしまっていた──

　イアンは改めてヴィクトの顔を見上げ、そして戦せん慄りつした。いつの間にか、ヴィクトのイアンに向けられる眼まな差ざしは強い光を帯びており、彼はたちまちその双そう眸ぼうに射すくめられてしまった。体はまったく動かず、舌は痺しびれてしまったかのように一言も発することができない。

　そんなイアンを見据えながら、ヴィクトはさらに言葉を紡つむぐ。

「王女殿下はご自分の立場と責任を理解しており、この国の全すべてを背負うご決断もなさっています。そのお覚悟はもちろんご立派ですが……いかんせんまだお若くていらっしゃいます。決して臣下の者には口にできないお悩みやご不安も当然あるでしょう。本来なら殿でん下かに様々なご薫くん陶とうを授さずけるべき国王陛へい下かも王妃陛下も、既すでにいらっしゃらないのですから。そんなときに現れ、今や殿下が唯一お心を許せる存在となっているのが、お兄様であるあなたなのです」

　それはわかっている。

　ヴィクトの話を聞くうちに、イアンの脳のう裏りにフランシスカと出会ってから今までの光景が次々と浮かんだ。

　初めての出会い。月の光の下もと、エリュシオンの操縦席から出てきた彼女。

　砦とりでの一室で、幼いころの思い出話を楽しそうに語っていた彼女。

　黒い牙きばにとらわれ、命の危険にありながら、自分に向かって逃げろと叫さけんだ彼女。

　ふたりきりで夜を明かしたとき、皆のことを気き遣づかって涙を流した彼女──

「殿下はあなたが実のお兄様であると、信じきっておられます。あなたの存在は今の殿下にとって、心の支ささえそのものなのです。……しかるに、あなたがやろうとしているのはその支えを取とり外はずそうとしていることに他ほかなりません。しかもよりにもよって、王都奪だつ還かんの作戦を間近に控えた一番大切なときにです。これで本当に、殿下のことを思いやっているといえますか？」

　ヴィクトは決して声を荒らげることはなかったが、彼の口から発せられる言葉の全すべてが、まるで研とぎ澄ぎまされた刃やいばのような鋭い切れ味を伴って、イアンに突き刺さってきた。

　何て残ざん酷こくなことをお前はしようとしているのか。そう詰きつ問もんされている気がする。

「もちろん、いずれ殿下には真実をお話ししなければなりません。それは確かなことです。ただ、それが今である必要はないのではありませんか？　あなたがやろうとなさっていることは、殿下のためを思ってというより、全てを打ち明けてご自分が早く楽になりたいと考えているようにしか私には思えません」

「あ……」

　ヴィクトに浴びせられる言葉に、イアンはまったく反論する糸口を見み出いだせなかった。なぜ今彼女に真実を告げなくてはならないのか。それは来たるべき次の戦いの前に、自分の心の負担を少しでも減らそうという思いがあるからではないのか。そう断言されると、何も言い返せない。

　彼女のことを慮おもんぱかるふりをしながら、その実自分は、自分のことしか考えていなかったのかもしれない。

　それこそが、直視するにはあまりに痛い、しかし否定しようのない自分自身の本音だったというのか──

　イアンは己おのれに問いかけたが、答えは出なかった。はっきりしていたのはただひとつ、イアンがヴィクトの言葉に、完全に打ちのめされたということだった。

　胸が苦しかった。

　足あし下もとがぐらつき、立っていることすら覚おぼ束つかなくなってきた気がする。

「それに、我々の今置かれている状況から考えても、やはり殿でん下かに今全すべてを打ち明けるのは得策とはいえません。殿下は全軍の要かなめとなるお方です。その殿下が、精神的に不安定になりかねない状況を招き寄せることには賛同できません」

　ヴィクトがイアンを冷れい徹てつな眼まな差ざしで見据えながら、さらに言葉を連ねた。

「……あなたが今の立場を苦しいと感じるお気持ちもわかります。そのことで、あなたが私やファウラー閣かつ下かを恨みに思ったとしてもそれは仕方がありません。それでも、計画は予定通り実行します。どうあっても、私たちはそうしなければならないからです。そのことは、ここで改めて申し上げておきます。……それと、先ほどもお伝えした通り、次の作戦も近ちか々ぢか実行に移されます。どうか今はそちらに気持ちを集中してください。アルトゥール様」

　ヴィクトはイアンに向かって一礼した。最後にアルトゥールといわれたことが、気持ちの上でのだめ押しとなった。

　ヴィクトの自分に向けられる眼差しが怖かった。彼に対してそうした感情を抱いだいたのは初めてだった。

　自分はここから決して逃げ出すことはできない。その思いが確信となって胸に迫ってくる。

「わかり……ました……」

　イアンは力なく答えた。もはやそれしか口にしようがなかった。

　ヴィクトはそんなイアンの様子をしばし見つめた後、それでは戻りましょうかと彼を促した。

　だがイアンはその申し出を断り、あと少しだけここにいさせてほしいと頼たのんだ。

　今の彼は、頭の中で様々な思考の断片が渦うずを巻き、熱すら帯びようかというほどの激しい混こん沌とん状態にあった。

　せめてこの状態を少しでも冷却させる時間がほしい──

　それがイアンの切なる願いだった。

　ヴィクトはイアンのそんな心情を察したらしく、わかりましたとだけ答えて去っていった。その姿が再び闇やみの中に消え、足音が聞こえなくなっても、なおしばらくの間イアンは身じろぎひとつせず、ただそこに立っていた。

　ややあって、背後をゆっくりと振り返る。

　彼の視線の先には、地面に鎮ちん座ざするエリュシオンがあった。

　ここなら誰だれもいないだろうとイアンが判断し、ヴィクトと会うために選んだ場所。それは、エリュシオンの前だった。

　カーマイン峡きよう谷こくでフランシスカが不思議な状態になったとき、エリュシオンの双そう眸ぼうが彼女に呼応するかのように光っていたことを彼はふと思い出した。

　あのときのエリュシオンはまるで自分の意志を持ち、それをフランシスカと一緒になって自分に伝えているかのようだった。

　普通に考えればあり得ないことだが、もしも。

　もしも本当に、エリュシオンがそのような生きた存在なのだとしたら。

　今の自分とヴィクトの会話を聞いて、どう思っただろう？

　もしも何か答えがあるなら、どうか教えてほしい──

　イアンがそんなことを考えた矢先だった。

　エリュシオンの操縦席の中から何かが床に落ちたような、がちゃりという物音が聞こえてきた。

「え……？」

　イアンの心しん臓ぞうが跳はねた。自分が心の中で思い浮かべたことをエリュシオンが察して、その通りに反応したのかとも咄とつ嗟さに思ったが、その割にはあのときのように目が光ったりする様子もない。

　ふと、彼は機体の立てたほうの足の陰かげに何かが置かれていることに気付いた。近づいていって確認したところ、それは脚きや立たつだった。

　まさか──

　最悪の可能性にたちまち思い至る。そんな馬ば鹿かな、それだけはあってたまるか、焦しよう燥そう感かんと不安とではち切れそうになりながら、彼は恐る恐る操縦席の扉とびらに手をかけ、開いていった。

　そして中の様子をひと目見た瞬しゆん間かん、脳天を鈍どん器きでかち割られたような気持ちになった。

「や、やあ……」
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　イアンの耳に聞こえてきた声。それは操縦席の中にかがみ込み、床に落ちた工具を拾おうとした体勢で固まっていた鎧がい師しのハスローが発したものだった。




　十二月二十二日、深夜。

　今にも降り出しそうな星空の下、王都リュクシスを囲む城じよう壁へきの一いつ角かくで歩ほ哨しように立つひとりのオルガンド軍の兵士がいた。

　彼は自分の受け持ちの区画を、立ち止まることなく歩き回っていた。寒さは日増しに厳きびしくなっており、夜ともなればそれも尚なお更さらだったが、元々ここより北に位置するオルガンドの、さらに最北の地域で生まれ育った彼にとっては大したことはない。肌を刺すほどの空気も、むしろ心地ここちいいといえるほどだった。

　彼は王都の外に目を向けた。対陣中のリュクサリア王国軍の陣営で灯ともされているかがり火が点在し、まるで地上に落ちた星のようにも見える。

　自分たちオルガンドの人間が王都の中にいて、本来の住人たるリュクサリアの者たちが外に出ているというのは、改めて考えると不思議なことだったと彼は思った。一体いつまでこの状態が続くのだろうか？

　リュクサリアの王都は夢のような場所だ。あそこへ行けば欲しいものは何でも手に入る。

　今年の春先に軍に召しよう集しゆうされ、ボラドーを総司令とする征せい討とう軍に編入されてからというもの、彼はずっと上官や同僚からそう聞かされていた。そして今から二ヶ月ほど前、この都に初めて足を踏ふみ入れたとき、彼は自分が聞かされきた噂うわさが本当だったことを実感した。

　真っ白な石で作られた巨大な王宮は、それこそ現実のものとは思えない、夢の中でしか目にできないような豪ごう奢しやな建物だった。食い物も酒も、口に含んだだけで舌がとろけそうなほど甘美で豊かな味わいで彼を楽しませてくれた。故郷の村にずっといたとしたら、一生それらを口にする機会などなかったろう。

　そして、女も──

　彼は最近入れあげている、ひとりの商売女の姿を思い浮かべた。内心で彼のようなオルガンドの人間をどう思っているか定かではないが、少なくとも表向きはいつ行っても優やさしくしてくれる。純じゆん朴ぼくそうなところが、彼の気に入った点だった。

　今夜の当番が明けたら、また彼女の下もとへ行こう。

　そんなことを考えながら、城壁の上を歩いていた彼は、不意に王都の外のほうから吹き付けてきた強い風に身をすくませていた。

　頭で判断するよりも早く、本能の部分で体が反応していた。これと同じようなことが以前もあったのを思い出す。あれはまだ少年のころ、山の中で巨大な熊くまに襲おそわれたときだった。

　彼は手にしていた槍やりを両手で握にぎり、頭上を見上げた。

　風と一緒に、何か大きなものが頭上を通過していったように感じたのは、気のせいだったのだろうか？

　そう思いながら、視線を下のほうへ落としていった彼は、自分がいる場所から少し離はなれたところに、何かが落ちていることに気付いた。先ほどまでは何もなかったはずだ。

「何だ……？」

　彼は落ちていたもののそばまで歩いていき、それを拾い上げた。

　彼が手にしたのは一本の書筒だった。




　聖紀四〇七年十一月十日から始まった第一次リュクシス会戦と呼ばれる戦いは、四十二日間にわたる対たい峙じ期間を経て、この日、新たな局面を迎えようとしていた。

　だが、そのことを知っているのは、ごく一部の人間のみだった。
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　聖紀四〇七年十二月二十四日の深しん更こう。その日は新月にあたり、月の光がまったく地上に届かない完全な暗あん夜やだったと、王都を包囲するリュクサリア王国軍に加わっていたさる貴族の残した記録にある。

　最初に異変に気付いたのは、本陣警けい護ごの任務に就ついていた機士オーウェンだった。槍やりを携たずさえ、歩ほ哨しように立っていた彼は、近くの森の中にふと常とは異なる気配を感じ、そちらに向かって目を凝こらした。

　次の瞬しゆん間かん、オーウェンはかがり火に照らされたわずかな明かりの中、巨大な人ひと形がたが木々の間から次々と姿を表すのを目まの当たりにした。

　まるで闇やみがにわかに形を為なしたかのようだった。

　人形の正体は機巧鎧アームネイン、それも味方のライオットではなく、オルガンド軍のものだった。爬は虫ちゆう類るいのような姿形のドラードばかりでなく、カーマイン峡きよう谷こくで空から襲おそってきた、尖とがった頭部を持つ例の新型機もその中に混ざっている。

「て、敵てき襲しゆう！」

　突然の事態に驚きよう愕がくしつつ、オーウェンは声を限りに叫さけんだ。

　すかさず、近くの天てん幕まくの中から戦せん闘とう態勢を整えた機士や兵士が次々に飛び出してきた。

「敵襲だと!?」

「馬ば鹿かな、こんなところまでどうやって!?」

　闇の中を怒ど声せいが飛び交う。

　そのころには、森から現れた機巧鎧アームネインの集団は手にした武器を構え、次々に味方の本陣に向かって疾走を開始していた。

　個々の機体から発せられる稼動音と、地面を踏ふみしめる音が合わさって、潮しお騒さいのようなざわめきがあたり一帯に生じる。

　そこに、人の発する叫さけび声と悲鳴が被かぶさっていった。

　ほんの少し前まで、夜や鳥ちようの鳴き声くらいしか聞こえなかった夜の森は、一転して耳を圧おさんばかりの喧けん騒そうに支配される場と化した。

　迎げい撃げき態勢を整えた近衛このえ部隊のライオットが前に出てきて、襲ってきたオルガンド軍の機巧鎧アームネインとそこかしこで斬きり結び始める。刃やいばと刃を打ち合わせる鋭い金属音や、装甲と装甲がぶつかり合って発生する鈍にぶい音が、ざわめきを為す新たな要素として加わっていった。

　オーウェンは自分の機体が置いてある場所に向かって走った。いったん機巧鎧アームネイン同士の戦いが始まってしまったら、生なま身みの人間など何の役にも立たない。この状況を何とかしたいと思ったなら、自分も機巧鎧アームネインに乗り込むしかなかった。

「なぜ……こんなところに……？」

　味方の誰だれかが発したのと同じような問いが、彼の口から漏もれた。

　よりにもよって、この場所が敵の奇き襲しゆうを受けるとは。

　オルガンド軍は本陣の所在地を知って、ここに現れたのだろうか？

　そもそもまわりを固めていたはずの味方は何をやっていたのか？

　オーウェンの頭の中に次々と疑問が浮かんだが、答えを得る術すべはまったくなかった。




　本陣の至近距きよ離りにオルガンド軍の機巧鎧アームネイン部隊が突とつ如じよ出現したとの報は、近衛このえ長官ファウラーの下もとにもすぐに届けられた。

　ファウラーの反応は早かった。彼は自分の機巧鎧アームネインの下へ走るや、開かれたままとなっていた操縦席の中に飛び込み、すかさず機体の起動にかかった。それと同時に、周囲に集まってきた近衛部隊の面々に対し、機巧鎧アームネインの伝声器を使って指示を飛ばす。

『シルヴィア！　ラウリー！　準備のできた隊から出しゆつ撃げきさせろ！　本陣の前に盾たてを作り、奴やつらの出足を止めろ！　決して深追いする必要はない！　防御が最優先だ！』

『わかったわ！』

『かしこまりました！』

　名前を呼ばれた娘のシルヴィア、それにラウリーが、返事をするなり、自らの機体を操ってその場を飛び出していった。

「……よし」

　起動準備が整うなり、ファウラーは片かた膝ひざをついた状態から、機巧鎧アームネインを立ち上がらせていった。機体のすぐ傍かたわらに寝かせて置いてあった豪ごう槍そう・インフェルノを右手でつかみ取り、その場に直立するなり両手で構え直す。

　その間にも、あたりの喧けん騒そうはますます激しくなっていく一方だった。ファウラーのすぐそばで、準備の整った機士たちが次々と機巧鎧アームネインに乗って出撃していく。

　その間を、非ひ戦せん闘とう員いんである鎧がい師したちがせわしなく動き回っていた。

『作業が終わった鎧師は兵の指示に従って退避せよ！　機巧鎧アームネインの動きに巻き込まれるな！』

　彼らに向かって声をかけながら、ファウラーは今まさに激しい戦いが繰り広げられているはずの方向に視線を向けた。




　いつもと異なる音が耳に入ってきた瞬しゆん間かん、意識が覚かく醒せいし、体は臨りん戦せん態勢を整えていた。

　メルツァーは地面から跳はね起き、仮眠を取っていた天幕から外へと走り出た。たちまち二の腕うでに鳥肌が生じたのは決して冷気のせいだけではない。周囲を取り巻く空気の中に、肌を刺すほどの濃厚な殺気が混じっているのを感じ取ったためでもあった。

　その場に充満していたのは間ま違ちがいなく、敵味方の命のやり取りに支配される張り詰めた戦場の空気だった。メルツァーの耳がとらえたのは、機巧鎧アームネインの稼動音と機体が何かにぶつかって発生する衝しよう撃げき音、それに鬨ときの声や味方のものとも敵のものともつかぬ絶ぜつ叫きよう、怒ど鳴なり声だった。

　メルツァーは素早く周囲を見渡した。すぐ近くにいたメイの姿が視界に入る。彼女も自分の天てん幕まくから出てきていた。とはいえ、いつも通りのまるきり感情が抜け落ちた表情をしていたため、何を考えているのかはまったくわからない。

「隊長！」

　そこへ闇やみの中から溶け出したかのように、副官のレクターが姿を現した。

「リュクサリアの奇き襲しゆうです！　既すでに戦せん闘とうが始まっています！」

「そのようだな。よもやここが狙ねらわれるとは」

　メルツァーたちはダジェスの軍勢一万と相変わらず行動を共にしており、今日に至っても王都リュクシスの北西一・五リグド（約七・五キロ）の地点に留とどまり続けていた。結局、ここまでダジェスの軍勢とリュクサリア王国軍との間で本格的な戦闘は行なわれておらず、リュクサリア方の威力偵てい察さつも、しばらくは途絶えていた。

　戦況が膠こう着ちやく状態にあったのは、ボラドー以下五万の軍勢がこもる王都方面にしても同じだった。そちらに関しても、何か動きがあれば即座に対応できるようメルツァーは警けい戒かいを怠おこたらずにいたのだが、緒しよ戦せん以降目立った動きはないままだった。

　そんなところへきての、今夜のリュクサリア側のこの奇き襲しゆうだった。意表を衝つかれる動きだったのは間ま違ちがいない。

「レクター、全員の機巧鎧アームネインの出撃準備を整えておいてくれ。私はダジェス殿でん下かのところへ行ってくる。戻りが遅くなっていざという場合は、お前が代わって指揮を執とれ」

　メルツァーはレクターに向かってそう告げると、近くに置いてあった襲歩機ギヤロツパーに飛び乗り、発進させた。

　月の光がまったくない、完全な暗あん夜やだった。そうした中を、立ち込んだ木々や殺気立った味方の兵、それに敵を迎撃せんと全速力で走っていく機巧鎧アームネインをすり抜けながら走っていくのは容易なことではなかった。

　それでも、メルツァーは長年の実戦経験に基もとづいた卓たく越えつした操そう演えん桿かんさばきを見せ、やがて目指すダジェスの下もとへとたどり着いた。

　煌こう々こうとかがり火が焚たかれ、まるで昼間のような明るさになったところに、ダジェスは陣取っていた。機巧鎧アームネインには乗っておらず、生なま身みのまま床しよう几ぎに腰かけている。彼の両腕うでは胸の前で組まれ、両目は閉じられていた。周囲には警けい護ご役を務める機士たちが大勢詰めている。

　ダジェスの下へはメルツァーの他ほかにも各部隊の兵士や機士が入れ代わり立ち代わり現れ、大声で状況を報告していった。

「第三中隊、敵機巧鎧アームネイン部隊との戦闘に突入しました！」

「第二中隊、ゴース百機長が負傷のため後退！　全体押されています！」

　それらの報告をダジェスの傍かたわらで耳にしたメルツァーは、リュクサリア王国軍の奇き襲しゆうが想像以上に大がかりなものであることを知った。このあたりの丘きゆう陵りよう地ち一帯に滞陣していた全すべてのダジェス配下の部隊が、今や戦せん闘とう状態にあるようだった。しかも、相手方の攻勢は相当に激しい。まるでこちらを丸ごと押し包み、一気にもみ潰つぶさんとしているかのようだった。それは集まった報告だけでなく、こうしている今も絶えず耳に入ってくる喧けん騒そうからも明らかだった。

　ダジェスはそうやって次々もたらされる報告に何の反応も見せなかった。一言も発せず、指一本体を動かそうとすらしない。まさか眠っているわけでもないだろうが、さすがにそんな様子を見ているうちに、メルツァーは心配になった。

「ダジェス殿でん下か、どうなさるおつもりですか？」

　彼はダジェスに向かって尋たずねた。しかし、ダジェスの返事はない。

　そこへひとりの兵士が走ってきて、新たな報告をもたらした。

「ご報告いたします！　敵勢の中に、エリュシオンらしき機巧鎧アームネインの姿を発見しました！」

「何だと？」

　メルツァーは驚いた。リュクサリア王国軍がこちらに奇襲をかけてきたというだけでも予想外だというのに、まさかその部隊をアルトゥールが直率しているというのか？

　にわかには信じがたい話だった。メルツァーは報告した兵に向かって、それは本当にエリュシオンなのかと問いただそうとした。

　そのとき、ダジェスが不意に両目を見開き、その場で立ち上がった。

「ふん、星が動いたか。こんなことになるとはな。……野の良らめ、先日の貸しを俺おれに返しに来たというわけか？」

　どこか楽しそうにも聞こえるダジェスの口調だった。彼は双そうの瞳ひとみを爛らん々らんと輝かがやかせ、口の端を吊つり上げて酷こく薄はくそうな笑みを浮かべていた。

「よし、俺おれも出るぞ。親しん衛えい隊たいは全員ついて来い！」

　ダジェスは大声で言い放つと、機敏にその場で身を翻ひるがえした。このすぐ近くに、彼の乗機のバティスが待機していることはメルツァーも知っている。

　大またで歩き出したダジェスの後ろ姿を見て、メルツァーは先日彼と交わした会話を思い出した。

　メルツァーがダジェスに、リュクサリア側に奇襲をかける機会を窺うかがっているのではないかと述べたとき、彼は半分しか正解ではないといった意味のことをいっていた。

　まさかダジェス殿下は、相手がこうやって仕掛けてくるのを待っていたとでもいうのか？

　そんなことがあるはずがない、そう思いながらも、同時にその仮定を否定しきれない自分がいることに、メルツァーは気付いていた。

　そのとき、不意にダジェスが背後を振り返った。

「何をやっている、メルツァー。お前もさっさと支度を整えて、俺の下もとへ合流しろ。部下も全員連れてこい」

「はっ、かしこまりました！」

　メルツァーは雷かみなりに打たれたようにその場で敬礼すると、すぐに背後を振り返り、自分が乗ってきた襲歩機ギヤロツパーに向かって走り出していた。




　イアンはエリュシオンに乗って、周囲の様子に目を配っていた。まわりを近衛このえ部隊の機巧鎧アームネインが固めていることもあって、まだ直接自分が剣を振るう事態には至っていないものの、間近で繰り広げられている戦せん闘とうの気配ははっきりと感じ取れていた。

　彼は緊張のあまり全身を汗にまみれさせており、息も荒くなっていた。視界がほとんど利きかない夜間の戦闘は、周囲の状況がわからないがゆえに先を見越した動きが取りづらい。そのため、昼の戦い以上に多大な精神的消耗を強しいられることとなった。

　エリュシオンの動きは今のところ問題なさそうだった。動かしてみてどこかに違い和わ感かんを覚えるということもない。

　イアンの頭の片かた隅すみを、眼鏡めがねをかけたハスローの顔がよぎった。

　あんなことがあってどうなるかと思ったが、どうやらハスローは今のところ誰だれにも喋しやべった様子はなく、ちゃんと機体も整備してくれたようだ。

　その点は幸いだった。

　こうしてエリュシオンに乗り込む直前まで、イアンの心は懊おう悩のうの極きわみにあった。

　数日前、ヴィクトに突き付けられた言葉。

　そのヴィクトとの会話を、ハスローに聞かれてしまったこと。

　それらが彼の心を千ち々ぢに乱れさせる要因となり、一いつ瞬しゆんたりと落ち着くことのできない惑わく乱らん状態へと追いつめていたのだった。

　一体、自分はどうすればいいのか──

　しかし今は、他ほかに余計なことを考える余裕などなく、機体を動かすことだけに意識を集中させなければならなかった。余計なことを考えていたら、正体がばれるよりも前に死んでしまうだろう。

　イアンは脳のう裏りに思い浮かべたハスローの姿をすぐさま意識の外へ押しやり、機体の制御と周囲の状況の把は握あくに、全すべての神経を傾けていった。

　今は他に何も考えるな。

　集中しろ。機体を動かすことと、目の前の状況を切り抜けることだけに、集中しろ──




　教導機士団のパーシヴァルたちは、王都の西部方面に展開していた。

　彼らは戦闘が始まったことにすぐに気付いた。しかし、それがオルガンド方の夜や襲しゆうによって始まったものであることや、襲おそわれたのがアルトゥールのいる本陣であるという事実をつかむまでに、しばらく時間がかかってしまった。正確な情報が、彼らの下もとになかなか入ってこなかったためだ。不意を衝つかれてリュクサリア王国軍は全軍が機能不全に陥おちいってしまったのか、パーシヴァルたちの下に状況を知らせる伝令をよこそうともしなかった。

　パーシヴァルは自発的に配下の者を各方面へ派は遣けんし、事態の把は握あくに努めた。そして集まった情報を総合し、本陣が奇き襲しゆうされていることを知るや、すぐに部隊全体に出動命令を下したのだった。ただし、戦せん闘とう区域に接近してもすぐには戦闘に入らず、まずは状況の見極めを最優先とするよう機士団の者たちには言い含めもした。ひとたび乱戦に巻き込まれたら最後、自由に動くことがかなわなくなる恐れがあるからだ。パーシヴァルたちの本来の目的はあくまでアルトゥールの素す性じようを探ることであり、それを最優先として行動しなければならなかった。

　パーシヴァル、シンクレア、ブランシュに率ひきいられた教導騎士団の精鋭百機はひとまとまりになって夜や陰いんの中を疾走し、やがて戦闘の行なわれている本陣の近くへと到着した。

　パーシヴァルはリュクサリア王国軍のライオットが密集隊形を構成しているところへ、オルガンド軍のドラードがひとかたまりとなって突とつ撃げきを繰り返す場面を目まの当たりにした。

　両軍が激突するたび、夥おびただしい衝しよう突とつ音と震しん動どうが生じ、森が震ふるえる。

『かなり押されているみたいね』

　機巧鎧アームネインの伝声器を通じて、シンクレアが話しかけてきた。それはパーシヴァルも感じたことだった。勢いは明らかにオルガンド側が優勢のようだった。ドラードの突撃が敢かん行こうされるたび、壁かべを形成していたライオットが耐え切れずに後退し、見る間にその距きよ離りが百リム（約百メートル）以上に達する。

『リュクサリアのほうは、機巧鎧アームネインの数もあまりそろっていないようだ。このままでは到底持ちこたえられまい』

『……下がっていく方向が悪い』

　ブランシュが冷静な口調で呟つぶやいた。確かにその通りだった。リュクサリア王国軍の本陣は元々王都の南西方面に置かれていたのだが、今戦闘が行なわれているこの場所は、最初の地点から北東の方向へとだいぶ移動していた。それは即すなわち、徐々に王都に向かって近づいていっていることを意味していた。これ以上押し込まれると、下へ手たをすれば王都の中にこもっている軍勢が飛び出してきて、挟はさみ撃うちにされてしまうこともあり得る。

　あるいはそれこそが、オルガンド軍の狙ねらいなのかもしれない。

『ああもう！　何やってるのよ！　指示系統も何もあったものじゃない、全すべてがめちゃくちゃじゃない！』

　シンクレアが苛いら立だたしげに叫さけんだ。見ていられない、という思いなのだろう。その気持ちはパーシヴァルにも理解できた。夜襲をかけてきたオルガンド軍がどれくらいの数なのか定かではなかったが、総勢十万に及ぶリュクサリア王国軍にしてみれば、撃退することは決して不可能ではないはずだ。にもかかわらず、リュクサリア側の各部隊は不意の事態の到来を声こわ高だかに騒さわぎ立て、右往左往するばかりで、何ら的確な対応を取ろうとしていなかった。こうして本陣へ急行したのも、パーシヴァルたちくらいかもしれない。

　しっかりしろ、といいたくなるのも無理からぬところだった。

　一ヶ月あまりの膠こう着ちやく状態で、リュクサリア王国軍はここまでたがが緩ゆるんでしまったのか。

　それとも、西方世界一の伝統を誇ほこるこの王国は、既すでに逆境を跳はね返すだけの活気を失っており、滅めつ亡ぼうを待つだけの存在にすぎないというのか。

『例の軍師殿は、何をやっているのだろうな』

　パーシヴァルは操縦席の中で首を傾かしげた。ヴィクト・フォティオスという名のあの近衛このえ副長官は、周囲の評判もよく、パーシヴァルもそれとなく動向を注目していた人物だった。

　しかし、今の王国軍の体ていたらくぶりを見ていると、彼の能力にも疑問を抱いだかざるを得ない。

　これではあまりにも無む為い無む策さくに過ぎるではないか──

『見ているだけで何もしないのは鬱うつ憤ぷんがたまるわね。とにかく、早く王子様を探しましょ』

『……そうだな』

　パーシヴァルは思考を中断し、シンクレアの言葉に同意した。未いまだアルトゥールの素す性じようをつかめていないというのに、肝心の彼に戦場で死なれでもしたら、この国まで来た意味がなくなってしまう。

　教導機士としての使命と矜きよう持じにかけて、そうした事態の到来だけは避けなければならなかった。

『よし、全機戦せん闘とう態勢を維持したままここから移動する。目標は王子殿でん下かひとりだ。振り切れなかった場合は交戦もやむを得ないが、極力こちらからはオルガンドの連中に手を出すな』

　パーシヴァルたちは目の前で行なわれている戦闘に加わることなく、その場から離り脱だつした。

　闇やみに紛まぎれ、壁かべを築いてオルガンド軍の攻こう撃げきを持ちこたえているリュクサリア王国軍の側面へまわり込むようにして、その後方へと出る。

　やがて彼らは、立て込んだ木々の間に、ひとかたまりにまとまった部隊の存在を確認した。

『……見つけた。エリュシオンだ』

　かがり火だけの貧弱な明かりの中ではあったが、それでも、並び立つライオットの集団の中に、パーシヴァルは他ほかと明らかに違ちがう機巧鎧アームネインの姿を認めた。

　あのエリュシオンの操縦席に、アルトゥールがいる。

　そう思った途端、全身に何やらざわめきを覚えたのは、どういった気持ちの作用によるものか。

　そのとき、戦闘が行なわれていた方向から、ひときわ大きな喚かん声せいが聞こえてきた。

『何か来るわ！』

　シンクレアが鋭い警けい告こくを発する。パーシヴァルも声のしたほうを見た。

　その瞬しゆん間かん、彼の双そう眸ぼうははっきりととらえていた。

　並み居るリュクサリア王国軍の機巧鎧アームネインの間を目にも留とまらぬほどの機敏な動きですり抜け、あるいは正面からぶち当たって跳はね飛ばしながら、猛もう然ぜんと迫ってくるオルガンド軍の機巧鎧アームネインの一団の姿を。

　先頭を走っているのは両手に剣を握にぎり、尖とがった頭部をした、あの新型機だった。




　いったんレクターたちのところへ戻った後、メルツァーは彼の部下全員を引き連れ、再びダジェスの下もとへと向かった。

　戦せん闘とうは時間の経過と共に激しさを増していた。今ではあたり一帯が耳を圧するばかりの凄すさまじい狂きよう騒そうの渦か中ちゆうにある。メルツァーは地面のそこかしこに、頽くずおれた機巧鎧アームネインの残ざん骸がいや、無む残ざんに命を散らした兵士の亡なき骸がらが転がっているのを見た。それらをよけ、もちろん今まさに戦闘中の敵味方のそばも回避しながら、彼らはひた走りに走った。

　ダジェスの居場所を見つけ出すのは難しいことではなかった。最も喧けん騒そうが激しい場所を目指すうちに、メルツァーたちは自然とかの第三王子の下へと導かれていた。

　彼らが到着したとき、ダジェスは一機のライオットと交戦中だった。メルツァーの見たところ、そのライオットの機士はかなりの手だれのようだった。右手に構えた剣を、鋭い出足と共に次々ダジェスの乗るバティスに向かって繰り出している。並の技量の機士なら受け止めることもよけることも適かなわないだろうと思えるほどの、激しい剣けん撃げきだった。

　しかし、ダジェスのほうもさすがだった。相手を上回る機敏な身のこなしで全すべての攻撃をかわし、あるいは機体に備わった手て甲こうで的確に受け流していく。そのさまはまるで熟練の踊り手の舞まいを見るかのように軽やかで、美しい旋せん律りつを伴っているようですらあった。

　メルツァーの中には、ダジェス本人の風ふう貌ぼうや言動から、彼の戦いぶりはさぞ荒々しく乱暴なものに違ちがいないという思い込みがあった。実際、一度の会戦でダジェスが自分の機乗していたドラードを数機、酷こく使しの末使用不能にしたといった話も耳にしている。そうした一面も確かにあるのだろうが、少なくとも今眼前で繰り広げられているダジェスの戦いぶりは、彼が洗練され、研とぎ澄すまされた機士としての技量の持ち主であることを明確に証明していた。

　相手のライオットの手にした剣が空を切るたび、あるいはダジェスがバティスの手甲でもって相手の刃やいばを受け止めるたび、鋭い音がメルツァーの耳に飛び込んでくる。

　やがて、両者はいったん距きよ離りを取った。

『そこまでか？　俺おれの行く手を阻そ止しした割には、大したことはないな』

　ダジェスが挑ちよう発はつするように言い放った次の瞬しゆん間かん、相手の機士は裂れつ帛ぱくの気合と共に大きく機体の足を前に踏ふみ込ませ、これまでで最も鋭く、激しい剣の一撃を見舞ってきた。

　これはよけられない、反射的にそう思った次の瞬間、メルツァーは驚おどろきに目を瞠みはった。

　ダジェスはまたしても流りゆう麗れいな動きで、相手の攻撃を機体を半身にしてあっさり回避すると同時に、機体の左右の手甲から剣を抜き放ち、刀身をライオットの操縦席に突き立てていた。

　全すべてが予定調和だったかのように、ダジェスの一連の動きにはまったく無む駄だがなかった。

　二本の剣で操縦席を串くし刺ざしにされたライオットは、大きく全身を奮ふるわせて地面に頽くずおれた。

　機体が完全に動かなくなったのを確認し、メルツァーはダジェスの下もとへ近づいていく。

『来たか、メルツァー』

　ダジェスはライオットに突き立てていた剣を引き抜きながら、声をかけてきた。

『こうやって俺おれに追いつくことができたということは、お前もそこそこの星の持ち主なのかもしれんな』

『どういう……意味ですか？』

　その質問にダジェスは答えなかった。メルツァーは操縦席の中で、ダジェスが自分に向かって例の口の端を吊つり上げた笑みを浮かべているような気がした。

　ダジェスはその場で機体の身を翻ひるがえした。

『ついて来い、メルツァー！　俺が星を落とすところを、お前たちにも見せてやろう！』

　そう言い放つなり、彼の乗るバティスが周囲で戦っている部下を置き去りにして、単機で全力疾走を開始する。
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　メルツァーはすかさずレクターたちに合図を出し、後に続いた。

　バティスの加速力は、メルツァーたちのドラードをはるかに上回っていた。メルツァーは振り切られないように懸けん命めいにダジェスの後を追ったが、一向に差は縮まらず、逆にじりじりと距きよ離りが開いていく始末だった。

　ふと、メルツァーは自分のすぐ右みぎ隣どなりを、一機の機巧鎧アームネインが並走していることに気付いた。すぐにそれがメイの乗るユリシーズだと認識する。全身のほとんどを濃のう紺こんの塗装で染め上げられたユリシーズは、あたかも闇やみと同化しているかのようだった。ただし、別の機体の手足を継つぎ接はぎされた部分だけはその限りではなく、わずかなかがり火の光を受けてぼんやりと浮き上がっていた。

　ユリシーズの動きは軽かろやかで、ダジェスのバティスにも楽々とついていけているようにメルツァーの目には映った。

　この間もなお、まるで湧わき出すようにそこかしこから現れるリュクサリア王国軍の機巧鎧アームネイン部隊の間をかいくぐりながら、ダジェスは夜の闇の中を走っていく。

　メルツァーは懸けん命めいにその後を追いかけた。

　やがて、彼は前方に、既すでに何度となく目もく撃げきしてなじみ深いものとなっている白い機巧鎧アームネインの姿を発見した。周囲を護ご衛えい機に固められながらも、自ら前に出て積極的に戦せん闘とうに参加している。

『そこにいたか、野の良ら！』

　ダジェスはひときわ大きな声で叫さけぶと、抜き身のまま握にぎっていた両手の剣を振りかぶり、さらに機体の速度をあげながらまっしぐらにエリュシオンに向かって突っ込んでいった。




　尖とがった頭部を持つあの機体を先頭にして、オルガンド軍の機巧鎧アームネインの一団が猛もう烈れつな勢いで自分に向かって走ってくるのを、イアンの目ははっきりと捉とらえていた。

　周囲にいた近衛このえ部隊の機士たちが次々に盾たてを構え、一団の動きを止めようと立ち塞ふさがる。だが相手方はそうした味方の間をたちまちすり抜け、あるいは勢いを乗せた状態で思い切りぶつかって脇わきへと跳はね飛ばし、突破してきた。敵味方の機体同士が激突するたび、あるいは跳ね飛ばされた機体が立たち木きにぶち当たるたび、激しい衝しよう撃げき音がイアンの耳に響ひびいてくる。

　相手の一団の中でも、先頭を走る尖った頭部を持つ機体の動きは群を抜いていた。味方の機巧鎧アームネインが何とかして動きを止めようと数機がかりで群がったが、まるで捕つかまる気配がない。走る速度をほとんど落とすこともなく、風に乗って流れるような動きでたちまち距離を詰めてきた。

　イアンは操そう演えん桿かんをつかんだ右手に力をこめた。それと同時に、エリュシオンの動きを頭の中で思い浮かべる。

　機体がすかさず彼の想像に反応し、相手の攻撃に備えるべく剣を操縦席の前で構えた。

　そこへ、尖った頭部を持つ機巧鎧アームネインが、身にまとった空気ごとまとめて叩たたきつけてくるかのような猛烈な勢いで突っ込んできた。両手に握った剣のうち、右手のほうを頭上高く振りかぶり、射程に入るやエリュシオンに向かって思い切り振り下ろしてくる。まるで両者の間にある空気までも切り裂こうとするかのような、雷らい光こうのごとき鋭い斬ざん撃げきだった。

　イアンは操縦席の前で構えた剣で、相手の攻撃を受け止めた。刀とう身しんと刀身がまともにぶつかり、耳みみ障ざわりな金属音を立てる。たちまちのしかかってくる相手方の圧力により、エリュシオンの全身が大きく軋きしみ、その震しん動どうと神経質な音が操縦席の中にいるイアンの下もとまで伝わってきた。

　イアンはすかさず左手を自分の剣の刀身に添えると、両手を使って相手を思い切り押し返した。反動で機体が数歩にわたり後ずさる。見れば、相手の機巧鎧アームネインも同じように後ろに下がっていた。

　いったん開いた距きよ離りは、次の瞬しゆん間かんまた狭せばまっていた。相手の機巧鎧アームネインが今度は剣を地面と水平に構え、エリュシオン目がけて突きを見舞ってきたためだ。操縦席の隙すき間まを狙ねらったとおぼしきその攻こう撃げきを、イアンは機体を横に流してよけた。すかさず、相手も左手に握にぎったもう一本の剣を横なぎに打ち込んできたが、こちらも地面を蹴けり、後ろに跳とんでかわす。

　相手はさらにイアンに向かって踏ふみ込み、もう一度突きの攻撃を繰り出してきた。

　跳んでよける？　いや、間に合わない！

　イアンは咄とつ嗟さにエリュシオンの腰を思い切り落とし、機体を真下へ沈み込ませた。頭上間かん一いつ髪ぱつのぎりぎりの位置を、鋭い音を立てて相手の刀身がかすめていく。ちょうどエリュシオンの真後ろに立たち木きがあったらしく、相手の刀とう尖せんが幹に激突する破は砕さい音おんが頭上から聞こえてきた。

　この間にイアンはエリュシオンの腰を落としたまま素早く機体を横転させ、一回転する勢いを利用して再び立ち上がっていた。

　やはり、この前乗った機巧鎧アームネインとは全然違ちがう。

　エリュシオンの反応のよさを、イアンはまざまざと感じていた。カーマイン峡きよう谷こくでフランシスカとふたりして乗り込むことになった機体とは、操縦したときの感覚がまるで別だった。自分の想像通りに機体が反応している、自分自身の手足のように動かせているという実感がある。

　よし、これなら──

　イアンは相手に向かって剣を構えた。

　相手のほうも、エリュシオンのほうに再び向き直る。

　双方がまるで呼吸を合わせたかのようにそろって機体の腰を落とし、攻撃態勢に移ろうとした、そのときだった。

　別の方向から、これまで以上に大きな、大地を揺ゆるがすほどの鯨げい波はが聞こえてきたのは。




　パーシヴァルを始めとする教導機士団の面々は、エリュシオンと新型機の攻防を少し離はなれた地点から見守っていた。彼らに対してはオルガンドの軍勢も攻撃を仕掛けてこなかったため、未いまだ部隊は戦せん闘とう状態に突入していない。

　いつしか彼らの周辺は、随ずい所しよで燃え上がる炎によってだいぶ明るくなってきていた。恐らく、戦闘のどさくさでひっくり返されたかがり火が、天てん幕まくに燃え移りでもしたのだろう。闇やみの中にゆらめく炎の群れは、まるでここで戦いが行なわれていることを誇こ示じする狼煙のろしのようだった。

　そこへ突然、森を震ふるわせるほどの巨大な鬨ときの声が覆おおいかぶさってきた。

『……北東だ』

　横にいたブランシュが呟つぶやく。鬨の声がその方向から聞こえてきたのだということは、パーシヴァルにもすぐにわかった。ここから北東、即すなわち──

『王都の本隊が動いたようだな』

　パーシヴァルはブランシュに向かって答えた。恐らく、これまで頑かたくなに閉じていた城門が開かれ、軍勢が外へ押し出して来たのだろう。やはり今回のオルガンド側の狙ねらいは、予あらかじめ王都の内と外とで示し合わせての挟きよう撃げきだったということなのか。

　いずれにせよ、これだけ煌こう々こうと炎が燃え盛っていれば、王都の内にいた本隊が戦せん闘とう区域を特定するのは難しいことではあるまい。遠からず、新あら手てのオルガンドの軍勢がこの場に押し寄せるだろう。しかも、聞こえてきた鯨げい波はの大きさから推察するに、その数は相当なものになるに違ちがいない。

『ねえ、どうするの？　さすがにこうなったら、もう見ているだけってわけにはいかないんじゃない？』

　やはり近くにいたシンクレアが問いかけてきた。先ほどよりも声の苛いら立だちが増しているようにも聞こえる。

『アルトゥール殿でん下かが危険に陥おちいったと判断したらすぐに動く』

　パーシヴァルは彼女に向かって答えた。

　この間にも、鬨の声に続いて北東の方向から響ひびいてきた喧けん騒そうが、まるで迫り来る雷らい鳴めいのようにみるみる激しさと大きさを増していく。

　そして遂ついに、森が割れた。

　あたかもその様子は、激烈な水の勢いを受け止めきれずに決けつ壊かいする堤つつみのようだった。

　最初に闇やみを切り裂き現れたのはリュクサリア軍の多数のライオットだった。いずれも懸けん命めいにその場に踏ふみとどまり、壁かべを作ろうとあがいていたものの、まったく抵抗できず無ぶ様ざまに後退を重ねている。もはや隊列は維持されていなかった。味方や敵にぶつかり、その場でよろけて倒れる機体も一機や二機ではない。

　守りの戦いこそを最も得意とするというリュクサリア王国軍の勇姿は、もはやどこにも見受けられなかった。

　そして、後退する王国軍のすぐ後から、怒ど濤とうの勢いでもってオルガンド軍の大部隊が突進してきた。その動きは森もリュクサリア王国軍も一いつ切さい合がつ切さい飲み込み、押し流そうとするかのように猛たけ々だけしく、同時に禍まが々まがしかった。

　折から北東に向かって押されていたリュクサリア王国の本陣は、新たにその方向から敗走してきた味方部隊とそれを追って現れた敵の新あら手てにまともにぶつかる形となった。

　たちまちパーシヴァルたちの眼前に、叫きよう喚かんと悲鳴、それに機巧鎧アームネイン同士の激突するけたたましい金属音に支配された混こん沌とんたる光景が現れる。

　こうした混乱に、一機打ちよろしく剣を交えていたエリュシオンとオルガンドの新型機ももはや無関係ではいられなくなった。両機が対たい峙じしている間を後退するリュクサリア王国軍のライオットが、さらにそれを追い立てるオルガンド軍のドラードが次々に割って入り、みるみるうちに両機の間が隔てられてしまう。

　そうした中、パーシヴァルはオルガンド軍の一機のドラードに目を留とめた。

　そのドラードは周囲にいる他の機体とは、意い匠しようが大きく異なっていた。全身の装甲に細かい紋もん様ようが刻み込まれており、炎の明かりを照り返して輝かがやいている。両肩や腰に多数の剣のような飾り物をぶら下げており、それらが機体の動きに合わせて揺ゆれていた。いかにも贅ぜいを尽くしているとわかる、まるで自らの存在を誇こ示じすることが最大の目的であるかのような外見だった。

　ドラードは巨大な刃やいばを備えた鉾槍ハルバードを両手に構え、押し寄せるオルガンド軍の大波の先頭に立って、突き進んでいる。

　進む方向と勢いから見て、狙ねらいがエリュシオンであることは明らかだった。

　リュクサリア王国軍の機士の中にはそうした相手の動きを遮さえぎろうとする者もいたが、圧倒的な数と勢いに歯が立たず、たちまち押しのけられてしまう。

『ボラドー王おう太たい子しか？』

　パーシヴァルたちの事前の情報収集はリュクサリア王国軍ばかりでなく、オルガンド軍にも及んでいた。王都に駐留する総司令官ボラドーがこれまでの戦いで乗っていたといわれる機体と、今眼前を進んでくるドラードの特とく徴ちようはまったく一緒だった。

『パーシヴァル！　このままだと私たちも巻き込まれるわ！』

『そうだな……ここまでか』

　シンクレアのいう通り、こうなってはもはや一いつ箇か所しよに留とどまり、事態を観察しているだけというわけにはいきそうになかった。混乱を極めるリュクサリア王国軍とそれを二方向から追い立てるオルガンド軍、双方の軍勢が合わさってこの場に生み出された巨大な荒波は、今やパーシヴァルたちの間近にも迫っていた。

　とにかく、決断を下さなければならない。そう思った瞬しゆん間かん、パーシヴァルの脳のう裏りに再びヴィクトの顔が思い浮かんだ。

　何かを仕掛けるに違ちがいないと思ったのは、自分の買いかぶりにすぎなかったというのか？

　このままでは、リュクサリア王国軍はオルガンドの軍勢に蹂じゆう躙りんされて終わってしまう──

　ちょうどそのとき、一機のライオットが混乱の中、パーシヴァルたちの下もとへと走ってきた。

『レクス卿きよう』

『その声は……』

　声の主は、パーシヴァルが今まさに考えていた、ヴィクト・フォティオス本人のものだった。




『どけ！　そいつは俺おれの獲え物ものだ！』

　メルツァーはダジェスが咆ほう哮こうするのを間近で耳にした。彼は前方に白い機巧鎧アームネイン、エリュシオンの姿をとらえていたが、間を敵味方の別の機巧鎧アームネインによって隔てられ、近付こうにも近付けずにいた。それはダジェスにしても同じだったが、ここへ来て我慢の限界に達したらしい。

　ダジェスはバティスの両手に握にぎった剣を振り上げ、がむしゃらに前進を開始した。見る間に、行く手を遮さえぎっていた機巧鎧アームネインが次々と双剣の刃やいばにかかり、断だん末まつ魔まのごとき鋭い音を発しながら、突き伏せ斬きり立てられして地面に倒れていく。敵だけでなく、味方すらお構いなしだった。

　そんなダジェスの鬼き気き迫る振る舞いに気けおされたのか、不意に彼とエリュシオンを隔てていた敵味方の機巧鎧アームネインの壁かべが、まるで壁掛けを引いたかのように左右に開く。

　ダジェスはこの機を逃がさず、瞬しゆん時じに全力疾走に移った。

　メルツァーはダジェスが思い切り速度を乗せた状態でエリュシオンに突っ込んでいく様子を、固かた唾ずを吞のんで見つめた。




『……やはりボラドー王おう太たい子しが出てきましたね。攻めの戦いにおいてはとかく勇ゆう猛もう果か敢かんという、あの方に関する評判は間ま違ちがいではありませんでした』

　そういったヴィクトの口調はこんな状況にあっても落ち着き払っていた。

『どうしてそんなに冷静でいられるの？　このままじゃ王子様、死んじゃうわよ!?』

　シンクレアが非難めいた口調で問いかける。パーシヴァルもまた、怪け訝げんな思いを拭ぬぐえなかった。

　今のこの状況で、近衛このえ副長官を務める彼が、なぜ自分たちの前に現れたのか？

　そんなパーシヴァルの疑問を察したかのように、ヴィクトが言葉を続ける。

『……作戦が成功したことをご報告に上がりました。ここまでは全て予定通りです』




　　　　２




　オルガンド連合王国のリュクサリア征せい討とう軍総司令官ボラドー・ファズカーンは、激しい焦しよう燥そう感に煽あおられながら軍勢の先頭に立ち、武器を振るって森を突き進んでいた。

　何としてもこの手でエリュシオンと王子アルトゥールを倒してみせる──

　彼の頭の中はその一点で埋め尽くされていた。

　ボラドーはオルガンドを統すべる大だい王おうゲイルグルの長子であり、王太子だった。即すなわち、次代の大王位に就つくことを公式に約束された身ということになる。

　しかし、彼自身はそうした己おのれの立場を決して安泰と考えてはいなかった。その思いはこのところとみに強まっている。エリュシオンを打倒しなければという焦燥感の原因も、ひとえにそこにあった。

　四月に行なわれたモーリス河か畔はんの戦いでオルガンド軍が勝利した後、ボラドーはゲイルグルから征討軍の指揮権を引き継ぎ、以来破は竹ちくの勢いで軍を進めてきた。行く手を阻はばまんとするリュクサリア王国軍を次々に粉砕し、すべての戦いに勝利を収め、遂ついにはリュクサリアの王都リュクシスの攻略を成し遂げるに至る。その間、彼自身も幾度となく軍の先頭に立って武器を振るい、数多あまたの敵機を討ち取っていた。

　ここまでを見れば、ボラドーの軍功は果てしなく巨大であり、一点の非の打ち所もないものといえた。彼自身、王都を攻略したときは得意の絶頂にあり、自身の栄光に満ちた未来をまったく疑っていなかったほどだ。

　しかるに、その後のウェンズロー攻略戦の失敗が、全すべての状況を覆くつがえしてしまった。たった一度の敗戦で、ボラドーの立場はたちまち微び妙みようなものと成り下がった。王都攻略の功績は事実上帳ちよう消けしとなり、父ゲイルグルからはねぎらいの言葉どころか、逆に問もん責せき使が派は遣けんされてくる始末だった。

　それ以来、ボラドーの心しん中ちゆうは強い焦しよう慮りよと疑心に支配されるようになり、一日として休まることがなくなった。

　そうした思いは、あの異母弟ダジェスが本国から一万の軍勢を率いて来援するとの通達が届いてからというもの、さらに顕けん著ちよになっている。

　もしや父は、自分とダジェスに功を競わせ、その結果によって後継者を決めるつもりなのではないか──

　今では彼は、そんな風にも考えるようになっていた。

　ボラドーの政敵といえば、かつては同じ母を持つ弟グリムトが真っ先に名の挙がる相手だった。ダジェスなど、母親の身分が取るに足らない下げ賤せんの出だったこともあって、ボラドーにとっては歯し牙がにもかけない存在にすぎなかった。それはゲイルグルにしても同じだったことだろう。実際、ダジェスは同腹の姉ともども辺境の地に追いやられ、成人するまで父に認知すらされなかった。

　しかし、そんなゲイルグルが今やダジェスを厚遇するようになっていた。万ばん機き将と同等の一万の兵力を預けているところにも、その姿勢が如によ実じつに現れていたといっていい。やはりあのグリムトをためらいなく始末したことが、父の評価を好転させるきっかけとなったのだろう。あの一件で、ダジェスは『兄殺し』などというおぞましい通称を得る羽は目めとなったが、その見返りは十分すぎるほどあったということになる。

　ボラドーはダジェスがグリムトを殺したと聞いたとき、これで自分の将来が確約されたと安あん堵どし、密ひそかにダジェスに感謝の念すら抱いだいたものだった。そのときはまさかあの異母弟が、ここまで台たい頭とうするとは思ってもいなかった。

　とまれ、ボラドーとしては何としてもここで評価を挽ばん回かいしなくてはならず、そのためにエリュシオンとアルトゥールを自らの手で討ち果たす必要にかられていたのだった。

　そもそも今回の夜や襲しゆうは、ダジェスの発案によるものだった。ボラドーが計画を知ったのは数日前になる。城じよう壁へきの警けい護ごに当たっていた歩ほ哨しようが一通の書筒を手に入れ、ボラドーに提出してきた。その書筒の中に入っていた書しよ簡かんに、夜襲の計画が記されていたのだった。

　配下の部将の中には、シュマイザーのように書簡の真しん贋がんを疑う者もいたが、ボラドーは本物であると信じた。理由はふたつある。

　ひとつは、その書簡が本国で開発中だった新型機巧鎧アームネインバティスによって運ばれてきたことだった。オルガンド軍の中でもバティスの存在を知っている者はほとんどおらず、それは報告のため引き出された歩哨にしても同じだったが、話を聞いてボラドーはすぐに事の次第を察した。

　背中に翼つばさを装備し、空を飛ぶことを可能とするバティスなら、まわりを囲むリュクサリア王国軍の頭上をかすめ、王都に書簡を届けることも可能なはずだった。ボラドーの下もとにバティスはまだ配備されていなかったが、最近まで本国にいたダジェスだったら既すでに持っていてもおかしくない。そもそもあの機体の開発計画は、彼が主導したものだったとも聞いている。

　書簡を届けた後、王都内に着陸せずそのまま飛び去らせたところに、バティスをこちらに渡すまいとするダジェスの本心が透すけて見える気もしたが、それはまあいい。

　もうひとつの理由は、書簡の文面そのものだった。それを読んだ瞬しゆん間かん、ボラドーは書簡がダジェス当人の手になるものと確信した。

　あんな内容は、あの男でなければ書けるものではない。

　そうこうするうち、今日がやってきた。ボラドーは留る守す居い役のシュマイザーの部隊と市内の治安維持部隊を除く配下の全軍にいつでも出撃できるよう準備させながら、王都の外の様子を絶えず窺うかがっていた。そして深しん更こうになって、突とつ如じよ南西方面から夥おびただしい喧けん騒そうが聞こえ始め、同時に火の手が次々に上がったのだった。

　ボラドーは状況を確認すべく、ただちに特務兵の一隊を送り出した。彼らはじきに戻ってきて、夜襲が確かに実行されていることや、味方の軍勢がアルトゥールのいるリュクサリア王国軍の本隊を圧倒する勢いを見せていることを報告した。

　その報告を聞いた瞬間、ボラドーは出しゆつ撃げき命令を下したのだった。

　この夜襲は、どんな形であっても成功しさえすればそれでいいというものではない。仮に自分が何もしないうちに、ダジェスがエリュシオンを倒すようなことがあれば、むしろ最悪の事態といってよかった。

　それだけはさせない、という思いが、ボラドーを急せき立たて、全軍の先頭に立って真っ暗な闇やみの中を突き進ませる原動力となっていた。

　彼は自分の目的を果たすことに夢中になっており、それゆえ気付かなかった。

　いつの間にか、彼らの周囲を取り巻く状況が、次第に変化しつつあることに。




『作戦が成功したって、どういうこと？』

　真っ先にヴィクトに向かって問いを発したのは、シンクレアだった。

『今回の戦いで我が軍が勝利を収めるためには、王都内にこもるオルガンド軍を外へ引き出すことが何より肝かん要ようでした』

　ヴィクトは戦場にあるとは思えないほどの、落ち着き払った口調で話し始めた。

『仮に長期にわたる籠ろう城じよう戦せんとなった場合、我が軍に勝ち目はなくなります。かといって強攻策も無意味です。我らが永遠の都は、十万程度の兵で力押しして落とせるようなものではないからです。……王都の外にオルガンド軍を誘さそい出し、その上で雌し雄ゆうを決するべく、私たちは三つの策を準備しました』

　そのとき、まるでヴィクトの言葉に合わせるかのように、森の一いつ角かくから立て続けに数発の閃せん光こう弾だんが投とう擲てきされ、鋭い破は裂れつ音を生じさせながら空を照らした。

『あれは……？』

　閃光弾の煌きらめきはほんの一いつ瞬しゆんで消え去ったが、パーシヴァルはそれが何かの合図のように感じられた。

　果たして次の瞬間、これまで聞こえてきたものをはるかに凌りよう駕がする、それこそ大地が爆ばく発はつしたかと思われるほどの激しい鬨ときの声が、森の全方向から一斉に湧わき起こった。




　不意に生じた予想外の鯨げい波はは、叩たたき付けるような衝しよう撃げきをボラドー率いるオルガンド軍本隊にもたらし、彼らの前進をたちどころに止めることとなった。

『何だ、今の喚かん声せいは!?』

　ボラドーは近くにいた部下に向かって怒ど鳴なった。だが誰だれかがその質問に答える暇いとまもなく、次なる変化が彼らを見舞う。

　いつの間にか、あたり一帯に森を埋め尽くさんばかりのリュクサリア王国軍の軍勢が出現しており、それらがオルガンド軍本隊に一斉に攻撃を開始したのだった。

　圧倒的な数の敵機が、ボラドーたちに向かって襲おそいかかってくる。たちまち、そこかしこで夥おびただしい剣けん戟げきが生じ、刃やいばと刃を打ち合わせる鋭い金属音が奔ほん流りゆうとなって覆おおいかぶさってきた。

　ボラドーは部下の乗るドラードがリュクサリア方の機巧鎧アームネインの単機、ないし数機がかりの攻撃によって次々に斬きり伏せられ、地面に頽くずおれていくさまを目まの当たりにした。

『馬ば鹿かな……！　こんなことが……』

　信じられない思いだった。ほんの少し前まで、自分たちはリュクサリア王国軍を散々に突き崩しながら軍を進めてきたというのに、今や一転して守勢に立たされている。

　リュクサリア王国軍は総勢十万を擁ようしていたが、四し方ほうの街道筋を中心に布陣していたため、部隊間の距きよ離りはそんなに近いわけではなかった。本陣の危急を救うべくかけつけてくるにしても、いま少し時間がかかるはずだという計算がボラドーの中にはあった。しかも特務兵の調査によって、それら各部隊は夜や襲しゆうの報に即座に対応できず、混乱しているばかりだという情報も事前につかんでいる。

　ボラドーたちの行く手を阻はばむ者など、どこにもいないはずだった。

　にもかかわらず、現実はこの有様だ。

　これだけの数の軍勢が、一体どこから現れたというのか？

『ご報告いたします！』

　そのとき、ボラドーの下もとに一機のドラードが走り寄ってきた。

『ダジェス殿でん下か、裏切り！　リュクサリアと結託して我が軍を攻撃しております！』

『何だと!?』

　ボラドーは操縦席の中で目を剝むいた。

　あのダジェスが、自分と功を争うというならともかく、まさかリュクサリアに寝返るとは。

　その事態は完全にボラドーの想像の埒らち外がいだった。

　改めて、周囲で繰り広げられている敵味方の戦せん闘とうの状況に目を向ける。

　やがて、彼の目はとらえた。

　リュクサリア王国軍のライオットに混ざりながら、次々に味方を斬きり立てている多数のドラードの姿を。

　炎によって多少は視界が確保されているとはいえ元が完全な暗あん夜や、それも森の中とあっては、全すべてを詳細に見通せるものではない。それもあって気付くのが遅くなったが、そもそも自分たちを襲おそう敵勢の中に味方が含まれていようなどと、考えもしなかった。

　ボラドーは雷らい鳴めいに打たれたかのような衝しよう撃げきに見舞われた。

　同時にひとつの仮説が、彼の脳のう裏りに閃ひらめく。

　今自分たちを襲っているこの敵勢は、実は最初からここにいた連中ではないのか。

　それならば、いつの間にかこれだけの大軍が自分たちの周辺に展開していたことも説明できる。

　ダジェスが最初に奇き襲しゆうを成功させ、リュクサリア王国軍が大混乱をきたしたというのも、初めから奴やつらが手を組んで、そのように見せかけていただけなのかもしれない。

　この自分を、王都の外へおびき出すために──

　芽生えた仮説はたちまちのうちにボラドーの中で揺ゆるぎない確信となった。リュクサリア王国軍とダジェスに対する憤ふん怒ぬで、身が焦こげそうになる。

『おのれ……！』

　ボラドーは奥歯を砕けそうなほど強く嚙かみ締しめた。




『……三つの策の一番目は、ダジェス殿下の軍勢に見せかけた部隊を使って、本陣を夜や襲しゆうさせたことです』

『最初に現れたオルガンドの軍勢は、囮おとりだったというのか？』

　パーシヴァルはヴィクトの言葉に驚おどろきを禁じ得なかった。彼の見たところ、オルガンド軍はかなりの数に上るはずだった。百機や二百機どころではない、それこそ千単位のドラードが、森の中を縦じゆう横おう無む尽じんに暴れまわっていたことだろう。

　あれが全すべて偽にせ物ものだったというのは、にわかには信じがたい話だった。

『これまでの戦いで鹵ろ獲かくした全ての使用可能なドラードを投入しています。もっとも、それだけでは足りませんでしたので、ライオットの装甲だけを換かん装そうしたものもかなり混じってはいますが。夜の戦いなので、粗あらが目立たなくて済むのは幸いでした』

　ヴィクトは事もなげにそう口にした。

　確かに、パーシヴァルたちのいる位置からも、多数のライオットとドラードが入り混じってボラドーの軍勢を散さん々ざんに攻め立てている様子を目まの当たりにすることができた。激しい剣けん戟げきの音に混じって、機士同士が声をかけ合うのも耳に入ってくる。先ほどまで刃やいばを交えていた者同士とは思えない息の合った連れん携けいぶりは、ヴィクトの発言がまごうかたなき真実であることを証明しているともいえそうだった。

　さらに、よくよく観察してみれば、ライオットと足並みをそろえて戦っているドラードは、いずれも肩の装甲の部分がぼんやりと浮かび上がって見えるようになっていた。恐らく、闇やみの中で光る植物の葉を煮詰めて作った特別な塗料を使っているのだろう。それによって、敵味方の識しき別べつを行なっているのに違ちがいない。

『なるほどな……』

　ダジェスの手て勢ぜいがリュクサリア王国軍の本陣に夜や襲しゆうをかけ、混乱を引き起こしたと見せかけることで、ボラドーの軍勢を森の中へ誘ゆう引いんする。そしてボラドーが深入りしたところを見計らって、近くで戦っていた王国軍の本隊とダジェスの手勢を装った部隊が一斉にボラドーの軍勢に襲おそいかかる。

　恐らくこの間に、王都周辺に展開する他ほかの部隊も続々と本陣に向かって進んできているに違いない。そうやってリュクサリア王国軍全部隊をもってボラドーの軍勢を取り囲み、決着を着けようという腹はらだろう。

　しかし、それにしても。

　よくもここまで大がかりな策略を巡めぐらせ、実行したものだと思う。さぞや準備にも手間がかかったことだろう。これまで戦況が膠こう着ちやくしていたのも、全ては今日のための時間稼ぎだったということか。このところリュクサリア王国軍の機士や兵士の中には、夜の間にいなくなる者が少なからずいたというが、あの偽にせ物もののドラードに乗っているのは、実はそのいなくなったはずの者たちかもしれない。

　パーシヴァルは自分の中で、これまで入手していた情報の断片がひとつひとつ音を立ててはまっていくのを実感した。

『……私たちにも事前に教えておいてくれればいいのに。もう少しで、突っ込んでいくところだったわ』

　シンクレアが不満そうな口調で呟つぶやいた。

『はかりごとをなすには味方をも欺あざむくつもりでなくてはならないというからな。恐らく王国軍の中でも、事情を知っている者の数はそう多くあるまい』

『レクス卿きようのおっしゃる通りです。策のことを前もって知らせたのは、実際に偽にせの部隊に参加する者以外は、主おもだった指揮官までに留とどめました』

　事前に情報が漏ろう洩えいしてしまっては全すべてが水の泡となる。その判断は妥当だろうとパーシヴァルも思った。ただそれだけに、事情を知っていた指揮官たちの苦労は並々ならぬものがあっただろうとも推察できた。何も知らない部下を制御しつつ、自分たちがオルガンド軍の夜や襲しゆうにより混乱に陥おちいったと見せかけるのは、さぞ困難な任務だったに違ちがいない。その後の戦せん闘とうに関しても然しかりだ。パーシヴァルが先ほど目にしたリュクサリア王国軍と囮おとり部隊の戦いは、演技ではなく真剣そのものだった。あれだけ激しくぶつかり合って、被害が皆無ということはあり得ない。指揮官たちの指示の行き届かないところで、おそらく同士討ちも数多く発生していることだろう。

『……囮部隊を率ひきいていたのは？』

　今まで黙だまっていたブランシュが口を開いた。それも気になる点だった。よほどの統率力を持った者でなければ、囮部隊の指揮を執とることは不可能だろう。今のリュクサリア王国軍にまさかそんなことのできる人材がいたとは。

　ヴィクトは背後を振り向き、ある一点を指し示した。

『向こうでエリュシオンと一機打ちを行なっていたのが、その指揮官です。我ら王国軍の中で最も信しん頼らいできる機士がその任に当たっています』




　本物のオルガンドの軍勢が凄すさまじい喧けん騒そうと共に闇やみの中から姿を現すのを見た瞬しゆん間かん、イアンの全身は怖おじ気けに包まれた。

　先日のウェンズロー砦とりででの戦いのときも同じことを思ったが、イアンにとって迫り来る敵の軍勢は、まるでそれ自体が一匹の、巨大な体を持った怪物のようだった。反射的に後ろを向いて逃げ出しそうになったのを、歯を食いしばって何とかこらえた。

　ここで自分が下へ手たなことをしたら、ここまでの皆の苦労が水の泡になってしまう。

　それだけは、絶対にあってはならない──！

　だがそうした彼の懸けん命めいな抵抗も、味方の一斉反はん撃げきにより、次第に報われそうな気配になりつつあった。

　本物のオルガンドの軍勢は味方の包囲攻撃を受け、次第に確実にその力を殺そがれていっていた。イアンの視界に、オルガンドの軍勢の先頭を切って走ってきた、一機の機巧鎧アームネインの姿が映っている。全身に剣のような飾り物を多数あしらった、見るからに他ほかとは違う外見の機体だった。恐らくはさぞ位くらいの高い人間か、名のある機士が乗っているのだろう。その証拠に、味方の機巧鎧アームネインがまるで群がるように、次々とその機体に向かって攻こう撃げきを仕掛けていく。だが相手もさすがというべきか、両手に構えた鉾槍ハルバードを強烈な速さで打ち振るい、容易に味方の肉にく薄はくを許そうとはしなかった。

　味方の機巧鎧アームネインの中には、元々敵機だったものや、敵機に外見を似せたものも多数混ざっていた。イアンはもちろんその理由を知っていたが、それでもオルガンド軍が同士討ちをしているかのような光景を目まの当たりにして、奇異の念を感じずにはいられなかった。

　まるで摩ま訶か不ふ思し議ぎな幻術を見ているようだった。

『ご無事ですか、アルトゥール殿でん下か』

　そこへ一機の味方の機巧鎧アームネインが、走り寄ってきた。その機体は先ほどまでイアンのエリュシオンと激烈な一機打ちを繰り広げていた、あのオルガンドの新型機巧鎧アームネインだった。

『はい、何とか……』

『申し訳ありません、殿下。つい全力を出してしまいました』

　新型機巧鎧アームネインの機士は、イアンに向かって詫わびの言葉を口にした。彼が自分に対し、まったく容よう赦しやのない攻めをしてきたことは、イアンも身に染しみてわかっている。息もつかせず立て続けに繰り出してきた剣けん撃げきの速さ、機体の反応の鋭さ、どれをとっても本気だった。結果的に一度も直撃を受けずに済んだが、それは運が良かっただけだと考えるべきだろう。もし本当に食らっていたら、到底無事では済まなかったに違ちがいない。それほどの凄すさまじい攻撃だった。

　だがそれでも、イアンの中に相手の機士に対する憤いきどおりの気持ちはまったく起こらなかった。

『いいんです。そうするのは予あらかじめ決めてあったことですから。……気にしないでください、ヒュームさん』




　ランディ・ヒューム。リュクサリア王国内に大きな政治的地位を占める五公こうのひとり。

　囮おとり部隊を率ひきいていたのはそのヒュームだった──

　ヴィクトの口からその名前を聞かされたとき、確かに彼以上の適任者は他ほかにいないだろうとパーシヴァルも思った。先ほどのエリュシオンとの戦せん闘とうでも、相手の新型機は決して荒々しいだけに終わらない、洗練された所しよ作さを随ずい所しよに見せていた。決して一いつ朝ちよう一いつ夕せきに身につくことのない、長年にわたって正しい鍛たん錬れんを続けてきた者だけが実現可能な動きというのだろうか。乗っていたのがヒュームとわかれば、それも納得だった。

　さらにいえば、そういった実力面だけでなくヒュームの持つ五公という肩書き、周囲に対する影えい響きよう力の強さといったものも、作戦を成功させる上で不可欠だったということだろう。恐らくヴィクトはそこまで見越して、彼を抜ばつ擢てきしたのに違いない。

『ボラドー王おう太たい子しに対しては、事前にダジェス殿下の筆に見せかけた書しよ簡かんを送って、今日の夜や襲しゆうを予告しておきました。信しん憑ぴよう性せいを高めるため、鹵ろ獲かくした新型機巧鎧アームネインを使って空から書簡を王都に届けさせたのが功を奏したようです』

『……三つの策の二番目というわけか』

　パーシヴァルがヴィクトの言葉を継いだ。

『よくそんなことまでしたわね』

　すかさず、シンクレアが呆あきれたように口にする。

『結果的にうまくいったからいいようなものの、一歩間ま違ちがえればどうなっていたかわからないんじゃない？　もしここに、本物のダジェスの部隊が襲おそって来たらどうするつもりだったの？』

『無論、そうならないよう、ダジェス王子に対しても手は打っています。……それが三つの策の三番目です』

　ヴィクトはどこか不敵そうにも聞こえる口調で、そう答えた。




　メルツァーの視線の先には、両手に剣を構えたダジェスのバティスと、エリュシオンがいた。

　両機は武器を構え、数リムの距きよ離りを隔てて対たい峙じしていた。どれくらいの間そうしていただろうか。互いに相手の隙すきを窺うかがっているのか、どちらもまったく動こうとしないまま、時間だけが経過していた。最初に両機が接触した際、ダジェスがバティスの両手の剣を振るって斬きりかかり、エリュシオンがそれを長剣で受け止めるという攻防が展開されたが、打ち合いはその一回だけだった。ダジェスのバティス、エリュシオンともすぐに相手から離はなれ、以後ずっと同じ体勢でにらみ合いを続けている。

　メルツァーの周辺では、この間もリュクサリア王国軍との間で激しい戦せん闘とうが繰り広げられていた。敵味方の多数の機巧鎧アームネインが発する種々の破は砕さい音や打だ撃げき音に、生なま身みの人間が放つ様々な感情を乗せた叫さけび声が加わり、森の中は夥おびただしい喧けん騒そうに包まれている。

　それでも、ダジェスのバティスとエリュシオンに変化はなかった。どちらもまわりの騒そう擾じようなど完全に意識の外に追いやっているかのように、お互いのほうを向いたまま動こうとしない。

　そんな両機が醸かもし出す目に見えない圧力を感じ取ったのか、別の誰だれかが間に割って入ることもなかった。

　いつしか彼らの周囲では、敵味方問わず多くの者が戦闘を停止し、遠巻きに輪を作ってダジェスのバティスとエリュシオンの様子を見守るようになっていた。メルツァーと彼の部下たちもその輪に加わっている。

『……お前は誰だ』

　不意にダジェスが、エリュシオンに向かって質問を発した。静かだったが、内に激しい怒いかりを秘めていることがわかる声だった。

『お前は野の良らではないな。その鎧よろいも、本物ではあるまい』

　何だって？

　ダジェスの言葉を聞いて、メルツァーは操縦席の中で息を吞のんだ。

　あそこにいるのはエリュシオンではなく、中に乗っているのもアルトゥールではない？

　まさか、そんなことが──




　本物そっくりに装よそおった偽にせのエリュシオンに別働隊を率いさせ、ダジェスの陣に奇き襲しゆう攻こう撃げきをかける。

　それがヴィクトの明かした、三つの策の三番目の内容だった。

『元々そのエリュシオンは、ボラドー王おう太たい子しを王都から引きずり出すのに用いるつもりで準備していたのですが、カーマイン峡きよう谷こくの一件を機に方針を変更しました』

　ヴィクトは相変わらず落ち着いた口調のまま、話を続ける。

『あの戦いで得た捕ほ虜りよを尋問したところ、あの一件が完全にダジェス王子の独断ということがわかったからです。ダジェス王子はエリュシオンを討つことに殊ことの外ほかこだわっていたようなので、目の前に姿を現せば、必ずやそちらに意識が向くものと判断しました』

『そうやってこちらの騒動から彼の目を逸そらさせ、合流するのを阻はばんだというわけか。……貴公の話を聞いて、誰だれがその偽のエリュシオンに乗っているのかも、大体わかった気がするな』

　パーシヴァルはヴィクトに向かって口を開いた。

『そのご想像はおそらく当たっていると思います、レクス卿きよう。この大役をこなせるのは、我が軍の十万を超える将兵の中でも、たったひとりしかいないでしょう』




『……もう一度聞く。お前は誰だ』

　ダジェスが再び、エリュシオンに向かって問いかけた。

　今やダジェスのバティスと、彼が偽にせ物ものと断じたエリュシオンを中心として、あたり一帯に息詰まるほどの気が充満しつつあった。

『いわずとも大体見当はついているがな。お前の手にしている剣の持ち主の噂うわさは、俺おれの耳にも入ってきている』

　メルツァーは固かた唾ずを吞んで両機の様子を見つめていた。

　やがて、エリュシオンの操縦席の中から声が聞こえてくる。

『……なるほど、このファルコンから、こちらの正体に気付きましたか。一応は物の見える方のようですね。これでも自分ではすっかり王子殿でん下かになりきったつもりで悦えつに入いっていたのですが、詰めが甘かったようですね』

　聞こえてきた声はどこか皮肉めいた、同時に芝居がかった調子のものだった。

『そこまでばれているなら、もはや隠かくしておく必要もありませんね。あなた方のような蛮ばん人じんに名乗るには惜しい気もしますが、教えて差し上げますよ。……私の名はジョエル・オルグレン。栄光と勝利に彩いろどられたリュクサリア王国の公こう爵しやくです』




　ボラドーは自身が機乗するドラードに持たせた鉾槍ハルバードを縦じゆう横おう無む尽じんに振るい、次々襲おそいかかってくるリュクサリア王国軍の機巧鎧アームネインを撃げき退たいし続けていた。相手が剣のときは間合いの長さを活かして鮮せん烈れつな突きの一撃をくれ、長なが柄えのときは正面から打ち合って得え物ものごと機体を粉ふん砕さいする。機体の随ずい所しよに剣の装飾をあしらったドラードが鉾槍ハルバードを一いつ閃せんさせるたび、操縦席の中からまるで猛もう獣じゆうの咆ほう哮こうのような叫さけび声がほとばしり、周囲に拡散していった。操縦席の中のボラドーは両目を血走らせ、髪かみを振り乱しながら、操そう演えん桿かんを握にぎる左右の手にますます力をこめる。そんな彼の姿をもしも誰だれかが目まの当たりにしていたら、間ま違ちがいなく鬼と評したことだろう。

　ボラドーの心は憤ふん激げきに燃え盛っていた。それは自分を嵌はめたリュクサリア王国軍と、ダジェスに対する怒りだった。

　彼は自分たちの眼前にいるのがリュクサリアの囮おとり部隊であることに未いまだに気付いていない。自分の異母弟がおよそ二リグド（約十キロ）北の地点に今も拘こう束そくされていて、偽にせのエリュシオンに率いられたリュクサリア王国軍の別働隊と交戦中とは知る由よしもなかった。

『第三部隊、潰かい走そう！　これ以上戦列を維持できません！』

『ええい、あの役立たずが！』

　ボラドーは罵ののしりの声をあげた。第三部隊の指揮を任まかせていたのは彼の従弟いとこにあたるガーラシュだった。先日のウェンズロー砦とりでにおける戦いの際、ボラドーの名みよう代だいとして司令官に任じた人物でもある。ボラドーは彼が少年のころから目をかけており、今回も先の失敗を挽ばん回かいする機会を与えるべく作戦に参加させていたのだが、どうやらまったくの見込み違ちがいだったらしい。

『おのれ……！』

　搾しぼり出すような声が口から漏もれた。敵の策略にかかったとわかったときから、もう何度同じ言葉を発したか、自分でもわからなくなっている。

　ボラドーは前方に視線を走らせ、エリュシオンの姿を探した。こうなったからには、状況を打開する方法はたったひとつしかない。

　それは当初の目もく論ろ見み通り、エリュシオンを自らの手で討ち果たすことだった。

　彼は激しく斬きり結び合う敵味方の間に、改めて目指すリュクサリアの決戦機の姿をとらえた。

　その隣となりには、あのバティスの姿も見える。

　二機が並んでいるのを目にした瞬しゆん間かん、ボラドーの全身の血がたちまち沸ふつ騰とうした。

　ふたりそろって、この自分が討ち取られるところを高みの見けん物ぶつでもしようという腹はらか。

　断じて貴き様さまたちの思い通りにはさせぬ！

『殿でん下か、ご無事ですか！』

　そこへ野太い叫び声を発しながら、自分のドラードに乗った万ばん機き将ガズレイが敵の包囲を切り開き走り寄ってきた。ボラドーはガズレイとバルテルの両万機将に自分が率いているのと同数の三千機ずつの機巧鎧アームネインを預け、合計九千機でもって王都の外へ押し出して来ていた。

『ガズレイ、貴き様さまも付き合え。かくなる上は向こうにいるエリュシオンとダジェスめを、何としてもこの手で屠ほふってくれる』

『承知』

　ガズレイの返事が聞こえた次の瞬しゆん間かん、ボラドーは手にした鉾槍ハルバードを構え直すと、ひときわ大きな咆ほう哮こうを発しながらエリュシオンのいる方向に向かって地面を蹴けっていた。

　ガズレイもすかさず後に続く。彼の乗機は両肩に巨大な棘とげ付きの肩当てを備え付けた重装機ヴアンカー仕様のドラードで、その押し出しはボラドーの機体に勝まさるとも劣らなかった。

　二機の機巧鎧アームネインが、壁を作って行く手を阻はばもうとするリュクサリア王国軍のライオットや偽装したドラードを破は砕さい音と共に次々になぎ払い、猛もう然ぜんと突進していく。

　その様子を見ていたイアンは、操そう演えん桿かんを握にぎる手に力をこめ、口を固く引き結びながら、エリュシオンの足を一歩前に踏ふみ出した。

　間もなく、あの二機は自分たちのところへ到達するに違ちがいない。イアンはそう確信していた。周囲を守っている近衛このえ部隊では、彼らの突進を止めることはかなわないだろう──

『ボラドー総司令と、ガズレイ将軍の機体に間違いありません。将軍のほうは私にお任まかせください。彼にはちょうど、貸しもありますので』

　ヒュームが声をかけてきた。

『わかりました』

　イアンはそう答えるのと同時にエリュシオンの剣を構え、さらに前へと進んだ。

　イアンのエリュシオンと、ボラドーのドラード。

　ヒュームのバティスと、ガズレイのドラード。

　四機の機巧鎧アームネインが直接刃やいばを交えたのは、ほんのわずか後のことだった。




　リュクサリア王国公こう爵しやく、ジョエル・オルグレン。

　その名を聞いた瞬間、メルツァーは周囲の空気が凍り付いたような感覚にとらわれた。

　それは必然的に、今目の前にいるエリュシオンが本物ではないということも同時に意味していた。

　とはいうものの、にわかには信じがたい。

　先日の王都攻略戦の際、本物のエリュシオンと遭そう遇ぐうし、交戦の経験を持つメルツァーにも見分けがつかないほど、目の前の偽にせ物ものは本物そっくりの外見をしていたからだ。

　さらにいえば、それを即座に本物でないと見抜いたダジェスの観察眼も、凄すさまじいという他ほかなかった。

『この絵え図ずを描いたのはお前か、偽物』

　ダジェスがオルグレンに向かって質問した。相変わらずの、静かな口調だった。

『人に名乗らせておいて偽物呼ばわりとは失礼極まりない話ですが、あなた方に礼節を説いても始まりませんね。……考えたのは私ではありませんよ。我が軍にも悪知恵の働く者がいましてね。その者の発案です』

『ご報告いたします！』

　そこへ一機のドラードが走って現れた。

『ここより南、二リグドの地点にてボラドー総司令、ガズレイ将軍、バルテル将軍の機巧鎧アームネイン部隊がとリュクサリア王国軍と交戦中！　苦戦している模様です！』

　メルツァーの周囲で一斉にどよめきが生じた。

　彼自身も、その報告を聞いて信じられない思いだった。

　なぜ総司令が王都の外に出て、リュクサリア王国軍と戦っているのか。

　自分たちの前に偽にせ物もののエリュシオンに率いられた部隊が現れたことといい、全すべてが現実離ばなれした、虚構の出来事のようだった。

　突とつ如じよ、けたたましい笑い声がその場に響ひびき渡った。メルツァーの意識は反射的に声の主のほうへと引き付けられる。

　笑っていたのはダジェスだった。

『なるほど。これがお前たちの狙ねらいか。どうやってボラドーを釣つり出したのかは知らんが、うまくやったようだな』

　心底おかしくてたまらないといった口調で、彼はオルグレンに話しかけた。

『お陰かげ様さまで。今いま頃ごろはヒューム公こうあたりが、王おう太たい子しを討ち取っているかもしれませんね。そうなれば、私の目的のひとつも達成されることになります。事が決するまであなたをこの場に拘こう束そくし、王太子の下もとへ救援に向かわせないという目的がね』

　そういいながら、オルグレンは自分が乗っている偽物のエリュシオンをダジェスのバティスに向かって改めて身構えさせた。

『それでは、もうひとつの目的のほうも果たさせていただきましょうか』

『いいだろう。ここまでやった褒ほう美びに、相手になってやる。そんな紛まがい物もので、何ができるとも思えんがな』

　ダジェスもその場でバティスの腰を落とし、臨りん戦せん態勢を取り直す。

『その大たい言げんをいつまで続けていられるか、見み物ものですね。ただの紛い物かどうかは、すぐにあなたのその身に教えて差し上げますよ』

『お前は間ま違ちがっている。お前の間違いはふたつだ、偽物』

　そうやって話している間に、ダジェスとオルグレンの間に急速に気が満ちていくのをメルツァーは感じ取った。肌を突き刺し、息苦しさすら感じるほど濃密な、あふれんばかりの殺意と闘とう志しが渾こん然ぜんとなって醸じよう成せいされた気だった。

『ひとつは、俺おれがボラドーの下へ救援に行くなどと考えていたことだ。俺があんな奴やつを助けるはずがない。それともうひとつは……』

　話しながら、ダジェスはバティスの両手に持たせた剣を、ゆっくりと振り上げていく。

『……もうひとつは、俺おれを騙だまそうとしたことだ。その時点でお前の命運は尽きた』

　次の瞬しゆん間かん、強烈な風をまとって、ダジェスのバティスが偽にせのエリュシオンに飛びかかっていった。

　偽物のエリュシオンのほうもすかさずこの動きに反応し、迎げい撃げき態勢を取る。

　双方の刀とう身しんと刀身が交こう錯さくした瞬間、耳が裂さけるかと思うほどの鋭い金属音がその場に生じた。

　ダジェスとオルグレンの本格的な戦いが、ついに始まった瞬間だった。




　アルトゥールとボラドー、両軍を率いる総司令官同士が激突するに及んで、戦場の喧けん騒そうはあたかも頂点に達したかのようにひときわ激しさを増した。

　そうした中、パーシヴァルの視線は当然のように、ボラドーのドラードと戦うエリュシオンに釘くぎ付づけになっていた。

「始まったか……」

　操縦席の中で、誰だれに聞かせるともなく呟つぶやく。今回の任務を命じられ、リュクサリアへやって来るまでの間に、パーシヴァルはアルトゥールとエリュシオンに関してわかる限りの情報を入手していた。その中にはアルトゥールがウェンズローで『黒い牙きば』とあだ名されるオルガンド軍の機士マンフレートと戦ったときの様子も含まれている。リュクサリア王国軍の中に紛まぎれ込んで戦せん闘とうを直じかに目撃していた者と面会し、直接報告を聞いたりもした。

　パーシヴァルがつかんでいた情報によれば、アルトゥールの戦い方はかなり変則的とのことだった。先ほどのヒューム相手のときはそこまでとは思わなかったが、このボラドーとの戦いで、あるいはアルトゥールの本当の姿を目にすることができるかもしれない。

　戦場に到着したときに感じた全身のざわめきが、さらに強くなるのを彼は実感した。

『さて、これで私の説明は全すべて終わりました。作戦が成功したといっても、状況はまだ予断は許しません。これより私も、戦せん闘とうに参加します。護ご衛えい騎士団の皆様方も、ぜひともお力をお貸しいただければ幸いに存じます。王都奪だつ還かんを果たせるかどうかは、今後の戦いぶりにかかっておりますので』

　ヴィクトが声をかけてきた。その口調は、ここまで積極的に戦闘に参加せず、傍ぼう観かんに徹てつしていたパーシヴァルたちを皮肉っているようでもあった。

『肝心なことを隠かくしておいて、よくもぬけぬけとそんな風にいえるわね。あなたって、私が想像していたよりも随ずい分ぶんあくどい人みたい』

『恐れ入ります』

　ヴィクトはシンクレアの言葉にも動じた様子を見せず、では、といってこの場を立ち去ろうとした。

『待ってくれ、フォティオス卿きよう』

　そのヴィクトに向かって、パーシヴァルは声をかけた。

『最後にもうひとつだけ、質問してもいいだろうか？　どうしても貴公に聞いておきたいことがあるのだ』




　目の前の機巧鎧アームネインの中から鋭い叫さけび声が発せられ、それと同時に巨大な鉾槍ハルバードの刃やいばが、上段から叩たたき付けるような風圧と共に襲おそいかかってきた。

　エリュシオンは右手に剣を握にぎっていたが、イアンは打ち合おうとせず、代わりに操縦席の中で身を捻ひねった。機体の動きを頭の中で思い浮かべると、即座にその通りの反応が返ってくる。

　エリュシオンは相手の攻こう撃げきを、半はん身みになってよけた。

　操縦席と紙かみ一ひと重えの位置を鉾槍ハルバードの刃がかすめ、激しい風かぜ音おとと共に、切り裂かれた空気が扉とびらに叩きつけてくる。

『逃がすか！』

　ボラドーは地面に打ち下ろした鉾槍ハルバードを、今度は振り上げがてら横なぎにエリュシオンに打ち込んできた。

　イアンはすかさずエリュシオンを後方へと跳とび退しさらせ、これも回避する。

　ボラドーの攻撃はなおもやまなかった。エリュシオンを追って自身もさらに前へと踏ふみ込み、返す刀で逆方向への薙なぎ、またはいったん槍そう身しんを手元へ引き寄せての突きと、立て続けに猛もう攻こうを繰り出してくる。

　鉾槍ハルバードの刃が空くうを切るたび、エリュシオンの操縦席の中に耳鳴りのような風かざ音おとが響ひびき渡った。その風音に身を浸ひたしながら、イアンは飛び跳はねるような動きで機体をさらに後退させ、ボラドーの攻撃をことごとくよけきる。

　この間、ただ闇やみ雲くもに下がるばかりでなく、後方や左右の状況に目を配くばることも忘れなかった。ダジェスと戦った際、後ろに崖がけが迫っていることに気付かず、窮きゆう地ちに陥おちいった経験が、イアンの意識に変化をもたらしていた。

『小こ癪しやくな！』

　不意にボラドーが、今度は下段からエリュシオンの足を狙ねらって鉾槍ハルバードの一撃を見舞ってきた。足を払って転倒させようとするかのようなその攻撃に対し、イアンは反射的にその場で跳び上がって対抗する。

　操縦席の中で両足に力をこめ、床を蹴けった瞬しゆん間かん、機体が浮き上がった。その真下を、鉾槍ハルバードの刃が地面の土を抉えぐりながら通過していく。埋まっていた石と刃がかち合う耳みみ障ざわりな音がイアンの耳に飛び込んできた。

　再び地面に機体を着地させた瞬間、彼は自分のすぐ背後に、何かの気配を感じた。急いでそちらに視線を向けると、そこには組み打ち状態となって戦い続ける敵味方の機巧鎧アームネインの姿があった。

　これ以上下がると、彼らにぶつかってしまう──！

『もう逃げられんぞ！』

　ボラドーもこの機を逃さなかった。機巧鎧アームネインの足を大きく前に踏ふみ込ませるのと同時に、再び上段に振り上げた鉾槍ハルバードを、エリュシオン目がけて思い切り振り下ろしてくる。

　次の瞬しゆん間かん、イアンはボラドーに向かって自分から距きよ離りを詰めていた。肉にく薄はくする鉾槍ハルバードの刃やいばを、腰を落としつつ機体を半はん身みにしてかわすと共に、自らの間合いに相手が入るのを見計らい機体の右手に握にぎった剣を払い上げるように打ち込んでいく。

　刀とう身しんがボラドーの機巧鎧アームネインの肩の装甲を直ちよく撃げきし、甲かん高だかい金属音を立てながら、そこにあしらわれていた装飾をことごとくなぎ払った。

　そのまま、イアンはエリュシオンの勢いを殺さずボラドーの機巧鎧アームネインの脇わきをかすめ、背後へと走り抜けていた。

　ボラドーもすぐに背後に向き直り、両機は再び武器を構えて対たい峙じする。

『おのれ……よくもちょこまかと……！』

　ボラドーの声が機巧鎧アームネインの中から聞こえてきた。そこには怒いかりだけでなく、明らかな疲労の気配も感じられる。

　消耗しているのはイアンも同じだった。彼の全身は汗にまみれ、呼吸も荒くなっている。先ほどヒュームと本気で渡り合ってからほとんど間まを置かない、短い間の立て続けの戦せん闘とうは、確実にイアン自身の肉体に多大な負担を強しいていた。

　しかし、それでも不思議と疲れは感じなかった。

　何としても王都を取り戻し、この戦いを終わらせる──

　その思いが、今のイアンを衝つき動かしていた。目の前のボラドーをもし倒すことができれば、リュクサリア王国軍の勝利は確定的なものとなるだろう。逆に自分が敗れたり、明らかな劣勢に追い込まれたりしたら、周囲にどれほどの悪あく影えい響きようを及ぼすか計り知れない。それゆえ、この一機打ちは絶対に負けられない戦いであり、疲れている場合ではないというのが正直なところだった。

　向かい合ったボラドーの機巧鎧アームネインの全身に素早く目をやり、どこに攻撃を当てるのが一番効果的かと頭の中で考える。今の感触からすると、肩の装甲ではあまり効果が期待できそうにない。狙ねらうなら操縦席の装甲の隙すき間まか、それとも武器を持つ手か。はたまた頭部か。

　そのとき、不意に横合いから鬨ときの声が聞こえてきた。味方の増援がやって来たのかと思いながらそちらを見たイアンは、新たにその場に出現した軍勢の姿を見て思わず息を吞のんだ。

　現れたのは本物のオルガンド軍の部隊だった。

　なぜそれがわかったかといえば、先頭を走ってきた機巧鎧アームネインの外見が特徴的だったためだ。夜のため機体の色ははっきりしなかったが、左右に大きく張り出した肩の装甲や、腰の部分に装着した長い前当てによる、巨大な蝶ちようのような外見には確かに見覚えがあった。

　先日、オルグレンと戦った機体に間ま違ちがいない。

『何としても殿でん下かをお守りせよ！　全機突とつ撃げき！』

　巨大な蝶ちようのような機巧鎧アームネインから女の声が聞こえ、手にした鉾ほこが振るわれるのと同時に、部隊全体が一丸となってイアンたちのほうへ突っ込んでくる。

　周囲にいたリュクサリア王国軍の機巧鎧アームネインが、この部隊の動きを止めようと間に立ち塞ふさがった。しかし、敵部隊の勢いは止まらない。激しい衝しよう突とつ音を生じさせながら次々に味方を弾はじき飛ばし、イアンとボラドーのいるほうへと遮しや二に無む二に突き進んでくる。

　まずい。

　このままでは、あの蝶のような機巧鎧アームネインとも、同時に戦う羽は目めになりかねない──

　それはあまりに無む謀ぼうというものだった。イアンは急いで周囲に視線を走らせ、ヒュームの姿を探した。せめて彼がそばにいてくれれば。だがあいにく、ヒュームは少し離はなれたところでガズレイの機巧鎧アームネインと激しく渡り合っている最中だった。イアンを守る近衛このえ部隊の機士たちも乱戦状態の中それぞれが敵機との戦いに追われており、咄とつ嗟さにエリュシオンのそばにつけそうな者は見当たらない。

　ここはいったん距きよ離りを取るべきか？

　そんな考えがイアンの頭をよぎったものの、いざ実行するとなると成功の可能性は低そうだった。こうしている今も、ボラドーの機巧鎧アームネインの攻撃はなおも続いていたからだ。こちらが離れようとしても、間違いなく後を追ってくるだろう。イアンはそう簡単にボラドーが自分とエリュシオンをあきらめるとは、到底思えなかった。

　だったら、どうすればいいのか。

　この状況を打開する最善の方法は、一体──？

　その答えはイアンのまったく想像していなかった、さらなる新たな部隊の参戦という形で示された。

　イアンの後方から現れたその部隊は、戦っているエリュシオンとボラドーにはまったく構おうとしなかった。ひとまとめになってその脇わきを通過し、巨大な蝶のような機巧鎧アームネイン率いるオルガンド軍部隊の前に立ちはだかる。

　次の瞬しゆん間かん、耳をつんざくほどの轟ごう音おんを生じさせながら、両部隊が激突した。

『何だ、この機巧鎧アームネインは？　こんな機体は見たことがないぞ！』

　ボラドーの動どう揺ようする声がイアンの耳に聞こえてきた。

　イアンはその部隊の正体を知っている。

　パーシヴァル率いる、クルドニアの護ご衛えい機士団だった。

『遅くなりまして申し訳ありません、アルトゥール殿下』

　一機の機巧鎧アームネインが戦っているイアンとボラドーのそばへと近付いてきた。夜の闇やみの中では色ははっきりしなかったが、それが黄金色の装甲を持つ機体であることはわかっている。

　聞こえてきた声はパーシヴァル本人のものだった。

『敵部隊は我らが食い止めます。殿でん下かは心置きなく、ボラドー王おう太たい子しとの戦いを続けられよ』

　パーシヴァルはそれだけを告げると、すぐに走り去った。

　イアンはすかさず、ボラドーの機巧鎧アームネインに向き直った。

　ボラドーのほうも、巨大な鉾槍ハルバードを改めて振りかぶり、攻こう撃げき態勢を取る。

　両機が再び激突を開始するまでに、時間はかからなかった。

　バルテル率いるオルガンド軍の部隊に、パーシヴァル率いる教導騎士団の部隊。新たに参戦した戦力を加え、周辺一帯の狂きよう騒そうはさらにその度合いを増したかのようだった。




　パーシヴァルがイアンに参戦の意を告げ、部隊に戻ったときには、既すでに配下の機士たちとバルテルの部隊との間で激しい戦せん闘とうが開始されていた。

　数は向こうのほうが多い。恐らく、『紫し電でん』と呼ばれるバルテル直属の部隊だろう。機動性を大幅に強化したドラードを多数そろえ、バルテル自身も特別製の機巧鎧アームネインピッケレルに乗っていることは、事前の調査で把は握あくしている。

　無論、機動性に関してはパーシヴァルたち教導機士団の機巧鎧アームネインガラチアも負けるものではない。何といっても『工房』の誇る新型機だ。性能面でいえばドラードを凌りよう駕がするのは間ま違ちがいないはずだった。

　とはいえ、個々の機体の性能だけで戦いの結果が決まるようなものではないということも、パーシヴァルはよくわかっている。要ようは使い方だった。

　今、教導騎士団の面々は密集隊形を取り、壁かべを築いてバルテルの部隊の突進を食い止めつつ、突出してきた敵に対して的確な反撃を加える作戦を取っていた。パーシヴァルの指示によるものだ。

　今のところ、その狙ねらいは概おおむねうまくいっているといえそうだった。配下の機士たちはいずれも盾たてを構えて守りの体勢を取り、紫し電でんの面々による激しい突進を、一歩も退くことなく受け止めている。これならそう簡単に崩れることはあるまいと思わせる、堅守ぶりだった。

　ただし、中には例外もいた。パーシヴァルは地面に根を生はやしたように動かない味方のガラチアの群れの中にあって、たった一機だけ自由奔ほん放ぽうに動き回り、剣と盾を構えて敵機と盛んに斬きり結んでいる機体がいることに気付いた。

　その機体が誰だれのものかはすぐわかった。シンクレアだ。

　そして彼女が刃やいばを交えている相手は、バルテル本人だった。

『悪いけど、私、待たされすぎてものすごく腹が立ってるの。だからあなたには、そのはけ口になってもらうわ』

　シンクレアの声が伝声器越しに聞かせてくる。本人にしてみれば今の気持ちをそのまま吐と露ろしているだけなのだろうが、聞かされているほうにしてみれば侮ぶ辱じよく以外の何物でもない。

『戦いに私情を持ち込むとは獣けものも同然だ。どこの雌めすかは知らないが、ここで死んだほうがよさそうだな』

　そう答えるなり、バルテルのピッケレルが巨大な鉾ほこを中段に構え、シンクレアのガラチアに向かって鉾先を思い切り突き入れていった。

『いったわね！』

　激しい金属音を生じさせて、シンクレアが盾たてでこの攻こう撃げきを受け流す。バルテルはすかさず、今度は鉾先を切り返して横なぎの一撃を放った。シンクレアはこの攻撃も軽々と受け止める。
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　バルテルの力量はさすがオルガンドの誇ほこる万ばん機き将だけあって、確かだった。機体の身のこなしから鉾の扱いに至るまで、まったくそつがない。相手を挑ちよう発はつすることに関しても一いち日じつの長ちようがある印象だった。

　ただ、それでも勝つのはシンクレアだろうとパーシヴァルは確信していた。教導機士団隊長の地位は限りなく重い。若くしてその地位に上のぼり詰めたシンクレアの実力を、すぐにバルテルは思い知ることになるはすだった。

　シンクレアの命令違反に関しては、戦いが終わった後で追及しよう。

　そう心に決め、パーシヴァルは自らも味方の壁かべに加わっていった。




　パーシヴァルたちの援軍部隊がバルテルの部隊と激突し、戦場の喧けん騒そうがひときわ激しくなった隙すきを突いて、ヒュームはいったんガズレイから離はなれた。

　追いすがってくる敵機を部下たちに抑えさせ、その間に立たち木きや戦っている敵味方の間を縫ぬって夜の闇やみを走り、戦せん闘とう区域の端まで一気に到達する。一本の木の袂たもとに機体を寄せ、足を止めたところへ、数機の機巧鎧アームネインが追いついてきた。一機は両刃の鉾槍ハルバードを携たずさえたライオットで、残りはドラードだった。とはいっても、乗っているのは全員ヒュームの部下で、敵ではない。

　ドラードに乗った部下たちは、ヒュームが乗っていたオルガンドの新型機とライオットを護ご衛えいするように周囲を囲んだ。

　ヒュームは自分が乗っていた機巧鎧アームネインの操縦席の扉とびらを開け、地面に飛び降りた。冷たい夜の空気が汗で火ほ照てった体を心地ここちよく包み込む。

　そばに止まったライオットの中からも、すぐにひとりの機士が飛び出してきた。

「公こう爵しやく様、ご無事ですか？」

「当たり前だろう。俺おれが後おくれを取るとでも思っているのか」

　ヒュームは機士に向かって答えたが、そうはいいつつも、実際はかなり厳きびしい戦いを強いられていたということは、彼自身自覚していた。背後を振り返り、自分が今まで乗っていたオルガンド軍の新型機を下から見上げる。全身の装甲が大小いくつもの傷に覆おおわれていた。いずれもアルトゥールではなく、ガズレイとの戦闘でつけられたものだ。中にはかなり大きな裂傷もあった。もう少し相手の踏ふみ込みが鋭ければ、致命傷になっていたかもしれない。オルガンド軍の部隊を装うため、こちらが慣れない機体に乗って戦ったせいもあるが、それを差し引いてもかなりの苦戦だった。ガズレイの実力はさすがというべきだろう。

　だが、そんな苦労もここまでだ。

　ヒュームはライオットに近付いていき、操縦席へとよじ登った。

　このライオットこそが、長年にわたって愛用してきたヒュームの本当の乗機だった。彼は機会を見つけ次第、いつでもこちらに乗り換えられるよう、部下に命じてそばに待機させていたのだった。

　左右の操そう演えん桿かんに手を伸ばし、握にぎり締めた瞬しゆん間かん、やはり自分にはこの機体が一番しっくりくると実感する。

「よし、出るぞ！」

　操縦席の扉を閉めながら、周囲の部下たちに向かって叫さけんだ。

『ご武運を！　公爵様！』

　皆の激励を受けながら、ヒュームは足に力をこめて操縦席の床を蹴けった。たちまちライオットが反応し、全力疾走を開始する。

　先ほどと同じように闇の中を走って進み、やがて、夥おびただしい殺意と熱気と騒音に支配された戦場へと復帰した。

　ヒュームは敵味方が入り乱れて戦う乱戦状態の中、目指すガズレイのドラードを見つけると、一直線にそちらへ向かっていった。

『お待たせした、ガズレイ将軍。改めてお手合わせ願おうか』

　相手の眼前に躍おどり出たところで、名乗りを上げる。

　ガズレイは護ご衛えいの機巧鎧アームネイン数機に囲まれていたが、ヒュームの声に反応したかのように、鉾槍ハルバードを構えて前に足を踏ふみ出してきた。

　まるで先日のウェンズローでの戦いを再現しているかのようだった。

『何度来ようと結果は同じだ』

『そうかな』

　ヒュームは機体の腰を落とし、戦せん闘とう態勢を取った。すぐにガズレイもそれにならう。

　一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もくの後、両機は同時に動いていた。互いに機体の腰をひねり、手にした鉾槍ハルバードを大きく振りかぶるや、鋭いうなりをあげながら相手の機体目がけて打ち下ろしていく。たちまち、巨大な刃やいば同士が空中で激突し、甲かん高だかい音を響ひびかせた。

　そのままヒュームのライオットとガズレイのドラードは、力比べに移行した。これも前回と同じだった。

　ヒュームは操そう演えん桿かんをつかむ両手に渾こん身しんの力をこめ、押した。機体の全身から、悲鳴のような軋きしみ音が生じる。

　違ちがいが生じたのはここからだった。前回はヒュームが力負けし、いったん距きよ離りを取る羽は目めになったが、今度はそうならなかった。力比べが続くうちに、ヒュームの鉾槍ハルバードの刃が、まるで吸い寄せられるようにゆっくりとガズレイのほうへと迫っていく。

　ガズレイは弾はじかれたように後方へと跳とび退しさった。

『ば、馬ば鹿かな。こんなはずでは……』

　焦しよう燥そう感と戸と惑まどいの相半ばした声が、ドラードの中から聞こえてきた。

『前の俺おれと同じと思ってもらっては困る』

　ヒュームは先日の戦いの後、専属の調律士に命じ、愛機の出力をさらに上げさせていた。全てはガズレイとの再戦を期してのことだ。調律士からは、操縦感覚がこれまでと大きく変わることを理由に反対されたが、そこは強引に押し切った。

　ヴィクトから今回の作戦の予定を伝えられ、新型機に乗ってオルガンド軍を偽ぎ装そうするよう依い頼らいされたときはそうした努力も無む駄だに終わるかと懸け念ねんしたものだったが、そうならずに済んだのは幸いだった。

　これならいける。ヒュームは大いに手ごたえを感じ取っていた。

　ふと周囲に視線を向けた彼は、遠くのほうでアルトゥールのエリュシオンとボラドーのドラードが戦っている様子を目に留とめた。

　両機とも戦意はますます燃え盛っているといわんばかりに、火の出るような猛もう撃げきを相手の機体に向かって繰り出している。

　そんな両機の周囲を双方の機巧鎧アームネインが取り巻いていたが、あまりの激しい戦いぶりに見守ることしかできないといった様子だった。

　アルトゥールがあれだけ力戦しているからには、自分も負けてはいられない。

　ヒュームは決意を新たにし、操そう演えん桿かんを握にぎる両手に力をこめた。

　同時に、意識の片かた隅すみでここにはいないオルグレンのことを思う。

　ジョエル、お前のほうは今どうなっている？




　ダジェスの操あやつるバティスの蹴けりが偽にせのエリュシオンの胴体をまともにとらえた瞬しゆん間かん、装甲が潰つぶれる耳みみ障ざわりな音が生じ、そのまま機体を後方へと吹き飛ばした。偽のエリュシオンは立たち木きに激突し、そのまま腰から地面に頽くずおれる。破は砕さい音と共に木の幹がへし折れ、地面に転がった。

『どうした、偽物。お前の力はそんなものか！』

　ダジェスの叫さけび声が響ひびき渡った。空気を震ふるわせるような、激しい怒りを露あらわにした声だった。

　ダジェスの戦いぶりは凄すさまじいとしかいいようがない、まるで殺意と破は壊かいの衝しよう動どうがそのまま形を取ったかのような動きだった。先ほど別の機士と戦っていたときは、相手の実力を完全に見切って遊んでいただけだということがはっきりとわかる。今の彼は荒れ狂う一個の暴風そのものだった。両手に握った剣だけでなく、手て甲こうによる殴打や、今のように蹴りまで繰り出して、息もつかせぬ猛もう攻こう撃げきを立て続けに偽のエリュシオンに見舞っていた。その勢いは自身の機体が損傷することもお構いなしといった調子で、ただひたすらに激しく、猛たけ々だけしかった。

　偽のエリュシオンは全身に大小の傷を帯び、満身創そう痍いとなっていた。これ以上攻撃を受け続けたらそう長くはもつまい、周囲の誰だれもにそう思わせる損傷ぶりだった。

　それは当のオルグレン本人も、よくわかっていたことだった。本物ならいざ知らず、自分が乗っている偽のエリュシオンはあくまで中身はライオットだった。耐久性には限界がある。

　彼は全身を襲おそう激痛をこらえながら、機体を再び立ち上がらせていった。そこかしこから、不穏な軋きしみ音が生じる。今までにどれほどダジェスの攻撃を受けたか、もはや自分でもわからなくなっていた。

　無論、オルグレンのほうでも幾いく度どとなくダジェスの機巧鎧アームネインに対して攻撃を見舞っていたが、こちらの有効打はほとんどないのが実情だった。これだけは使い慣れたものを、と思い携けい行こうしていた名刀ファルコンも、本領を発揮できずにいる。斬きりつけようとすればすかさずよけられ、突きを放てば盾たて代わりの手甲で受け止められ、と、ダジェスの動きはただ荒々しいばかりでなく、付け入る隙すきさえもなかった。

「これが……兄殺しですか……」

　オルグレンは操縦席の中で呟つぶやいた。攻撃面においても防御面においても、ダジェスの実力は圧倒的だった。黒い牙きばと並んで、味方将兵の間で恐怖の対象とされている理由が実感できた気がした。

　とはいえ、それがわかったところでオルグレンの気持ちが臆おくすることはない。何としてもここでダジェスを止め、倒してみせるという彼の決意に揺ゆるぎはなかった。

　今のオルグレンをかり立てていたのは、このまま終わってなるものかという意地だった。先日のカーマイン峡きよう谷こくで起こった土砂崩れと、王都包囲の緒しよ戦せんで喫した惨敗により、彼の五公こうとしての威光は地に落ちたも同然だった。名誉を取り戻すためなら何でもやる。ヴィクトの提案に従って、こうして偽にせのエリュシオンに乗り込んだのも、ひとえにそのためだった。そうでなければ、彼の依い頼らいなど聞くはずがない。

　今回の作戦の内容が主おもだった指揮官たちに伝えられる数日前に、オルグレンは密ひそかにヴィクトの訪問を受け、詳細を聞かされていた。偽のエリュシオンに乗ることを打診されたのもそのときだ。

　ヴィクトが自分の足あし下もとを見ているということはすぐに察しがつき、そのことに腹が立ちもしたものの、結局オルグレンは彼の持ちかけてきた話を承諾することにした。

　そこにはもしかしたら、アルトゥールに対する対抗意識もあったのかもしれない。

　アルトゥールがカーマイン峡谷でダジェスと戦い、敗れたという事実は、一般には伏せられてはいたものの、オルグレンを含む上層部の何人かは知っていたことだった。

　ここで自分がダジェスを食い止め、もしも倒すことができたなら、失った信用を回復して余りある。そう思った。

　ただ、実際にダジェスと手合わせして、自分の目的が容易には達せられないものであることも、彼は既すでに悟っていた。

　この分だと、どうやらあれを使わなくてはいけないようだ。

　使わずに済むならそれに越したことはないと思っていたが、この際仕方がない──

　オルグレンのいうあれとは、偽のエリュシオンだけに用意された、今回の作戦のいわば四番目の策だった。存在を知っているのは彼の他ほかはヴィクトとファウラー、それに鎧がい師しのスコルドしかいない。

　オルグレンは決心を固めた。

　そうとなれば、あとはいつ実行するかだった。現在、ダジェスの機巧鎧アームネインと自分の距きよ離りはおよそ二十リム（約二十メートル）。もっと接近しなければ、成功させるのは難しい。ヴィクトからも、その点は強く念を押されていた。

　まずは何としてもダジェスの機巧鎧アームネインに接近しなければ。できれば密着するくらいに──

　オルグレンが心の中でそう考えたとき、ダジェスが再び口を開いた。

『偽物。お前の最高の技を今ここで俺に見せてみろ。もし気に入れば、一いつ瞬しゆんで全すべてを終わりにしてやる』

　そういいながら、彼はオルグレンを挑ちよう発はつするように、機巧鎧アームネインの両手を下に下ろした。

『気に入らなかったら？』

『楽には殺さん』

　ダジェスとやり取りを交わしながら、オルグレンはここだ、と思った。逆転を期するなら、ここで勝負をかけるしかない。

『……仕方ありませんね。それではお付き合いいただいたお礼に、あなたに私のとっておきを、見せてあげますよ』

　オルグレンは返事をすると、機体の右手に握にぎったファルコンの刀とう尖せんをダジェスのほうに向け、攻こう撃げき態勢を取った。

　ダジェスはなおも、剣を振り上げようとしない。

　周囲が緊迫のあまり、一いつ瞬しゆんの静寂に包まれたのを合図に、オルグレンは動いた。

　操縦席の床を踏みしめる足に力をこめ、思い切り地面を蹴けって一気に距きよ離りを詰める。それと同時に機体の右手に握らせたファルコンを頭上高く振り上げ、斜め上からダジェスの機巧鎧アームネイン目がけて振り下ろしていく。

　ダジェスは左手の手て甲こうでもって、オルグレンの攻撃を易やす々やすと受け止めた。まるで絶ぜつ叫きようのような、甲かん高だかい金属音が響ひびき渡る。ファルコンの刀身は手甲の装甲を穿うがつことなく、表面で止まった。

『これがお前の最高の技か？　笑わせるな！』

『何の！』

　オルグレンの攻撃はなおもやまなかった。ファルコンを振るう右腕うでにさらに力をこめるのと同時に、掌てのひらを拳こぶしに握った左腕を前に出し、まるで胸むな倉ぐらをつかもうとするようにダジェスの機巧鎧アームネインの操縦席に接触させる。

　よし、今だ！

『何のつもりだ？』

『いったでしょう。とっておきを見せると』

　オルグレンはそう口にしながら、操そう演えん桿かんに施ほどこされた仕掛けを作動させた。

　次の瞬間、偽にせのエリュシオンの左腕に変化が生じ、ダジェスの機体が轟ごう音おんと激しい震しん動どうに包まれた。




　　　　３




　後のちに第一次リュクシス会戦と呼ばれることになる、王都を舞台としたリュクサリア王国軍とオルガンド軍の戦いは、聖紀四〇七年十二月二十四日の夜をもって大詰めを迎えた。

　この夜の両軍のここまでの動きに関して、残された種々の記録を総合すると以下のようになる。

　初めに、リュクサリア王国軍のヒュームがオルガンド軍ダジェスの手て勢ぜいを装い、機巧鎧アームネイン三千機からなる囮おとり部隊を率いて王国軍本陣に夜や襲しゆうをかけたところから全すべてが始まった。

　このとき、本陣は王都の北西半リグド（約二・五キロ）の位置にあり、機巧鎧アームネイン二千機を擁ようする近衛このえ部隊によって警けい護ごされていた。

　囮部隊の機巧鎧アームネインは鹵ろ獲かくしたドラードやライオットの装甲を換かん装そうした機体が用いられており、乗っていたのはヒュームの配下ほか各部隊から選抜された機士たちだったと、実際に作戦に参加した者の記録にはある。

　一方、ヒュームの囮部隊による夜襲と時を合わせて、北部方面に布陣していたオルグレンが自らの軍勢のうち機巧鎧アームネイン六千機を含む二万の兵を率い、本物のダジェスの陣を急襲した。

　ダジェスはこのとき、王都の北西一・五リグド（約七・五キロ）の地点に、歩兵その他を含んで総勢一万近くとなる兵力を擁して滞陣中だった。即すなわち、オルグレンは二倍の戦力をもって、ダジェスに攻めかかったことになる。

　オルグレンの行動の最大の目的は、ダジェスをその場に拘こう束そくし、王都にいるボラドーと連れん携けいさせないことにあった。ダジェスの注目を徹底的に引きつけるため、オルグレンは予あらかじめ用意されていた偽にせのエリュシオンに乗り、作戦に臨のぞんだ。

　さらにこの際、ヒュームとオルグレンの動きに連動する形で、王都の北部から西部にかけて布陣していた各部隊に混乱を装わせる工作も行なわれた。こうすることで、囮部隊の奇襲で生じた本陣の紛ふん乱らんが全軍に波及したように見せかけ、同時にオルグレンの部隊とダジェスの部隊が戦せん闘とう状態にあることを気付かれにくくしたらしい。

　こうしてリュクサリア側が張り巡らせた罠わなに、王都にこもっていたオルガンド軍総司令ボラドーはまんまと引っかかったのだった。

　予め奇襲の計画を知らされていたボラドーは、リュクサリア王国軍が壊かい乱らん状態に陥おちいったと見るや、三千機の機巧鎧アームネインを率いて王都の南正門から飛び出した。このとき、王都にある別の二箇か所の城門から、バルテルとガズレイもそれぞれ同数の三千機を指揮して外に出、ボラドーに合流している。

　ダジェスよりも先にアルトゥールを討ち取ってみせる。その思いにかられたボラドーは、ガズレイ、バルテルの両名の部隊を加えた機巧鎧アームネイン九千機からなる戦力でもって、リュクサリア王国軍本陣へ襲おそいかかった。

　こうしたボラドーの動きに対し、リュクサリア王国軍の本隊はますます混乱するふりをしてボラドーたちを森の奥へと誘さそい込んだ。そして、十分に相手を引きつけたところで、一気に反攻に転じたのだった。

　最初に攻撃を開始したのは本陣警護の任に就いていた近衛部隊の機巧鎧アームネイン二千機と、ヒューム率いる囮部隊の機巧鎧アームネイン三千機だった。合わせても五千機で数でいえばボラドーの軍勢の半分程度だったが、囮部隊の横合いからの突然の反転攻こう撃げきは、これを予想していなかったボラドーの側に夥おびただしい損害と心理的動どう揺ようをもたらした。さらに、そこにオルガンド側の動きに合わせて集結した七千機の機巧鎧アームネインを含む三万の戦力が加わり、合計三万五千となった軍勢が四し方ほうを包囲するに至って、ボラドーの部隊は完全に潰かい乱らん状態に陥おちいった。

　ただし、この時点ではまだ決着が着くまでには至っていない。

　暗あん夜やの激げき闘とうは時間を追うに従い、ますます激しくなっていくばかりだった。

　これが、ここまでの状況だった。










『重装機ヴアンカー、前へ！』

　近衛このえ長官ファウラーが塩しお辛がら声ごえを張り上げて合図した途端、彼の直属指揮下にある重装機ヴアンカー部隊が一斉に槍やりを構え、地じ響ひびきを立てながら前進を開始した。

　たちまち、部隊は進行方向にいたオルガンドの軍勢と接触し、その場で激しい押し合いが展開される。

　耳を聾ろうさんばかりの金属音の洪水の中にあって、経験豊富な老将は決して動じず、冷静に状況を見守っていた。そしてオルガンド軍の足並みの乱れを見て取るや、すかさず次の指示を下す。

『突撃機ランサー、崩せ！』

　発する言葉は簡潔だったが、配下の機士たちがファウラーの意図を違たがえることはなかった。重装機ヴアンカー部隊の後方に控えていた突撃機ランサー部隊がすかさず前へと飛び出していき、浮き足立った敵勢を散さん々ざんに斬きり立て始める。遂ついには、オルガンドの軍勢がこらえきれなくなったところを嵩かさにかかって崩しに崩し、百リム以上にわたって後退させた。

　先ほどとはまったく逆の光景が、王都に隣りん接せつする森の中に現出していた。

　歩兵を含めて三万五千を数えるリュクサリア王国軍の軍勢が、ボラドーの部隊を一斉に攻こう撃げきしていた。特にファウラーの指揮する近衛部隊の勢いは凄すさまじく、初めにヒュームの囮おとり部隊やボラドーの部隊相手に防戦を強しいられた鬱うつ憤ぷんを晴らそうとするかのように、激しい攻勢をかけている。

　不意に、一機のオルガンド軍のドラードが味方の間を縫ぬって飛び出し、ファウラーに向かって一直線に突っ込んできた。

　ファウラーは豪ごう槍そうインフェルノを構え、すかさず迎撃の体勢を取る。

　ドラードは手にした槍を、間ま合あいに入るなりファウラーのライオット目がけて突き出してきた。

『遅い！』

　ファウラーは叫さけびながら、円を描くようにインフェルノを一いつ閃せんさせた。甲かん高だかい金属音を立てて槍そう身しんがかち合い、ドラードの槍が弾はじかれる。相手の体勢が崩れ、機体が横に流れた隙すきを老将は逃がさなかった。いったんインフェルノを手元に引くや、改めて今度は裂れつ帛ぱくの気合と共に、目にも留とまらぬ突きを相手の胴目がけて繰り出していく。

　次の瞬しゆん間かん、ゆらめく炎を思わせる赤い槍そう身しんが破は砕さい音と共にドラードの装甲を貫通し、中の機士をも瞬時に絶命させていた。

　乗り手を喪うしなったドラードは抵抗を失い、地面に力なく頽くずおれる。

『王都奪だつ還かんはこの一戦にかかっているぞ！　かかれえ！』

　ファウラーはインフェルノを引き抜きながら、伝声器を通じてあらん限りの大だい音おん声じようを発し、部下を叱しつ咤たした。

　その声に士気を鼓こ舞ぶされたかのごとく、近衛このえ部隊の機士たちが改めてオルガンド軍に対する攻こう撃げきの手を強めていく。

「ご報告いたします！」

　そこへ、襲歩機ギヤロツパーを飛ばしてひとりの兵士がやって来た。

「王都南正門周辺で戦せん闘とう継続中！　敵の守り固く、未いまだ突破できておりません！」

『部隊間の連れん携けいを強めつつ、作戦を継続するよう伝えろ。それと、例の大型弩ど砲ほうにも注意するよういえ。奴やつら、味方がいてもお構いなしに撃うってくるかもしれん』

　伝令の兵士はかしこまりました、と叫さけんで走り去って行った。

　リュクサリア王国軍は外に出てきたボラドーの軍勢を包囲し、攻め立てるのと並行して、開いた城門から王都内への突入を狙ねらって別の部隊も展開させていた。頻ひん々ぴんと入ってくる報告によって、こちらでも激戦が繰り広げられていることはわかっている。

　王都の守将はどうやら冷静さを失っていないらしいとファウラーは思った。ここで勢いに乗じて王都制圧に成功すれば、その時点で戦いは終わる。そう目もく論ろんで軍を動かしていたものの、なかなか簡単に事は運ばないようだ。ボラドー指揮下にある三人の万ばん機き将のうち、ガズレイ、バルテルは外に出てきているとの報告が入っているので、王都にいるのは残りのひとりであるシュマイザーだろう。オルガンド軍の中にあっては比較的珍しい、堅実な用兵をする将軍という話を以前からファウラーも耳にしていたが、どうやらその評価は間違っていなかったようだ。

　この分だと、やはり総司令を先に倒さなければならんか。

　ファウラーはイアンとボラドーが今もなお戦いを繰り広げているはずの方向に視線を向けた。

　先ほどまではエリュシオンの姿を視界に収めていたのだが、今この瞬間は、密集する敵味方の機巧鎧アームネインに阻はばまれ、見えなくなっている。

『伝令！』

　ファウラーが叫ぶと、すぐに一機のライオットが走り寄ってきた。

　そのライオットに向かって、ファウラーは告げた。

『わしはアルトゥール様のおそばへ行く。シルヴィアにここの指揮を一時預けると伝えろ』




『食らえ！』

　ボラドーの機巧鎧アームネインが足を大きく踏ふみ込ませがてら、鉾槍ハルバードの突きを見舞ってきた。

　イアンはこの攻撃を小刻みに横に動いて回避すると、自らもエリュシオンを前進させて相手の懐ふところに飛び込み、手にした剣で斬きりかかっていく。

　刀とう身しんがボラドーの機巧鎧アームネインの胸の部分に当たり、甲かん高だかい金属音を生じさせた。

　だがそれは、イアンが狙ねらった確実な手ごたえには程遠かった。

　だめだ、まだ浅い！

　そう思った瞬しゆん間かん、果たして刀身は横に滑すべり、装甲の表面に傷をつけたのと剣の形をした飾り物を何点か斬り飛ばしただけで終わってしまう。

　イアンはいったんエリュシオンを後退させて距きよ離りを取った。

　対するボラドーも、エリュシオンのほうに向き直り巨大な鉾槍ハルバードを構え直す。

　先ほどからイアンは、ボラドーの機巧鎧アームネインの攻こう撃げきをかわして機体を接近させ、斬りつけることを繰り返していた。攻撃自体はかなり当てられるようになってきてはいる。だがボラドーの機巧鎧アームネインに傷を負わせるだけに留とどまっており、動きを止めるだけの決定打は未いまだに出せていないというのが実情だった。

　その原因はイアン自身もわかっていた。踏ふみ込みが足らず、剣撃に力を込められていないせいだ。あと一歩。あの巨大な鉾槍ハルバードを恐れることなく、勇気をもってあと一歩、足を前に踏み出すことができれば。

　イアンは己おのれを叱しつ咤たした。

　臆おくするな。前に出ろ。

　恐怖を克服して、前へ──！

『貴き様さまらごときに負けてなるものか……！　ダジェスと結ぶような、汚い手を平気で使う貴様らごときに！』

　ボラドーの叫さけび声が聞こえてきた。どうやら彼は囮おとり部隊の正体に未だに気付いていないようだった。もちろんイアンのほうでも、わざわざそれを訂正するようなことはしない。

　ボラドーは鉾槍ハルバードを頭上高く振り上げ、それをエリュシオン目がけて叩たたき付けてきた。

　巨大な刃やいばが鋭い唸うなり音をあげて迫ってくる。

　イアンはこれまで同様、機体を半はん身みにしてこの攻撃をかわした。さらに、そのまま相手の懐に入ろうとしたところで、にわかに閃ひらめく。

　そうだ。武器さえなければ！

　彼は瞬時に、鉾槍ハルバードを握にぎるボラドーの機巧鎧アームネインの手に狙いを定めた。操縦席の中で体を捻ひねり、ちょうどボラドーの機巧鎧アームネインの手が目の前に見える位置にエリュシオンの向きを変えるや、振り上げていた剣を思い切り打ち下ろしていく。

　エリュシオンの剣がボラドーの機巧鎧アームネインの右手首をとらえた。刃が今度は滑ることなく、深々と装甲に食い込んでいく。

　ようやく訪れた、本物の手ごたえだった。

　よし、このまま──！

　イアンは左右の操そう演えん桿かんを強く握にぎり締めた。そうした彼の動きに反応して、エリュシオンの動きにも一層の力がこもる。

　次の瞬しゆん間かん、剣は鈍にぶい断裂音を生じさせながら、ボラドーの機巧鎧アームネインの右手首を完全に斬きり落としていた。

『こ、こんな馬ば鹿かな！』

　ボラドーの狼ろう狽ばいした叫さけび声が聞こえてくる。

　今だ！

　イアンはすかさずその場で剣を振り上げ、同時にエリュシオンの足を大きく前へと踏ふみ出していた。その体勢で刀とう身しんを、ボラドーの機巧鎧アームネインの頭部目がけ思い切り打ち下ろしていく。

　ボラドーがこの攻こう撃げきを受け止めようと咄とつ嗟さに手首を失った右手を伸ばしてきたが、エリュシオンの白しら刃はがボラドーの機巧鎧アームネインの頭頂部を叩たたき割るほうが早かった。

　何かの砕ける感触をイアンにもたらし、鈍い破は砕さい音を発しながら、ボラドーの機巧鎧アームネインはまるで致命傷を受けたかのように力を失い、地じ響ひびきを立ててその場で仰あお向むけに倒れた。

　イアンは素早く剣を引き抜き、改めてその場でエリュシオンを身構えさせた。勝ったという実感はまだ湧わかない。心の中にあったのは、このまま起きないでくれという思いばかりだった。

　そんな彼の下もとに、二機の味方の機巧鎧アームネインが別々の方向から走り寄ってきた。一機は刃やいばの形をした飾りを肩に施ほどこしていたことから、ファウラーの機体だとすぐにわかった。恐らく、もう一機はヴィクトだろう。

『アルトゥール様！　ご無事ですか！』

　最初に聞こえてきたのはファウラーの声だった。

『はい……大丈夫です……』

　イアンは荒くなった息を深呼吸して鎮めながら答えた。

『見事な戦いぶりでした、アルトゥール様』

　そこへ、今度はヴィクトが声をかけてきた。こちらはいつもとまったく変わらぬ落ち着いた口調だった。

　ファウラーが地面に倒れたボラドーの機巧鎧アームネインの傍かたわらへと近付いていく。

『ボラドー王おう太たい子し殿でん下か。私はリュクサリア王国軍近衛このえ長官エリック・ファウラーだ。おとなしく投とう降こうされよ。そうすれば待遇は保証しよう』

　イアンは固かた唾ずを吞のんで、ボラドーの機巧鎧アームネインの様子を見守った。

　ボラドーはファウラーの言葉に、果たしてどう答えるだろうか？

　そもそも、今の声が聞こえているのか？

　やがて──

　ボラドーの機巧鎧アームネインの操縦席の扉とびらがゆっくりと開き、中から大柄で恰かつ幅ぷくのいいひとりの中年の機士が姿を現した。機体が横倒しになっているため、体を折り曲げて座り込むような姿勢になっている。

　つい今いまし方がたまで激げき闘とうを繰り広げていた相手の、生なま身みの姿を目まの当たりにして、イアンは不思議な感覚にとらわれた。自分に向かって巨大な鉾槍ハルバードを振りかざしてきた機巧鎧アームネインと、目の前のボラドー本人が、うまく結びつかないというのだろうか。

　ボラドーはその場で立ち上がり、イアンのほうに顔を向けてきた。憎悪と無念さが露ろ骨こつに入り混じった、複雑な表情を浮かべている。扉とびら越ごしではあったが、目が合った気がした。

「いかにも私がボラドー・ファズカーンだ。……こうなったからにはやむを得ぬ。勧告を受け入れよう」

　ボラドーがそう口にするなり、ファウラーは機巧鎧アームネインに持たせていた槍やりを高々と掲かかげ、叫さけんだ。

『オルガンド軍将兵に告ぐ！　ボラドー王おう太たい子し殿でん下かはたった今、我が軍への投降を了承された！　もはやこれ以上の戦いは無用だ。武器を捨てよ！』

　たちまち、周囲に展開していた味方の間からこれまでで最も激しい鯨げい波はが一斉に湧わき起こり、大地を揺ゆらした。

　イアンは怒ど濤とうのようなその喊かん声せいに身を浸しながら、大きく息をついた。

　まだ戦いが完全に終わったわけではないとわかってはいたものの、重要な局面を無事乗り越えたのだという実感が、全身にこみ上げてくる。

　このまま全すべてが無事に終わってくれればいいと切実に思った。




　ヒュームとガズレイの対決は数十合ごうにわたって刃やいばを交まじえても互いにまったく譲ゆずらず、互角の状況が続いていた。

　ヒュームがバティスからライオットに乗り換え、再び始まった戦いは、初めはヒュームが優ゆう勢せいのうちに進んでいた。だがガズレイもさすが万ばん機き将というべき頑強な抵抗を見せ、容易には崩れない。両者共に持てる技を全て出し尽くし、しまいには完全な気力勝負となって今に至っていた。

「……これ以上長引くと、機体がもたないかもしれんな」

　ヒュームは正面にいるガズレイのドラードを見据えながら、伝声器に乗らない小さな声で呟つぶやいた。今では機体を動かすたびに、各所から不ふ穏おんな軋きしみ音が上がるようになっている。心なしか、反応も鈍にぶってきている気がした。限界いっぱいまで出力を上げた反動で、耐久性に問題が生じているのかもしれない。

　決着が着くのが先か、それとも機体が動かなくなるのが先か──

　味方の間から一斉に鬨ときの声が上がったのは、頭の片かた隅すみで彼がそんなことを考えたときだった。

　すぐに配下の機士のひとりが走ってきて、ボラドーが投降したとの報告をもたらす。

　それを聞いたヒュームは、複雑な気持ちに包まれた。

　作戦の最大の目的を無事に達成できたことに対する喜びはもちろんあった。だがそれ以上に強く感じたのは、またしてもガズレイとの勝負に決着を着けられないまま終わってしまうことへの、無念の思いだった。

『ガズレイ将軍、話は聞いていただろう。これ以上の抵抗は無む駄だと思われるが、どうする？　将軍が望むのであれば、今少し我々の戦いを続けても構わないが』

　彼は自分の戦っていた相手に向かって問いかけた。

　ガズレイのドラードはしばらくの間武器を構えたまま沈ちん黙もくしていたが、やがて渋々といった調子で中から声が聞こえてきた。

『……個人的にはそうしたいところだが、御おん大たい将しようが降くだったのであればこれ以上の抵抗は是非もなし』

　そういって、彼はドラードの手に持たせていた鉾槍ハルバードを下ろした。

　途端、周囲で様子を見守っていたヒュームの部下たちの間からも、一斉に歓かん呼この声が発せられる。声はたちまちのうちに周囲から聞こえてくる鯨げい波はと交じり合い、より一層の反はん響きようを夜の森の中に引き起こした。

　そうしたまわりの反応に対して、ヒュームの感情は冷めていた。

　是非もなし、か。確かにその通りだ。

　ガズレイもどうやら自分と同じ気持ちらしいということにわずかな慰なぐさめを見み出いだしつつ、彼も武器を下ろした。

　こうしている間も、ボラドー投降の報告がまだ届いていない場所では依然として激しい戦いが続いているに違ちがいない。

　せめてここが、アルトゥール殿でん下かのいる場所からもう少し離はなれていれば──

　そんなことをふと考えた。




　ボラドーの投降をファウラーが声こわ高だかに宣言したのをきっかけとして、両軍の戦せん闘とうは潮しおが引くように次第に終息していった。

　ただし、中には例外もある。

　イアンの視界に収まる範囲内にも、まわりの状況などお構いなしといわんばかりに今なお激しい戦せん闘とうを繰り広げている二機の機巧鎧アームネインがいた。

　それは巨大な蝶ちようのようなオルガンド軍の機巧鎧アームネインと、パーシヴァルたちクルドニアの護ご衛えい機士団の誰かが乗っている機体だった。

　距きよ離りはやや離れていたものの、両機が刃を交えるたびに生じる甲かん高だかい金属音が、イアンの耳にはっきり聞こえてくる。

『戦っているのはオルガンド軍のバルテル将軍と、シンクレアさんのようです』

　横にいたヴィクトが話しかけてきた。イアンが何に注目しているのかを、見通しているかのような口ぶりだった。

『あれが……？』

　イアンはシンクレアの颯さつ爽そうとした姿を脳のう裏りに思い浮かべた。彼女が機巧鎧アームネインに乗って戦っているところを目まの当たりにするのは、彼にとっては初めてのことだった。

　シンクレアの機士としての能力は、素人しろうと目めに見ても相当なものだった。バルテルの乗っている機巧鎧アームネインは、今や遠目にもはっきりとわかるほど、全身の装甲が傷だらけになっている。本物の蝶ちようならとうに羽はぼろぼろとなり、空を飛ぶことはもはや適かなわないだろうと思わせるほどの損傷ぶりだった。

　対するシンクレアの機体のほうは、見たところ傷ひとつ負っていない。

　バルテルの機巧鎧アームネインは波のようにうねった刃やいばを持つ鉾ほこを手にしており、それを立て続けにシンクレアの機体に見舞っていた。鋭く前に踏ふみ込んでの突きに、上方からの斬きり下ろし、はたまた横合いに回り込んでの水平なぎ──

　息もつけぬほどの猛もう攻こうだったが、それらことごとくを、シンクレアは手にした剣で打ち払ってしのいでいた。その動きは軽々としており、余裕すら窺うかがえる。さらに、シンクレアは一いつ瞬しゆんの隙すきを衝ついてはバルテルの機巧鎧アームネインの懐ふところに潜もぐり込み、剣による一いち撃げきを的確に加えていた。そのたびに、バルテルの機巧鎧アームネインにまたひとつ新たな傷が刻まれる。

　かつてオルグレンを圧倒したバルテルが、今はまるで猫になぶられる鼠ねずみのごとく、シンクレアにあしらわれていた。

　イアンの目に、両者の戦いはそう映った。

『機士の能力が高いのも確かだが……あの機巧鎧アームネインの性能もかなりのものだな』

『はい。明らかに我が軍のライオットやオルガンド軍のドラードよりも進んだ設計思想に基もとづき、作られていると見ていいでしょう』

　やはりイアンのすぐそばにいたファウラーが、ヴィクトとそんな会話を交わす。

　その間にバルテルは機体を大きく後方に跳とび退しさらせ、いったんシンクレアと距きよ離りを取った。そして改めて鉾を中段に構えるや、これまで以上の速さと勢いでもって、シンクレアの機巧鎧アームネイン目がけて烈火のごとき突きを見舞っていく。

　シンクレアはその場を動かなかった。剣を握にぎった右手を下に下ろしたままで、身構えてもいない。

　間に合わない!?

　イアンはバルテルの鉾先がシンクレアの機体の装甲を貫くさまを想像し、慄りつ然ぜんとなった。

　だが彼の予想は外はずれた。

　シンクレアが剣を握った手を素早く上に振り上げるなり、刀身がバルテルの放った鉾を直撃し、甲かん高だかい音を立てながら先端の刃の部分を柄つかから切断した。

　鉾先は激しく回転しながら、シンクレアの機体の足あし下もとに落ちた。

『おのれ……！』

　バルテルの唸うなり声が聞こえてきた。彼女はただの棒と化した鉾ほこの柄つかを両手で持ち、その場で身構える。と思いきや、そこから不意にイアンたちのいるほうへと機巧鎧アームネインの向きを変え、走り出した。

　これに対するシンクレアの反応は早かった。

『逃がさないわ！』

　彼女がそう叫さけんで機体の左腕うでをバルテルに向かって振った瞬しゆん間かん、手首のあたりから何かが飛び出して、バルテルの機体に襲おそいかかった。

　その何かの正体が鞭むちのようなものだとイアンが気付いたときには、既すでに先端がバルテルの機巧鎧アームネインの片足に絡み付いていた。

　シンクレアが勢いよく機体の左腕うでを頭上へと振り上げると、たちまち、バルテルの機巧鎧アームネインは片足を引っ張られて体勢を崩し、地面にうつ伏せに倒れ込んでしまう。

　そのバルテルの機巧鎧アームネイン目がけて、シンクレアの機体が跳とんだ。十リム以上あるのではないかと思うほどの距きよ離りをたったのひと跳びで詰め、バルテルの機体の下半身の上に着地する。

　装甲が潰つぶれる悲鳴のような音が周囲一帯に響ひびき、それきりバルテルの機巧鎧アームネインはその場から動けなくなった。操縦席を含む上半身は無事らしく、しきりと両腕を動かしもがいていたものの、上に乗ったシンクレアの機体は微び動どうだにしない。

『あまり無ぶ様ざまな真ま似ねはしないでもらえる？　興きようざめするから』

　息を吞のんで様子を見守っていたイアンの耳に、バルテルに向かって話しかけるシンクレアの声が聞こえてきた。




『やれやれ。すっかり目立ってしまったな』

　シンクレアの操あやつるガラチアがバルテルのピッケレルを足あし下もとに踏ふみしめる様子を見ながら、パーシヴァルは呟つぶやいた。

『……一度火がついたら、もう止まらない』

　隣となりにいたブランシュがどこか満足そうに口にする。

　さてはこいつ、ガラチアの調子がいいので喜んでいるな、とパーシヴァルは思った。教導機士団の面々は全員が機士と鎧がい師し両方の技能を持った鎧がい機き士しだが、特にブランシュは機巧鎧アームネインをいじることを好み、放っておくと一日中整備に明け暮れていることも多い。シンクレアの機体の整備も確か手がけていたはずだ。彼女の勇ゆう躍やくぶりを見て、ブランシュ自身も己の技術者としての自尊心を大いに満足させたのだろう。

　この分だと、後でシンクレアの命令違い反はんを咎とがめようとしても、ブランシュは彼女をかばうに違ちがいない。

『やむを得ん。ガラチアの実地試験の一環ととらえることにしよう。色々な戦せん闘とうの記録を取るのは、悪いことではない』

　パーシヴァルはそう考えて、自分を納得させることにした。教導機士団としての任務の特性を考えると、あまり自分たちが前に出過ぎるのはどうかという思いもあったが、こうなってしまったらもはや隠かくしようもない。

　恐らくこの戦いが終わった後で、ガラチアを譲ゆずってほしいという話がリュクサリア側から出るだろうが、それだけは機密保持の点から阻そ止ししなければ、と思った。

『……ところでパーシヴァル。さっき、リュクサリアの軍師に何を質問した？　うるさくて、よく聞こえなかった』

　不意にブランシュが尋たずねてきた。

『あれか。ボラドー王おう太たい子しに出したという書しよ簡かんには、何が書いてあったのかと思ってな。それを聞いてみたのだ』

　今回ヴィクトが立案した作戦は、大がかりな囮おとり部隊や、偽にせのエリュシオンを事前に用意するという、周到な計画の下もとに実行されたものだった。

　だがいくら入念な準備を事前に行なったとしても、肝心のボラドーが誘さそい出されなかったらどうにもならない。そこが最大の不確定要素だった。

　その点はヴィクトも心得ており、何があってもボラドーが出て来ざるを得ないようなことを、書簡に書いたのではないか──

　そう思い、本人に聞いてみたのだった。

『……それで、あの軍師は何と？』

『それがな』

　パーシヴァルは苦笑した。

『どうにも人を食っているというか、本質を突いているというか……本陣の場所と夜や襲しゆうの日取りを記して、最後に、邪じや魔まになるから出てくるな、黙だまって見ていろ、と結んだそうだ』

　普通だったらそこは、『夜襲するから呼応して出て来い』と書きそうなものだ。あのヴィクトはまったく逆の内容を書簡にしたためたことになる。

　その話を聞かされたとき、パーシヴァルはなるほど、と納得した。いかにもそれは、噂うわさに聞くあのダジェスが書きそうなことだったからだ。しかもボラドーにとって、ダジェスは次期大王位を巡めぐる競争相手にもなりかねない存在ときている。そのダジェスにそのような挑ちよう発はつ的な書簡を送られ、しかも実際に夜襲が起こり目の前で手柄を立てられそうになったとあっては、ボラドーが出るしかないと考えたのも無理もない。

　そこまでを見通して手を打ったヴィクトの慧けい眼がんぶりは、大したものといえた。

『なかなか面おも白しろい軍師だ。期待通りだな』

　自分たちも本当のことを知らされず、騙だまされかかった口ではあったが、そのことに対してパーシヴァルの腹は立たなかった。むしろ、面白いものを見せてもらったという思いが強い。

　こうして総司令官のボラドーを捕らえたからには、王都の解放はもはやなったも同然と考えていいだろう。リュクサリア側はボラドーの身と引き換えに、オルガンド軍の王都退去を要求するに違ちがいない。

　ここまでは、ヴィクトの描いた絵え図ずの通りに事が運んでいるといってよさそうだった。残る問題は、本物のダジェスとオルグレンがどうなったかだ。そちらの状況に関する報告は、未いまだパーシヴァルたちの下もとには届いていなかった。

　偽にせのエリュシオンに乗り込んだオルグレンは、果たしてダジェスを騙だましきることができたのだろうか？

　そこへシンクレアが戻ってきた。

『ああ、さっぱりした』

『さっぱりした、ではないぞシンクレア。あまりひとりで悪目立ちしてもらっては困る』

　パーシヴァルは彼女をたしなめた。いっても無む駄だだろうとは思いつつ、一言いわずにはいられない。

『別に私のせいじゃないわ。いっておくけど、最初に突っかかってきたのはあのおばさんのほうだから』

　予想できたことではあったが、シンクレアの態度にはまったく悪びれた様子がなかった。

『……いい戦いだった』

『ありがとう、ブランシュ。そういってもらえると思ったわ』

　ブランシュの態度も案あんの定じようだった。パーシヴァルはやはりこうなったかと思い、小さくため息をついた。

　森の一いつ角かくから、ひときわ大きな喊かん声せいが聞こえてきたのはそのときだった。

　パーシヴァルは声の聞こえてきた方向に視線を向けた。初めは闇やみの中に、戦せん闘とうを停止したリュクサリア王国軍とオルガンド軍双方の機巧鎧アームネインや歩兵、それに立たち木きが見えるばかりで、特に目立った変化は見受けられなかった。やがて、ますます声が大きくなり、それに続いて軍勢が割れるのが目に入った。その間を通って、機巧鎧アームネインの一団が姿を現す。全部で十機にも満たない数だろうか。決して多くはない。

『あれは……』

　先頭を進む機巧鎧アームネインが何なのかに気付き、パーシヴァルは声をあげた。

　エリュシオンだった。

　話を聞いていたためそれが偽物であることはすぐにわかったが、それでも遠目には本物にしか見えないリュクサリアの決戦機が、新たにもう一機、この場に現れたのだった。

『ねえパーシヴァル、あの機巧鎧アームネイン、左腕うでが……』

『……そうだな』

　その特とく徴ちようにはパーシヴァルも気付いていた。

　偽にせのエリュシオンの左腕うでは、肘ひじから先が失われていた。




　オルグレンがもう一機のエリュシオンに乗って自分たちのほうへ進んでくるのを見て、イアンは安あん堵どの息をついていた。

　よかった、無事だったらしい。

　何分相手があのダジェスということもあり、果たしてどうなったのかと思っていたところだった。左腕が失われているところを見ると、相当な激げき闘とうが繰り広げられたに違ちがいない。もしかしたら、乗っているオルグレンは怪け我がを負っている可能性もある。

　それでも、彼が生きて戻ってきて本当によかったとイアンは思った。

　正直なところをいえば、いかにも貴族然とした風ふう貌ぼうと言動の持ち主であるオルグレンに対して、イアンは苦手意識のほうが強い。だがその一方で、アルトゥールの身代わりである自分の、さらに身代わりとなってダジェスと戦うことになった彼に対して、ある種の共感や、心配する気持ちがあったのも事実だった。

『どうやらオルグレン公こうは例の装置を使ったようだな』

　ファウラーが呟つぶやくようにそう口にした。

『装置……？』

『あ、いや……そういえばアルトゥール様は、ご存じなかったのでしたな』

『先日の黒い牙きばとの戦いでアルトゥール様が用いた技に着想を得て、偽のエリュシオンに施ほどこした仕掛けのことです』

　ヴィクトがファウラーに代わって、イアンに対して説明を始めた。

『腕の装甲の下に尖とがった刃やいばを仕込んでおき、それを操縦席の中から操作して強烈な勢いで撃うち出すというものです。機巧鎧アームネインの装甲を貫通するほどの威力を持たせるためには左腕ごと発射する必要があり、一度しか使えないというのが最大の問題でした。……無事にオルグレン公がお戻りになったところを見ると、うまくいったようですね』

『そんなことまで……』

　ヴィクトの口調は相変わらず平然としていたが、話を聞かされたイアンは驚おどろくばかりだった。

　オルガンド軍に見せかけた囮おとり部隊に偽いつわりの書しよ簡かん、それにもう一機のエリュシオン。それらを用意しただけでも手が込んでいるというのに、さらに別のことまで考えていたとは。よくもそれだけの計画を立案し、実現させたものだと思う。

　先日、フランシスカに真相を打ち明けたいと相談したのをたしなめられたとき、イアンは初めてヴィクトに対して怖いという気持ちを抱いだいた。今再び、あのときと似た感情が心の中に湧わき起こるのを彼は自覚した。

　それは、一体この人はどこまで物事を見通しているのだろうかという、底の知れない恐怖感ともいうべき感情だった。

『……王都を取り戻すためには、やれることは全すべてやるくらいの心構えが必要だと思いましたので。この計画を承認してくださったファウラー閣かつ下かには、感謝しております』

『ウェンズローで最初に作戦案を書面で見せられたときは、わしも驚おどろいたがな。こんなことが本当に可能なのかと思ったものだ。……それはそうと、オルグレン公こうが連れているのは、ドラードのようだな。ヒューム公の配下が合流したのか？』

　イアンは偽にせのエリュシオンの背後に視線を向けた。未いまだ夜明け前の暗あん夜やの下もとではなかなかはっきりしなかったが、確かにファウラーのいう通り、リュクサリア王国軍のものとは異なる機巧鎧アームネインが数機、後をついてきているのがわかる。

　おや……？

　ふと、彼は心の中に引っかかりを覚えた。その数機の機巧鎧アームネインの中に、妙な機体が一機混ざっているような気がしたのだ。

　さらによく見てみようと目を凝こらす。間ま違ちがいない。いる。全身のほとんどが漆黒か、あるいは濃紺に塗られているらしく、闇やみに溶け込んでよく見えなかったが、やけに細身の特徴的な姿形をした機巧鎧アームネインが、偽のエリュシオンの後ろにいる。

　やがてイアンの目に、その機体の姿がはっきりと映った。

『あれは……！』

　正体がわかった途端、全身に戦せん慄りつが走る。

　間ま違ちがいない。あれは。

　あれはウェンズロー砦とりでで自分が戦った、あの濃のう紺こんの機巧鎧アームネインではないか！

『アルトゥール様!?　どうされた？』

『閣下、あのドラードには識別用の塗装がありません。あれは本当にヒューム公の……？』

　ファウラーがイアンの叫さけび声に反応し、身構えたのと、ヴィクトが疑問の声を上げたのと、そして──

　偽のエリュシオンを先頭にした機巧鎧アームネインの一団が突然武器を構え、イアンたちのほうに向かって全力疾走を開始したのはまったくの同時だった。

『近衛このえ部隊、構え！　あいつらを近付けるな！』

　ファウラーが怒ど声せいを振り絞って指示を出した。周辺にいた味方の機巧鎧アームネインが一斉に動き出し、密集して壁かべを作る。ファウラー自身も槍やりを構えて、ヴィクトと共に前に出た。

　イアンのすぐ近くで、機巧鎧アームネイン同士がぶつかり合う激しい喧けん騒そうが再び発生した。そうした中、先頭を走っていた偽のエリュシオンが思わず目を瞠みはるほどの小刻みで俊しゆん敏びんな動きを見せ、たちまち味方の間をすり抜けて距きよ離りを詰めてくる。

　まるで疾風のごとき速さだった。

『アルトゥール様!!』

　ファウラーの絶ぜつ叫きようが轟とどろく中、イアンは全身に力をこめ、その場でエリュシオンを身構えさせた。

　そこへ、偽にせのエリュシオンが右手に握にぎった剣を振りかぶりがてら、まるで体当たりするように突っ込んでくる。

　峻しゆん烈れつなる殺意に満ちた鋼はがねの暴風が、とてつもない圧力を伴ってイアンの全身に叩たたき付けてきた。傍はた目めにはまったく同じに見えるはずのエリュシオンとエリュシオンが、真っ向から激突する。イアンのエリュシオンは偽のエリュシオンが振り下ろしてきた剣撃を、刀とう身しんを横にして胸の前で受け止めた。刃やいばと刃がけたたましい金属音を立てて交差した瞬しゆん間かん、エリュシオンの全身から悲鳴そのもののような軋きしみ音が発してイアンの耳を圧する。自分の体が偽のエリュシオンに乗っている相手から発せられる夥おびただしく濃密な殺気に包まれるのを実感した。全身を鋭い刃物で切り刻まれているかのようなその感覚は、イアンが体で覚えている、ある人物が発する気とまったく同じものだった。

『……また会ったな、野の良ら』

　決して忘れることのできない声が、偽のエリュシオンの伝声器を通して聞こえてきた。やはりそうか、とイアンは思う。こんな気を放はなつ人物は、ひとりしかいない。

　彼が刃を交えていたのは、あのダジェスだった。

　エリュシオンと偽のエリュシオンは、刀身と刀身をかみ合わせたまま鍔つば迫ぜり合あいへと突入した。イアンはのしかかってくるような相手の圧力を、必死にはね返そうとする。

　同時に、彼の頭の中では次から次へと疑問が湧わき起こり、激しく渦うずを巻いた。

　なぜダジェスが、偽のエリュシオンに乗っているのか？

　オルグレンはどうなってしまったのか？

　偽のエリュシオンは片腕うでだけで押してきていたにもかかわらず、その力は凄すさまじかった。少しでも気を抜くと、たちまち押し込まれてしまいそうな圧迫感を覚える。機体の全身にとてつもない負荷がかかっているのが軋み音の具合でわかった。

　イアンは渾こん身しんの力をこめ、相手の圧力に対抗した。

　そこへ不意に、ダジェスの声が聞こえてくる。

『何だ、あの豚ぶたをまだ生かしていたのか』

　次の瞬間、力比べは唐とう突とつに終わりを告げた。

　ダジェスが剣を引き、機体を背後へ跳とび退しさらせたためだった。

『だったら俺おれが、代わりに片付けるまでだ』

　そう口にするや、彼は偽のエリュシオンに思い切り前傾姿勢を取らせ、再び突っ込んできた。

　イアンはこれを受け止めようとしたものの、鍔迫り合いを不意にいなされた反動でエリュシオンの体勢が泳ぎ気味になってしまっており、そのせいでわずかに反応が遅れてしまう。

　その隙すきを、ダジェスは見逃さなかった。

　偽のエリュシオンは一瞬のうちに本物のエリュシオンの脇わきをすり抜け、背後へ到達していた。

　イアンはあわてて後ろを振り返り、そして見た。

　偽にせのエリュシオンがボラドーの前に立ち、機体の手に持たせていた剣を振り上げるさまを。

　ボラドーは仰あお向むけに倒れた自分の機巧鎧アームネインの上に立ったまま、逃げることも忘れたかのように、至近距離にそそり立つ偽のエリュシオンを呆ぼう然ぜんと見上げていた。

　やめろ──！
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　イアンの思いが声に出るよりも早く、偽のエリュシオンの剣が真下へ振り下ろされた。刀とう尖せんがボラドーの肉体をとらえ、血しぶきと共に彼の肉体を粉砕する。

『そんな……！』

　イアンは眼前で起きた惨劇に愕がく然ぜんとなった。信じられない思いだった。

　実の兄弟を、よりにもよってあんなやり方で手にかけるなんて！

『いい剣だ。あいつから奪うばったのは正解だったな』

　ダジェスはそう呟つぶやくと、偽のエリュシオンをイアンのほうに振り向かせた。

『傍はた目めにはどちらがやったか、わからないだろうな』

　彼が嘲ちよう笑しようするようにそう口にしたのを聞いた瞬間、イアンの全身の血が沸ふつ騰とうした。

『何てことをするんだ！』

　そう叫さけぶなり、イアンはエリュシオンの剣を構え、偽のエリュシオンに向かって突進した。ダジェスが身構えるよりも先に間合いに入り、横合いから電でん光こう石せつ火かの鋭い一いち撃げきを見舞う。

　ダジェスはすかさず機体を大きく横よこ跳とびさせ、イアンと距きよ離りを取った。

『ふん、やはり本物の動きは違ちがうな』

　本当ならオルグレンが乗っていたはずの機体から、ダジェスのせせら笑っているような声が聞こえてきた。

　イアンはその声に、焦あせりと苛いら立だちを同時にかきたてられた。実の兄をためらいなく殺してのけたこの男は、一体オルグレンをどこへやってしまったのか。

『オルグレンさんはどうなったんですか!?』

『オルグレン？　ああ、この偽にせ物ものの中身のことか』

　ダジェスの声こわ音ねにはまったく変化がない。

『中身……そんな言い方って……』

　イアンは怒いかりに震ふるえながら、さらなる攻こう撃げきをかけようと操そう演えん桿かんを握にぎる手に力をこめた。

　だがそのとき、背後でけたたましい金属音と人の悲鳴が同時に発生した。

　覆おおいかぶさってくるような圧倒的な破は壊かい衝しよう動どうを感じて、イアンは反射的にエリュシオンを脇わきへと逃がす。

　そこを、まるで突風のような勢いでもって、濃のう紺こんの機巧鎧アームネインが走り抜けていった。さらにその後に、何機かのオルガンド軍の機巧鎧アームネインが続く。

　イアンは濃紺の機巧鎧アームネインがやってきた方向に視線を戻し、そこに広がっていた意外な光景に目を瞠みはった。

　十機以上にのぼる味方の機巧鎧アームネインが、巨大な力でなぎ払われたかのように、その場に倒れていた。仰あお向むけになっている機体にうつ伏せになった機体、中にはかろうじて転倒することは免まぬがれていたものの、槍やりを支ささえにして立っているだけというものも見受けられる。ファウラーとヴィクトの機体も見えた。両機とも目立った損傷こそなさそうだったものの、地面にがっくりと片膝ひざを着いた体勢を取っている。

　何が起きたのかの見当は、即座についた。

　あの濃紺の機巧鎧アームネインが、並み居る味方をまとめて吹き飛ばしたのに違ちがいない。

　イアンは再びダジェスのほうに目を向けた。偽のエリュシオンのまわりに、濃紺の機巧鎧アームネインを始め数機のオルガンド軍の機体が集結している。

『中身のあいつが気になるというなら、捜さがし出してみるがいい。お前たちのために面白い趣向を用意してやったぞ』

　ダジェスがイアンに向かって声をかけてきた。こちらをあざ笑っているかのような口ぶりだった。

『この俺おれに傷を負わせたことは褒ほめてやる。あいつと再び会うことがあったらそう伝えておけ……間に合う可能性はほとんどないだろうがな』

『どういうことですか!?』

　イアンはダジェスに向かって尋たずねたが、それ以上の言葉はなかった。

　ダジェスは周囲にいた仲間に向かって命じた。

『このまま王都の中に入る！　ついてこい！』

　途端、偽にせのエリュシオンの一団は一斉にイアンに背を向け、その場で走り出した。

『逃がすな！　追え！』

　背後からファウラーの叫さけび声が聞こえてきた。彼を始め、体勢を立て直したらしい味方の機巧鎧アームネインが次々にイアンの脇わきを通過し、ひとかたまりとなって偽のエリュシオンの一団を追いかけていく。

　イアンはファウラーたちとは行動を共にせず、その場に立ち尽くしていた。

　中身のあいつが気になるというなら、捜さがし出してみろ。

　面おも白しろい趣向を用意してやった。

　間に合う可能性はほとんどないだろうが。

　彼がいっていたのは、一体──？

『大丈夫ですか、アルトゥール様？』

　そこへヴィクトが走り寄ってきた。

『僕のほうは何とも……それより、オルグレンさんが!!』

『はい、私にも聞こえていました。あの偽のエリュシオンが奪うばわれたとなると……オルグレン公こうは今……』

　ヴィクトが言いかけたところへ、ヒュームがあわただしい様子でやって来た。

『これは何事だ！　何が起きている!?』

『ダジェス王子が偽のエリュシオンに乗り、アルトゥール様を急きゆう襲しゆうしたのです』

『何だって？　ではオルグレン公は!?』

　ヒュームが驚おどろいた声を上げた。

「ご報告いたします！」

　立て続けに、今度は襲歩機ギヤロツパーに乗った兵士が走ってきた。

「オルグレン公の部隊、現在もなお交戦中！　敵の抵抗は激しく、収まる気配はないとのことです！」

『オルグレン公の部隊が……交戦中だと？』

　ヒュームが問うと、兵士は敬礼しながらはい、と返事をした。

『……どなたがその部隊を率いていらっしゃるのでしょう』

　ヴィクトが冷静さを保った口調で呟つぶやく。

『それは……当然、オルグレン公だろう』

『でも……ダジェスさんのあの口ぶりだと……』

　イアンは口を挟はさんだ。去り際ぎわの彼の言葉が頭の中にこびりついて、離はなれなかった。

　捜さがし出してみろ、とわざわざ言い放つからには、そう簡単には見つからない場所にオルグレンはいると考えるのが自然ではないのか。

　そう簡単にはみつからない場所。

　それは──

『まさか……！』

　そのとき、イアンの脳のう裏りにある可能性が唐とう突とつに閃ひらめいた。

『オルグレンさんは……ダジェスさんの元々乗っていた機体に……？』

　ダジェスはオルグレンと、乗機をそっくり入れ替えたのではないか。

　イアンはそう思ったのだった。

　普通に考えれば、無論あり得ることではない。しかし、ダジェスの元の機巧鎧アームネインの中だったら、こちらにとって最も捜しにくい場所であることもまた確かだった。

　何をしでかすかわからないあのダジェスだったら、そうしたこともやりかねないのではないか──？

『オルグレン公の部隊が戦っている敵勢を率いているのは、どのような機巧鎧アームネインかわかりますか？』

　ヴィクトが襲歩機ギヤロツパーに乗った兵士に向かって問いかけた。

『はい。確か……炎のような塗装を施ほどこした、新型機とか』

『ダジェスさんの機巧鎧アームネインです』

　イアンは兵士の言葉を補足した。

『誰かがダジェス王子の機体に乗っているのは間ま違ちがいないようですね……ヒューム公こう』

　ヴィクトが傍かたわらにいたヒュームに向かって声をかけた。

『もしかしたら、オルグレン公の部隊はダジェス王子の仕掛けた策略に嵌はまっているかもしれません』

『何……!?』

　驚おどろきと戸と惑まどいの混じった声がヒュームの機巧鎧アームネインから聞こえてきた。

　ヴィクトがそんな彼に向かって、さらに言葉を重ねていく。

『しかもダジェス王子のあの話しぶりだと、こうしている今もオルグレン公の命が危険にさらされている可能性があります。早く部隊にそのことを知らせなければ』

『ジョエル……!!』

　ヒュームはそう叫さけぶなり、その場で機巧鎧アームネインの身を翻ひるがえして走り出していた。

『ヒューム公、おひとりで行かれるのは無む茶ちやです。誰だれか援えん護ごを』

『僕が行きます』

　イアンはすかさず、ヴィクトに向かってそう告げていた。

『アルトゥール様？　それは……』

『僕の身代わりになった人が危険な目に遭あっているかもしれないんです。行かせてください！』

　いうが早いか、イアンはその場でエリュシオンの向きを反転させ、走り出していた。

『アルトゥール様、お待ちを！』

　ヴィクトの声が背後から追いかけてきたが、イアンは機体の足を止めない。

　たちまちのうちにエリュシオンは全速力に達し、風を切るように敵味方の機巧鎧アームネインや兵士、それに立たち木きの間を走り抜けていった。

　すぐに彼は、前方を走るオルグレンの機巧鎧アームネインに追いつき、声をかけた。

『ヒュームさん、僕も一緒に行きます』

『アルトゥール殿でん下か!?　危険です。お戻りください！』

　ヒュームがあわてた口調で諫いさめてきたが、イアンがエリュシオンの足を止めることはない。

『危険なのは僕よりも、オルグレンさんです。とにかく急ぎましょう！』

『殿下……』

　その言葉を聞いて、ヒュームは自分が目の前の王子に対してこれまで抱いだいていたわだかまりが、少しだけほぐれたように思った。

『……わかりました。それではついて来てください、アルトゥール殿下』

　そのまま、二機の機巧鎧アームネインは夜の闇やみの中を疾走していった。




　　　　４




　リュクサリア王国軍の執しつ拗ような追つい撃げきをかろうじて振り切り、ダジェスたち一行は王都の西正門を通って中へと飛び込んだ。

『聞け！　俺おれはダジェス・ベルガだ。第三王子の名において命じる。すぐに門を閉じろ！』

　ダジェスはそういって、即座に城門を閉じさせた。外では彼らを追ってきたリュクサリア王国軍の部隊とオルガンド軍との間で再び戦せん闘とうが発生している。人の発する様々な叫び声や機巧鎧アームネイン同士の激突によって生じる夥おびただしい金属音が、震しん動どうと共に壁かべを越えて響ひびいてきた。

『何とか一機も欠けずにここまでたどり着けたか……』

　周囲にいた機巧鎧アームネインの数を確認して、メルツァーは大きく息をついた。ここまでの道中は、いかに実戦経験豊富な彼でも生きた心地ここちがしなかったというのが正直なところだった。

　しかも、これで一安心というわけにもいきそうにない。

　ようやくたどり着いた王都はもはや安全な場所ではなく、外に勝まさるとも劣らない騒そう擾じようの渦か中ちゆうにあったからだ。

　王都の市民が、立ち上がっていた。

　城門を入ってすぐのところは広場になっていて、そこに市街地が隣りん接せつしている。その市街地から大勢の人間があふれ出すように姿を現し、さまざまな武器を手にして広場にいたオルガンド軍の兵士たちに襲おそいかかっていた。

　これまでオルガンドの支配を受け、押さえつけられていた市民たちの怒いかりと憎しみが、ここに至ってとうとう爆発したようだった。メルツァーの耳に、彼らの怒ど声せいや罵ば声せいが次々に飛び込んでくる。中には機巧鎧アームネインに向かって果敢に近付き、物を投げつけている者もいた。

『こうなってしまったら、もう押さえは利きかんな』

　傍かたわらにいたダジェスが呟つぶやくのが聞こえた。

『どうだメルツァー。俺おれのいった通り、無事に王都まで来られただろう』

『……そうですね』

　途中でかなり危あやうい状況に追い込まれたのを無事と言い切るのは語ご弊へいがあるようにも思ったが、結果的にはそういうことになるのだろう。偽にせのエリュシオンを奪うばって乗り込み、それを先頭に押し立てて敵中を突破するという作戦は、ダジェスが発案したものだった。行動を共にしたのはメルツァーと彼の部下の他ほかはごく数名だけで、残りの者たちは今も同じ場所でリュクサリア王国軍と戦っているはずだ。メルツァーたちが同行することになったのは、ダジェスにそうするよう命じられたためだった。

　その指示は唐とう突とつだった。あのとき、オルグレンが起き死し回かい生せいを狙ねらって繰り出した必殺の一いち撃げきをかろうじてしのいだダジェスは、偽のエリュシオンに猛もう攻こうを加え、乗っていたオルグレンを沈ちん黙もくさせた。そして彼を操縦席の中から引きずり出し、その扱いに関して部下にある指示を出すと、自分が代わりに乗り込み、メルツァーたちに一緒に来いといってその場から走り出したのだった。

　メルツァーたちは命じられるまま、ダジェスの後についていった。今思うと、あの光景は傍はた目めには、オルグレンが乗っている偽のエリュシオンを、メルツァーたちが追いかけているように見えていたかもしれない。

　その後、戦せん闘とう区域の外はずれまで一気に走り、まわりに誰だれもいなくなったところまで来て、ダジェスはいったん足を止めた。そこで初めて、メルツァーたちは彼から、このまま敵中を突破して王都を目指すことをその意図と共に聞かされたのだった。

　作戦の内容を知ったとき、メルツァーは猛反対した。いくらダジェスやメイがいるとはいえ、十機にも満たない数で敵の大軍の中を突破するなど、到底不可能だと思ったからだ。

　しかしダジェスは、堂々としていれば大丈夫だと言い放ち、メルツァーの反対を退しりぞけた。その結果、今に至っている。

　確かに、途中まではまったくばれることなく進んでくることができた。事情を知らない者には、偽のエリュシオンが本物に見えたことだろう。知っている者には、中にいるのはオルグレンだと思われたに違ちがいない。いずれにせよ、本陣に行き当たるまでは何の問題もなかった。一緒にいるのがオルガンド軍の機巧鎧アームネインという明らかに不自然な点についても、誰にも何もいわれなかった。何か特別な事情があるに違ちがいないと、勝手に解釈されたのかもしれない。

　恐らくダジェスは、そういった相手方の心理までも見越した上で、この作戦を考えたものと思われた。それも、オルグレンと戦っている最中にだ。彼の機転の速さに、メルツァーは内心舌を巻いた。

　途中で本物と遭そう遇ぐうさえしなければ、最後まで何事もなく進めたかもしれない。

　そう、本物と遭遇さえ──

　二機のエリュシオンが対たい峙じしている何とも不思議な光景が、今もメルツァーの脳のう裏りにはっきりと焼きついていた。

『メルツァー。俺おれはこのまま予定通り、シュマイザーのところへ行って話をつけてくる。お前たちは奴を回収してこい』

『はっ』

　メルツァーが返事をすると、ダジェスはその場で機体の向きを変え、再び走り出した。すかさずその後ろを、ここまで行動を共にしてきたダジェスの部下たちが乗るバティス数機がついていく。

『隊長』

　ダジェスたちの姿が見えなくなったのを見計らったかのように、傍かたわらにいたレクターが声をかけてきた。

『王おう太たい子し殿でん下かのことですが……もしやあれは……』

『その話はするな』

　メルツァーは鋭い声でレクターを制止した。今ここで口にするには危険過ぎる話題だった。

　レクターのいいたいことはわかっている。メルツァーも、まったく同じ疑心を心に抱いていた。

　ボラドーを殺したのは、ダジェスではないのか。

　先ほど、本物のエリュシオンに向かって近付いて行った際、メルツァーはその背後にボラドーらしき人物が立っているのを確かに見た。だがその直後に敵勢ともみ合いになり、ようやくそれを突破してそばまで行ってみたところ、既すでに彼は物いわぬ死体と化していた。

　自分が見ていなかった隙すきに、誰だれかがボラドーを手にかけた。それは間ま違ちがいない。

　ではそれが誰なのかと考えた場合、一番可能性が高いのは、どうしてもダジェスということになってしまうのだった。

　何となれば、これからダジェスがやろうとしていることは、ボラドーが既にいなくなっていることが前提だったからだ。

　とはいえ、同時にメルツァーは、この疑心をしばらくの間己おのれの心にしまっておくべきだとも考えていた。まずは何よりも、今置かれている状況を打開しないことにはどうしようもない。

『よし、我々も例の場所へ向かおう』

　彼はレクターに向かってそう告げると、ダジェスが去ったのとは別の方向に機体を向けた。




『全機、ただちに戦せん闘とうを停止して一時後退！　決して深追いはするな！』

　王都の大門が鈍にぶい音を立てて閉まるのを目まの当たりにしたファウラーは、部下に大声で指示を出すと、自らもいったん後ろへ下がった。城門に据えられた大型弩ど砲ほうを警けい戒かいしてのことだった。いつの間にか、空が次第に白しらみ始めている。夜のうちは敵も外の状況がわからないため、そう簡単には撃うってこれないだろうという計算があったが、明るくなったらどうなるかわからない。不用意に城じよう壁へきに接近しすぎて、かつてのオルグレンの二の舞になることは絶対に避けなければならなかった。

『おのれ……！』

　閉ざされた城門を遠目に見ながら、うめき声を漏もらす。偽にせのエリュシオンを敵に奪うばわれ、王都に逃げ込まれてしまうなど、まったく予想もしていなかった展開だった。

　オルガンド軍はまたしても籠ろう城じよう策さくを取るつもりだろうか？

　ボラドーを投降させた際に感じた安あん堵ど感や達成感はとうに雲うん散さん霧む消しようしていた。今のファウラーはまんまと敵に隙すきを衝つかれた自分に対する激しい怒いかりと、早くこの状況を打開しなければという焦あせりに身を焦こがすばかりだった。

　王都の中から、大勢の人間の喚かん声せいのような音が聞こえてくる。外の動きに呼応して、中の市民が立ち上がったのかもしれない。だがこのまま城門が閉ざされ続けていれば、孤立無援となっていずれ制圧されてしまうことは火を見るより明らかだった。王都の中には、未いまだに万単位のオルガンドの軍勢が残っているはずだからだ。

「ええい、どうにかならんのか！」

　ファウラーは機巧鎧アームネインの操縦席の中で叫さけんだ。老将の切迫感はますます募る一方だった。




　夜明けが近付くと共にますます混乱を極める一方となりつつある王都の中を走り抜け、メルツァーたちは町の外はずれにある建物の前にたどり着いた。

　そこは犯罪者や捕ほ虜りよを収監している監かん獄ごくだった。

　彼らが到着したとき、建物の前には大勢の人だかりができていた。いずれも同じ作りの囚人服に身を包んでいる。どうやら獄につながれていた者たちが解放されたらしい。皆、自分たちの置かれている状況がわからないらしく、一いち様ように戸と惑まどいの表情を浮かべていた。

　ただ、そうした中にも例外はいる。

　メルツァーは囚人の中に混じって、ただひとり油断のない鋭い目つきで周囲を見回していた男に目を留とめた。

　それはいかにも武人といった屈強な体格を誇ほこる男、メルツァーの部下にして『黒い牙きば』の異名を持つマンフレート・クロイツだった。

　メルツァーたちが監かん獄ごくまでやって来たのは、このマンフレートを解放するために他ほかならなかった。それもダジェスの指示によるものだ。彼がこれから実行しようとしている目もく論ろ見みを成功させるためには、マンフレートの存在が不可欠だった。

　メルツァーは入り口のすぐ近くまで行ったところで機巧鎧アームネインを止め、地面へと降おり立った。間を置かず、ユリシーズもメルツァーの機体に横付けされ、中からメイが飛び出して来る。

「お父とう」

　メイはマンフレートの下もとへと歩み寄って行った。マンフレートは地面に片かた膝ひざをつき、視線の高さをそろえてメイと向かい合う。

「元気そうだな」

　マンフレートが呟つぶやいたのに対し、メイは黙だまってうなずいた。

　その間に、メルツァーもマンフレートのそばへと近付いていく。

「お手数をおかけして、申し訳ありません」

　マンフレートは再び立ち上がり、メルツァーに向かって頭を下げた。

「何、気にすることはない」

　もしも看守がマンフレートの釈放に難色を示すようであれば、ひと悶もん着ちやく起きる可能性もあったが、幸いそうならずに済んだ。あるいはシュマイザーから、あらかじめ指示があったのかもしれないとメルツァーは思った。

「マンフレート。我々は事情があって、今はダジェス殿でん下かの指揮下にいる。その殿下からの指示だ。このまま西正門へ向かう。その前に工こう廠しようへ寄って、ネストールも回収したい」

「わかりました」

　メルツァーの説明に、マンフレートは落ち着き払った口調で答えた。

　そのとき、一機のドラードが台車を牽けん引いんして、監獄のすぐ近くまでやって来て止まった。

「何だ……？」

「……ネストール」

　そう呟いたのはメイだった。彼女がいった通り、台車に載せられていたのはまさに今、メルツァーが回収しに行こうと話していたマンフレートの専用機巧鎧アームネインネストールだった。

「おう、全員ここにいたのか。そいつはちょうど良かったぜ」

　台車の上から、かすれ気味だが張りのある、力強い声が聞こえてきた。メルツァーもよく知っている人物の声だった。

　横たわったネストールの肩に寄りかかるようにして立っていたのは、リュクサリア王国軍の鎧がい師しハーデイ・ゼファーだった。

「俺おれのところにこいつを置いておくと、うちの連中に取られかねないと思ってな。元の持ち主のそばに置いといてやろうと思って持ってきたのさ。……そこのあんた、手伝ってくれてありがとよ」

　ハーデイはドラードの中から出てきた味方の機士に声をかけた。

「シュマイザー閣かつ下かから話が行ったのか？」

　メルツァーがハーデイに向かって尋たずねた。

「そんな奴やつは知らねえよ。嬢じようちゃんを守るために自分の身を張るマンフレートさんが気に入った。それだけだ。いっただろう？　俺おれはこう見えても子供好きだってな」

　ハーデイは照れくさそうに鼻の頭を手でかきながら答えた。

「あなたのご協力に感謝する、ハーデイ殿」

　マンフレートはハーデイに向かって頭を下げた。

「いいってことよ。嬢ちゃんと仲良くな」

　ハーデイは片手を挙げて、鷹おう揚ような口調で答えた。

「話が早くて助かる。ではマンフレートは、すぐにネストールへ乗ってくれ」

　メルツァーはマンフレートに向かって告げ、それから機巧鎧アームネインに乗ったまま近くに控えていたレクターたち他ほかの部下のほうを振り向いた。

「これで我々のほうの準備は整った。これより、西正門に戻る。行くぞ！」




　ヒュームの導きによって、イアンたちはオルグレンの部隊が展開している地点へとたどり着いた。伝令の報告にもあった通り、その辺一帯だけは相変わらず激しい戦せん闘とうが続いている。空が次第に明るくなり始めている中、両軍の機巧鎧アームネインや歩兵がそこかしこで斬きり結び合う、夥おびただしい喧けん騒そう状態がその場に発生していた。味方も敵も、部隊としてのまとまりはとうに失われ、乱戦になっている。頽くずおれる機体に倒れ伏す人体、突き入れられる刃やいばに叩たたきつけられる鈍どん器き。夜の間ははっきりと見えなかった、両軍の機士と兵士による凄せい惨さんそのものな死の競演を、イアンは改めて目まの当たりにすることとなった。濃厚な血のにおいが、扉とびらを透過して操縦席の中に充満していくような感覚にとらわれ、思わずむせそうになる。

　予あらかじめ聞いていた通り、オルガンド軍の戦意は旺おう盛せいだった。指揮官のダジェスは既すでにこの場からいなくなっており、総司令官のボラドーも死んでしまったというのに、なぜここまで戦い続けられるのだろうか。また、そんなオルガンド軍に対するオルグレンの部隊の闘争心も、相手方に勝るとも劣らない激しさだった。両軍とも他のことは何も目に入らず、ただ目の前の相手を粉砕することだけに傾注しているかのような、ある種のひたむきさがそこには感じられた。

　やがて、イアンたちがやって来たことに気が付いたらしい味方の機巧鎧アームネインが、たちまち何機もそばに集まってきた。

『こ、公こう爵しやく様！　ご無事でいらっしゃったのですね！』

『馬ば鹿か者もの！　こちらにいらっしゃるのは本物のアルトゥール殿でん下かだ！』

　ヒュームが怒ど鳴なりつけると、集まってきた者たちの間から一斉に驚おどろきと落らく胆たんの入り混じったような声が漏もれた。

『一体どうなっているんですか？』

　そんな彼らに向かって、イアンは事情を尋たずねた。その結果わかったのは、彼らが主人のオルグレンを見失ってしまったという事実と、オルグレンが偽にせのエリュシオンに乗ったまま敵の手に落ちたという誤解だった。話を聞いたイアンは、彼らの猛もう烈れつな戦せん闘とう意欲は、何としても主人を取り戻そうとする気持ちから発していたものらしいと察しをつけた。

　これもヴィクトのいっていた、ダジェスの策略の内うちなのだろうか。

　ダジェスが偽のエリュシオンに乗って本陣に姿を現したことをヒュームが伝えると、オルグレンの部下たちは再び驚きよう愕がくの声を上げた。

『この様子ですと、もしかするとダジェスは、自分の部下に命じて情報の攪かく乱らんも行なわせていたのかもしれません』

　ヒュームがイアンに向かって自分の意見を述べた。

　そこへ、オルグレンの部下のひとりが声をかけてくる。

『そ、それでは公こう爵しやく様は今どちらに？』

『そのことですが……』

　イアンは彼らに、炎の塗装を全身に施ほどこしたダジェスの機巧鎧アームネインが敵勢の中に混じっていなかったかと質問した。

　果たして部下のひとりが、それを見たことを口にする。

『その新型機なら、私の部下が先ほど目もく撃げきしたと報告してきました。すぐに逃げられてしまったとのことだったので、今行方ゆくえを捜さがさせています』

『逃げただと？』

　ヒュームが怪け訝げんそうな声を上げた。

　イアンもエリュシオンの中で首を傾かしげる。

　仮にダジェスの機巧鎧アームネインに乗っているのが本当にオルグレンだとしたら、味方の姿を見て自発的に逃げ出すというのは合が点てんがいかなかった。

　それとも、ダジェスがオルグレンと機巧鎧アームネインを入れ替えたと考えたのは、自分の勘かん違ちがいだったのだろうか？

　だとしたら、彼は一体どこへ──？

　イアンたちが集まっているところに一機の機巧鎧アームネインが走り寄ってきたのは、そのときだった。

『敵の指揮官が機乗していると思われる機巧鎧アームネインを、再び発見！　数機がかりで追跡中！』

『ヒュームさん！』

　それを聞いたイアンは、傍かたわらにいたヒュームの名を呼んだ。はい、と即座にヒュームの力強い返事が返ってくる。

『……おい、お前！　その機巧鎧アームネインのところへ、すぐに俺おれたちを案内しろ！』

　イアンとヒュームはその場にいたオルグレンの部下数機を従え、再び移動を開始した。

相変わらず激しい戦せん闘とうが続き、負傷兵や損傷した機巧鎧アームネインで足の踏ふみ場すらなくなりつつあるように感じられる森の中を、しばらく進んでいく。

　やがて──

『いました、あそこです！』

　案内役を任せていた機士が叫さけび声をあげて、手で進行方向を指し示した。エリュシオンを走らせながら、イアンも前方に目を向ける。

　そこには確かにダジェスの乗機だったとわかる、全身に炎の塗装を施ほどこしたオルガンド軍の新型機の姿があった。

『あれは……』

　その機巧鎧アームネインの状態を見て、イアンは息を吞のんだ。大きな裂傷が、首の右の付け根のところから胸のあたりまでを抉えぐり込むようにして刻まれている。とてつもない大きさの刃やいばを、叩たたき込まれたかのような傷だった。裂傷の周辺の装甲がひしゃげてひきつれており、右腕うでは肩の部分からほとんど脱落しかかっている。ヴィクトが話していた、偽にせのエリュシオンに仕込まれていた装置によるものに違ちがいない。

　未いまだに中に人がいて、動いていることが信じられないほどの損傷だった。あれだけの傷になると、操縦席の中も無事では済んでいないに違いない。

　ダジェスはあんな攻こう撃げきを受けながら生き長らえ、偽のエリュシオンに乗って自分たちの前に現れたのか。そう考えた途端、イアンの背に戦せん慄りつが走った。

　確かに傷を負ったとはいってはいたが、普通ならそんなものでは済まないはずだ──

　ダジェスの元の機巧鎧アームネインは、数機の味方の機巧鎧アームネインによって包囲されていた。だが味方が包囲を狭めようと一斉に武器を構えて接近した途端、ダジェスの元の機巧鎧アームネインは、そのうちの一機に向かってにわかに体をぶつけていった。鈍にぶい金属音を生じさせ、味方の機巧鎧アームネインが転倒する。弾はずみで、ダジェスの元の機巧鎧アームネインの右腕も地面に脱落した。

　その右腕をまったく顧かえりみる様子もなく、ダジェスの元の機巧鎧アームネインは、一いち目もく散さんにその場から逃げ出した。

『待て！』

　ヒュームがすかさず、後を追って走り出す。イアンもすぐにそれに続いた。

　乗っているのがオルグレンにしろ、そうでないにしろ、とにかくまずはあの機巧鎧アームネインを確保し、中に誰だれが乗っているのかを確かめなければならなかった。




　マンフレートを加えたメルツァーたちは、再び西正門の前にある広場へと戻っていった。市民の反乱はますます激しさを増す一方で、中にはそのせいで通行不能となった街路もあり、行きとは別の経路をたどることを余儀なくされた。

　メルツァーは市街地のそこかしこで、オルガンド軍の歩兵や襲歩機ギヤロツパーに乗った兵士が、牙きばを剝むいた民衆に襲しゆう撃げきされている光景を目にした。石をぶつけられる者もいれば、棒で殴られる者もいる。丸太を転がされて脚を取られ、転倒させられた襲歩機ギヤロツパーや、中には屋根の上から水を張った盥たらいのようなものをぶつけられる者までいた。兵士たちは武器を構えて抵抗していたが、一度倒れてしまうともはや無力だった。どれほど屈強な体格をした兵であっても、よってたかって取り囲まれて乱打を浴びればひとたまりもなく、たちまちのうちに血と泥に塗まみれた肉にく塊かいに成り果てるのが落ちだった。

　市民たちの怒りは凄すさまじかった。メルツァーたちは全員機巧鎧アームネインに乗っていたため誰だれも目立った被害は受けなかったが、そんな彼らにも物を投げつけて敵意を露あらわにする者が何人もいたほどだ。彼らの顔ぶれは様々だった。男ばかりでなく女も多数混ざっている。若者だけでなく老人の姿も見えた。それこそ、王都に暮らすほとんどの者が、二ヶ月間にわたるオルガンド軍の圧政に反旗を翻ひるがえし、元の暮らしを取り戻さんと立ち上がったかのようだった。

　ようやくたどり着いた西正門前の広場には、多数の機巧鎧アームネインや兵士が集結していた。そのうちの何割かは市街地との境界のところに壁かべを作り、押し寄せる市民の群れを撃退している。残りの者たちはこれから始まることを既すでに聞かされているらしく、その準備に余念がないようだった。

　メルツァーたちは機巧鎧アームネインに乗ったままそうした機巧鎧アームネインや兵士たちの間を通り抜けて進み、門のそばまで来たところでようやく機体から降りた。

　すぐ近くに、ダジェスがここまで乗ってきた偽にせのエリュシオンが役目は終わったとばかりに打ち捨てられている。その隣となりに数機のバティスが待機姿勢で鎮ちん座ざしており、そのうちの一機の前に、ダジェスがいた。

「ただ今戻りました」

　メルツァーが声をかけると、ダジェスがこちらを振り返った。その顔を見て、メルツァーは痛々しさに思わず眉まゆをひそめる。ダジェスの右頰ほおには大きな傷ができていた。オルグレンと戦った際、彼が最後に放った技によって被こうむったものらしい。傷口が大きく開いており、そこから血が染しみ出て頰から下へと伝い落ちていた。その様子が、ただでさえ剣けん吞のんな雰囲気を多分に持ったダジェスの風ふう貌ぼうに、一層の凄すごみを加えていた。

「もう説明はしたのか？」

　ダジェスがメルツァーの背後に立つマンフレートに視線を向けながら、尋たずねてきた。

「いえ、まだです」

　メルツァーとしては、ひとまずここまでたどり着いたところで、改めてこれから何をするかの話をマンフレートにしようと思っていたところだった。

「そうか。だったら俺おれから話してやろう」

　ダジェスはそう口にすると、メルツァーの後ろにいたマンフレートのところへ歩み寄った。

　メルツァーは背後を振り返る。ダジェスがマンフレートと向かい合って立っているさまは、何とも壮観だった。上うわ背ぜいはふたりともほとんど同じで、恰かつ幅ぷくはマンフレートのほうがやや上といったところだろうか。

「これからここに残っている全軍を連れて、王都を引き払う。道を切り開くのは、俺おれと、お前と、そのチビだ」

　ダジェスはマンフレートの傍かたわらにいたメイに向かって顎あごをしゃくった。

「すまない、マンフレート。ダジェス殿でん下かの指示とは、そういうことだ」

　メルツァーはマンフレートに向かって詫わびた。王都の中に残っている全すべての軍勢、さらに、外で今も生き長らえている残存の戦力、それらを束ねて、王都から全面撤てつ退たいするというのが、ダジェスの打ち出した方針だった。

「わかりました」

　マンフレートの返事は簡かん潔けつだった。彼はダジェスやメルツァーの言葉にも、顔色ひとつ変えなかった。

　そんなマンフレートに向かって、ダジェスがさらに言葉を重ねていく。

「俺とお前と、どちらの星がより強いか、これではっきりするだろうな」

　そういってダジェスは、酷こく薄はくそうな笑みを浮かべた。

　一方のマンフレートは何も答えない。

　ふたりの様子を見て、メルツァーは違い和わ感かんを覚えた。

　彼らは以前から面識があったのだろうか？

　そういえば、前にマンフレートにダジェスの話をしたとき、マンフレートが何やら考え込む様子を見せたこともあった気がするが──

　ダジェスはなおもマンフレートのことを鋭い目つきでにらみつけていたが、マンフレートが反応しそうにないとわかると、鼻で息を吐いてその場で身を翻ひるがえした。

　彼は再びメルツァーのほうを振り向き、告げた。

「さて、役者もそろったところで、舞台の幕を開けるとするか。北正門のほうでもシュマイザーが準備を整えているはずだ。ボラドーへの手た向むけも兼ねて、思い切り派手にやるぞ」




　　　　５




　城門の外では、リュクサリア王国軍とオルガンド軍のにらみ合いが続いていた。角つの突つき合あわせるほど接近していながら本格的な交戦には至らないその様子は、まるで互いに手をこまぬき、相手の腹はらを探さぐり合っているかのようでもあった。

　ファウラーは大型弩ど砲ほうが設置されているはずの城じよう壁へきの上の様子に注意を払いながら、城門が目視できる位置に留とどまっていた。

　現状を打開する術すべは、未いまだに見み出いだせていない。

　ヴィクトが機巧鎧アームネインに乗って近付いてきたのはそんなときだった。

　ファウラーは彼の口から、イアンがエリュシオンに乗ったままオルグレンの救出に向かったことを聞かされ、驚おどろきに目を瞠みはった。

『後を追わなくていいのか？』

『近衛このえ部隊に追つい随ずいさせています。ヒューム公こうも同行されているので、大丈夫だろうと判断しました。それよりも、今はこちらの状況のほうが気になったものですから』

　ヴィクトの口調は、いつもと変わらぬ落ち着きを保っていた。

　確かにそうなのかもしれない。だが、しかし。

　イアンがヴィクトの制止を振り切って行動したというのは、ファウラーにとっては大いに気になるところだった。彼が先日、フランシスカに真相を打ち明けたいとヴィクトに相談を持ちかけたという話も、既すでに聞かされている。

　あの戦せん闘とう奴ど隷れいの若者の意識は、明らかに変化の兆きざしを見せているといえそうだった。こちらの指示に唯い々い諾だく々だくと従っているばかりでなく、自分で考え、自分の意志で行動しようとしている様子が見受けられるようになりつつある。

　これが本物の王子だったら、立場に見合った責任感が出てきたことは大いに喜ばしいことといえるのだろうが──

『おや……？』

　城じよう壁へきの上に何やら動くものの姿をとらえ、ファウラーはそちらに意識を移した。懐ふところから遠とお眼鏡めがねを取り出して覗のぞいてみる。その場に現れたのは、オルガンド軍の新型機巧鎧アームネインだった。先ほど、ダジェスと共にこちらの陣中を突破していった一団に混じっていたうちの一機だろうか。

　そのとき、新型機の登場に合わせるように、城門の前に集結していたオルガンドの軍勢の間から一斉にどよめきが生じた。

『演説が始まったようですね』

　ヴィクトがそういうのを聞いて、ファウラーは急いで伝声器の感度を調整した。風かざ音おとや敵味方の将兵が奏でる喧けん騒そうに混じって、誰だれかが大声で語りかける声が耳に入ってくる。どうやらその声は、例の新型機から発せられているようだった。

『……俺おれはダジェス・ベルガだ。お前たちを従えていたボラドーはもういない！　リュクサリアの王子の手にかかり、殺されたのだ！』

　新型機に乗っているのはダジェス本人だった。偽にせのエリュシオンから乗り換えたらしい。

　ダジェスの口からボラドーの死が告げられた瞬しゆん間かん、オルガンド軍の軍勢の間に明らかな動どう揺ようが走るのが見て取れた。不ふ穏おんな空気を宿したざわめきが発生するなりみるみるうちに拡大していき、彼らの醸かもす空気がいかにも張り詰めた、爆発寸前といった様相を呈し始める。

『噓うそをつくな！　やったのは貴き様さまだろうが！』

　ファウラーは自分の機巧鎧アームネインの中で吠ほえた。偽のエリュシオンに乗ったダジェスがボラドーの体に剣を振り下ろす場面を、彼もはっきりと目にしている。よくもそんなことをいえたものだと思った。

『だが安心しろ。これからはこの俺おれが、お前たちを導いてやる。俺たちの後を全力でついてこい。そうすれば生き延びられるぞ！』

　ダジェスはなおも言葉を続けた。どうやら城門の外側と内側双方に向かって語りかけているらしく、機体が城じよう壁へきの上を行き来していた。

『門を開け！』

　ダジェスの言葉に合わせて、閉ざされていた大門が再びゆっくりと開いていく。

『マンフレート、出ろ！』

　次の瞬しゆん間かん、開いた門の間から二機の機巧鎧アームネインが、まるで疾風のような猛もう烈れつな勢いで飛び出してきた。

　その機巧鎧アームネインの姿を見て、ファウラーの全身が衝しよう撃げきに見舞われた。

　二機のうちの一機は、濃のう紺こんの細身の機巧鎧アームネインだった。先日のウェンズロー砦とりでの戦いでエリュシオンをあわやのところまで追いつめ、先ほどはファウラーたちが数機がかりで拘こう束そくしようとしたのをあっさり跳はね除のけた、あの機体だ。

　そしてもう一機は、リュクサリア王国軍の多くの将兵にとっては死と恐怖の象しよう徴ちようともいえる、漆しつ黒こくの機巧鎧アームネイン──

『黒い牙きば』だった。

　そう。オルガンド軍にはまだこの切り札が残っていた。ウェンズローでの戦いのときと同様、それはまたしても、状況が大詰めを迎えるのを見計らったように戦場に姿を現した。

　黒い牙と濃紺の機巧鎧アームネイン。二機の出現は、様子を見守っていたリュクサリア王国軍の軍勢の間に劇的な変化をもたらした。見る間に各部隊の統制が乱れ、機巧鎧アームネインに乗った機士や歩兵たちが狼ろう狽ばいし始める様子がファウラーの目に入る。

　そこへ、さらに追い討ちがかかった。

　自分の真下を通過した黒い牙と濃紺の機巧鎧アームネインを追いかけるように、ダジェスの乗った新型機が、城壁から真下の地面へと飛び降りたのだ。

『何だと!?』

　ファウラーは啞あ然ぜんとなった。王都を取り囲む城壁の高さは、平均で十五リム（約十五メートル）近くにも及ぶ。それだけの距きよ離りを機巧鎧アームネインで飛び降りるなど、ファウラーの常識ではあり得ない行為だった。確かにあの機体は空を飛ぶこともできると知ってはいるが、今はカーマイン峡きよう谷こくのときのように、背中に翼つばさを装着している様子もない。

　ダジェスの乗った機巧鎧アームネインは地面に軽々と着地し、何事もなかったかのように漆黒の機巧鎧アームネインと濃紺の機巧鎧アームネインの後を追って走り出す。

『全機突とつ撃げき！』

　ダジェスの叫さけび声が聞こえてきたのに続いて、開かれた城門から今度はオルガンドの軍勢が、怒ど濤とうの勢いで飛び出してきた。

　機巧鎧アームネインもいれば、襲歩機ギヤロツパーに乗った兵もいる。さらには歩兵も混じっている。

　ひとりひとりの顔つきまでは見えるはずもないが、全員が胸に宿しているであろう共通の意識だけは、ファウラーにもはっきりと伝わってきた。

　オルガンド軍の誰だれもが、不ふ退たい転てんの覚悟を決め、王国軍の包囲を何としても突破せんとの必死の覚悟を燃やしていた。

　一丸となったオルガンドの軍勢が、前方にいたリュクサリア王国軍の軍勢と激突し、その場にあらゆる音がない交まぜとなった凄すさまじい叫きよう喚かんの場を作り出す。

　鬼き気き迫るほどのその雰囲気に吞のまれてか、王国軍はたちまち大混乱に陥おちいった。

『落ち着け！　隊列を乱すな！　相手につけ込まれるぞ！』

　ファウラーは喉のどを涸からして叱しつ咤たしたが、そんな彼の怒ど声せいも、味方の発する擾じよう乱らんにかき消されるばかりだった。




　パーシヴァルたち教導機士団の面々は、味方のリュクサリア王国軍が右往左往するのにも影えい響きようを受けることなく、秩序を保ったまま凝ぎよう然ぜんとその場に踏ふみとどまっていた。その様子は海の中で荒波にもまれながら、決して揺ゆらぐことのない大岩のようでもあった。

　彼らが混乱に巻き込まれずにいたのは、無論これまでの豊富な実戦経験、いわゆる場慣れに拠よるところが大きい。だが理由はそれだけではなかった。

　特に、機士団を率いるパーシヴァルにとってはそうだった。

『……信じられん』

　彼の目は、オルガンド軍の先頭を切って進む濃のう紺こんの機巧鎧アームネインに釘くぎ付づけになっていた。先ほど、ダジェスが一団を率いてリュクサリア王国軍の本陣を突破したときは、少し離はなれた位置にいたため目撃しそこねていた機体に間ま違ちがいあるまい。部下からの報告を聞いてもしやと思いつつ、すぐにまさかそんなことはあるまいと可能性を否定していたのだが、そのまさかだった。

　実物を目にするのは初めてだったが、あれが本物だということは一目でわかった。

　今までに別の本物を何機も目にしていたからこそ。

　それ以外に、何十機にも及ぶ偽物も見てきたからこそ。

　真しん贋がんについては嫌いやでも目が利きくようになっている。

　あの機巧鎧アームネインは、この世に全部で十二機のみ存在する決戦機のひとつだった。それも、大昔に起きた事件により紛失した九機の中に含まれ、その後一度は取り戻されたものの近年になり再びいずこかへ姿を消したという複雑な来歴を持つ機体──

『青のユリシーズ』に間ま違ちがいない。

　思いがけない邂かい逅こうに、パーシヴァルの全身に震ふるえが走った。行方ゆくえのわからなくなった決戦機を探し出すことは、彼ら教導機士にとって最重要任務といっても過言ではなかったからだ。世界には未いまだ、ユリシーズを含めて四機もの決戦機が、所在不明のまま埋もれていた。

　教導機士たちの、決戦機捜索にかける情熱は特別なものがあった。誰だれもが、一生のうちに一度は自分の手で本物を発見し、取り返したいと考えているといってもいい。だがほとんどの者にとって、その努力は報われることなく終わる。過去、それこそ何百人もの機士が決戦機探求に血ち道みちを上げてきたが、成果を得ることができたのはたった六人しかいなかった。

　パーシヴァル自身、つい最近もまさに今目の前にいる『青』があるとの情報を得て、北方世界の大国アトヴァールへと遠征してきたばかりだった。そのときはいつものように空振りに終わったが、まさか次に訪れたリュクサリアで、こんな展開が待っていようとは思ってもみなかった。

　事前に何もいっていなかったところを見ると、恐らく本部もこのことは知らなかったに違いない。

『青！』

　シンクレアが叫さけぶなり、その場から走り出していた。彼女も当然のごとく、あの濃のう紺こんの機巧鎧アームネインの正体にすぐに気付いたようだった。

『待て、シンクレア！』

　パーシヴァルは叫んだ。今度は先ほどのように、彼女の暴走を黙だまって見ているだけというわけにはいかなかった。あまりにも事が大きすぎる。

　彼はすぐに、自らもシンクレアの後を追って走り出した。




　自分の眼前で、とてつもない暴風が吹き荒れていた。

　ダジェス、マンフレート、メイの乗った三機の機巧鎧アームネインのすぐ後ろを走っていたメルツァーは、彼らの戦いぶりに驚きよう愕がくするばかりだった。それはもはや凄すさまじいという表現では言い足りない、人間の到達し得る領域さえも凌りよう駕がした天災のような光景だった。

　道を切り開くといったダジェスの言葉通り、三機は行く手に立ち塞ふさがるリュクサリア王国軍の軍勢を、まるで藪やぶでもこぐかのようにたやすく退しりぞけ、隙すき間まをこじ開けていった。

　ダジェスたちが敵軍に向かって走り入るや、相手がまるで風に舞う花びらのように無む造ぞう作さに散っていく。

　ネストールの戦せん斧ぷが、またはバティスの両手に握にぎられた剣が一いつ閃せんするたび、敵のライオットが装甲を引き裂かれ、あるいは破は砕さい音と共に操縦席を叩たたき潰つぶされ、あえなく吹き飛ばされた。王都に入るまではずっと素手のままだったネストールも、両腕うでの手て甲こうのところから据え付け型の刃やいばを出し、いとも無造作に敵機を刈り倒している。

　破は壊かいされた敵機から甲かん高だかい金属音や鈍にぶい衝しよう撃げき音が生じ、そこに機士たちの悲鳴や怒ど声せいが重なって、三機の進む先はたちまち狂きよう騒そうと破壊に彩られた阿あ鼻び叫きよう喚かんの惨さん憺たんたる場と化した。

　メルツァーはそんなダジェスたちの後を、ただついていくばかりだった。自分も同じように戦おうなどとは端はなから考えていない。期待されていないこともわかっていた。メルツァーとしては、彼らに振り切られないようにするだけで精一杯だった。ついていけなくなったらその時点で自分は終わる。それがはっきりとわかっていたからこそ、必死だった。

　まるで命綱をつかむかのように、彼は操そう演えん桿かんを握にぎる両手に渾こん身しんの力をこめ、歯を食いしばって追走を続けた。すぐ近くにレクターを始めとする部下たちもいるはずだったが、そちらに目を向ける余裕はとてもない。後ろをついてきているはずの味方の軍勢に対しても然しかりだった。

　ダジェスたちは無人の野を行くがごとき勢いで、突き進んでいった。守りには定評のあるはずのリュクサリア王国軍の軍勢が、彼ら三機によって為なす術すべを失ったかのように無む造ぞう作さに蹴け散ちらされ、切り裂かれして崩れていく。

　このまま誰だれにも止められることなく行ってくれ。今度はエリュシオンとぶつかったりしないでくれ──

　メルツァーが声に出さず心の中で祈ったときだった。

　ダジェスたちの前方に、上がり始めた朝日を受けて黄金色に輝かがやく機巧鎧アームネインが姿を現した。

『何だ、あいつらは!?』

　メルツァーが叫さけび声を上げる中、黄金色の機巧鎧アームネインはダジェスたちに対して正面から、まるで力勝負を挑いどもうとするかのような勢いで、まっしぐらに突っ込んできた。

　このままぶつかるつもりか!?

　メルツァーがそう思った瞬しゆん間かん、黄金色の機巧鎧アームネインが走りながら左腕うでを思い切り打ち振った。たちまち、機体の手首のあたりから鞭むちが飛び出し、目にも留とまらぬ速度で正面にいたユリシーズに襲おそいかかる。

　だがその一いち撃げきが、目標に到達することはなかった。

　マンフレートの乗るネストールがユリシーズをかばうようにその前に進み出るや、手にした戦せん斧ぷで向かってきた鞭を打ち落としたためだった。鋭い金属音を発しながら戦斧の刃やいばが的確に鞭をとらえ、そのまま空中で切断する。

　鞭の先端は、まるで蛇へびのようにうねりながら地面に落ちた。

　黄金色の機巧鎧アームネインはその場で足を止め、身構える。

『この……！　邪じや魔まをしないでよ！』

　光り輝く機体の中から聞こえてきたのは女の声だった。

　そこへ新たに二機の黄金色の機巧鎧アームネインが、同じ方向から並んで姿を現した。

　三機の黄金の機巧鎧アームネインはまったく同じ形のようにも思えたが、よく見ると頭部に違ちがいがあった。最初に現れ、鞭を振るってきた機体には額ひたいのところに豹ひようのような動物を象かたどった前まえ立たてがあしらわれていたが、後から現れた二機は意い匠しようが異なっていた。一機は鷲わし、さらにもう一機は鮫さめのようだった。

『シンクレア！　無む茶ちやをするな！』

　鷲わしの前まえ立たてをつけた機体から叫さけび声が響ひびいたのと同時に、最初に現れた豹ひようの前立の機巧鎧アームネインが再び動いた。

『青っ！　逃がさない！』

　豹の前立の機巧鎧アームネインは今度は右手に握にぎった剣を振りかぶり、突っ込んできた。

　それを阻はばんだのは、またしてもマンフレートだった。

　豹の前立の機巧鎧アームネインが強烈な出足を見せ、ネストールをかわしてユリシーズに肉にく薄はくしようとしたところへ、横合いからネストールの戦せん斧ぷの強烈な一いち撃げきを叩たたき込んでいく。

　豹の前立の機巧鎧アームネインはこれにすかさず反応し、攻撃をかわそうとした。だがネストールの踏ふみ込みのほうがさらに鋭く、早かった。

　豹の前立の機巧鎧アームネインの左ひだり腕うでから脇わき腹ばらにかけての部分に戦斧の刃やいばが思い切りぶち当たり、装甲のひしゃげる音を立てながら、機体ごとなぎ倒していく。

　豹の前立の機巧鎧アームネインは体を泳がせ数歩にわたってよろめきながら、それでも両足を突っ張り、その場に踏みとどまろうとした。

　そこへ、今度は向こうが狙ねらっていたはずのネストールが襲おそいかかった。

　豹の前立の機巧鎧アームネインがよけようとする間もあればこそ、ネストールの放った横殴りの一撃が、機体の頭部を思い切り叩き割る。

　蒼そう煌こう石せきの砕ける音がメルツァーの耳に響ひびいてきた。

『このっ……！　よく……』

　中に乗っていた女の絶ぜつ叫きようは、途中で打ち切られた。全身を黄金色の装甲で覆おおった豹の前立の機巧鎧アームネインはその場で一切の力を失い、鈍にぶい音を立てながら仰あお向むけに地面に倒れていった。

『シンクレア！』

　新たに現れた二機のうちの一機、鮫さめの前立を持つ機巧鎧アームネインが、倒れた機体の前に立ち塞ふさがった。今度聞こえてきたのは野の太ぶとい男の声だった。

　その新たに現れた鮫の前立の機体に向かって、マンフレートが低い声で言い放つ。

『お前たちに、手は出させない』

　次の瞬しゆん間かん、今度はマンフレートが仕掛けていった。漆しつ黒こくのネストールが疾風をまとって、鮫の前立の機巧鎧アームネインに襲おそいかかる。

　ネストールの戦斧と、鮫の前立を持つ機巧鎧アームネインの剣が正面の位置でかみ合い、甲かん高だかい音を生じさせた。

『メイ、先に行け！』

　マンフレートが叫さけんだ。それに合わせ、弾はじかれたようにユリシーズが走り出す。濃のう紺こんの機体がネストールと鮫の前立の機巧鎧アームネイン、さらに地面に倒れた豹ひようの前立の機体の横をすり抜け、少し離はなれた場所で戦っていたダジェスのバティスのほうへ向かおうとした。

　その前に、鷲わしの前まえ立たてを額ひたいにあしらった三機目の黄金の機巧鎧アームネインが立ちはだかった。

　これに対して、メイは再び、ユリシーズの腕うでに装着した刃やいばの殴りつけるような攻こう撃げきを、鷲の前立の機巧鎧アームネインに見舞っていった。相手は構えていた剣で、この刃を受け止める。

　メイはそのまま力押ししようとはせず、いったん背後に跳とび退しさって距きよ離りを取った。そこから、今度は素早く横にユリシーズの足を踏ふみ込み、鷲の前立の機巧鎧アームネインの脇わきを抜きにかかる。

　鷲の前立の機巧鎧アームネインはユリシーズの動きにまったく後れを取ることなく、すかさず前に機体の足を踏ふみ込ませていった。

　速い！

　この様子を見ていたメルツァーは驚きよう愕がくした。黄金色の装甲を煌きらめかせながら、鷲の前立の機巧鎧アームネインは手にしていた剣を、中段から横なぎにユリシーズ目がけて見舞っていく。

　踏み込みの鋭さ、剣撃の速度、いずれも完かん璧ぺきだった。

　これはさすがのメイとてよけられまい、メルツァーがそう確信した次の瞬しゆん間かん──

　刀とう身しんがユリシーズの胴体に到達せんとするまさに直前のところで、鷲の前立の機巧鎧アームネインは剣撃を放つ姿勢のまま不意にその動きを止めた。

　ユリシーズはそのまま、相手の真横を通過して後方へ達する。

「ちょっと、パーシヴァル！　どうしたの!?」

　ちょうど倒された一機目の黄金の機巧鎧アームネインから出てきた機士が、この様子を見て驚おどろいた声をあげた。まだ若い女だった。

『どうした!?』

　ネストールと戦せん斧ぷと剣による力比べを続けていた鮫さめの前立の機巧鎧アームネインから声が上がった。これをきっかけとして、両機は互いに弾はじかれたように一歩ずつ下がる。

　ネストールがすかさず、そこでメイのユリシーズが見せたのと同じ動きを、鮫の前立の機巧鎧アームネインに対して取っていった。ネストールの機動性もユリシーズにまったく劣るものではない。漆しつ黒こくの機体がたちまち、鮫の前立の機巧鎧アームネインの横をすり抜け、背後へ達する。

　鮫の前立の機巧鎧アームネインは、もはやネストールの後を追おうとしなかった。

　メルツァーは半なかば呆ぼう然ぜんとなりながら、これらの一部始終を見守っていた。そんな彼の耳に、不意にレクターの声が聞こえてくる。

『隊長、今のうちです！』

　その一言でメルツァーは我に返り、いつの間にか足を止めていた自分の機体を、再び動かしていった。レクターを始めとする部下たちもメルツァーのすぐ傍かたわらにおり、すかさず後に続く。

　メルツァーたちはマンフレートに続いて、次々とその場にいた黄金色の機巧鎧アームネインの横を通過していった。黄金色の機巧鎧アームネインは、まるで反応する様子を見せなかった。最初から相手にされていなかったのかもしれない。無論、メルツァーにとってはそのほうが都合がよかった。ここまで敵勢の誰だれひとりとして止められなかったマンフレートとメイの突進を、黄金色の機巧鎧アームネインに乗った彼らが、たとえ一時であれ阻はばんだことは間ま違ちがいない。そんな相手とまともにやり合うのは、願い下げだった。

　メルツァーたちはじきにマンフレートとメイ、さらにはダジェスの下もとへと追いついた。

『あの金色の奴やつはなかなか面おも白しろそうだ。次の楽しみにとっておくとするか』

　ダジェスの声が聞こえてきた。マンフレートとメイが黄金色の機巧鎧アームネインと戦うのを、自身もそばにいるライオットを次々に斬きり伏せながら、見ていたらしい。

　ダジェスの口調はまるでこの事態を楽しんでいるかのように、嬉き々きとしている。

『後続もちゃんとついてきているな。これなら何とかなるだろう。このまま一気にぶち抜くぞ！』

　そういって、ダジェスは機体の両手に持った剣を振りかぶり、走る速度を速めていった。マンフレートとメイも、軽々とその動きに追つい随ずいする。

　メルツァーは必死の思いで、再び三機を追いかけることに意識を集中させていった。




『敵を深追いするな！　退路も開けておけ！　無理をせず、自分たちの隊列を維持することに集中しろ！』

　両軍が錯さく綜そうし、混乱を極める中、ファウラーの塩しお辛から声ごえが響ひびき渡わたった。オルガンド軍が撤てつ退たいを開始してからというもの、彼はずっと声を張り上げ通しだった。喉のどはとうに枯れ、声もかすれ切っていたが、それでも大声で指示を飛ばすのをやめることはしない。

　そうしたファウラーの努力の甲か斐いあってか、味方はオルガンド軍がダジェスたちの先導によって大々的に動き出した当初の動どう揺ようから、ようやく立ち直りを見せつつあった。一時は潰かい走そうの恐れすらファウラーに抱いだかせたほどの周しゆう章しよう狼ろう狽ばいぶりだったが、それもなくなってきている。

『これでいいのだな、ヴィクト』

　ファウラーは傍かわららにいたヴィクトに話しかけた。

『はい。死しに物もの狂ぐるいで逃げる敵に追いすがっても、こちらの損害がいたずらに増えるだけです。今の我々にとって、それは望ましいことではありません』

『他ほかの方面にも、指示が行き届いていればいいが……』

　ファウラーの下もとには、ここ西正門ばかりでなく北正門のほうでもオルガンドの軍勢が一斉に飛び出してきて、味方の部隊と激突しているとの情報がもたらされていた。敵軍の指揮を執とっているのは王都に残っていたもうひとりの万ばん機き将、シュマイザーらしいとの報告も入っている。それらに対しても、ファウラーは伝令を飛ばして深入りしないよう言い含めていた。だが何分この混乱状況のため、無事に実行されているかどうかまではわからなかった。

　ここまできたら、本来の目的を少しでも早く達成することに全力を尽くすしかない、ファウラーは己おのれにそう言い聞かせた。

　本来の目的。それはいうまでもなく、王都を奪だつ還かんすることだった。バーナビーの裏切りにより失しつ陥かんしてから二ヶ月あまりを経て、ようやく今、そのときがやってこようとしていた。

『ヴィクト、ここはもういい。アルトゥール様の様子を見に行ってくれ。万一のことがないとも限らんからな。わしは敵の動きを見つつ、隙すきを見て部隊を王都内に突入させる』

『かしこまりました』

　ヴィクトは返事をして、再び走り去った。

　ファウラーはそんな彼に一いち瞥べつをくれた後、すぐに視線を王都のほうへと戻していった。




　自分が乗っている機巧鎧アームネインガラチアの、操縦席の扉とびらを激しく叩たたかれる音で、パーシヴァルは我に返った。

　視線を下にやると、シンクレアが激しい怒いかりの表情を浮かべながら、こちらをにらみつけているのが目に入る。

　パーシヴァルが扉を開くなり、彼女は中に首を突っ込ませてきた。

「何やってるのよパーシヴァル!?　どうしてみすみす『青』を逃がしちゃったわけ!?」

「すまない……」

　パーシヴァルは頭を振って、機体の外に体を出しながら答えた。

「まったく、どうしたっていうのよ……？」

　そんな彼の様子を見て、シンクレアは怪け訝げんそうな表情を浮かべた。

「シンクレア。私が『青』と剣を交えたとき、何か変わったことはなかったか？」

「変わったこと？　パーシヴァルがいきなり止まっちゃって、『青』を逃がした以外には特にないわよ」

　パーシヴァルの質問に、シンクレアは皮肉の混じった口調でそう断言した。

「そうか……」

　パーシヴァルは彼女に対し、何も言い返さなかった。

　恐らくシンクレアにいっても信じてもらえまい、そう内心でひとりごちる。

　ユリシーズと斬きり結んだ瞬しゆん間かん、全身に雷かみなりに打たれたような衝しよう撃げきが走り、それで動けなくなってしまったなどと。

　あの反応は、一体何だったのか──？

「……とにかく、次に『青』とやり合うときは、私が最初に行くから。いい？　わかった？」

「ああ……わかった」

　単機でどうにかしようと考えているならそもそもそれが間ま違ちがいで、本物を相手にする以上、教導機士団の全力を挙げて事に当たるのが筋だろう──

　普段のパーシヴァルならそういうところだったが、今はそんな気にはなれなかった。

　パーシヴァルの頭の中は、『青』と対たい峙じした際自分の身に起きた反応のことでいっぱいになっていた。

　同じ教導機士のシンクレアは、あの青と間近で対たい峙じしても特に何も感じていないようだ。

　これはどういうことなのだろう？

　不意に、王都の方向から大きな喊かん声せいが上がった。そちらに目を向けると、リュクサリア王国軍の軍勢が、城門から中へと大挙して流れ込んでいく様子が目に入った。

『……突入が始まった』

　ガラチアに乗ったままのブランシュが、静かな口調で呟つぶやいた。




　イアンたちによるダジェスの元の機巧鎧アームネインの追跡は、依然として続いていた。それは単機で逃げ回るダジェスの元の機巧鎧アームネインを味方が何機もかかって追い回すという、ある種異様な光景だった。

　こうしている今も、すぐ近くでは両軍の間で激しい戦せん闘とうが行なわれており、喧けん騒そうが絶えることなく聞こえてきている。そうした中、まるで遊びのような追走劇が、大の大人によって大おお真ま面じ目めに繰り広げられているのだった。

　自身も追っ手の一員に加わっていたイアンは、ダジェスの元の機巧鎧アームネインが見せる奇抜な動きに驚おどろきを隠かくせなかった。まっすぐ走っていたかと思えば、いきなりその場で飛び跳はねてみたり、進行方向にいた味方の機巧鎧アームネインがつかみかかるのを地面にうずくまってかわし、そのまま這はいずって移動したり。あるいは、走りながら不意に左手で立たち木きをつかみ、そこを軸にして素早く方向転換したり──

　それらはいずれもおよそ機巧鎧アームネインには不似合いな、まるで追いかけっこで逃げ回る子供のような動きだった。

『ええい、何のつもりだ！　ふざけるのもいい加減にしろ！』

　傍かたわらにいたヒュームが苛いら立だった声を上げた。

　ダジェスの元の機巧鎧アームネインの挙動は機士らしさに欠けるところが多分にあった。オルグレンの戦いぶりをイアンはそう何度も目にしたわけではなかったが、彼なら絶対やらないだろうと思われる動きが、随ずい所しよに見受けられた。

　ということは──

　あの機巧鎧アームネインの中にいるのはオルグレンではないということになるのだろうか？

『……おい、誰だれかこの辺の地形に詳しい者はいないか！　どこかに追い込まないことには、このままでは埒らちが明かん！』

　ヒュームは大声を張り上げた。

『この先に、崖がけになっている場所があります』

　イアンとヒュームに随伴していたうちの一機から答えがあった。

『よし。そこへ追い込もう』

　ヒュームの指示に従い、味方の機巧鎧アームネインは一団となって、ダジェスの元の機巧鎧アームネインを崖の方向へと徐々に誘導していった。突破されないよう注意しつつ包囲の輪を狭めていき、同時に崖がけのある方向だけわざと開けておく。

　狙ねらいは功を奏し、やがて逃げるダジェスの元の機巧鎧アームネインの進行方向に、木々の立ち込んだ険しい斜面が現れた。真下から見上げるとほとんど垂直に見えるほどの急きゆう勾こう配ばいだった。

　ダジェスの元の機巧鎧アームネインは斜面の前まで来て足を止めた。その周囲を、すかさず味方の機巧鎧アームネインの一団が取り囲む。

『こうなったらさすがにもう逃げられないだろう。アルトゥール殿でん下か、このままあの機体を拘こう束そくします』

　ヒュームはイアンに向かってそう告げると、乗っていた機巧鎧アームネインの足を改めて前へ踏ふみ出していった。

　包囲に加わっていた他の機体も一斉にそれにならう。

　イアンはヒュームの背後に立ち、彼らの様子を見守っていた。

　ダジェスの元の機巧鎧アームネインは、ヒュームたちのほうと、斜面のほうを交互に見、そして──

　突然その斜面に取り付くや、そこを上に向かって登り始めた。

『何だと!?』

　ヒュームの口から驚おどろきの叫さけび声が上がる。

　ダジェスの元の機巧鎧アームネインは、斜面に生えている立たち木きを支ささえにして、斜面を上へとよじ登っていった。木々が密生しているため、その姿はすぐに下にいるイアンたちから見えにくくなったものの、木の幹や枝の揺ゆれ具合もあって、今どこにいるかは手に取るようにわかる。

『このまま登り切れるとでも思っているのか……？』

　ヒュームが呆あきれたように呟つぶやいた。確かにそれは難しいだろうとイアンも思った。傾斜は上に行くほど急になっている上に、ダジェスの元の機巧鎧アームネインは右みぎ腕うでを失ってもいる。一番上まで二十リム近くありそうなところを、いかに立木につかまりながらとはいえ、最後まで到達できるとは到底考えにくかった。

　イアンのその読みは当たった。十リム近くまでは何とか登ったダジェスの元の機巧鎧アームネインだったが、そこまで登ったところでとうとう行き詰まったらしく、それ以上動かなくなってしまう。

　様子を確認するべく、味方の何機かが崖の縁ふちに近付いていった。

　ちょうど彼らが、下から崖の上を見上げようとしたそのとき──

　まさにその上の位置から、立木にぶつかり鈍にぶい音を立てつつ、ダジェスの元の機巧鎧アームネインが滑すべり落ちてきた。

　味方の機巧鎧アームネインが蜘く蛛もの子を散らすようにあわてて後退する。

　ダジェスの元の機巧鎧アームネインは、腹ばいの体勢になったまま足から落ち、そのまま地面に倒れ込んだ。

『悪あがきはやめろ！』

　すかさずそこへヒュームが走り寄り、機体の残ったほうの左ひだり腕うでを取った。

　ダジェスの元の機巧鎧アームネインは抗あらがう様子を見せなかった。

　ヒュームは腕をつかんだまま、相手の機体を仰あお向むけに覆くつがえす。

　その途端、弾はずみで操縦席の扉とびらが開き、中からひとりの人間が転がり出た。

『オルグレンさん！』

　イアンは叫さけんだ。彼の目に飛び込んできたのは、確かにオルグレンに間ま違ちがいなかった。

『ジ、ジョエル!?』

　ヒュームの口からも驚おどろきの声が上がる。

　オルグレンの体はまるで人形のように、無む造ぞう作さに地面に転がった。すぐにヒュームが、あわてた様子で自分の機巧鎧アームネインの中から飛び出してくる。

　イアンも急いでエリュシオンを降り、オルグレンの下もとへと走り寄った。

「これは……！」

　ヒュームがオルグレンの状態を見て、絶句した。

　イアンも予想だにしていなかった光景に目を瞠みはる。

　オルグレンは全身傷だらけになり、両手両足を縛しばられていた。

「何てことを……！　ジョエル！　おい、しっかりしろ！」

　ヒュームはオルグレンのそばにかがみ込み、脈を取った。

「……まだ生きている」

「よかった……！」

　ヒュームはオルグレンの体を腕に抱え、揺ゆすり始めた。しかし、オルグレンの返事はない。どうやら気を失っているようだった。

　イアンもオルグレンの傍かたわらで地面に膝ひざをつき、手足の縄なわを解くのを手伝った。

「……おい！　ジョエル！」

　ヒュームはなおもオルグレンの名を呼び、肩を何度も揺ゆする。

「こんな手足を縛しばられた状態のままで、オルグレン公こうは機巧鎧アームネインを操縦していたんでしょうか？」

「あり得ない……」

　イアンの質問に、ヒュームは憮ぶ然ぜんとした表情でかぶりを振った。

「ただ動かすだけならともかく、こんな状態であそこまで俊敏な動きができるとは思えません」

「だったら……」

　ダジェスの元の機巧鎧アームネインにはオルグレン以外にも誰だれかが乗っていて、操縦していたのはその誰かだったということになるのだろうか？

　だとしたら、その誰かは今どこに？

　イアンはダジェスの元の機巧鎧アームネインが滑すべり落ちてきた崖がけを振り返った。

　もしかしたら機巧鎧アームネインを操縦していた人間は、いつの間にか機体の外に出て、今もその辺に潜ひそんでいるのかもしれない。

　そう思い、崖がけのあちこちに視線を走らせてみたものの、下から見上げた限りではどこにも人影らしきものは見当たらなかった。

　もっとよく見てみようとイアンが目を凝こらしたとき、突然周囲に大きな変化が生じた。

　立たち木きを震ふるわさんばかりの大だい喊かん声せいと、それに続いて巨大な地鳴りが生じ、たちまち彼らのいた森を埋め尽くしたのだ。

「何があった!?」

『ご報告いたします！』

　ヒュームが叫さけんだところへ、一機の味方の機巧鎧アームネインが走り込んできた。

『王都方面からオルガンドの軍勢が現れ、北へ向かって敗走中！　それに合わせて、この区域で戦せん闘とう中だった敵勢も一斉に後退を開始したとのことです！』

　イアンとヒュームは顔を見合わせた。

「味方が王都へ突入を果たしたのでしょう。我が軍の勝利です」

「そうですね。後は……」

　イアンはヒュームの腕うでの中で意識を失ったままとなっているオルグレンに、再び視線を落とした。

　後は彼が、無事に目を覚ましてくれれば──

　イアンはダジェスの元の機巧鎧アームネインを操縦していたかもしれない人間のことを、意識の外へ追いやった。今はオルグレンのほうが優先だった。

　どうか無事に目を覚ましてほしい、と彼は切せつに願った。

　やがて、オルグレンの口から小さなうめき声が漏もれ始める。

「……王都は……どうなりましたか……？」

「ジョエル！」

　ヒュームはさらに強く、オルグレンの体を揺ゆすりにかかった。

　オルグレンの顔が苦しそうに歪ゆがみ、ついでその目がゆっくりと開かれていく。

「ランディ……？」

「気付いたか、ジョエル！」

「やった……！」

　イアンとヒュームはそろって安あん堵どの息をついた。

　オルグレンの空うつろだった眼まな差ざしに、じきに意志の光が宿った。彼は目の前にいるイアンと、自分の体を抱かかえているヒュームを見て不思議そうな表情を浮かべていたが、やがて静かな声で呟つぶやいた。

「……どうやら私は、まだ生きているようですね。もし死んでいたなら、こんな顔ぶれでなく、もっと私が会いたいと望んでいる人たちが迎えに来てくれるはずですから」

「こいつ、それが命の恩人に向かっていうことか！」

　ヒュームがオルグレンを怒ど鳴なりつけた。とはいえその表情は苦笑の混じった穏おだやかなもので、口ぶりにも怒いかりの気配はうかがえない。

「ここは礼を述べるのが先だろうが。アルトゥール殿でん下かも心配してここまで来てくださったのだぞ」

「殿下が……？」

　オルグレンはイアンを見つめてきた。イアンも彼のことを見つめ返す。彼が助かったことで安心したのは確かだが、本人に向かってかける言葉がうまく思いつかなかった。

　沈ちん黙もくを先に破ったのはオルグレンのほうだった。

「王子殿下、どうでしたか、私の身代わりは……？　ご用命とあれば、これからも代わって差し上げますよ……危険なこと以外ならね」

　そう口にしながら、オルグレンはヒュームに抱えられたまま、イアンに向かって頭を下げた。

「オルグレンさん……」

　この間に、彼らを取り巻く周囲の喊かん声せいはますます大きくなっていた。

　日はすっかり上がっており、朝の日差しが木々の間から差し込んでいる。

　その様子を見ながら、イアンはこれでようやく戦いが終わる、との感かん慨がいに、身を浸し始めていた。

　そして──

　そんな彼らを、崖がけの途中にある木の幹に捕つかまりながら、上から見下ろしている一いつ対ついの瞳ひとみがあった。

「ああ、窮きゆう屈くつだった。試作機でもないのにふたり乗りしろだなんて、無む茶ちやをいうよ、まったく」

　彼はイアンたちに聞こえないほどの小さな声で、吐き捨てるように呟つぶやいた。

「……若わかも趣味が悪いよね。わざと自分でとどめを刺さずにおいて、あいつを味方に殺させようなんてさ。結局うまくいかなかったけど。まあ陽動のほうは成功したみたいだからいいか。それにしても……」

　彼は下にいるオルグレンたちに向かって目を凝こらした。

「……野の良らの奴やつ、本当に王子とはね。てっきり俺おれの仲間だと思ったのに」

　次いで彼は、崖の上を振り仰あおいだ。

「さて、このまま上まで登って、どっかで味方に合流するか。ここまで粘ったんだから、若もきっと許してくれるよね」

　彼は自分を納得させるようにそういうと、下にいるイアンたちに見つからないように、静かに木をよじ登り始めた。




　　　　６




　両軍の戦せん闘とうが繰り広げられている間、フランシスカは近衛このえ部隊によって厳げん重じゆうに警けい護ごされながら、戦闘区域から外はずれた場所に待機していた。

　彼女は夜の間一いつ睡すいもすることなく、兄アルトゥールを始めとする味方の将兵たちの無事と味方の勝利を祈り続けていた。その後、オルガンド軍撤てつ退たいの報告を受け、機巧輿キヤバリーに乗って無事に解放なった王都のそばまで到達したのは、既すでに日も高く昇り、朝から昼に移り変わろうとする頃ころ合あいだった。

「フランシスカ様、お体はお辛つらくありませんか？」

　隣となりにいたミリアムが質問してきた。

「私は平気。ミリアムのほうこそ、大丈夫なの？」

　フランシスカは逆にミリアムを気き遣づかった。ずっと自分の傍かたわらに付き添っていたせいで、彼女も昨晩からまったく眠っていないことは知っている。

「お気遣いありがとうございます。これくらい、何ともありませんわ」

　ミリアムはフランシスカに向かって笑みを浮かべ、一礼した。

『姫様、お城が見えてきましたよ。ご覧になりますか？』

　外からシルヴィアの声が聞こえてきた。彼女は戦況が落ち着いたころにフランシスカの下もとへ戻ってきて、今は機巧鎧アームネインに乗ったまま、機巧輿キヤバリーの横についている。シルヴィアの機体は全身が傷だらけになっており、それを見ただけで昨夜の戦闘がいかに激しいものだったかが容易に想像できた。疲労ということでいえば、彼女こそ相当なものだろう。

　フランシスカは機巧輿キヤバリーの座席に座ったまま姿勢をただし、大きく深呼吸した。

　心のどこかで、自分が雪せつ月げつ宮きゆうを正視することを怖いと思っているのを彼女は自覚していた。

　あるいはそれは、自分が不在の間に城がもし変わってしまっていたらどうすればいいのかという、恐れの気持ちだったのかもしれない。

　フランシスカは意を決して、その場で立ち上がった。機巧輿キヤバリーの扉とびらを開いて顔を外に出し、進行方向に目を向ける。

　シルヴィアのいった通り、城じよう壁へきの向こう側に、太陽の光を浴びて燦さん然ぜんと輝かがやく雪月宮のふたつの尖せん塔とうが見えた。

　王都を落ち延びる前と何ら変わることのない、彼女が生まれたときから見慣れたままの姿で。

　その姿はどこまでも気け高だかく、麗うるわしく、そして、無限の慈いつくしみに満ちていた。ふたつの尖塔が、まるで自分たちを優やさしく受け止めるべく広げられた両りよう腕うでのようにも見える。

　たちまち、安あん堵どと共に万ばん感かんの思いがこみ上げ、フランシスカの胸を満たす。

　とうとう自分はここへ帰ってきたのだ──

　そこへ、風に乗って、王都の中の歓かん声せいが聞こえてきた。

　フランシスカは機巧輿キヤバリーの扉とびらを開けたまま、城門を潜くぐって王都の中に入った。城門の内側にある広場には多くの人々が集まっており、人また人で足の踏ふみ場もないほどだった。戦せん闘とうに参加していた兵士や機士ばかりでなく、市民も大挙繰り出してきている。王都にいた全すべての人々がこの広場に集結しているのではないかと思うほどの夥おびただしい密度だった。

『王女殿でん下かがお戻りくださったぞ！』

『王女殿下、お帰りなさいませ！』

　歓声が相乗作用によって音の洪水となり、一帯を満たした。

　人々の中にはひれ伏している者も大勢いたが、それ以外の者も負けず劣らずの数だった。抱ほう擁ようし合う者たちもいれば、拳こぶしを頭上高く突き上げて叫さけんでいる者もいる。肩を組んで踊り出している者もいれば、あたりはばからず号泣している者もいる。顔ぶれは様々だった。大人もいれば子供もいた。男もいれば女もいた。老若男女を問わず、皆が自分なりのやり方で、喜びの感情を爆発させていた。兵士や機士たちの多くも、市民たちと一緒になって、歓かん呼この声を張り上げていた。

　フランシスカはミリアムにいって機巧輿キヤバリーを止めさせ、中から外へと降り立った。

　それを見た人々の声がますます大きくなり、耳を聾ろうさんばかりとなる。

　フランシスカは正面の位置にある雪せつ月げつ宮きゆうを改めて見つめた。『永遠の都』こと、リュクサリア王国の王都リュクシスは中心に雪月宮を配し、そこから四方向にまっすぐ大通りが伸びて東西南北の城門に通じている。途中にいくつかの門があるが、今はそれらも全て開け放たれていたため、彼女は白はく亜あの王城の外観を、はっきりと視界に収めることができた。

　ふと、フランシスカは昔父のキンゲイド四世に聞いた話を思い出した。

　町の中心から放射状にまっすぐ大通りが伸びている町は、都市としての利便性や発展性の面では優すぐれているものの、防衛面においては問題があるらしい。それがわかっていながら、リュクシスがそういった構造を選択し、今日に至るまで繁栄を続けてきた裏には、歴代の国王や大神み子こを始めとする王家の人々の並々ならぬ覚悟があったのだという。

　何があってもこの王都に敵の足を踏み入れさせないという『覚悟』が。

　敵を王都の中へ入れさせないこと。それこそが、王家の人間が何よりもまず守らなければならない責務なのだと、キンゲイド四世はそうもいっていた。

　そうだ。自分は。

　自分はその責務を果たせず、王都を追われ、他国の侵入を許してしまった──

　フランシスカの中にあった王都に帰ってきたという喜びは、父の話を思い出した途端、胸の内からみるみる湧わき出てきた苦汁に取って代わった。

　自分は謝らなくてはいけない。王都に残った民に。王都を取り戻すため命をかけて戦った兵たちに。長年にわたり責務を果たしてきた先祖たちに。そして、王都そのものに。

　そして──

『姫様、どうかしましたか？』

　機巧鎧アームネインに乗って傍かたわらに控えていたシルヴィアが、問いかけてきた。フランシスカが雪せつ月げつ宮きゆうを黙だまって見つめていたのを、怪け訝げんに思ったらしい。

「シルヴィア。私、決めたわ」

　そんな彼女に向かって、フランシスカは口を開いた。

「私はこの先たとえ何があっても、この王都を守ってみせる。そのためなら私は、この身を捧ささげることも厭いとわないわ」

　シルヴィアはフランシスカの言葉に深い決意を感じた。そして同時に、この若い王女が背負う王国の未来に思いをはせた。

　彼女は静かに答えた。

「亡き先王陛へい下かがお聞きになったらきっとお喜びになるでしょう。私たちはこれからも、どこまでもついていきます、姫様」

　新たな味方の軍勢が、フランシスカたちに続いて城門から入城してきたのはそのときだった。

　背後を振り返ったフランシスカは、軍勢の先頭に立つ三機の機巧鎧アームネインに目を留とめた。

　暗い赤の装甲を全身にまとったライオットと、青の装甲をしたライオット。

　そして、それら二機を左右に従えるようにして、真ん中を進んできたのは──

　兄アルトゥールの乗るエリュシオンだった。




　城門を潜くぐって町の中へと足を踏ふみ入れた途端、夥おびただしい熱気と歓かん声せいに全身が包まれた。

『これが……王都リュクシス……』

　イアンは広場を埋め尽くす人々や、城門からまっすぐに伸びている大通り、さらにその一番奥にそびえ立つ雪月宮などを一望し、規模の大きさに圧倒されながら呟つぶやいた。

『王子殿でん下かはこれまで王都にお越しになったことはあったのですか？』

　エリュシオンの右みぎ隣どなりを進んでいたオルグレンが質問してきた。今の彼は本来の乗機である、全身が青い装甲に覆おおわれた機巧鎧アームネインに乗っている。すぐ近くにいるにもかかわらず、まだ歩くのがやっとの彼の声は、ともすれば人々の発する歓声にかき消されてしまいそうなほどだった。

『ありません……中に入ったのはこれが初めてです』

　イアンが初めて王都のそばまでやって来たのは、戦せん闘とう奴ど隷れいとして主人のアルバートに従ってきたときだった。

　そのとき、外から城じよう壁へきを眺ながめていた記憶からも、王都の大きさが相当なものであることはわかっていたつもりのイアンだったが、実際目にした光景は彼の想像をはるかに超えていた。集まっている人々の数の多さや大通りの広さ、並んでいる建物の密度、それに雪月宮の壮そう麗れいさ、何から何に至るまで、全すべてが桁けた外はずれとしかいいようがない。

　これが、リュクサリア王国の都。

　ここを取り戻すために、自分は偽いつわりの王子の役割を担になって、ここまで戦ってきたのか──

　自身の中でも特別な存在となっていた場所に、イアンはようやく一歩を記したのだった。

『こうして市民の出迎えを受けて、ようやく王都を取り戻したのだということを実感できましたよ』

　オルグレンが感かん慨がい深そうに呟つぶやいた。

『アルトゥール殿でん下か、前方をご覧ください。あそこにいらっしゃるのはフランシスカ様ではありませんか？』

　今度はヒュームが口を開いた。彼が乗る暗い赤色の装甲をした機巧鎧アームネインはオルグレンの反対側、エリュシオンの左ひだり隣どなりを並んで進んでいた。

　イアンもすぐに、フランシスカの存在に気付く。

　彼女は遠目にも映はえる黄色いドレスに身を包み、こちらに顔を向けながら、広場に立っていた。周囲に近衛このえ部隊の機巧鎧アームネイン数機と、機巧輿キヤバリーが控えている。あの様子だとイアンたちの現れる少し前に、ここに到着したのかもしれない。
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『ちょうどいい。このまま三人で、フランシスカ様の下もとにご挨あい拶さつに伺うかがうとしよう』

『いえ、ここはまず王子殿下におひとりで向かっていただくほうがいいでしょう。私とヒューム公こうは、少し遅れて伺し候こうすることにいたします』

　オルグレンが、ヒュームの提案に異議を唱えた。

『なぜだ？　我々もこのままアルトゥール殿下にお供すればいいではないか』

　すかさずヒュームが不満を露あらわにしたが、オルグレンはそれを無視する。

『さあ、王子殿でん下か。王女殿下をお待たせしてはいけませんから』

『……わかりました』

　フランシスカを待たせてはいけないという言葉が決め手となった。イアンはその場で立ち止まったオルグレンとヒュームを横目に、エリュシオンに乗ったままフランシスカのいるほうへと進んで行った。

　割れるような人々の歓かん声せいの中を一歩一歩、地面を踏ふみしめるようにエリュシオンを歩かせていく。

　頭の中でフランシスカに向かって何といえばいいのかを考えてみたが、例によってこういうときに王子としてかけるべきうまい言葉がまったく思いつかなかった。作戦が成功したことを報告すればいいのか、それとも王都を取り戻したことへの祝辞を先に述べるべきなのか、正解が何なのかがまったくわからない。

　結局、これだという答えが浮かばないまま、イアンの乗ったエリュシオンはじきにフランシスカのすぐそばへとたどり着いた。

　彼女は緊張でやつれ、青ざめた表情を浮かべながら、エリュシオンを見上げていた。心の中で何を思っているかが聞かずともわかる。不安でたまらないといった顔つきだった。

　そうか、自分は。

　自分は彼女に、随ずい分ぶんと心配をかけてしまったんだな──

　イアンは地面にエリュシオンの片かた膝ひざをついて待機の姿勢を取ると、操縦席の背から体を浮かせ、扉とびらを押し開いた。清涼な空気が機体の中に流れ込んできて、全身を包む。

　彼は機体の外へと身を乗り出すと、一ひと際きわ明めい瞭りようになった歓声を受けながらフランシスカをじっと見つめた。

　次の瞬しゆん間かん、フランシスカの表情が苦しそうに歪ゆがむ。

「ど、どうしたの？　大丈夫？」

　イアンはあわててその場にかがみ込み、フランシスカに声をかけた。

　もしかして、どこか体の具合が悪いのだろうか？

「大丈夫です……ごめんなさい」

　フランシスカは手で目のあたりをこするようにしながら答えた。その様子は、こぼれ落ちそうになる涙を懸けん命めいに抑えているようでもあった。

「兄様のお姿を見たら、何だか胸がいっぱいになってしまって……」

　次いで彼女は、イアンのほうを見上げ、ようやく笑顔を見せながら答えた。

「……お帰りなさい、兄様」

「……ただいま」

　ふたりともそれ以上の言葉は発することなく、黙だまって見つめ合う。

　その様子を見て、彼らを取り巻く人々の歓かん呼この声が一際大きくなった。

「王女殿でん下か、お帰りなさいませ！」

「アルトゥール様、万歳！」

「フランシスカ様！　アルトゥール様！」

　自分たちに向かって浴びせられる、ほとんど爆発的といってもいいほどの熱気に全身を包まれながら、イアンはフランシスカに向かって手を差し伸べた。

「……さあ」

　フランシスカは頷うなずき、素直に彼の手を取った。

　イアンは彼女の体を、エリュシオンの操縦席へと引っ張り上げた。開いた操縦席の扉とびらに互いにつかまるようにしながら、何とか並んで立つ。それから、つないだ手をそのまま離はなさず、頭の上に持ち上げて人々の声に応こたえた。

「……ようやくここへ帰ってくることができたんですね」

　イアンの手を握にぎる自分の手に力をこめながら、フランシスカはしみじみとした口調で呟つぶやいた。

「うん……」

　イアンも彼女の手を握り返しながら答える。

　そのままふたりは、王都の市民たちや兵士たちから発せられる歓声の洪水にその身を浸し続けた。




　ヒュームはオルグレンと並んで、城門を入ったすぐそばのところに立ち止まったまま、フランシスカたちの様子を見つめていた。

『凄すごい盛り上がりぶりだな』

『きっとこうなるに違ちがいないと思っていました。私たちがあのまま王子殿下についていっても、誰だれも関心を示さなかったでしょう』

　ヒュームはオルグレンの言葉を聞いて、だからこいつは一緒に行くのを嫌いやがったのかと納得した。

『これも仕方のないことです。残念ですが今回の私は、初めから脇わき役やくにすぎなかったのだと認めざるを得ませんね』

『柄がらにもなく弱気だな。だが、脇役というのは間ま違ちがっているぞ』

　ヒュームはオルグレンを叱しつ咤たするかのようにそう口にした。

『俺おれは貴き公こうがアルトゥール殿下の身代わりをまっとうしたからこそ、この勝利があるのだと考えている。貴公もいつものように、自分こそが影の主役だくらいうそぶいておけばよかろう』

『影の主役、ですか……』

　オルグレンはなおも納得していない様子だった。

『それに、これはアルトゥール殿でん下かに聞いたのだが……あのダジェスが貴き公こうのことをこう言っていたそうだぞ。俺おれに傷を負わせたことは褒ほめてやる、とな。敵にこんな台詞せりふをいわせられるのは、やはり影の主役ゆえだろう』

『……私は影の中よりも、日当たりのよいところのほうが好みなのですがね』

　ややあってそう告げたオルグレンの口調は、ようやくいつもの彼らしさを幾いく分ぶん取り戻したようだった。

『なるほど。狙ねらうはあくまで、本物の主役というわけか』

『いけませんか？』

『いや、構わん。それでこそ貴公らしいというものだ。俺としても、そのほうが文句のつけようがあるしな』

　これなら大丈夫そうだ、とヒュームは心の中で思った。

『それより、いいんですかランディ？　望んでいた王女殿下の兄の座を、簡単に明け渡してしまって？』

　不意にオルグレンが、揶や揄ゆするような口調で切り返してきた。

『見損なわないでもらおう』

　ヒュームはオルグレンの言葉を言げん下かに否定する。

『貴公は前にもそんなことをいっていたが、いつまでもつまらぬことに拘こだわっている俺ではない。アルトゥール殿下とは、共に戦場を疾走した仲でもあるしな』

『では、あの方を認めるのですか』

　オルグレンの口調は静かだったが、そこに深い意味がこめられていることをヒュームははっきりと感じ取った。

『そうだな……認めるといっていいのかどうかはわからないが……』

　ヒュームは彼にしては珍しく、慎重に言葉を選びながら答えた。

『今回の作戦で、あの方のことを見直したのは確かだ。作戦を成功させるために俺と斬きり結んだり、ボラドーと直じかに渡り合ったり、貴公を助けるために飛び出したり……あの方はそれら全すべてを一切厭いとうことなく、ご自身の体を張って成し遂げた。その姿勢は評価すべきだと思う』

『やれやれ。君は単純ですね。……私はそう簡単には取り込まれたりはしませんよ』

　オルグレンは冷めた口調で告げた。それを聞いてヒュームは呆あきれた。まだそんなことをいっているのかという気持ちだった。

『強情だな』

　そういえばこいつは、アルトゥール殿下のことを初めから露ろ骨こつに敵視していたな、とヒュームは思った。いったん根付いた否定的な感情は、命を救われたという恩をもってしても、容易には氷解しないということなのだろうか。

『意志が強いといっていただきたいですね。ただ、まあ……私も少しだけ考えを改めることにしました』

『というと？』

　ヒュームが尋たずねると、オルグレンは不ふ承しよう不ぶ承しようといった口調で言葉を続ける。

『よく考えたら、たとえあの方がいらっしゃったとしても、本当の意味で私の競争相手になるわけではありませんからね。私は君と違ちがって、王女殿でん下かの兄になりたいわけではありませんので。ですから、それほど目くじらを立てなくてもいいだろうと思うことにしたのですよ』

『……好きにしろ』

　ヒュームは苦笑混じりに答えた。何だかんだと勿もつ体たいをつけてはいるが、要するにお前もあの方のことを認めているではないかといいたくなったが、あえて口にしないでおく。どうせ、オルグレンが素直にそのことを肯定するはずがないからだ。

『さて、これでようやく一段落ついたわけですが……これからが大変ですね』

　オルグレンが話題を変えてきた。

『……ああ』

　ヒュームも今度は彼の言葉に素直に同意する。

　確かに、自分たちは今日こうして王都を取り戻すことができた。

　しかし、全すべての問題が片付いたわけではない。

　依然として旧アシュフォード領を中心としたリュクサリア王国のかなりの地域が、オルガンド軍の制圧下にある。ボラドーの軍勢を束たばねて撤てつ退たいしていったダジェスや、オルガンド本国にいるゲイルグルの動向も気になるところだった。

　それに、少数の援軍を送ってきただけで今回の王都を巡めぐる戦いに参加しなかったレオポルド・エリクソンや、そもそも向こう背はいの定かでない小バーナビーの意向も。

　今日の勝利は、対オルガンド戦争の新たな局面の幕開けでもあるのだ。

『私には、ファルコンを取り戻すという個人的な目的もできましたしね』

『……そうだったな』

　オルグレン家の至宝ともいえる名刀ファルコンがダジェスによって奪うばわれたという話は、ヒュームも聞いていた。

『このままでは終わらせませんよ……』

　オルグレンは決意のこもった口調で呟つぶやいた。

　まだまだ激しい戦いは続くだろう。

　自分はこれからもオルグレンやあの王子と共に、戦場を疾走することになるのに違いない。

　エリュシオンの操縦席から身を乗り出し、フランシスカと共に市民に向かって手を振っているアルトゥールを見ながら、ヒュームはごく自然にそう思った。

　やがて、そのエリュシオンが片かた膝ひざをついた姿勢から再び立ち上がり、ヒュームたちのいるほうを振り向いた。

『あれは……』

　ヒュームはアルトゥールとフランシスカが自分たちのほうを見、こちらへ来いとばかりに手招きしていることに気づいた。

『何ということを……』

　すかさず、傍かたわらのオルグレンがぼやくように呟く。

『あのお二ふた方かたにあんなことをされてしまっては、無視するわけにはいかないではありませんか』

『そうだな。直じき々じきのお招きとあっては拒こばみようがない。……俺おれたちも行くとしようではないか、オルグレン公こう』

　ヒュームはそういって、再び前進を開始した。

　オルグレンももはや抗あらがう様子を見せず、素直に後に続く。

　ふたりの五公が乗るライオットは、市民たちの渦うず巻まくような歓かん声せいの中を、フランシスカたちの下もとへ向けてゆっくりと行進していった。




　ダジェスたちに先導されたオルガンド軍の軍勢は、王都の西正門から脱出した後、進路を北へと向けた。

　リュクサリア王国軍の執しつ拗ような追つい撃げきを振り切り、途中で北正門から出てきたシュマイザー率いる軍勢とも合流して、一行は北方街道をひた走りに走った。そして、北オルティス橋まで到達したところで小休止を取った。

『ここまで来れば、とりあえずは大丈夫か……？』

　メルツァーは機巧鎧アームネインの中で、息を切らせながら呟つぶやいた。周囲はここまで共に撤てつ退たいしてきた味方で埋め尽くされている。こうして休んでいる間にも続々と後続が到着しているようだった。

　最終的にどれくらいの数の兵力が撤退に成功したのか、現時点ではまったく見当がつかない。

　マンフレートとメイは、メルツァーから少し離はなれたところにいた。ふたりとも機巧鎧アームネインから降りている。メイは猫ねこを胸に抱いており、それをマンフレートに見せているようだった。激しい戦せん闘とうをこなした後にもかかわらず、彼らの様子はいつもとまったく変わらなかった。

　あのふたりの体力はどうやら底なしのようだ、半なかば呆あきれながらメルツァーがそんなことを思ったとき、味方の間を抜けて一機のドラードが姿を現した。重装機ヴアンカー仕様で全身を茶色の装甲に覆おおわれた、シュマイザーの機体だった。

　メルツァーは急いで自分の機体から外に降り、シュマイザーの下もとに近付いていった。

「ご無事で何よりです、閣かつ下か」

　機体の中から出てきた万ばん機き将に向かって、敬礼しながらそう述べる。

「色々と苦労をかけたな、メルツァー千機長」

　シュマイザーはさすがに疲労を隠かくせない様子だったが、それでも歴戦の機士らしく、しゃんとした態度を崩すことはなかった。

「彼らのことも、よく無事に連れて来てくれた。やはり君に任まかせたのは正解だったようだ」

　シュマイザーの視線の先には、マンフレートとメイがいた。彼はメルツァーと二言三言言葉を交わすと、今度はふたりのほうへと歩いていき、マンフレートと何やら話をし始めた。

「……ああしていると、どちらが偉いのかわかりませんね」

　レクターが、メルツァーに近付いてきて耳打ちした。同じことを、メルツァーも頭の中で考えていたところだった。万機将のシュマイザーを前にしてもマンフレートの堂々とした態度はまったく変わることがなかった。むしろシュマイザーのほうが、マンフレートに対してどこかかしこまっているようにも見える。

　あのふたりは一体、どういう関係なのだろう？

　メルツァーがそんなことを思ったところへ、今度はダジェスがやって来た。

「死なずにここまでついてこられたか、メルツァー。俺おれとマンフレートのどちらがより多くの敵を落としたか、わかるか？」

「いえ、さすがにそこまでは……申し訳ありません」

　メルツァーが答えると、ダジェスは不服そうに息を吐いた。

「また白黒をつけそこなったか。それも次に持ち越しだな」

　どうやらダジェスはマンフレートにかなりの敵てき愾がい心しんを抱いているらしいということが、その態度から窺うかがえた。

　シュマイザーとマンフレートが会話を切り上げ、ダジェスの下もとへやって来て敬礼した。

　シュマイザーに向かって、ダジェスが告げる。

「お前はここで残存兵を束ねて、ウェントスへ向かえ。俺は自分の部隊を率いて、ちょっと寄り道をしてくる」

「一緒に行かないのですか？」

　メルツァーは意外な思いにとらわれ、そう尋たずねた。

「誰だれもが考えそうなことを、俺が素直にやると思うか？」

　ダジェスはメルツァーに向かって答えた。

「もっとも、俺は最初からこうするつもりだったから予定通りだがな。これから先は、もっと面おも白しろいことになるぞ。そのための仕込みも既すでにしてある。楽しみにしておけ」

　ダジェスは口の端を歪ゆがめて、酷こく薄はくそうな笑みを浮かべた。




　聖紀四〇七年十二月二十五日。リュクサリア王国軍は王都リュクシスを取り戻した。

　王都の人々は二ヶ月以上にわたるオルガンド軍の圧政からの解放と、フランシスカの帰き還かん、それに王子アルトゥールの出現を心から喜び、歓かん呼この声が一日中絶えることがなかったという。

　そのときの市民の熱狂ぶりを、同時代のある機士が日記にこう書き記している。

『その日、王都に暮らす者たちの心はひとつだった。身分から職業から一切の分け隔へだてなく、誰だれもが暗黒の日々の終しゆう焉えんと、永遠の都の復活を祝福していた』

　後の時代から歴史を俯ふ瞰かんする者は、この日の出来事が双そう竜りゆう戦せん役えきという大きな出来事の中の、あくまでもひとつの通過点にすぎないことを知っている。

　しかし当時の人々の中に、この日の時点でそこまで見通すことのできた者が果たしてどれくらいいたことか──

　それは、定かではない。
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　王都解放から九日が経過した聖紀四〇八年一月三日。

　市内に根強く残っていた王国軍の勝利を喜ぶ祝宴の余よ韻いんも過ぎ去り、町はようやく平時の顔を取り戻していた。

　そうした中、王国の運営を担になう首脳陣たちの間でも、戦いの後始末ともいうべき作業が本格的に開始されていた。それはここまでの戦いで生じた損害や二ヶ月以上にわたるオルガンド軍の占領期間中における王都の被害状況の確認、並びに善後策の協議と実行だった。

　首脳陣の誰だれもが、山のように積み上がった諸事への対処に忙殺され、ろくに休むこともできない状態にあった。とりわけ、近衛このえ長官のエリック・ファウラーと副長官のヴィクト・フォティオスの肩には、支ささえきれないほど多くのものがのしかかっていたといっていい。比ひ喩ゆでも何でもなく、彼らは眠る暇さえろくにないほどの状況に置かれていた。

　そんなふたりは今、雪せつ月げつ宮きゆうの中のとある一室で顔を突き合わせているところだった。

「……それほど荒らされてはいないようだな」

　後から室内に入ってきたファウラーが、中の様子を一いち瞥べつして呟つぶやいた。王城内にある他の部屋の中には、オルガンド軍によって狼ろう藉ぜきの限りを尽くされ無残な有様を晒さらしているところも多かったが、この部屋に関してはそれはない。誰かが使用していた形跡が残っており、散らかってはいたものの、特に何かを破は壊かいされたり、持ち去られたりといった様子はなさそうだった。

「ガズレイ将軍のお話によれば、ボラドー王おう太たい子しがここを執務室として使用していたとのことです」

　ヴィクトが落ち着いた口調で答えた。彼は机の上に書類を広げ、書かれている内容を確認しているところだった。

「そうか……姫様がそのことをお知りになったら、さぞ複雑なお気持ちになられるだろうな。今いま更さらいっても詮せん無ないことだが……」

「逆にそのお陰かげで、無む闇やみな略りやく奪だつを免まぬがれたともいえます。そう考えれば、悪いことばかりではないかと」

　ファウラーとヴィクトのいる部屋は、前国王キンゲイド四世が私室として使っていたところだった。

　彼らふたりが激務の合間を縫ぬってわざわざここへやって来たのには、もちろん理由がある。

　その理由とは、あるものを探すことだった。

「それで、何かわかったか？」

「残念ながら……明白な記録と呼べるようなものは、やはり残されていないようです」

　ファウラーの質問に対して、ヴィクトはかぶりを振った。

「陛へい下かが残された書かき付つけを始め、室内にあった全すべての記録を調べてみましたが、どこにもあの方に関する記述はありませんでした」

「やはりそうか……」

　ファウラーは嘆たん息そくした。彼らが探していたのは、本物のアルトゥールに関する情報だった。彼はどのような人物なのか。今どこにいるのか。行方ゆくえを突き止めるための手がかりを何であれ見つけ出すことが、今のファウラーたちにとって急務のひとつになっていた。

　実をいえば、ファウラーは王都が陥かん落らくする前、フランシスカから初めてアルトゥールの話を聞かされたときも、この部屋の調査を行なっている。そのときも、フランシスカの話を裏付ける確かな情報は得られなかった。ヴィクトに任まかせればあるいはと思ったのだが、そううまくは運ばなかったらしい。

「陛下はこの件に関しては、よほど厳重に事実を秘ひ匿とくされたようだな。……姫様のお言葉を疑うわけではないが、ここまで何もないと、本当にアルトゥール様は実在するのかという気にもなってくる」

　むしろ本物などいないほうが今となっては都合がいいのだが、と老将は声に出さず心の中で付け加えた。

「これはあくまで私の推察にすぎませんが……もし本物のアルトゥール様がいらっしゃるとしたら、ご自分の出しゆつ自じを示す確たる証拠をお持ちになっているかもしれません」

「証拠だと？」

　ファウラーが問い返したのに対し、ヴィクトははい、と答えて頷うなずいた。

「閣かつ下かもおっしゃられた通り、この件に関して陛下は随ずい分ぶんと慎重に手を打っておられたようです。本物のアルトゥール様に対し、誰だれもが陛下のお子だと納得するような証拠の品を託していたとしても、不思議ではないかと」

「なるほどな……」

　ファウラーは室内を見回し、壁かべにかけられた盾たてに目を留とめた。その盾にはリュクサリア王家の家紋である、広げた翼つばさを象かたどった紋章が刻まれていた。

「確かに、アルトゥール様があの盾のようなものを持って現れれば、本物だという信しん憑ぴよう性せいも俄が然ぜん増すだろうな。それくらいのことを陛下がなさっていた可能性は、確かにあるかもしれん」

　もしかしたら、フランシスカはアルトゥールと対面したときに何かそういったものを目にしているかもしれない。近いうちにもう一度、それとなく話を聞いてみよう、と彼は思った。

　そんなファウラーを見つめながら、ヴィクトが言葉を続ける。

「とにかく、この件に関しては引き続き調査を進めるしかありません。王女殿でん下かがご幼少のみぎりアルトゥール様とお会いしたという夏なつ離り宮きゆうにも、調査のための人員を派は遣けんしましょう」

「そうだな……」

　夏離宮のある一帯は、今はオルガンド軍の勢力下にある。そういった中での捜そう査さは困難が予想されるが、今は手をこまぬいているわけにはいかない。

　でき得ることは何であれやるという姿勢が、今のファウラーたちには求められているといえそうだった。

「ともあれこんな状況では……あの若者にはもうしばらく、今の立場を続けてもらうしかあるまい」

　ファウラーはイアンの姿を脳のう裏りに思い浮かべた。当初の予定では、彼にアルトゥールの代役を任まかせるのは王都を解放するまでのはずだったが、今となってはそういうわけにもいかなくなっている。

　せめてボラドーを捕ほ虜りよにできていれば、交渉によって戦争を終結へと導く目もあったことだろう。そうすれば当初の予定通りイアンの存在を表舞台から下げ、早期にフランシスカを中心とした新体制の構築への移行を開始することも可能だったはずだ。

　しかし、今やその可能性は完全に潰ついえたといってよさそうだった。王おう太たい子しを殺された以上、オルガンド本国にいるゲイルグルがおとなしく黙だまっているとも思えない。いつになるか断定はできないが、遠からず、彼が自ら軍を率いて来らい襲しゆうすることは確実だった。

　そのときこそ、リュクサリア王国軍とオルガンド軍の間で、雌し雄ゆうを決する大決戦が行なわれることになるだろう。その戦いに、エリュシオンが参戦しないということはあり得ない。そして、目下あのイアン以外に、エリュシオンに乗って戦いの場へ出られる者は存在しないのだった。

　ファウラーは彼に今後も引き続き荷の重い責務を課すことを心苦しく思ったが、実際問題としてそうするしかないというのが今の王国軍の置かれている状況だった。

「イアンさんは我々が当初期待していた以上に、アルトゥール様の代役としての役割をうまくこなしています。あの方にはこれからの戦いでも、存分に活かつ躍やくしていただきましょう」

　ヴィクトは宣言するような口調でそう述べると、改めてファウラーを見つめてきた。

「ところでファウラー閣下、今後のことに関してですが……早さつ急きゆうに手を打つ必要があるかと」

「うむ……」

　ヴィクトのいわんとしていることはファウラーにはわかっていた。昨日きのうも同じ話をしているからだ。

　それはこれから自分たちリュクサリア王国軍が、オルガンドにどう対していくかという問題だった。

　これまでの戦いは、結果だけを見れば王国軍の連勝といってよかったが、無論それは無傷で得られたものではない。昨年末の囮おとり部隊を用いた戦せん闘とうでも、オルガンド軍の激しい抵抗や、指揮官たちの尽力にもかかわらず生じた味方間の同士討ちなどによって少なからぬ被害が生じており、戦力の目減りが、今や深刻な問題となっていた。

　現在、ファウラーたちの下もとでは九万四、五千程度の戦力が動ける状態にあるが、これだけでは来たるオルガンド軍との決戦を想定した場合、明らかにリュクサリア側が不利だった。

　何となれば、オルガンド軍のほうも未いまだ本国にゲイルグル大王及び五人の万ばん機き将の率いる総勢十万の戦力を有していると考えられるからだ。ここにダジェスの部隊と、彼の下もとに統合されたボラドーの残存戦力を加えると、その数は優ゆうに王国軍を上回る見通しとなる。

　リュクサリア王国側としては、数的な劣勢を覆くつがえすために、何らかの策を講じる必要に迫られていたのだった。

「小バーナビー卿きようを我々の側に復帰させ、ダジェス王子に対する掣せい肘ちゆうとするだけでは、やはり足らんか」

　ダジェスの率いる軍勢は、王都を出て北方街道方面へと撤てつ退たいしていった。恐らくはこのまま、旧アシュフォード領の本拠地だったウェントスに入るだろうという見方が大勢を占めている。

　小バーナビーの支配する地域はリュクサリア王国の西部にあり、ウェントスともさほど離はなれていない。それゆえ、小バーナビーがリュクサリアとオルガンドどちらの陣営に与くみするかが、今後の戦局を占う大きな鍵かぎとなるだろうとファウラーはにらんでいた。

　一方ヴィクトの考えは、ファウラーとはいささか異なるようだった。

「小バーナビー卿のことももちろん大切ですが、仮にあの方を取り込んだとしても、まだ我が軍の数は足りません。状況をこちらの優位に転じさせるために、ここは何としても、隣りん国ごくとの同盟を締結すべきと考えます」

「ウィリニアと結ぶか……」

　ファウラーはかみしめるような口調で呟つぶやいた。

「貴き公こうからその話を聞かされた後で、わしも自分なりに色々と考えてみた。確かにあの国と結ぶことができるのであれば、それに越したことはないと思うが……現実問題として難しいぞ、それは」

　リュクサリア王国の人間の中には、隣国ウィリニアに対して否定的な感情を抱いだいている者が多い。特に、王家の人間や五公こうを始めとする貴族階級の者など、国政の中心を担になう人間たちの間でその傾向が強いといえた。両国の長年にわたる対立や紛争の歴史を考えれば、それもやむを得ないことではあった。そもそもリュクサリア王国は、ウィリニア王国の存在を正式には認めておらず、西方世界の東部地域一帯を支配する反乱勢力というとらえ方を今に至っても変えていない。そうしたところにも、かの国に対する姿勢が如によ実じつに表れているといえそうだった。オルガンドとの間に戦せん端たんが開かれて以来、ここまで劣勢が続いていたにもかかわらず、ウィリニアと手を携たずさえようという動きがこれまで提案されてこなかったのも、恐らくはそういった理由による。

　ファウラー自身はウィリニアに対してそれほど悪い印象を抱いているわけではなかったが、それでもできることなら関かかわり合いになりたくないというのが本音だった。同じように考えている者は、他ほかにも大勢いるに違ちがいない。

「特に問題なのが、あの国と組むに当たって、我が国が持ちかける条件だ。貴き公こうの昨日きのうの提案は、やはりわしには到底受け入れられるものではない。……オルグレン公こうやヒューム公も、絶対に賛同することはないだろう」

　ファウラーはヴィクトの目を見つめながら、言い含めるように告げた。今でこそ冷静さを保って話している彼だったが、昨日の段階ではとてもこうはいかなかった。ヴィクトにその話を聞かされたときは思わず激げつ昂こうし、彼に対して言葉を荒らげたほどだった。

　ヴィクトが自分の想像もしていなかったことを考え、提案してくるのはファウラーにとってもはや当たり前になりつつあったが、昨日の話はこれまでの中でも、特に衝しよう撃げきが大きかったといっていい。

　あんなことを、他ほかの人間においそれと口にできるものではなかった。

　オルグレンやヒュームは無論のこと、フランシスカ本人に対しても。

「そうですか……」

　ヴィクトは右手を顎あごの下にあて、考え込む素そ振ぶりを見せた。

「かの国の事情も考こう慮りよして、そうするのが一番と考えたのですが。どうしても厳きびしいということであれば、別の方法を用いることもやぶさかではありません。一応、代わりの案を他にも考えてありますので」

「そうだな。他にやりようがあるのであれば……」

　ファウラーがそういいかけたところで、誰だれかが彼らのいる部屋の扉とびらを叩たたくけたたましい音が聞こえてきた。

「誰だ？　随ずい分ぶんと乱暴だな」

　ファウラーは音のしたほうへと近付いていき、扉を開けた。そこにいたのはヒュームだった。

「ファウラー伯はくはここにいると聞いたのでな。……フォティオス卿きようも一緒だったか。それは都合がいい」

　ヒュームはよほど急いでここまでやって来たらしく、息を荒らげていた。

「何かあったのか、ヒューム公？」

「どうもこうもない。一大事だ。ウィリニアから、祝賀使節がやって来た」

　ヒュームは息せき切った口調で答えた。

「ウィリニアから……？」

　ヒュームとヴィクトは顔を見合わせた。ちょうどウィリニアの話をしていたときに、まさかそんな知らせが飛び込んでくるとは思いも寄らなかったというのが正直なところだった。

「あの国から使者が来たこと自体、確かに驚おどろきだが……いくら何でも早すぎはしないか？　王都を取り戻して、まだ九日しか経たっていないというのに」

　ウィリニアの首都ウェルセイユからここリュクシスまで、普通に来れば片道二十日はかかる。相当に急いだとしても十日以上だ。その使節が、リュクサリア王国軍の王都奪だつ還かんに対する祝辞を述べるために遣つかわされたというのであれば、明らかに計算が合わない。

「先に戦いの結果を見越して、近くまで来ていたとしか考えられません。そこまでして我が国を訪れるからには、どうやらただの使者とも思えませんが……一体どのような方がお越しになられたのですか？」

　ヴィクトがヒュームに向かって尋たずねた。

「一番の問題はそこだ。聞いて驚おどろくな」

　ヒュームはファウラーとヴィクトの顔を交互に見つめながら、真剣そのものの口調となって告げた。

「使節の名はクラウディオ・ベルジュロン……ウィリニアの王子だ」




　　　　２




　そのころ、イアンは出席していた会議を終え、自分にあてがわれた部屋に戻ってきたところだった。

　扉とびらを閉め、ひとりきりになったのを確認して大きく息を吐く。

　王都を取り戻してからも、彼は相変わらずアルトゥールであり続けていた。

　汗をかいた服を着替えようと、首にかけていたペンダントを外したところ、掌てのひらからこぼれて床に落ち、がちゃりと乾いた音を立てた。

　拾い上げようとして腰をかがめたイアンは、不意にハスローと予想外の対面をした、あの夜のことを思い出した。

　彼には自分とヴィクトの話を全すべて聞かれてしまっている──

　戦いが終わった今、それまで考えないようにしていた問題が、再びイアンの心に重くのしかかるようになっていた。

　もう一度ハスローを呼び出して、自分の正体を黙だまっているようきちんと念押ししておいたほうがいいだろうか。

　ヴィクトに相談することも考えたが、決断には至っていなかった。もしかしたら彼が、恐ろしい判断を下すのではないかという思いが拭ぬぐえなかったからだ。

　事実を知ってしまったハスローを消すか、あるいは聞かれてしまった自分を消すか──

　そう考えると、おいそれと打ち明ける気にはとてもなれなかった。

　とはいうものの、もちろんこのまま放っておいていいわけがないこともわかっている。

　一体、自分はどうすればいいのか──

　イアンの下もとに、ウィリニアの王子が来訪したとの知らせがもたらされたのはそのときだった。彼はハスローのことをいったん意識の外へ追い出すと、素早く身支度を整えた。そして、部屋まで迎えに来たヴィクトに案内され、対面が行なわれるという小しよう玉ぎよく座ざの間まへと向かった。

「ウィリニアの王子様というのは、どういう方なんですか？」

　目指す部屋までの道すがら、イアンはヴィクトに向かって尋たずねた。

「私も今日が初対面なので伝聞で知っているだけなのですが、文武両道に優すぐれた、未来の国王たるにふさわしい素晴らしい資質をお持ちの方と伺うかがっています。気さくな性格で、ウィリニア王国民の人気も極めて高いとか。年は、アルトゥール様とご一緒のはずです」

「そうなんですか……」

　自分と同い年の、本物の王子。これから自分はその王子と会って、果たしてどのような会話を交わすのだろうか。

　イアンは心の中で自分がウィリニアの王子と対話している場面を想像してみようとしたが、具体的な情景はほとんど思い浮かばなかった。

　彼がヴィクトにまず連れて行かれたのは、小玉座の間へ通じる控え室だった。そこには既すでに、フランシスカとファウラー、それにフランシスカの身だしなみを整えるのに余念のないミリアムらの姿があった。

「すみません、兄様。急にこんなことになってしまって」

　フランシスカはイアンの顔を見るなり、申し訳なさそうな表情を浮かべて詫わびてきた。そんな彼女にミリアムが手際よく、着ていた白いドレスに合わせた手袋や首飾りを着けていく。

「謝あやまることはないよ。それにしても、急な話だね」

「はい。私も驚おどろきました。……何でもウィリニア王家の方が、我が国を正式に訪れるのは初めてのことだそうです」

「これは心してかからなければなりませんぞ。姫様、アルトゥール様」

　フランシスカの傍かたわらにいたファウラーが口を挟はさんできた。

「あの国から使節が来るだけでも異例なのに、それが王子本人というのはただごとではありません。祝賀のためとはいっていますが、わざわざそれほどの大物がやって来たからには、他に別の目的があるものと考えたほうがいいでしょう。……ヴィクト、今回のクラウディオ王子の来訪の件、本当に知らなかったのか？　密ひそかに貴き公こうが招いたのではあるまいな？」

　ファウラーはイアンの背後にいたヴィクトのほうに目を向け、問いかけた。

「いいえ。私にそのような力などありません」

　ヴィクトが落ち着いた口調でそう述べた直後、小しよう玉ぎよく座ざの間まへと通じる扉とびらが開き、誰だれかの声が聞こえてきた。

「……それではこれより、王国の唯一にして正統なる後継者フランシスカ王女殿でん下か、並びにその兄君であらせられるアルトゥール王子殿下が御お出で座ましになられます」

　ファウラーが、イアンとフランシスカに向かって頷うなずいた。イアンはフランシスカと顔を見合わせ、目め配くばせすると、ふたりそろって小玉座の間に向かい歩き出した。

　一番前をフランシスカが進み、直後にイアンが、さらにその後にファウラーとヴィクトが続く。

　小玉座の間は、主に国王が外国からの来らい賓ひんと対面するときに用いられる場所だとイアンは事前に聞かされていた。別のところにあるもうひとつの玉座の間と比べるとかなり狭く、あまり大勢の人間は入れない代わりに、かしこまった雰囲気もなく話がしやすいらしい。とはいえ、狭いとはいってもそこは王城のこと、イアンの目には小玉座の間とて十分以上に広く、改まった様子の部屋として映ったのは仕方のないところだった。

　室内にいたのは数名だった。司会役を務めているとおぼしき老人と、玉座から見て向かって右側に並んで立っているオルグレンとヒューム。それとは反対側、向かって左側の後ろのほうに控えている男性。そして──

　部屋の中心、ちょうど玉座と正せい対たいする位置で跪ひざまずき、頭こうべを垂たれているひとりの人物だった。

　その人物の姿を横目で見ながら、イアンはあれがどうやらウィリニアの王子らしいと見当をつけた。ヴィクトに話を聞いた瞬しゆん間かん彼が漠ばく然ぜんと思ったのは、堂々たる体たい軀くを誇ほこるいかにも威い厳げんに満ちた人物の姿だったのだが、実際はそんなことはなく、体つきはむしろ細身だった。上品そうな礼服に身を包んでいる。つばのある帽子を被かぶっていたこともあって、顔はまったく見えなかった。

　ふとオルグレンとヒュームのほうに目を映すと、ふたりとも苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔を浮かべていた。何が彼らの気分を損ねているのか、原因はわからなかった。

　イアンとフランシスカは玉座の前まで来たところで足を止め、その前に並んで立った。

　ファウラーとヴィクトは、イアンたちの向かって左、オルグレンたちの対面に並んで立つ。

　フランシスカが、跪いている人物に向かって話しかけた。

「フランシスカ・リュクサリアです。どうかお顔をお上げになって、楽になさってください、クラウディオ殿でん下か」

「ありがとうございます。どうもこういったかしこまった姿勢は苦手なもので……それでは」

　伸びやかで涼しげな声を響ひびかせながら、クラウディオと呼ばれた人物はその場で立ち上がった。

　ファウラーがわざとらしく咳せき払ばらいする。彼もオルグレンたちと同様顔をしかめ、いかにも不愉快そうな様子だった。

「これは失礼しました。緊張のあまり、帽子を取るのをうっかり忘れていました。どうかお許しください、王女殿下に王子殿下」

　あまり緊張しているようには聞こえない口ぶりでそういいながら、クラウディオは被っていた帽子を脱いだ。

　その途端、金色の豪ごう奢しやな輝かがやきを放つ長い髪かみが、ゆったりと波打つように下から現れる。

　それを見たイアンは、まるで光が粒となってこぼれ出したような、そんな錯さつ覚かくを覚えて思わず息を吞のんだ。彼の視線はたちまちクラウディオに釘くぎ付づけとなる。驚おどろいたのは髪のことばかりではなかった。クラウディオは透すき通るような白い肌と、茶色くて大きな瞳ひとみが特とく徴ちよう的な、端たん整せいな顔立ちをした若者だった。イアンが何となく想像していた武ぶ張ばったたたずまいは一切なく、凜りんとした雰囲気と、柔らかな物腰を同時に兼ね備えているといった印象だった。

　これがウィリニアの王子様か。まるで──

「王子殿でん下か、熱心に私のことをご覧いただいて大変光栄ですが……その眼まな差ざし、まるで好きな女性を見つめるかのようですよ」

　クラウディオが薄うすい笑みを口こう辺へんに浮かべながら、イアンに向かって口を開いた。

「え……？」

「私は男です。王子殿下のお気持ちはありがたいのですが、さすがに……いささか困ってしまいますね」

「いえ、これはその……すみません」

　イアンは返答に詰まりながら、あわててクラウディオから視線をそらした。
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　そんなに自分は、食い入るように彼のことを見つめていたのだろうか。

　心臓の鼓こ動どうが、早はや鐘がねを打つように激しくなっていた。クラウディオの発言に、イアンは心底驚かされていた。まるでこちらの考えていることを見透かされたような、そんな気分だった。

　自分が彼のことを、まるで女の子みたいだと思ってしまったのを。

　よく見ればイアンだけでなく、その場の誰だれもが、ウィリニアの王子の奔ほん放ぽうな言動と人目を引きつけてやまない容姿に、すっかり呆あつ気けに取られてしまっているかのようだった。

　クラウディオはにこやかな表情を浮かべたまま、フランシスカとイアンに向かって再び一礼した。

「改めてご挨あい拶さつさせていただきます。ウィリニア王国国王リカルド二世が長子、クラウディオ・ベルジュロンと申します。このたびリュクサリア王国の皆様が無事王都を取り戻されたことにぜひ一言お祝いを申し上げたく、こうして推参いたしましたことを、どうかお許しいただきたく存じます」

「わざわざありがとうございます。クラウディオ殿でん下か」

　フランシスカが朗々とした口調で、クラウディオに向かって返事をした。

「殿下のような高貴なお方に我が国をご来訪いただき、祝福のお言葉を賜たまわりましたことは、喜びに堪たえません。王国を代表して、厚く御おん礼れい申し上げます」

　フランシスカの態度は初対面のクラウディオを前にしてもまったく物もの怖おじしたところがなく、堂々としたものだった。

「こうしてフランシスカ様とアルトゥール様にお目にかかれたことを、本当に嬉うれしく思っています」

　クラウディオが再び顔を上げながら、言葉を続けた。

「我が国には敬けい虔けんなイグニス教徒が多いこともあって、フランシスカ様の人気は絶大なものがありますから。そんなフランシスカ様にお目め通どおりが適かなったというだけでも、国へのいい土産みやげ話ばなしになるというものです」

　そこまで口にして、彼はイアンのほうに視線を向けてきた。

「それから王子殿下。あなたもとても評判ですよ」

「え？　ぼ、僕が？　なんで……？」

　イアンはあわてて返事をした。

　まずい。すっかり相手の調子に乗せられてしまっている。

　はっきりとそのことを自覚していたイアンだったが、なかなか落ち着きを取り戻すことができずにいた。心臓の鼓こ動どうは相変わらず早いままで、背中には冷たい汗までかいている。

　そんなイアンの心しん中ちゆうを知ってか知らずか、クラウディオは彼に向かって、にこやかに微笑ほほえみかけてきた。見ていてまぶしくなるような、相手が男とわかっていても思わず胸が騒さわぐような微笑みだった。

「先々月に続いて、今回の戦いでも大だい活かつ躍やくなさったとか。奇跡の王子の噂うわさは、我が国にも聞こえていますよ。一体どのような方なのかと、お会いするのを楽しみにしていました。こうしてお目にかかることができて、本当に嬉しく思います」

「あ、ありがとうございます」

　イアンがたどたどしい口調で礼を述べたところへ、ファウラーの咳せき払ばらいする声が被かぶさった。

「クラウディオ殿下。遠路はるばるお越しいただけたことに感謝いたします。本来でしたら国を挙げておもてなしをするべきところですが、あいにく我々のほうも、先日の戦いの混乱がまだ収まっておらず、取り込み中となっている次第でしてな」

　ファウラーは表情を引き締め、にらみつけるような鋭い視線をクラウディオに向けていた。

　イアンはそんな老将の顔を見て内心肝きもを冷やした。虫の居所が悪いのはヒュームたちばかりではなかったらしい。

　当のクラウディオのほうは涼しい表情を浮かべたまま、まったく動じる様子を見せなかった。

「それはさぞ大変なことでしょう。ご苦労のほど、ご推察申し上げます」

「そういうわけですので、クラウディオ殿でん下か」

　被かぶせるように畳たたみかけた後で、ファウラーは再び咳せき払ばらいして、言葉を続けた。

「時間もないことなので、迂う遠えんな腹はらの探さぐり合いはこの際互いに無用としたいのですが、いかがか。殿下が我が国へいらっしゃったのは、何か特別な理由があってのことと我々のほうでは推察しております。もしそうであれば、さっそくその内容をお伺うかがいしたい」

「わかりました。お気き遣づかいいただき、ありがとうございます」

　クラウディオはファウラーに向かって頭を下げた。

「ご慧けい眼がん、恐れ入ります。確かに私が今日ここへお伺いしたのは、戦勝のお祝いを申し上げるだけが目的ではありません。……実をいえば、フランシスカ様にぜひともお願いの儀がありまして、こうしてまかり越した次第です」

「私に……ですか？　それは一体何でしょう？」

　フランシスカが意外そうな声を上げる。

「それでは……」

　クラウディオは改めてフランシスカのほうへ向き直ると、彼女のほうへ颯さつ爽そうとした足取りで近付いていった。

「何を……？」

　ヒュームが驚おどろいた声を出したが、そのときにはクラウディオは早くもフランシスカのすぐ前に到達していた。

　彼はフランシスカに向かって姿勢をただした後、やにわにその場で跪ひざまずいて、告げた。

「フランシスカ様。どうか私の生涯の伴はん侶りよとなっていただけないでしょうか。……この私、クラウディオ・ベルジュロンはフランシスカ様に結婚を申し込みます」










　　　　終章




　ほの暗い闇やみの中で、彼は意識を取り戻した。

　最初に目に入ったのはまったく見覚えのない天井だった。背中にあたる柔らかい布の感触から、どうやら自分が寝台に横たわっているらしいということはわかったものの、ここがどこなのかはまったく見当がつかない。

　そもそも自分は、一体誰なのだ？

　己おのれの名前すら思い出すことができないことに彼は気付き、愕がく然ぜんとなった。

　右手を持ち上げ、横たわっている顔の前へと持ってくる。肌がかさついてひび割れたその手が、どういうわけか自分のものとは思えなかった。

　彼は自分の記憶を懸けん命めいにまさぐった。いくつかの情景が断片的に脳のう裏りに浮かび上がったが、それらはいずれも遠い日の思い出のように色あせた、おぼろげなものでしかなかった。

　自分は一体誰なのだ？

　同じ問いを再び繰り返したものの、答えはやはり思い浮かばない。

　そんな中、唐とう突とつにひとりの少女の姿が彼の記憶の中に蘇よみがえった。自分と同じ栗色の柔らかそうな髪と、深い海の色をした瞳を持った、まだ幼い少女。

　自分の手が、少女の頭を優やさしくなでる。その手は今と違ちがってまだ小さく、ひび割れてもいなかった。

　少しずつ、失われていた記憶が蘇ってくる。

　そういえば、自分はあのとき、彼女に何かをいった気がする。

　何といっただろう？　あれは確か──

　懸命に思い出そうとした彼だったが、そのころには、意識が再び朦もう朧ろうとなり始めていた。

　どうやら自分はこのまま、再び眠りに落ちるらしい。

　そのことだけは、はっきりとわかった。

　ああ、そうだ。ようやく少し思い出してきた。

　自分は──

　だが、そこまでだった。

　彼の意識はもはやほとんど失われ、再び闇の底へと沈んでいこうとしていた。

　どうやら今回はここまでのようだ。

　次に目を覚ますのが果たしていつになるのか、それがどういったきっかけで訪れるのかわからないが、自分としては機会を待つしかない。

　彼は抵抗するのをあきらめ、顔の上に持ち上げていた手を胸元に落とした。

　指先に何か固いものが当たる。

　彼は残ったなけなしの意識を振り絞って、指先に当たった固いものをつまみ、再び目の前へと持っていった。

　それは鎖につながれた指輪だった。

　その指輪には広げた翼つばさを象かたどった紋章が刻印されていた。







　あとがき




　一巻のあとがきで「プロットの段階では、主要登場人物は五人くらいしかいませんでした」と書いたんですが、改めて見直してみたら六人でした。それが誰だれかといえば、イアン、フランシスカ、ヴィクト、アルトゥール、マンフレート、メイです。この辺に関しては最初から人生の行く末というか、進む道みたいなものがある程度見えていました。ですがそれ以外の、書いているうちに次々と生まれてきたキャラクターたちに関しては、その限りではありません。この先どうなるのか、そもそもどんな人物なのか、自分でもよくわかっていない者が何人もいます。

　その最たる存在がエリクソン（ジェラルド）です。

　同じ五公こうの中でも、バーナビー、オルグレン、ヒュームに関しては早々にイメージが固まっていましたが、エリクソンとアシュフォードに関してはそうではありませんでした。彼らが登場する場面を実際に書く段になるまで、名前すら決まっていなかったくらいです。お恥ずかしい話ですが。

　初めは人数合わせくらいのつもりで、何となく生まれたエリクソンでしたが、その後も彼に関しては特に細かいところまで明確には決めず、その時々の流れに乗っているうちにここまで来てしまいました。

　もしかしたら、早々に死んでいたかもしれないんですよね。一巻を執筆しているときに、そういった話が出たこともありました。

　そんなエリクソンが、まさか三巻の口絵に登場するまでに出世するとは！

　物事ってどう転ぶかわからないなあとつくづく思います。

　エリクソンに関しては、これからも勝手に突っ走らせる（放置する）つもりです。

　彼がこの先どうなるのか、やっぱり未いまだにわかりません。




　今回も素晴らしいイラストを描いてくださったTomatikaさん、作戦を考えるのに多大な知恵を貸していただいたＫさんにあつくお礼を申し上げます。執筆中のこの身を支ささえてくれた家族（猫含む）にもお礼を。いつも唸うなったり叫さけんだりしていてごめんなさい。

　そして、この三巻までお付き合いしてくださった読者の皆様に、心からの感謝を捧ささげます。




　次は今回の続きから始まる予定です。主要登場人物たちがだんだん出で揃そろってきて、彼らを取り巻く人間関係が、大きく動き出すことになりそうです。戦せん闘とう分も引き続き多めで。

　それでは、次巻でまたお目にかかれることを祈りつつ。





安あ彦びこ　薫かおる









安あ彦びこ 薫かおる

鎧駅です。ちょうど関西方面へ行く機会があったので、せっかくだから３巻の近影をこの駅名表示板にしようと思い、足を伸ばしてきました。景色のいいところと聞いていましたが本当ですね。あいにく雨だったので、晴れているときにまた再訪したいなあ。
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Tomatika

夏から同居していたはずのアダンソンハエトリグモが最近姿を見せません。一刻も早く安否を知らせてほしい。
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双そう竜りゆう記きⅢ




機き械かいじかけの竜りゅうと闇やみの咆ほう哮こう
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